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			第一章　ガルスの行方

			


			　カーン！　カーン！　カーン！　カーン！

			　闇夜に甲高い警鐘の音が響き渡っていた。

			　大勢の人間が走り回る気配もする。

			　それも当然だろう。死刑間違いなしと目されていた重罪人が、牢を破って逃げ出したのだから。

			「ミリアム様！　奴の目撃情報が入りました！」

			「なに！　どこでだ！」

			「ぐ、軍港内で！」

			「馬鹿な！」

			　兵士をいつもの倍は配置しているんだぞ！　その軍港に侵入したというのか！

			「カーラ！　すぐに港に向かうぞ！」

			「はっ！」

			　警戒が厳重な重犯罪者用の牢から脱獄したことといい、確実に内通者がいるな。

			「奴は単独なのか？」

			「それが、複数の人間が行動を共にしているようです。あの殺人狂の兄弟も一緒だと……」

			「なに！　いや、奴らは同じ重罪人用の牢獄に収監されていたな……」

			「一緒に逃げた様です。すでにかなりの兵士に被害が出ております」

			「奴らの狙いは明白だ」

			「水竜艦ですね」

			「ああ。水竜ヴァルッサと奴の契約はまだ解除されていない。奪って逃げるつもりだろう」

			　現在、シードラン海国の最高戦力である水竜艦は、二隻しかまともに運用されていない。肝心の水竜が揃っていないためだ。

			　まともに動かせるのは姉上のウォルネイトと、私のアキュースだけだった。

			　以前まで叔父の乗艦であったウィシュカルは、現在習熟航海中。

			　そして愚兄の乗艦だったヴァルッサは、フランによって与えられた傷を癒すために療養中だ。

			　本来であればすぐにでも奴からヴァルッサを取り上げたいところだったが、その後継者選びが難航し、未だに奴とヴァルッサの契約を解除できていなかった。

			　ただ、愚兄は最も厳重な牢獄に収監されている。問題などない。そのはずだったのだが……。

			「奴がヴァルッサの下にたどり着くことは絶対に阻止せねばならん」

			　何せ、今のヴァルッサには船体が繋がれている。近日中に愚兄から、新たな水竜艦の艦長に契約が移されることになっていたからだ。

			　最悪の時期に脱獄されてしまった。

			　いや、違うな。この時期だからこそか。ヴァルッサを取り戻すタイミングを狙っていたのだろう。

			　そう。奴がヴァルッサにたどり着くということは、水竜艦が奴の手に落ちるということだ。

			「絶対に愚兄に──スアレスに水竜艦が奪われる事態は阻止しなければっ……！」

			


			　　　＊

			


			　ウルムットを出発した俺たちは、一路バルボラを目指してひた走っていた。

			　まあ、走るのはウルシで、俺とフランはその背に乗っているだけだが。

			　すでに一度通った道だ。前回は四日かかったが、今回はもっと短縮できるだろう。

			　そんな風に思っていたんだけどね。

			　いや、実際、二日目には七割ほどの道程を消化していたのだ。

			　だが、俺たちの目の前にはちょっと無視できない光景が広がっていた。

			「た、助けてー！」

			「ひぃい！」

			「ゴガアアアアアア！」

			　商人と思しき男たちが、レッサー・ワイバーンの群れに追われていたのだ。今の俺たちにとっては大した相手ではないが、商人たちからしたら恐ろしい化け物なんだろう。

			　転生したばかりの頃、魔ま狼ろうの平原でレッサー・ワイバーンと死闘を繰り広げたことを思い出した。今ではいい思い出──ではないけど、懐かしく感じる。

			　あの時は恐ろしい相手に思えたが、商人たちはもっと恐ろしく感じているんだろう。

			　しかも、数が多い。一〇匹以上はいた。

			「ウルシ」

			「オン」

			　フランの呟きに反応したウルシが全速力で駆け出し、一気に商人たちに追いつく。

			「ひ、ひぃいぃ！」

			「飛とび蜥と蜴かげだけじゃなく、魔狼まで！」

			「終わりだ！」

			　突如現れた巨大な狼を見て、さらに混乱に拍車がかかってしまった。パッと見、助けとは思わなかったんだろう。

			　直後、商人たちの走る速度が目に見えて落ちた。

			　絶望して気力が萎えかけているらしい。

			　そんな商人たちにフランが声を掛ける。

			「敵じゃない」

			「え？　あれ？　子供？」

			　ウルシの背に乗っているフランにようやく気付いたようだ。

			「お、お嬢ちゃんの狼なのか？」

			「って言うか、黒こく雷らい姫きじゃないか！」

			「ん」

			　フランのことを知っているらしい。

			　希望が見えた商人たちの走る速度が一気に上がった。現金な奴らだが、嫌いではない。泣き叫んで蹲うずくまられるよりも楽なのだ。

			「助けはいる？」

			「ぜひ！」

			「お願いします！」

			「た、助かるぞ！」

			　まあ、報酬とかは期待できそうにはないけど、見殺しにするのは寝覚めが悪いからな。

			「素材は全部貰う」

			「もちろんだ！」

			「報酬も払う！」

			「大した額は払えんが……」

			「あ、馬鹿！」

			「それで帰っちゃったらどうするんだ！」

			「だって、高位冒険者相手だぞ！　あとで報酬が足りないって言われたらどうするんだ！」

			「そ、そりゃあ、高位冒険者に払える様な手持はないが……」

			　助かるという希望が出てきたせいか、こんな時に言い合いをし始めたよ。それとも、同情を引いて報酬を引き下げるための演技か？　まあ、どっちでもいいや。

			　本当はタダでも構わないんだが、それだと後々舐められるかもしれない。

			　黒雷姫はタダで弱者を助けるなんていう噂が立ったら、それ目当てで群がってくる奴らがいるかもしれなかった。

			　だが、問題が一つ。相場なんてわからんのだ。

			（師匠、どうする？）

			『下手な金額を提示したら、色々面倒だしな……』

			　とりあえず適当に言っておくか。

			「報酬は後で構わない。命を救ってもらった相手に払うに相応しいと思う額を出せばいい」

			「え？　それは──」

			「巻き込むかもしれないから、とにかく離れていて」

			　補助魔術を使って、走る速度を上げてやる。商人が何やら言いかけるが、フランとウルシはそれを無視して飛び上がった。

			「ちょっと待って──」

			「おい、どうすんだ──」

			「報酬をもっと具体的に──」

			　商人たちが何やら慌てている。どうやら報酬が問題だったらしい。

			　相場が分からないから、彼らに適正額を出させようと思っただけなんだけど……。

			　いや、待てよ。今のって結構厳しいこと言ったか？

			　要約すると、ランクＣ冒険者に救ってもらった自分の命の適正価格を払えって言ってるようなものだ。

			　払う金額が安すぎたら、不誠実だとかケチだとかっていう噂がたってしまい、商人としての評判に係わってくるかもしれん。相場通り払えって言ってやった方が良かったかもしれないな。

			　ま、まあ、それは後でいいや。今はレッサー・ワイバーンどもが先だ。

			　下級と言えど野生の魔獣。一瞬でフランとウルシの危険さを感じ取ったらしい。商人を追うのをやめ、空中でホバリングしながらこちらを遠巻きに睨んでいる。

			　突っ込んでくるのも死、背を見せるのも死と分かっているんだろう。

			「師匠」

			『どうした？』

			「ちょっと試してみたい」

			『何をだ？』

			「カンナカムイ」

			『ふむ、なるほど……』

			　実際、ダンジョン内などで試してはみたが、こういった普通の環境で撃ったことはない。武闘大会では結界があったし、平地で試しておくのも重要だろう。

			　なら、一発ぶっ放してみても構わないか。

			『そうだな。じゃあ、俺は準備をするから、奴らが逃げないように見張っててくれ』

			「ん」

			　実のところ、雷鳴魔術レベル10で習得するカンナカムイは、制御が凄まじく難しい。詠唱中に少しでも集中が乱れると、発動しなかった。

			　そのせいか、俺とフランが使用した場合、威力に相当な違いがある。

			　俺が使用した方が圧倒的に強力なのだ。威力が倍近い。

			　しかも、使用までの所要時間が半分だった。高速思考や並列思考、魔法使いスキルのおかげだろう。

			　それ以外にも問題がある。

			　フランがカンナカムイを使おうとすると、頭に激痛が走るらしい。最初にこの術を放った時など、鼻血が出てしまったほどだ。どうも、脳に凄まじい負荷がかかるようだった。

			　正直、俺はこの術をフランに使わせたくなかった。鼻血が出るまで脳を酷使するなんて、単純に体に悪そうだからな。寿命とか削れてそうじゃないか？

			　ならば、魔術が得意な俺が使うべきだ。フランとウルシが威圧してレッサー・ワイバーンを逃がさないようにしている間に、俺は魔力を集中して、練り上げる。

			『……よし！　準備完了だ』

			「ん。商人は離れた」

			　よし、この距離なら彼らを巻き込んでしまう心配もないだろう。

			　俺は、安心して魔術を解き放った。

			『──カンナカムイ！』

			　俺の言葉に応じ、白い極太の雷が天からレッサー・ワイバーンたちに降り注ぐ。こうやって開けた場所で使うと、術の迫力が良く分かるな。

			　空間を焼き付かせるような白い閃光が辺りを覆い尽くす。少し遅れて激しい雷鳴が響き渡った。

			　直視できぬ雷光と、耳を打つ轟音。

			　腹の芯を震わせるような重い振動を伴うその雷は、まるで猛り狂った雷の神が降臨しようとしているかのようだった。

			　フランとウルシは分かっているから耳を塞いでいるが、もろに音を聞いてしまった商人たちは耳を押さえて悲鳴を上げている。

			　やべえ、逃げろとは忠告したんだが、これでもまだ近かったか。

			　あ、あとでヒールをかけてやるからチャラにしてくれ。

			　そして、白い雷光が収まった直後、フランとウルシが同じように首を傾げた。俺に首があったら、同じようにしていただろう。

			「あれ？」

			「オン？」

			『おや？』

			　そこにはレッサー・ワイバーンの影も形もなかったのだ。

			『……やりすぎたか』

			　炭化させるどころか、完璧に消滅させてしまったらしい。

			　同時に、直径一五メートル程のクレーターができあがり、中心部分では大地が硝子ガラス化している。

			　しかも、広範囲に渡って森に被害が出てしまっていた。

			　クレーターの近くの木々は消失し、離れた場所では焼け焦げて薙ぎ倒されている。まき散らされた爆風と電撃、衝撃波の仕業だろう。町中で使用したら、それこそ何百もの家屋に影響が出てしまうかもしれない。

			『……これは、おいそれと使わない方が良さそうだな』

			　下手したら仲間も巻き込む。というか、商人たちに逃げろって言わなかったら、確実に巻き込んでいた。

			　いや、少し巻き込んだ。

			　爆風に煽られて転倒した挙句、轟音で鼓膜をやられたのだろう。未だに転げ回って悲鳴を上げていたのだ。

			　フランが大急ぎで近づき、回復魔術をかけてやる。

			『それに、素材も魔石も消滅しちまうし』

			「勿体ない」

			「オン」

			　肉も消えてしまったからな。ウルシも残念そうだ。

			「大丈夫？」

			「……」

			「……」

			　ヒールをかけてやった後に起き上がらせたのだが、彼らは目の前の惨状を目の当たりにして、呆然としている。

			「あ、その……」

			「助かり、ました……」

			「その、報酬なんですが……」

			　少し待ってやるとようやく我に返ったのだが、その顔は青い。

			　一般人には衝撃が強すぎたようだ。

			　それに、この惨状を見た後に値切ったりもできないだろう。さっき言った、報酬は自分たちで考えろという言葉と合わせると、結構な脅しになってしまったかもしれない。

			「その、今の手持は三人合わせても五万ゴルド程しかないのですが……」

			　意外と持っていた。でも、商人なんだし、それくらいは当たり前なのか？　それに今の言い方だと五万でも安いらしい。

			　高位の冒険者を雇うとなれば、確かにもっと高い可能性はあった。

			　フランはそれこそランクＡ冒険者に勝利した実績もあるし、同じランクＣの冒険者よりも報酬が高くてもおかしくはないだろう。

			　だが、フランはあっさりと承諾の意を告げる。

			「じゃあ、それでいい」

			「え？　いいんですか？」

			「ん。巻き込みかけたから」

			　ヒールをかけて治してやったが、俺たちのせいで怪我をさせてしまったし、場合によっては命の危険すらあった。それを理由にして安くしてやることにしたのだ。

			「あ、ありがとうございます」

			「た、助かります！」

			「本当に！」

			　有り金全部巻き上げたのに、感謝された。相場は遥かに高いんだろう。

			　その後、俺たちは商人と別れ、あえて街道に沿って進むことにした。アフターサービスって訳じゃないけど、あの商人たちがまた襲われないように、街道を掃除しながら進もうと思ったのだ。

			　だが、しばらく進むと大勢の人間が街道を塞いでいるのが見えた。

			　どうやらバルボラ方面からウルムットに向かって進んでいるらしい。騎士団と言うには軽装だが、冒険者の集団と言うには装備に統一感がある。盗賊にしては規律がしっかりし過ぎているようにも見えた。

			　正体不明の武装集団だ。

			　しかもかなり殺気立っているようで、遠目からでも剣呑な雰囲気が伝わってきた。

			　さて、どうしようか。

			　このまま簡単にすれ違えればいいんだが……。下手に絡まれても面倒だ。

			「迂回する？」

			『いや、それも誤解されるかもしれない』

			　向こうからこっちが見えているはずだ。わざわざ迂回しようとしたら、逃げたと思われるかもしれない。あの集団の目的が何かは分からないが、後ろ暗いところがあると邪推されてしまう可能性もあった。

			『いつでも戦えるように準備しておけよ』

			「ん」

			「オン」

			　ウルシが速度を少し落としながら、謎の集団に向かって歩みを進めた。すると、集団が一斉に武器を抜いて身構えた。中には弓を番つがえている者もいる。

			　それでも俺たちが先制攻撃を仕掛けないのは、向こうに殺気が感じられないからだ。

			　さらに一人一人がたいして強くないことも、余裕を持てる理由だった。強さの平均は、ランクＥ冒険者くらいだろうか。先頭の男だけは、ギリギリランクＤくらいはあるかもしれない。

			　彼らの視線はフランよりも、ウルシに注がれていた。いや、そりゃそうか。これだけ強力な魔獣が一直線に自分たちに向かってくれば、警戒しない訳がない。

			　俺たちにとっては可愛いペットみたいな感覚だから全然気にしてなかったが、知らない奴らからしたら凶悪な巨狼の魔獣に見えるだろう。

			　さすがにこれ以上近づいたら、攻撃されてしまうかもしれない。

			『フラン、一旦ウルシから降りて、歩いていった方が良い』

			「ん。わかった」

			『ウルシは影に入ってろ』

			「オン」

			　ウルシが小型化したうえで影に潜ると、集団から驚きの声が上がる。

			　そんな男たちに向かって、フランはさらに歩みを進めた。

			　俺はいつでも転移を使えるように準備している。いざとなれば転移で上空に逃げて、魔術で殲せん滅めつだ。

			　フランがスタスタと歩みを進め、互いの距離が段々と近づく。ゆっくりという程でもないが、速くもない。普通のスピードだ。

			　五〇、四〇、三〇、二〇メートル──。そして彼ひ我がの距離がさらに近づいた時、一番先頭にいた男がフランに対して声を張り上げた。

			「お、おい！　お前何者だ！」

			「ん？」

			「さっきの狼は何だ！　だ、だいたい、俺らに対して挨拶も無しかよ！」

			「こんにちは。じゃあ」

			「待て待て！　小娘！」

			　うーん、どうしよう。やっぱり絡まれてしまった。

			　弱い奴ばかりだし、無視して振り切っちゃってもいいと思うんだが……。こいつらが何者か分からないからな。

			「俺たちを『ディムル傭兵団』と知っての態度か？」

			　いや、知る訳ねーし。傭兵団てのはこんなのばかりか？

			　ウルムットで敵対した青猫族の傭兵団『青の誇り』を思い出したのか、フランが微かに顔をしかめた。今までもそうだったが、傭兵と名乗った人間でまともな人間をほとんど見たことがない。

			　まあ、各地で爪はじきにされているやんちゃな人間たちが最後に行きつく職業であるわけだし、仕方ないのかもしれないが。

			　冒険者も同じなんだが、そっちとはそれなりに多く接している。それ故、まともな人間とも知り合えているんだろう。

			　男は、フランの素性、ウルシはどこに行ったのか、そしてこの街道の先がどうなっているのか、矢継ぎ早に質問してきた。

			　そして、完全に無視状態のフランの態度に段々と苛立ってきたようだ。声が少しずつ大きくなってきている。

			（師匠、どうする？）

			『うーん、もう無視して行っちゃうか？』

			　そう思っていたら、集団の後ろで何やらざわめきが起きる。どうやら後詰の部隊がやって来たらしい。これで男たちの数がさらに増えた。ちょっと厄介かもしれん。

			　俺は密かに魔力を練りつつ、事態の推移を見守ることにした。

			　最悪、こいつらを叩き潰すことになるだろう。

			「おい、何をしているヴァスク」

			「あ、親父──いや分隊長。不審者を尋問してるんだよ」

			「尋問？　俺たちの任務は、街道に出て来たレッサー・ワイバーンの群れを追い払う事だぞ？　それとも、盗賊団の斥せっ候こうでも出たか？」

			　後詰を率いていた壮年男の方が偉いらしい。

			　しかも親子であるようだ。父親に叱責され、無礼男ヴァスクが、慌てて言い訳をする。

			「いや、そうじゃないんだが……」

			「何だそれは？　遊びでやっている訳じゃないんだぞ！」

			「こ、これからちょいと締め上げて吐かせるから！　少しだけ待ってくれ！」

			　締め上げる？　フランをか？　ほほう。どうしてやろうか。

			　まずは目の前の男を叩きのめして、周辺の奴らは雷鳴魔術の練習台になってもらうか？

			　フランもどうやらやる気になったらしい。その目がスッと細められ、いつでも動けるように重心を僅かに前に傾けたのが分かった。戦闘が開始された瞬間、目の前にいるヴァスクの首が物理的に飛ぶことになるだろう。指揮官を最初に潰すのは、集団戦での鉄則だからな。

			　俺とフランから立ち上った闘気を、分隊長という男が敏感に感じ取ったようだ。

			　息子や部下を押しのけてフランの前に進み出る。

			　敵対している相手の顔を見ようというのかね？

			　そして、フランを見るや否や瞬間的に顔を真っ青にすると、息子の顔面をいきなり殴りつけた。

			「がっ！　な、何するんだ親父！」

			「馬鹿者が！　馬鹿者がぁ！」

			　分隊長は、膝をついた息子をさらに容赦なく殴り続ける。

			「ぐぼっ！　がふっ！」

			　最後には思い切り顔面を蹴り飛ばされ、ヴァスクは意識を失って転がった。

			　突然の事態に他の傭兵たちもポカーンとしている。

			　いや、俺たちもポカーンだけどね。誰か偉い貴族とでも勘違いしたか？

			「も、申しわけありません！　これは馬鹿な部下が暴走してしまっただけで、我らの真意ではありません！　どうかお許しを！」

			　突然跪ひざまずいて命乞いにも似た言い訳を始めた分隊長を見て、傭兵たちは呆然と立っている。やはり誰かと勘違いしてるな。

			「お前ら何をしている！　跪いて頭を下げろ！　今すぐだ！　命令を聞かなかった奴はその場でぶち殺すぞ！」

			　メチャクチャな命令だが、迫力に負けたのだろう。他の男たちも、渋々ながら膝をついて頭を下げてきた。

			　そんな不満げな顔で頭を下げられても嬉しくはないんだけどな。

			「部下の無礼な態度、まことに申し訳ありませんでした。黒雷姫殿」

			　勘違いじゃなかった。なるほど、フランの事を知っていたわけか。そして、敵に回したら終わりだと理解して、許しを請うてきたのだ。

			　少なくとも、自分たちで一斉にかかれば勝てると思う程、無能ではなかったらしい。

			「あ、あれが噂の？」

			「敵対する奴には容赦しないとか……」

			「逆らうと消し炭にされるらしいぞ……」

			　頭を下げている部下たちも、黒雷姫の名前にビクンと反応して一瞬ざわついたが、分隊長の一睨みによって直ぐに黙った。

			　ただ、フランはこいつらに一切興味を失ったらしい。

			「もう行っていい？」

			「はい！」

			「じゃあ、行く」

			「お気を付けて！」

			　最敬礼で見送ってくれる傭兵たち。まあ、実質的な被害は無かったし、許してやるか。

			　にしても、あの恐れようは何だったんだ？　強い相手を前にしただけでああなるか？　どんな噂が広まっているのか、ちょっと気になるな。

			


			　傭兵たちに土下座をされた翌日。

			『久しぶりのバルボラだな』

			「ん」

			「オン！」

			　俺たちは、一ヶ月ぶりにバルボラに戻ってきていた。

			　皆に見送られながら出立した大手門を再び潜り抜け、町中を歩くる。

			　普通は一ヶ月程度で大きな変化があるはずもないんだが、バルボラは違っていた。

			　旅立った時には、邪人たちによって破壊された家などがまだ目立っていたんだが、今はもうほとんど見られない。

			　急ピッチで修復を進めたのだろう。

			　一見すると、大量の邪人が暴れて、大きな被害が出たようには見えなかった。

			『まずは知り合いに顔を見せに行くか』

			　俺たちの目的地は、海を渡った先にある獣人国である。

			　しかし、一分一秒を急ぐ旅というわけではない。バルボラの知人たちに会うくらいの時間は十分あった。

			「ん！」

			　フランもどこか嬉し気にうなずく。

			　最初に向かったのは、一番近い料理ギルドだ。

			『メッキャム爺さんはいるかな？』

			「む」

			『おいおい、まだ爺さんのこと嫌いなのか？』

			　一番最初にカレーに厳しい意見を言われたせいで、フランはメッキャム爺さんを敵視してたんだよね。漫画の食通キャラみたいで、俺は嫌いじゃないんだが。

			　最後にカレーパンを美味しいと言ってくれたので、もう隔意はなくなったと思ってたんだけど、フランはまだ怒ってるのか？

			「……いつか師匠のカレーが世界一美味しいって、分からせる」

			　どうやら強敵枠というか、いつか倒す相手という認識らしい。

			　だが、残念ながらメッキャム爺さんはいなかった。

			　いや、いたらいたでフランが絡むだろうし、いない方が面倒がなくてよかったかもな。

			『仕方ないさ』

			「ん……」

			　宿敵が不在と聞いて、どこか残念そうなフラン。仕方なくそのまま帰ろうかと思ったら、受付の女性に声をかけられた。

			「あの、フラン様、少々よろしいでしょうか？」

			「ん？」

			「実は、フラン様と師匠様のランクアップ条件が満たされておりますので、ギルドカードの更新をしたいのですが」

			　そう言えば料理ギルドに登録してたな。料理コンテストに出場する為に登録しただけだったから、すっかり忘れていた。

			　でも、ランクアップ？　理由が分からないんだが。コンテストの順位とかでランクアップできるのであれば、前回バルボラにいた時にランクアップの話が出てただろう。だが、他に何かをした覚えはなかった。

			　フランも疑問に思ったらしく、首を傾げている。

			「何で？」

			「お二方が広めて下さった、カレーのレシピが現在爆発的な広がりを見せております。このまま行けば、すぐに国内全土に広がるでしょう」

			「おおー」

			　それは嬉しいぞ。どこに行っても食べられるようになればフランも喜ぶだろうし、色々な派生レシピも生まれるだろう。そうなれば、回り回って俺のレシピも増えるのだ。つまり、フランのために作れるカレーが増えるということである。

			　カレーのレシピをルシール商会に売ってよかった。

			「経済的、文化的な功績を鑑みて、お二方のランクをシルバーへと昇格させていただくことが決定しております」

			　カレーという新しい料理を開発し、広めた功績ってことらしい。地球のレシピを流用しただけだから、微妙に後ろめたいけどね。説明を聞いた限りランクが上がることによるデメリットはないみたいだし、ここは有り難くランクアップさせてもらおう。

			「じゃあ、これ」

			「あ、お二人分のカードをお持ちだったんですね」

			「師匠の分を預かってる」

			「では、新しいカードはフラン様にお渡しすればよろしいでしょうか？」

			「ん」

			　フランが二人分の料理ギルドカードを出すと、既に用意してあった銀色の縁取りのカードに交換してもらえた。料理ギルドのカードはアナログと言うか、魔術的な要素が一切ないようだ。いや、冒険者ギルドのカードが特別なだけか。

			「この町で商売をするときなど、料理ギルドからの支援を受けられますので」

			「わかった」

			「ただですね、長期間目立った活動が無かったり、一定期間更新が無い場合、ランクが下がってしまう場合がありますのでご注意ください」

			　ほほう。それは聞き捨てならない。

			　別に料理ギルドのランクが下がっても特に問題ないが、せっかく上がったのに下がってしまうのはなんだか悔しかった。

			（師匠、どうする？）

			『うーん、そうだな。何かレシピを渡しておくか』

			　カレーみたいに珍しいレシピなら、功績としてカウントしてもらえるかもしれない。

			　さて、どんなレシピが良いかね？

			『フランは、何が良いと思う？』

			　フランが好きな食べ物のレシピを渡せば、間違いないだろう。こっちの世界の人間の口にも合うってことだしね。それに、そのレシピがカレーみたいに広がってくれれば、新レシピの開発も期待できる。

			（んー……？　カツ丼？）

			『なるほど、カツ丼か』

			　フランの好物の一つだった。

			　カレー程じゃないが、週に一回はリクエストされる。

			　この世界じゃ珍しい揚げ物を、さらに卵でとじる料理だ。しかも、醤油などのこの辺では珍しい調味料も使うし、味も似たものがないだろう。

			　少なくともバルボラで似た料理を見たことはない。

			　俺はフランの意見を採用し、カツ丼のレシピを料理ギルドに提出することにした。これならカツの中身や味付けで色々とアレンジもきくし、派生レシピがカレーよりも多く生まれるかもしれない。

			　受付の女性にもらったレシピ提出用の書類に、フランが記入していく。

			　料理ギルドの受付なだけあって料理に詳しいらしく、その内容に目を見張っていた。

			「これは……凄いですね。本当に新しいですし、アレンジの幅も感じられます。しかもこの辺ではまだ数の少ない、お米や醤油をメインにした料理……。さすがです。これもフラン様と師匠様の連名での提出という事でよろしいですか？」

			　ただ奇抜というだけではなく、この辺では使われる頻度の少ない、米や醤油をメインにしていることも高評価であるそうだ。今はマイナーな食材が、誰もが求める食材に変われば？　そうなれば新しい商機が生まれ、大きな儲けが期待できるということだった。

			「ん。お願い」

			「では、受理いたしました。早速公開させていただきますね。多分、このレシピも引く手数あま多たとなるでしょうね」

			「そう？」

			「はい。何せ、お二人にはカレーという素晴らしい功績がありますから。その方々の考えた新しいレシピともなれば、多くの料理人が求めるはずです。あっと言う間にバルボラ中に広まってしまうかもしれませんよ？」

			　だったらいいな。これは教えてはいないけど、想像力のある料理人だったらカツカレーとかも生み出すかもしれん。

			　俺たちは満面の笑みの受付さんに見送られ、料理ギルドを後にした。

			『さて、結構時間を取られたけど、次はどうする？』

			「孤児院」

			『そうだな。一回様子を見に行くか』

			　アマンダが介入したとはいえ、その後どうなったのか自分たちの眼では確認できていない。ちゃんと子供たちの生活は改善されているだろうか？

			　そして、孤児院にやってきた俺たちは、驚きのあまり固まってしまった。孤児院は、見た目から大きく様変わりしていたのだ。

			　ボロボロだった外観が、新品のように綺麗な姿に変わっている。建物だけではない。孤児院を囲む外壁もキッチリ塗り直され、庭には大きな花壇が作られていた。果樹なども植えられ、以前とは見違えている。

			「あー、ウルシちゃんだ！」

			「冒険者のねーちゃん！」

			　良かった、子供たちは変わっていない。朗らかな笑みを浮かべて、フランたちに駆け寄ってきた。

			　いや、着ている物が少しマシになったかな？　小ざっぱりとしていて、みすぼらしさなんか全然感じさせないぞ。さすが子供大好きなアマンダ。子供たちに貧しい暮らしなどさせるわけがなかった。

			「また来てくれたの？」

			「フランちゃん！　あそぼー！」

			「ウルシー！　撫でさせてー！」

			　フランやウルシのことを覚えていてくれたらしい。

			　庭で遊んでいた子供たちが、ワラワラとフランたちに群がってくる。

			「あら、フランさん！」

			「イオ」

			　その騒ぎが中に聞こえたのだろう。孤児院の中から一人の女性が出てくる。

			　子供の世話役であるイオさんだった。凄腕の料理人にして、子供たちの優しいお姉さんである。

			「あの時は本当にありがとうございました。おかげで、孤児院の経営も大分良くなり、子供たちにも笑顔が増えました」

			　深々と頭を下げてくれるイオさんだったが、俺たちは大したことをしてない。孤児院を救ったのはアマンダだ。

			「いえ、アマンダ様から聞きました。フランさんがあの方に孤児院の窮状を訴えて下さったのだと」

			「でも、それだけ」

			「それに、頂いたカレーのレシピも子供たちに大好評で。今では週に一度のカレーの日を、皆楽しみにしてるんですよ」

			「イオ先生のカレー、好き！」

			「超美味しいんだぜ！」

			　クズ野菜だけで超絶品スープを作り出すイオさんだ。アマンダによって良い食材を使えるようになった彼女が、どんな料理を作っているのか興味があるな。

			　話を聞いてみると、明日がカレーの日らしい。

			　頼んだら、フランとウルシの分も用意してもらえることになった。これは楽しみだ。

			　フランが美味しい料理を食べられる機会を逃すはずがない。

			「じゃあ、また明日来る」

			「はい、お待ちしております」

			「またねー！」

			「ばいばいウルシちゃん！」

			「ん」

			　孤児院を出たフランが、スキップしながら歩いている。よっぽど楽しみなんだろう。

			（早く明日来ないかな）

			『まだ昼前だぞ』

			　さて、次はどうするか。ルシール商会へは船を探すときに行くし、他の知り合いは冒険者ばかりだ。武闘大会で顔を合わせたし、そもそも彼らはまだウルムットにいるだろう。

			「ガルス」

			『そうだな。じゃあ、ガルス爺さんを探しに行くか』

			　ウルムットで会う約束をしていたガルス爺さんには、結局再会することができなかった。

			　バルボラの救援に向かったということだったので、まだこの町にいる可能性は高いだろう。

			　もしガルス爺さんがバルボラからウルムットに再移動したのであれば、道中で出会うはずだった。なにせ、バルボラとの間には道が一つしかない。

			『問題はどうやって探すかだよな』

			「……冒険者ギルド？」

			『それは有りかもな』

			　腕の良い鍛冶師の一番のお得意様は冒険者だ。冒険者ギルドが何かしらの情報を持っている可能性は高い。

			　あとは鍛冶師ギルドかな。バルボラで仕事をするのであれば、鍛冶師ギルドに顔を出してはいるだろう。

			『まずは冒険者ギルドに行こう』

			「わかった」

			　フランからしたらホームみたいなものだ。情報を聞くにしても、冒険者ギルドの方が聞きやすい。ギルドマスターのガムドとも面識があるし、武闘大会で名を上げた。門前払いはないだろう。

			　冒険者ギルドを目指して歩いていると、フランとウルシが妙に周りをキョロキョロ見回している。

			　何だ？　何かを感じるのか？　ソワソワして、落ち着きが無い。

			『どうした？』

			「カレーの匂いがする！」

			「オン！」

			　ああ、そういうことか。バルボラは現在カレーブームだと言うし、この辺に並んでいる露店の中にもカレー料理を出している店があるんだろう。

			　フランたちはその屋台を特定したらしい。

			　花の香りに誘引されるミツバチのように、フラフラと屋台に引き寄せられていく。もはや本能レベルでカレーを欲しているな。

			　カレーの匂いで獲物を引き寄せる罠とかあったら、引っかかっちゃうんじゃなかろうか？

			「らっしゃい！」

			　フランが見つけた屋台では、確かにカレーらしきものが売られていた。

			　ただ、不思議なことにスプーンがない。代わりに箸が置かれている。鍋の中に入っている茶色の液体は、間違いなくカレーだと思うんだが……。

			「これは何？」

			「おう、これはカレーをベースに俺っちが考案した、カレーヌードルだ！」

			　なんとカレーライスではなかった。もうカレー風味の麺料理まで登場してるらしい。

			　よく見てみると、ヌードルの名前に相応しくカレーと麺が一緒に煮込まれていた。美味そうだけど、こんなに煮詰めたらあっと言う間に麺が伸びちゃうんじゃないか？

			　でも少し興味がある。それはフランも一緒だったようで、迷うことなく自分とウルシの分を購入していた。

			「はい、ウルシ」

			「オン！」

			　そのまま二人同時にカレーヌードルをかき込む。

			「ずるずる」

			「もぐもぐ」

			　辛みは抑えめなようで、フランは咽むせたりすることもなく麺を啜すすっている。そして、最後まで箸が止まることなく、あっと言う間に完食したのだった。

			


			

			


			　ああもう！　口周りに付いたカレーを舐めるんじゃない！　ちゃんとナプキンが用意されてるだろう！　ウルシの口もカレーでベッタベタだな！　ああ、お前は舐めとっていいぞ。

			　聞くまでもないとは思うが、一応味の感想を確認する。

			『どうだった？』

			「美味しい」

			「オンオン！」

			『麺は伸びてないのか？』

			「ん」

			　と言う事は、なにか工夫をした麺なのか。フランに色々と話を聞いてみると、どうやらコンニャク麺や春雨のような、伸びにくいプルプル系の麺らしい。

			　いやー凄いな。ここまで面白い料理が生まれているとは！

			　これは他のカレー料理にも期待できそうだ。

			　俺たちはそうやって屋台で買い食いをしながら、冒険者ギルドに向かった。

			　さすが料理人の多い町だけあって、普通の屋台の料理であっても相当レベルが高い。フランもウルシも大満足であるようだった。

			　普通に歩いたら三〇分もかからないところ、一時間以上かかったのだ。それだけ屋台の料理に夢中だったということだろう。

			『ようやくギルドか。早く情報収集をしようぜ』

			「ん」

			　冒険者ギルドの中に入ると、多くの冒険者がいて活気が凄い。

			　子供であるフランを訝いぶかし気な目で見てくる者も多いが、フランは彼らの視線を無視してカウンターに向かった。

			「少し聞きたいことがある」

			「はい、なんでしょうか？」

			　お、フランを知っている様子でもないのに丁寧な対応。さすが大都市のギルドの受付嬢だ。

			「人を探している」

			「人探しですか……」

			　受付嬢が、僅かに悩んだ顔をした。冒険者ギルドの仕事っていう感じではないからだろう。

			　しかし、そこで邪険にすることなく、案を提示してくれた。

			「では、そういった情報に詳しい冒険者を紹介しましょうか？　あとはその人に交渉してもらうと言う形でどうですか？」

			　情報屋的な冒険者ってことかね？　紹介してもらえるなら助かるな。

			　少し怪しげな気もするが、ギルドの紹介だったら身元もしっかりしているだろう。　

			「それでいい。すぐに会える？」

			「ええ。なにせ、直ぐそこにいますから」

			　受付嬢の視線の先には、一人の冒険者が立っていた。

			　フランと受付嬢の話を聞いていたらしく、自分に水が向けられることを予測していたようだ。ニッと笑いながら、敬礼するような仕草で軽く挨拶をしてくる。

			　鑑定してみると、斥候系職業の中年冒険者だ。戦闘力は大したことないが、探知系や隠密系、交渉系のスキルが一通り揃っている。

			　なるほど。情報屋という肩書に相応しい男だろう。

			「よお、人探しだって？」

			「ん」

			「俺は都市内での仕事がメインの雑ざ魚こだが、その分バルボラの中の事はそこそこ詳しいんだ。任せてくれ」

			　都市内メイン？　そんな冒険者もいるのか。バルボラほど大きな都市であれば、それでも十分生計が立てられるのかもしれない。

			「とりあえず、そっちで話そうか。俺はレグスだ」

			「フラン」

			「よろしくな」

			　レグスと名乗った冒険者と一緒に、ギルドの隅にあったテーブルに陣取る。態度は軽いが、レグスにはフランを侮る様子が無かった。

			「で、誰を探してるんだ？」

			「鍛冶師のガルス」

			「ほう。名誉鍛冶師殿か」

			「知ってる？　今居る場所が知りたい」

			　名前だけで、誰のことか伝わったらしい。

			　これは思いの外早くガルス爺さんと再会できるかもしれなかった。

			　あとは報酬次第だな。

			「情報料は払う」

			「いや、それは必要ない」

			「ん？　なんで？」

			「まず一つ。俺はガルス殿に関する大した情報を持ってない。この程度の情報じゃ金なんか取れん。それと、はした金なんかよりも、黒雷姫と顔見知りになれたっていう事の方が遥かに価値がある」

			　そうか、フランの事を知っての態度だったってわけか。さすが情報屋だ。耳が早い。

			　レグスは自分の知っているガルスの情報を語って聞かせてくれた。

			「一〇日前には、確実にバルボラにいたはずだぜ」

			「間違いない？」

			「ああ。ギルマスの武器のメンテナンスをしてたはずだ」

			「なるほど」

			　冒険者ギルドに関係した仕事を請け負っていたというのであれば、確実性の高い情報だろう。

			　だが、その後の足取りが分からないらしい。レグスも、てっきりバルボラを出たのだと思っていたようだ。

			「でも、ウルムットに戻って来てない」

			「連絡もないのか？」

			「ん」

			「そうか──。考えられるパターンはいくつかある」

			　レグスが指折り数えながら、可能性を挙げていく。

			　一つが、バルボラ、ウルムット間で何か事件に巻き込まれた可能性。魔獣に襲われた、盗賊に捕らえられたなどが考えられる。

			「ただ、武闘大会の影響もあって、街道を行き来する人間も多かったし、巡回も増やされていた。それで目撃情報がゼロっていう事は考えづらい」

			　それに、ガルスは槌術と火魔術のレベルが高かった。戦闘でそうそう後れを取るとも思えない。

			　それ以外だと、バルボラ内部で何らかの事件に巻き込まれている可能性も十分にあった。ガルスの腕に目を付けた奴隷商人や、裏組織に狙われたという線はなくはないだろう。

			　また、何か秘密の依頼を受けたことも考えられた。基本は自分の納得する仕事しか受けないガルスだが、王家や大貴族に押し付けられた仕事を断り切れない可能性はある。そういう場合、機密保持のために連絡等を断たれている場合があるらしい。

			　もしくは仕事にのめり込み過ぎて、連絡などを全く忘れている可能性。職人気質のガルスであれば、有り得なくはないだろう。

			　どれもありそうだな。

			「一日くれ。調べてみる」

			「お願い。私はどうすれば良い？」

			「うーん、下手に派手な動きをされても、やりにくいんだよな……。うちのギルマスとは顔見知りかい？」

			「ん」

			「ギルマスと、鍛冶師ギルドへの聞き込みを頼んでいいか？　別に裏を探ろうとかしなくていい。普通に聞き込みしてくれりゃいいからよ」

			　フランがその伝手を使って表を、レグスが裏を調べるってことだろう。

			「わかった」

			「おう。じゃあ、また明日」

			「ん」

			　レグスとは最終的な打ち合わせをして、とりあえず別れる。　

			　彼に支払う依頼料は、どんな情報が得られたとしても三万ゴルドということになった。相場よりも少し高いみたいだけど、そこは頑張ってもらうために奮発しておいた。

			　手をヒラヒラと振りながら去っていくレグスの背を見送る。

			『まずはガムドに話を聞きにいこう』

			　せっかく冒険者ギルドにいるのだ、ギルドマスターであるガムドに会っておくべきだろう。

			「ん」

			　ギルドの受付でギルドカードを出して、ギルドマスターに面会したいと頼むと、さっきの受付嬢がすぐに対応してくれた。

			　どうやら先程のレグスとのやり取りで、フランが黒雷姫であると分かったらしい。

			　ギルド関係者にはその異名がもう広まっているみたいだ。先程も丁寧だったが、より丁重に対応してくれた。現れた秘書っぽい人に案内されて、ギルドの二階に向かう。

			「よう、久しぶりだな。ウルムットじゃご活躍だったみたいじゃないか」

			「ん」

			　通された部屋で待っていたのは、バルボラ冒険者ギルドのギルドマスターにして元ランクＡ冒険者、竜墜のガムドだった。

			　バルボラで起きた邪人事件の際には、フォールンドらと共に一緒に戦った仲である。

			　身の丈もある巨大なハンマーで、リンフォードの巨体を吹っ飛ばしていたのが印象的だ。あの時は本当に助かった。

			「あの事件の後始末が無けりゃ、俺も見に行けたんだがな」

			「仕方ない」

			「いやー、お嬢ちゃんとフェルムスの一戦は是が非でも見たかったぜ！　奴の糸は本当に厄介だからな！」

			　同じ都市で、ランクＡ冒険者として活躍した者同士。単に面識があるだけではなく、一緒に依頼をこなしたこともあるのかもしれない。異名も竜狩りと竜墜だし、パーティを組んでたりしたのか？

			「フェルムスのこと知ってるの？」

			「そりゃあ当たり前よ。なんせ、元々同じパーティだったんだぜ？」

			　何と本当にパーティを組んでいた仲間だった。ランクＡパーティ『竜殺団』と言えば、伝説的なパーティらしい。他の冒険者が自分で伝説的とか言ったら寒いだけだが、ランクＡ冒険者が語るとむしろ格好良く聞こえるから不思議だ。

			　フランも話を聞いて目を輝かせている。

			「で、今日はどうした？　俺の顔を見に来てくれたって言うわけじゃないんだろ？」

			　話が早くて助かるな。

			　フランはガルス爺さんを探していることを伝え、居場所を知らないか尋ねた。

			「なるほど、ガルス殿の居場所か……」

			「今、どこにいる？」

			「すまないな。俺にもわからん」

			　ガムドが申し訳なさそうに首を振った。

			「一〇日前に俺の武器をメンテしてもらったんだ。その日まではバルボラにいたのは間違いない」

			　だが、ガムドもその後の足取りは知らないという。

			「ウルムットに向かうようなことは確かに言ってたが……。いつ旅立ったのかは分からないな」

			「そう」

			　ギルマスでも知らないか。

			　仕方ない。これ以上の情報はなさそうだし、鍛冶師ギルドに行こう。そう思って席を立とうとしたんだが、ガムドがその前に口を開いた。

			「そうだ、お前さん、傭兵に対して何か恨みでもあるのか？」

			「ん？」

			「いや、変な噂を聞いたもんでな」

			「どんな噂？」

			「黒雷姫は大の傭兵嫌いで、敵対した傭兵は皆殺しだとか、気に食わない傭兵団は潰されるとか、傭兵が視界に入ったら問答無用で魔術が飛んでくるとか、そんな噂だ」

			　えー？　なんでそんな噂が立ったんだ？

			「この町にも幾つか傭兵団がいるんだが、完全にビビッちまってな。そいつらから問い合わせが入ってるんだよ」

			　問い合わせって、もしかして「黒雷姫は傭兵が嫌いなんですか？」って直接聞いてきたってことか？

			「別に、傭兵だからとか関係ない」

			「お、そうか？」

			「敵だったら潰すだけ」

			「……そ、そうか」

			「ん」

			　でも、色々思い返すと、過去に何度か絡んできた傭兵を叩き潰したことがあった。そうだ、記念すべき初絡みも元傭兵だったはずだ。

			　それにウルムットでは青猫族の傭兵団『青の誇り』と一悶着もあった。奴らを直接潰したのは獣王たちだが、知らない人から見たらフランが何かしたように見える可能性はあるかもしれない。

			　バルボラに来る途中に出会ったディムル傭兵団という奴らがあれだけ怯おびえていたのも、その噂のせいだったんだろう。

			　彼らからしたらフランは、自分たちを瞬殺できる強者なうえ、傭兵嫌いと言う噂があり、気に入らない奴には容赦しないという暴君だったわけだ。そりゃあビビるよな。

			「じゃあ、傭兵団にはそう伝えておくぜ？」

			「そうして」

			「あと、一つ依頼があるんだが」

			「依頼？」

			「おう。ランクＡ冒険者と互角に渡り合った、その腕を見込んでな」

			　と言う事は、何か厄介な魔獣の討伐とかか？　長期間拘束されるのは困るんだけど。

			　そう思っていたら、どうも違うらしい。

			「うちのギルドにゃ、何人か俺が目をかけてる奴らがいるんだが、そいつらに上の凄みってやつを見せてやりたくてな。模擬戦を頼みたいんだよ」

			「ガムドがやれば？」

			　ぶっちゃけ、俺たちだってガムドには勝てるか分からない。同格と思われるフェルムスには辛勝だったが、ガムドは冒険者ギルドのマスターなのだ。リンフォードとの戦いを見ても、現役当時の力をまだまだ残しているだろう。

			　凄みを見せるということであれば、ガムドで十分なはずだった。

			　しかし、ガムドが首を振る。

			「奴らはガキの頃から面倒見てるからな、俺やフォールンドに負けるのは当たり前だと思ってるのさ。今更俺が叩きのめしたところで、悔しがりもしねぇんだ」

			　圧倒的な格上の師匠みたいな相手じゃ、負けても当たり前すぎてどうとも思わないのかもしれない。

			「時間はそんなに取らせねーからよ。明日の朝とか、どうだ？」

			（師匠？　受けていい？）

			　お？　フランはやる気か？　ガムドが目をかけている冒険者たちに興味が湧いたのだろう。

			『いいと思うぞ。ガムドに恩を売れるしな』

			「ん。構わない」

			「よっしゃ！　じゃあガキどもを呼んでおくから頼むぜ！　あいつらの鼻をポッキリと折ってやってくれ！　まあ、嬢ちゃんよりは年上だがな！　ガハハハハ」

			「ん」

			　フランはガムドと明日の集合時間などを詳しく打ち合わせ、今度こそ冒険者ギルドを出たのだった。

			『次は鍛冶ギルドだな』

			「ん」

			　場所は冒険者ギルドできっちり聞いてある。

			　ここよりも港に近い区画にあるそうだ。船で運ばれてきた鉱石や石炭を、より輸送しやすい場所に建てたのだろう。

			　まあ、鍛冶ギルドに行く前に寄らなければいけない場所があるけどね。

			『どっか酒を買える場所を探そう』

			「どこいく？」

			『酒屋だな。あと、酒場なんかで直接買えたら楽なんだが』

			　鍛冶ギルドへ行くとガムドに話したら、手土産を持っていった方が良いと教えてもらったのだ。鍛冶ギルドのマスターや幹部にはドワーフが多く、美味い酒を持っていけば絶対に歓迎してもらえるとのことだった。

			　ドワーフはファンタジー作品のイメージ通り、酒が大好きな種族であるらしい。

			　できれば相手が驚くくらい良い酒を持っていきたいところだ。

			『鍛冶ギルドに行く途中に酒を扱ってる店があればいいんだが』

			「ねえ、フェルムスの店は？」

			『そう言えば竜膳屋はあの辺だったか？』

			　フランの言葉で思い出す。元ランクＡ冒険者にして凄腕料理人、フェルムスの営む店がすぐ近くにあったはずだった。

			　料理屋だし、酒を置いているかもしれない。

			『一応、店主から直接貰った優待券もあるし、話くらいは聞いてもらえるかもな』

			「ん！」

			　俺たちは食事もかねて、竜膳屋に行ってみることにした。

			「楽しみ」

			「オンオン！」

			　フェルムスの料理の美味しさを知っているフランたちは、スキップするような足取りである。

			　だが、ウルシは問題あるだろう。仮にも食事を提供する店に、狼を連れて入れるとは思えない。主に衛生的な問題で。

			　下手したら、フランまで入店を断られるかもしれなかった。知らない仲ではないとは言え、フェルムスがそこら辺をなあなあで済ませるとは思えない。

			　そう告げると、フランは非情な決断を下す。

			「ウルシは影」

			「オオゥン？」

			『ダメだ。狭い店内だし、ペット可かどうかも分からんからな』

			「クゥウン……」

			　涙目であざとくフランにすり寄るウルシだったが、そんな可愛さがフランに通じると思うなよ！

			「ダメ」

			「オウン……」

			　打ちひしがれた様子のウルシは、時間をかけてゆっくりと影に沈み込んでいく。最後なんて、フランにグイグイ押し込まれていた。あとで美味しい物でも食わせてご機嫌をとらないといけないかもな。

			　ウルシの小さな抵抗はさておき、フランは迷うことなく竜膳屋へ辿りついていた。

			　美味い料理を出す店の場所を、フランが忘れる訳がなのだ。

			『ほほう。相変わらず、派手過ぎずボロ過ぎず、落ち着いた感じの店だな』

			　隠れ家的雰囲気の、小洒落た店構えである。

			　正直、地球に居た頃の俺だったら入り辛く感じていただろう。住宅街の一角に店を構えるフランス料理店とか、こんな感じである。まあ、俺の勝手なイメージだけどね。

			　扉には小さな『竜膳屋』という看板が掛かっている。その横にある小窓から店内を覗いてみると、店内は相変わらず賑わっていた。

			　フランはそのまま扉を押し開き、店内に足を踏み入れる。

			「いらっしゃいませー。お一人様ですか」

			「ん」

			「ではこちらの席にどうぞ」

			「ありがと」

			「実は現在店長が外出中でして、お出しできるメニューが限られてしまうんですが、宜しいですか？」

			　差し出されたメニューには、五品程の料理が書かれているだけだった。以前のメニューには三〇品くらいは載っていたと思う。

			『そういや、フェルムスはいなかったか』

			　何せウルムットでフランと激闘を繰り広げたのだ。当然、俺たち以上に早く移動したのではない限り、まだバルボラに戻ってきていないはずだった。

			　それでどうやって営業しているのかと思ったら、フェルムスがいない間は彼の弟子が店を任されているらしい。だがまだ修行中なので、客に提供することを許されている料理がこれだけしかないということだった。

			　竜膳屋の象徴でもある竜骨スープは、事前に作り置きしてあるものを提供するらしい。

			「じゃあ、全部」

			「え？　全部ですか？」

			「ん。全部」

			「うちのお料理は結構ボリュームありますけど、本当に全部で平気？」

			「問題ない。前も食べたから」

			「わ、分かりました」

			「あとこれ」

			　フランがフェルムスに貰った優待券をお姉さんに手渡す。すると、その眼が驚愕に見開かれた。優待券を掴んだ手が震えている。

			　たかだか優待券で、なんでそんなに驚いてるんだ？

			「こ、これは……」

			「フェルムスに貰った」

			「やっぱり！　伝説の最重要顧客用優待券！　通称スーパーＶＩＰ券！」

			　ええ？　そんな凄い物だったの？　単なる割引券程度に考えてた。

			「ど、どど、どうしましょう！　店長はいないし、料理作るのはあのバカだし！　ああ、あいつの料理なんて所詮店長には及ばないし！　これで気分を損ねられたら、あとで店長にお仕置きされる！」

			　急にテンパり始めたな。しかも何気に酷いことを言い始めた。

			　あのバカって、多分フェルムスの弟子のことだよな？　ちょっとかわいそうになってしまった。

			「別に何もしなくて構わない」

			「いえ、この優待券をお持ちのお客様相手にただ料理をお出しするだけなんて……！」

			　あ！　これはチャンスなんじゃないか？　弱みに付け込むのは少し罪悪感があるが、別に酷いことをするわけじゃない。ここは例の頼みごとをお願いしてみよう。

			『フラン、これはお酒を分けてもらうチャンスだ』

			「じゃあ、お酒を分けて欲しい。この店で一番良いお酒を譲って」

			「分かりました！　お酒ですね！　お待ちください！」

			　店員さんは、注文そっちのけで走り去ってしまった。こっちの方が余程怒られるんじゃないか？　フェルムスに告げ口するかどうかは、持ってきてくれる酒の品質次第である。

			　五分後。女性が息を切らせて戻ってきた。

			　運んできたのは、木目の美しい木箱に入れられた、ちょっとお高そうな酒である。瓶の下に敷かれた赤いビロードの布が、その高級感をさらに高めていた。

			「これは、クランゼル王国でも有名なワインの産地で作られた最高級の一品です！　その中でも特に当たり年と言われる一二〇年前の物を魔術で保管していたものになります！」

			　思ってたよりも凄いお酒が出てきた！

			「当店では、本来こんな良いお酒を取り扱ってはいないんですが……」

			「どうやって用意した？」

			「店長が趣味で集めてる秘蔵のワインから拝借した一本です！」

			　いやいや、それはダメだろ。あとでフェルムスに怒られるぞ？　この店員だけが怒られるならいいけど、その怒りの矛先がこっちにまで向いたら最悪だ。

			　とりあえず店員を説得してこのワインは下げてもらった。そして、店で提供している中で、最も良いワインを持ってきてもらう。

			　一瓶一〇〇〇ゴルド。いい線じゃないか？　一応高級品と言っても良い値段だし、ワイン好きのフェルムスが厳選しただけあって味も良いそうだ。初対面の相手への手土産としてはちょうどいいだろう。これを五本用意してもらった。

			「本当にこれでよろしいんですか？　店長のワインセラーの中には、他にも色々と入ってますよ？」

			「大丈夫。それよりも、お腹減った」

			「はぁぁぁっ！　もも、申し訳ありません！　すぐにご用意いたします！」

			　ようやくフランを放置していたことを思い出したらしい。店員は土下座せんばかりの勢いでしきりに頭を下げると、大慌てで厨房にオーダーを伝えに行ったのだった。

			『あの店員、大丈夫か？』

			「ん」

			　フランにまで心配されるなんて、相当だぞ？　まあ、おかげで良い値段のお酒が手に入ったけどね。

			　その後、提供された食事を平らげ、フランはお茶で一服していた。

			『どうだった？』

			（美味しかった）

			　それは食べっぷりを見れば分かる。ただ、どこか満足していないようにも思えた。

			　そこにシェフが現れる。いかにも真面目そうな風貌の、禿頭の男性である。

			　髪がないうえに元々ゴツめの顔立ちなので、かなり年齢が上に見えたが、実年齢は二〇歳ほどの青年である。

			　女性店員にあのバカと呼ばれていた人物だ。

			　ＶＩＰ券を持ってきた客に対して挨拶に来たのだろう。

			「い、いかがでしたか？」

			　その厳いかつい外見に反して、とても腰が低かった。

			「フェルムスの方が美味しかった」

			「そ、そうですか……」

			　言ってしまったか。だが、フランがお世辞を言うなんて絶対に無理だからな。

			　落ち込んで、この後の仕事に影響が出なければいいけど。

			「どこが悪かったでしょうか？」

			　しかし、男性は俺の想像以上に逞しかった。真面目な顔でフランに聞いている。それどころか、その場でメモを取り出して、何かを書き始めた。バカというか、料理バカだな。

			　オブラートに包んだ方が良いかと思ったが、ここは彼のためにもきっちり問題点を指摘してやった方がいいだろう。

			　まあ、俺は食べてないから、指摘するのはフランなのだが。

			　フランは奴隷だった境遇から、大抵のものは美味しく食べる。だが、それは味が分かってないという訳ではない。

			　普通の人間が美味い、まあまあ美味い、普通、微妙に不味い、不味いの五段階のところを、フランは超美味い、美味い、まあまあ美味い、普通、食べれないの五段階なのだ。

			　フランがシェフの青年に、どこがダメだったのか冷静に伝える。俺たちの料理スキルはレベルマックス。その指摘は的確だ。

			　そしてフランが店を出る頃には、すっかり黄昏たそがれてしまった青年だけが残されたのだった。最初は冷静に指摘を受け止めていたんだが、ダメ出しがあまりにも多すぎたらしい。

			　これにめげずに、強く生きてくれ。

			「師匠？　どうしたの？」

			『いや、なんでもない。次は鍛冶ギルドだな』

			「ん！」

			　青年の心を折ったフランは、その足で鍛冶ギルドに向かった。

			　場所はガムドに聞いている。

			　教えられた地区に行くと、鍛冶ギルドがどの建物なのかすぐに分かった。

			　一際巨大な建物と敷地に、煙をあげる工房の様な建物。出入りする者は厳つい男たちばかり。間違いないだろう。

			『あの建物だ』

			　近寄ってみると、槌が交差した紋章の描かれた看板が目に入る。やはり鍛冶ギルドだ。

			　重厚な鉄の扉を押し開けて中に入ると、そこもまた圧迫感のある雰囲気を醸し出していた。

			　薄暗いうえに、天井が低く、まるで洞窟の中にでもいるかのようだ。しかも、奥からは鉄を叩く甲高い音がひっきりなしに響き渡り、時おり男たちの怒鳴り声が聞こえる。

			　ザ・男の仕事場だ。

			「む、何か用か？」

			　受付も、冒険者ギルドのにこやかな受付とは全く違う。鋭い眼光のマッチョドワーフさんが、脅してるのかと思うほど低い声で問いかけてきた。

			「人を探してる」

			「そりゃあ、うちの仕事じゃない。冒険者ギルドでも当たるんだな」

			　おお、素っ気ない。酒場に入った主人公がミルクを注文して、無表情なダンディマスターに「無いね」とか言われるシーンを思い出してしまった。

			　普通の少女──いや、これは男性でもかな？　度胸のない人間だったら、ビビッて逃げ出すだろう。

			　だが、フランは全く意に介した様子はなく、受付のドワーフに再度話しかけた。

			「探してるのは鍛冶師のガルス」

			「知らん。これでいいか？」

			「良くない」

			　こんなテンプレハードボイルド展開が体験できるとは……。ちょっと感動してしまった。

			　でも、これじゃあ話が進まん。俺は例の土産を取り出すように助言する。

			「もっと詳しい人を出して。これはお土産」

			「ほほう？」

			　さすがドワーフ。酒を目にしただけで表情が変わったぞ。

			「こいつぁ……ああ！」

			　カウンターに置いたワインの瓶に手を伸ばそうとしたドワーフだったが、フランがその目の前で酒瓶を取り上げる。恨めしそうな目で酒瓶を見つめるドワーフだったが、フランは無視して酒瓶を次元収納に仕舞いこんだ。

			「ガルスと親しかった人か、行方を知っていそうな人を出して」

			「……ちょっと待ってろ」

			　受付のドワーフが奥へ引っ込む。そのまま放置されること一〇分。

			「ついて来い」

			「ん」

			　ようやく戻って来た受付ドワーフに案内され、フランは地下の部屋に通される。

			　大きな扉を潜ると、そこは意外なほどに狭い部屋だった。扉の大きさに部屋のサイズが合っていない。しかも、部屋を照らす灯あかりが四隅にある間接照明だけで、非常に薄暗かった。まるで小さなバーにでも迷い込んだかのように、棚に並べられた様々な酒瓶が、雰囲気をより強いものにしている。

			「ギルド長、連れて来たぞ」

			「おうご苦労だったな」

			　なんとギルド長の部屋だったらしい。名前は名乗ってないんだが、酒の効果か？　それともガルスの名前を出したからか？

			　立ち去ろうとした受付のドワーフに、例の酒を一瓶渡しておく。

			「む？　よいのか？」

			「まだあるから」

			「そうか、では有り難くいただこう」

			　さっきまでのムッツリとした顔が一転、ニンマリとした笑みを浮かべる。どこまで酒が好きなんだドワーフ。

			「ほう？　酒か？」

			「ん。お土産。どうぞ」

			「これは真面目に話さんとな。それに、噂の黒雷姫は怒らせると怖いと言うからな」

			　やはりフランの事を知っていたようだ。だが、黒雷姫という異名と、黒猫族の女性という情報しか知らなかったらしい。

			　それでもフランが黒雷姫だと特定できたのはいくつか理由があった。今、冒険者やそれに近しい人々の間では、黒雷姫がバルボラに入ったという噂で持ち切りなのだという。

			　そしてフランを直接見て実力を推し量った結果、これだけの強さの黒猫族がそうそういるわけないと考えたようだ。鍛冶師でありながら、フランの強さを理解で切るレベルの戦士でもあるんだな。

			　フランがガルスを探していると伝えると、ギルド長が難しい顔で考え込む。この反応。ギルド長はガルスのことを知っているみたいだな。

			「もしかして黒雷姫殿の名前は、フランと言わないか？」

			「知らなかった？」

			「ああ、うちには異名しか伝わっていなかった」

			「ん。私の名前はフラン」

			「以前は、魔剣少女と呼ばれていたか？」

			「ん」

			　なんでそこを確認するんだ？

			「そうか……。ガルス殿の行方については、儂わしも詳しくは知らん」

			（師匠？）

			『本当だ』

			　嘘はついていない。鍛冶ギルドの長でも知らないらしい。

			　しかし、話はそれで終わりではなかった。

			「だが、ある程度の事情は分かっている。これから語ることは、全て機密だ。くれぐれも誰かに話したりはしないでくれよ？」

			「ん。口は堅い」

			「ならいいんだがな。ガルス殿は今、貴族からの極秘依頼を受けている」

			「極秘依頼？」

			「ああ、内容は俺でも知らんが……。大貴族からの直接依頼では、さすがに断り切れんかったらしい。最後まで嫌がっていたんだがな」

			　ガルスでも大貴族の依頼は無視できないのか。断ればガルスだけではなく、鍛冶ギルドなどにまで迷惑がかかるかもしれないし、仕方ないのかもしれない。

			「誘拐されたってこと？」

			「いや、相当強引だったのは確かだが、そこまで酷くはない。正式な依頼であるしな」

			「そう」

			　嘘ではなかった。ガルスはどうしても断り切れない極秘依頼を受けたせいで、連絡が取れなくなってしまったようだ。

			「実はな、ガルス殿からお前さんに手紙を預かっている。魔剣少女フランが現れたら渡してほしいと言われておったんだ。一応、魔剣少女が現れたら儂のところに即座に知らせが来る様に手配してあったんだがな……」

			　魔剣少女は来なかったと。ガルスも、まさか短い間に異名が変わるとは思わなかったんだろう。

			　異名が変わったうえに一気に黒雷姫の名前が広まってしまった。そのせいで、魔剣少女と黒雷姫が結びつかなかったようだ。

			「これだ。内容は儂も知らん」

			「ん」

			　内容を知らないというのは本当だった。

			「ああ、ここでは読まんでくれ。そもそも、国からの極秘依頼について喋ったなんて知れたら、こっちの立場も不味いんでな。これ以上は関わりたくない」

			　ガルスの手紙を預かったというだけでも、結構危ない橋を渡っているらしい。

			　それでもキッチリと手紙を保管して、フランに渡してくれるんだから、律儀な男なのだろう。

			「ガルス殿に会ったら、よろしく言っておいてくれ」

			「わかった」

			　フランは手紙を受け取ると、手土産の酒を渡して鍛冶ギルドを後にする。

			　どんな内容が書かれているか気になるが、人がいない場所で開けた方がいいだろう。

			『どうせ一泊するから、宿をとってそこの部屋で開けよう』

			「ん」

			　ギルドの近くにある宿を利用することにした。明日もギルドに行かなきゃいけないし、従魔連れでも問題ないのだ。

			「ん、良い部屋」

			「オンオン！」

			『それなりにしたからな』

			　一泊一五〇〇〇ゴルドだ。風呂付きの一番いい部屋をとってみた。

			　フランは安い部屋でいいって言ったんだけど、黒雷姫を安部屋に泊める訳にはいかないだろ？　まあ、俺の見栄である。これだけ異名が広まったんだし、舐められないようにしないとね。

			『さて、早速手紙を開けてみるか？』

			「ん」

			『ああ、そんなビリビリに開けるなって。もっと綺麗にしないと』

			　フランが乱暴に破って封を開けると、中から二つ折りの紙が出てくる。

			　開いてみると、ガルスの署名が入った手紙であった。急いで書いたのだろう、字はあまり綺麗じゃないな。

			　最初の部分には、大貴族から依頼を受けるように命令されてしまい、どうしても断れなかったこと。極秘依頼のため、大っぴらに連絡ができなかったことが書かれている。

			　今は連絡を取ることも、正確な居場所も明かせない。ただ、この手紙が読まれている頃には自分は王都にいるだろう。できたら、オークションに合わせて王都に来てほしい。武具オークションには様々な武具が出品されるので、きっと気に入るはずだ。

			　あと、新しい鞘を作るつもりなので、それもぜひ受け取ってほしい。王都に来るのを楽しみに待っている。

			　そんな内容だった。

			　王都か。まあ、どうせオークションには行くつもりだったし、そこは構わない。

			『もうバルボラにはいないみたいだな』

			「ん。王都に行く理由が増えた」

			『そうだな』

			　バルボラに来た大きな目的の一つであるガルス爺さんとの再会は、まだまだ先になってしまいそうだった。

		

	
		
			第二章　鼻をへし折るということ

			


			　バルボラに帰還した翌日。俺たちはレグスと情報の交換をするべく冒険者ギルドに向かっていた。

			　ガルス爺さんの行方はある程度分かったが、他にも何か情報があるかもしれない。

			　例えば、ガルス爺さんを強引に連れて行った貴族の名前などだ。別に報復するつもりはない。ただ、警戒しておくに越したことはないだろう。

			「待った？」

			「いや、俺も今来たところだ」

			　文字面だけならば恋人同士の待ち合わせみたいだが、相手がニヤケ面のオッサンでは絵にならないな。

			「いくつか情報も仕入れてあるぜ？」

			　それが、手紙の情報と被らないことを願いたいところだ。

			「上に部屋を借りてある、移動しよう」

			「わかった」

			　人に聞かせられないってことか？　となると、そこそこ期待できそうだな。

			　フランが冒険者ギルドの個室で、レグスと向かい合う。

			「サイレンス」

			「おお、さすが黒雷姫。風魔術も一流だな」

			　心置きなく喋ってもらうために、サイレンスで音を遮断しておく。これで話を聞かれる心配もない。

			「さて、ガルス殿の行方なんだが……正確には分からなかった」

			「ん、仕方ない」

			　俺たちにだって分からないのだ。その後レグスが聞かせてくれたのは、俺たちも知っている、国からの依頼を受けて極秘に町を離れたという情報だった。

			「ここまでは知っているようだな。だが、この情報はどうだ？　まず、ガルス殿は国の依頼を受けたことになっているな？」　

			「ん」

			「その依頼のためにガルス殿へ接触してきたのは、アシュトナー侯爵家の人間だ。侯爵家が国からの命を受けているのか、侯爵家自身が主導する依頼なのかは分からなかったが……。アシュトナー侯爵家が依頼主である可能性が高いと思う」

			　当然、極秘に依頼をするために侯爵家の人間も密かに行動しているはずなのだが、情報屋の情報網は欺あざむけなかったようだ。身に着けている侯爵家の家紋入りの小物や、バルボラにあるアシュトナー侯爵家の別邸に出入りしているという情報から、関係者であると判断したそうだ。

			　実はリンフォードによる邪人発生事件以降、都市外から来た怪しい人間たちへの警戒が高まっており、コソコソ行動していた侯爵家の家臣はむしろ悪目立ちしていたらしい。

			「アシュトナー？　どっかで聞いたことある」

			『セルディオの親がアシュトナー侯爵だ』

			（神剣を探してる大貴族？）

			『そうだ』

			　セルディオはウルムットの迷宮内において、俺を狙ってフランを襲った貴族冒険者である。

			　その親であるアシュトナー侯爵に対して、俺もフランも良いイメージを抱くことはできなかった。そもそも、息子であるはずのセルディオに魔薬を投与し、人形のように操っていたことが分かっている。しかも、超兵器である神剣を極秘に探していたりと、明らかに後ろ暗いところがある貴族だ。

			　そんな相手に連れて行かれたガルスは大丈夫だろうか……。

			「確実ではないが……。ガルス殿の足取りが消えた日に、アシュトナー侯爵家の別邸から馬車が出ている」

			「その馬車に乗っていた？」

			「その可能性があるってくらいだが」

			「ガルスは無事？」

			「そこは平気だと思うぞ？　その腕を見込んでいる訳だからな。むしろ歓待を受けているだろうさ」

			　それはそうか。機嫌を損ねられても、怪我をされても、仕事の効率は落ちるだろう。洗脳しようにもそれで鍛冶の知識を失ったり、鍛冶の腕が落ちないとも限らない。

			　ガルスに万全の仕事をさせるためには、五体満足であることは最低条件だ。何かしらの理由で脅迫したとしても、言う事を聞くかも分からないしな。

			「なにより、ガルス殿はクランゼル王国名誉鍛冶師の称号を得ている。あれは王から認められた人物だけに与えられる称号だ。その人物に無体な真似をしたとなれば、国への反逆を問われる可能性がある」

			「口を封じられる可能性は？」

			「ないな。口を封じたとしても、ガルス殿ほどの人物の足取りが長い間途絶えれば、国が本腰を入れて捜し始める。たとえ万全の隠蔽工作をしたとしても、隠しきれるかどうかは分からん。露見すれば全てを失うぞ？　どんな馬鹿でもそんな危険は冒さんよ」

			　それでも、貴族って言うのはそういう馬鹿すぎることを平気でやりそうなイメージなんだが。

			「なによりだ。神級鍛冶師に最も近いと言われるガルス殿の腕は、万金よりも貴重だ。失う愚は犯さんだろう」

			　まあ、レグスの言う通りかもしれない。

			　それに、俺たちは勝手な想像で強引に連れて行かれたと思っていたが、手紙を読む分には強引に依頼を受けさせられただけで、力ずくという感じではなかった。

			　わざわざオークションの時期に来いって言ってるんだし、その頃に王都に行けば連絡が付くんだろう。逆に言えば、今は居場所も分からないから、動きようがない。

			「後は、アシュトナー侯爵家に関する情報が少しある」

			「どんな？」

			「どうも、配下が何か事件を起こしたらしい。詳しくは分かってないが、近々この町にあるアシュトナー侯爵の別邸に、国の査察が入るんじゃないかって話だ」

			　セルディオの件で、やはり国から何らかの疑いをかけられたんだろう。冒険者ギルドから強く抗議されれば、国も無視はできないはずだ。ガルスに依頼を出したのは、その事が関係しているのか？

			　情報が少なすぎて、よく分からないな。

			「あとは……配下の騎士を魔狼の平原に再調査したらしい。まあ、到達する前に枯渇の森で壊滅し、数人だけが逃げ戻って来たらしいが」

			「魔狼の平原？　枯渇の森？　なんで？」

			「そこまではさすがに調べきれなかった。しかも、その後に冒険者を雇って、魔狼の平原を再調査しようとしたらしいんだ」

			　結構こだわっているってことか。でも、ランクＢ魔獣が確認されている魔境だぞ？　依頼を受けるような冒険者が見つかるとは思えない。

			「結局、依頼を受けたのが下位の冒険者であったため、大した成果は上がらなかったらしいが」

			　やはりか。

			　アシュトナー侯爵はこの依頼も大おお事ごとにはしたくなかったらしく、侯爵家の名も大っぴらには出さず、指名依頼などにもしなかったらしい。そのせいで、余計にまともな冒険者が集まらなかったのだろう。

			「情報は以上だ。大した話を集められなくて済まなかった」

			「ううん。貴重な情報だった」

			　ガルスが無事でいると確信できた。それに、アシュトナー侯爵家が関係しているという事も分かった。これは非常に大きい情報だろう。

			　俺たちは約束通り三万ゴルドを支払って、レグスと別れたのだった。

			『結局、ガルス爺さんの居場所は分からなかったな』

			「ん……」

			『まあ、オークションに合わせて王都に行けば連絡が来るだろうし、それまで待とうぜ』

			「わかった」

			　フランもこれ以上はどうしようもないと理解しているんだろう。しばらくはガルスを心配する表情をしていたが、すぐにいつもの表情に戻る。気持ちの整理ができたらしい。

			『ガルスは俺たちよりもずっとしっかりしてる。大丈夫さ』

			「ん」

			『次はガムドからの依頼だな。時間もちょうどいいし、行こう』

			「ん」

			『若手冒険者との模擬戦か……』

			「腕が鳴る」

			『いやいや！　鳴らさなくていいから！』

			「ん？」

			　むしろ、どれだけ手加減できるかの方が重要だろう！　フランはかなりやる気だが、やり過ぎたら体にも心にも、結構な傷が残ってしまうかもしれん。

			　ガムドが目をかけているって言ってたけど、本気のフランとやり合えるレベルではないだろう。

			　でも、ガムドだってそこらへん分かってるよな？　という事は想像以上にその冒険者たちのレベルが高いのか？　フランとまともに模擬戦ができるくらい？

			　もしくは子供を千せん尋じんの谷に叩き落とすタイプの教育方針なのかもしれない。崖から落ちる程度のダメージじゃ済まないかもしれんが。

			　まあ、会ってみれば分かるだろう。

			　俺たちはレグスと会話していた会議室を出て、冒険者ギルドの一階に向かった。ギルマスの部屋に直接行っても許される気もするけど、依頼だからね。きちんと受付を通していた方がいいと思ったのだ。

			「ガムド、もういる？」

			　声のかけ方は適当だけど。

			「フラン様。承っております。こちらへどうぞ」

			　受付嬢が案内してくれたのは執務室ではなく、ギルドの奥にある小さな部屋だった。中に入ると、壁や床に所狭しと武具が並べられている。武具庫のようだ。

			　その武具庫の中に、武装を整えたガムドがフランを待っていた。ガムドが身に付けているのは、魔力の込められた最上位の武具たちだ。

			　ガムドのこの姿はリンフォード戦でも見た覚えがある。彼が本気で戦う時の装備なのだろう。

			　あれ？　若手との模擬戦って聞いてたけど、ドラゴンでも狩りにいくのか？

			「よく来たな！」

			「ん。なんで鎧？　模擬戦に参加するのっ？」

			　フランが期待に満ちた声で尋ねる。ちょっと語尾が跳ねていた。これは完全にガムドとの戦闘を期待している。この戦闘狂さんめ！　だが、ガムドは首を横に振る。

			「いや、審判役をするからな。巻き込まれても平気なように、防具を身に着けただけだ。俺は戦闘には参加せん」

			「そう」

			　残念そうに呟くフランだったが、すぐに冒険者相手に頑張ろうと思い直したらしい。何やらやる気の表情で頷いている。

			「むん」

			『フラン、適当でいいぞ？』

			「ん。頑張る」

			　おう……。グッと手を握って、かなりやる気になっておられる……。

			　うん、冒険者諸君の冥福を祈っておこう。

			「準備は良いか？」

			「いつでも殺れる」

			　殺るな！

			「じゃあ、行くか。もうガキどもは裏の訓練場に集まってるはずだ」

			　ガムドに案内された訓練場はかなり大きかった。端から端までで三〇メートルはあるだろう。壁も厚く、内部で多少やんちゃしても外に影響が出ない造りになっている。

			　その訓練場に、想像よりも多くの冒険者が集まっていた。

			「おうガキども！　集まってるか！」

			「ちぃーす」

			「おはようございます！」

			「こんちゃー」

			「いえーい！」

			　せいぜい二、三人かと思っていたら、九人もいるぞ。どうみても地球のヤンキーにしか見えないような態度ゲキ悪の奴らから、これはこれで暑苦しそうだな～という、ピシッと背筋を伸ばして整列している奴まで、個性も様々だ。

			　鑑定をしてみると、全員が意外に強かった。

			　その中でも二人程、頭一つ飛びぬけている奴らがいる。レベル27の幻剣士と、レベル26の火炎術師だ。ランクＤ冒険者並みの能力だろう。

			　この二人は別格としても、平均でレベル22くらいはある。ランクＥの上位の実力があった。戦闘力が一番低い奴でも、レベル20の斥候職だ。なるほど、若くしてこれだけの能力を持つとは、さすがギルドマスターが目をかけているだけのことはある。

			「今日の訓練は模擬戦をするぞ」

			　ガムドがそう声をかけると、冒険者たちはやいのやいのと騒ぎ出した。

			「またですか？」

			「フォールンドさんの方が良いんだけど」

			「ガムドさんは手加減苦手だし」

			　ガムドが舐められてるというよりは、軽口をたたくような親しい間柄なんだろう。

			「うるせぇ！　黙れ！」

			　ガムドの怒声で、冒険者たちの騒ぎがピタリと止まる。

			「おい、自己紹介してやってくれ」

			「ん。フラン」

			　フランが前に進み出ると、冒険者たちの視線が一斉にフランに向く。そして、そのまま一人の冒険者に向かった。

			　何だ？　全員がその男を見つめているぞ？　だが、鑑定してみるとその理由が分かった。

			　そのレッドという名前の盾士は、レベル７の鑑定を持っていたのだ。多分、フランの実力がよく分からず、レッドの鑑定結果を頼りにしているんだろう。

			　だが、それは無駄だぞ？　なにせ鑑定偽装スキルによってデタラメなデータを表示してあるからな。

			　駆け出しにしてはマシ程度の実力にしか見えないはずだ。

			　これは俺たちも通った道だが、鑑定の結果が全てではない。俺たちのように偽装している相手もいれば、鑑定では見分けられない部分もある。経験や思考の部分だ。

			　それを理解せず、鑑定結果だけに頼っていると、いつか痛い目を見るだろう。いや、いつかというか、今日痛い目を見るかもしれない。

			　とは言え、この程度の冒険者たちに、非戦闘時のフランを見てその真の実力を理解しろというのは酷な話だろう。

			　レッドは、すぐにフランを馬鹿にするような表情を浮かべると、皆に向かって肩をすくめた。大したことが無いと言うことを教えているらしい。

			　すると、冒険者たちの雰囲気もどこか弛し緩かんしたものになった。自分たちの後輩になる少女の顔合わせ的な場だと考えたようだ。

			「今日はフランと皆で模擬戦を行ってもらう」

			「……いいんですか？」

			　冒険者の一人が、完全にフランを侮った表情で聞き返す。

			「ああ。フラン、手加減無用だ。せいぜい揉んでやってくれ」

			「ん」

			　ガムドの言葉にフランが頷くと、冒険者たちがニヤニヤと笑い出した。

			　笑っていないのは例の真面目そうな冒険者だけだ。

			　せいぜい揉んでやってくれと言うガムドの言葉が、自分たちに向けられたものだと勘違いしたらしい。多分、少し調子に乗っているフランにお灸をすえてやって欲しい的な意味に捉えたんだろう。

			「わかりやした」

			「おう」

			　ガムドも性格が悪い。わざと冒険者たちが勘違いする様な言葉を選びやがった。これでフランの実力を見せつけられたら……。プライドは粉々になるだろうな。

			　まあ、俺から見ても若くて才能がある冒険者たちだし、少し天てん狗ぐになってしまうのも分かる。ここでフランにコテンパンにされて、ポッキリ鼻を折られた方がこいつらのためかもね。

			「まずはデュフォーからだ」

			　ガムドが一番中央にいた男を指差す。

			「いきなり俺ですか？」

			「何か不満か？」

			「いえ……」

			　フランがガムドをチラリと見ると、ニヤリと笑いながらウィンクしてきた。おっさんのウィンクとか気持ち悪っ！　まあ、最初にガツンとやってやれってことなんだろう。

			『やりすぎるなよ？』

			（ん。グレーター・ヒールで治せる程度にしておく）

			『いや、それはやり過ぎだから！』

			　せめてミドル・ヒールくらいにしてあげて！　だが、フランは俺を抜き放つと、ワクワクとした表情で訓練場の中央へと歩き出すのだった。

			　やばい、これは確実にやり過ぎる流れだ！

			　自分の身に迫る危機に気付きもせず、デュフォーと呼ばれた幻剣士の青年がゆっくりとした足取りで近づいてくる。その顔には不満げな表情が浮かんでいた。

			　ガムドに呼ばれた冒険者の中で最も強い自分が、こんな小娘の相手なんかしてられるか。そんな想いが見え見えだ。

			　ガムドが審判の様に二人の間に立つ。

			「お前らには、最低でも二回はフランと戦ってもらうからな」

			「へえ？　それまで保もてばいいですけどね」

			「それはお前たち次第だ」

			　ガムドの言葉をどう受け取ったのか、軽く肩をすくめるデュフォー。

			「それに、回復役もバッチリ呼んでいるからな。おい、入って来い」

			「はいはい。こういう時にだけ呼ぶんだから」

			　ガムドに呼ばれて入って来たのは、普通のおばちゃんだった。どこにでもある地味な服を着た、町人Ａって感じの恰幅の良いおばちゃんだ。場違い感が凄まじい。

			　だが、鑑定してみると分かる。かなり強い。少なくとも、ここにいる若手冒険者たちよりも強いだろう。特に目を引くのが、治癒魔術３の部分だ。つまり、グレーター・ヒールを使えるレベルの高位術者ということだった。

			「元ランクＢ冒険者のベスだ。今は結婚して主婦をしている」

			「引退したって言ってるのに、たまに依頼で駆り出されるのよ」

			「その分報酬に色をつけているだろうが」

			「その代わり盛大にこき使うじゃない！　まあ、我が家の家計は大助かりなんだけどね。うちの旦那稼ぎが悪いから！　あっはっはっは」

			　どっからどう見てもタダのおばちゃんにしか見えんが、実力を偽ると言う意味では最高の使い手かもしれない。

			　冒険者たちがまた侮るかと思ったが、全員が真面目な顔で整列している。さすがに同じ町で活動していた元高ランク冒険者のことは知っていたようだ。

			　しかし、おばちゃんを見て冒険者たちが露骨にホッとした顔をしている。次いで、フランに対する侮りが増した。これで多少怪我をさせても平気になったとでも思っているのだろう。

			　フランが同じことを考えているとも知らずに……。おばちゃんが治癒魔術を使えると知って、フランの眼が微かに笑ったのは見間違いではないと思う。

			「互いに礼」

			　ガムドのかけ声を合図に、互いに向かい合う。

			「デュフォーだ」

			「フラン」

			「では、模擬戦始め！」

			　名を名乗り合った直後、ガムドによって模擬戦が開始された。

			　だが、二人はそのまま動かず、見つめ合う。互いに先手を譲り合っているのだ。

			　行動は同じだ。しかし、フランとデュフォーが動かない理由には大きな違いがある。

			　フランは最初、相手を値踏みしていた。その結果大して強くないと判断し、自分を侮ったままのデュフォーでは一発で勝負がついてしまうと理解する。それ故、デュフォーに先手を譲ってやった方が良いだろうと考えて、動かないのだ。

			　対するデュフォーは完全に仲間の鑑定を信じているようで、端からフランを侮っている。こいつのレベルだったら、向かい合えばある程度フランが強いことは分かるはずなんだが……。

			　目の前の少女が自分より強いなどとは夢にも思わず、そのせいでそういった感覚も働かないようだ。思い込みって言うのは怖いものだね。そして、弱いと信じ込んでいるフランに先手を譲るため、攻撃を仕掛けずにいるようだった。

			「どうした？　こないのか？」

			「いいの？」

			　フランの問いはガムドに向けたものだが、デュフォーは自分にかけられたものだと思ったのだろう。

			「こういう時は、格下から仕掛けるのが礼儀だぞ？」

			　嘲あざけりの籠もった声で、そう言い放つ。

			　ほほう。言うね。ちょっと笑いそうになってしまった。

			「ん？」

			『いや、何でもない』

			「そう」

			「おい、何をブツブツ呟いている。さっさと掛かって来い。こっちも暇じゃないんでな。とっとと終わらせて仕事に戻りたいんだよ」

			「でも、格下から仕掛けるのが礼儀なんでしょ？」

			「あ？」

			「だったら、そっちから仕掛けるのが礼儀。そっちが格下だから」

			　おお、挑発した。まあ、フランは挑発する気もなく、事実を口にしただけだけど。だが、フランのその言葉はデュフォーのプライドをいたく刺激したようだ。

			「おい、ガキ。粋がってるんじゃないぞ？」

			「粋がるって何？」

			「調子に乗るなってことだよ！　自分が格上だとか、どう考えたらそう思える！」

			「見れば分かる。事実」

			「てめぇ……！」

			　こいつ沸点低くない？　仲間の鑑定結果をあっさり信じる事といい、凄まじくガキっぽい。

			　いや、考えてみれば、実力はあっても年齢はまだ二二歳。フランよりは年上でも、世間的に見ればまだ若造と呼ばれる年齢だ。

			　ガムドやフォールンドによる指導で戦闘力は伸びても、社会の波にもまれたり、危機に陥ったりといった人間的な経験が不足してるのかもしれない。

			　ガムドがフランと模擬戦をやらせようと考えたのも、そういった経験を積ませるためなのだろう。

			「おい、もういいからお前から仕掛けちゃえよ」

			「そうそう。子供相手に口喧嘩してたってみっともないだけよ？」

			「とっととお灸をすえて茶番を終わらせろよ」

			　仲間の冒険者たちがデュフォーを囃はやし立てる。こいつらもデュフォーが負けるとは微塵も考えていない顔だ。

			「うるせー！　格下相手に先手なんか取れるか！」

			　だが、仲間に茶化されて意固地になってしまったらしい。絶対に攻撃しないと言い出してしまった。

			『仕方ない。とりあえずこっちから攻撃しよう』

			（ん。わかった）

			　そして、フランが俺を構えて、デュフォーに宣言した。

			「今から攻撃する。防いで」

			「はん？　何を言ってやがる？」

			「いく」

			「あ──？」

			　油断していたデュフォーは全く反応することができなかった。

			　気づいたらフランが目の前にいて、自分が何故か崩れ落ち、次いで右足の激痛に気づいた。そんな状態である。

			「ああがああぁ！」

			　切断された右足を押さえながら、絶叫を上げていた。

			『初手から派手にやったな？』

			　何発かは軽めにわざと防げる程度の攻撃を加えて、デュフォーが本気を出すのを待つと思ったが。

			（これで、他の奴らが本気を出してくれたらいい）

			『なるほど』

			　デュフォーは見せしめって訳だ。本気でやらなきゃこんな無様に負けるぞっていう。

			（それに、あと一回は残ってるから）

			　ガムドが最低でも二回は戦わせると言っていたからな。

			『まあ、次は本気で掛かってきてくれるだろうよ』

			「次、ラシッド」

			　未だにデュフォーの喚わめく声が上がる訓練場に、ガムドの声が響く。

			「え？　ええ？」

			「早く出んかっ！」

			「は、はい！」

			　ガムドの怒声に押されるように、次の犠牲者が訓練場の中央に進み出た。先程までデュフォーを茶化していた槍使いだ。

			「私はフラン」

			「ラ、ラシッドだ。え？　ちょっと待ってくれ！」

			　未だに理解しきれていないラシッドだったが、ガムドは無視して開始の合図を下す。

			「始め！」

			「ん」

			「ぎゃあぁ！」

			　哀れ、超高速でのご退場である。槍を構えた次の瞬間、フランに槍の穂先ごと右腕を切り飛ばされていた。

			　冒険者たちも、ようやくフランがタダの少女ではないと理解できたのだろう。ラシッドの悲鳴が響き渡る訓練場の中で、緊張が一気に高まり始めていた。

			　だが、ガムドは容赦なく、模擬戦を進めていく。

			「次、ナリア」

			「うええ？」

			　秒殺されたラシッドの次に指名されたのは、やはりデュフォーを茶化していた弓使いの女性だ。治療を受けているラシッドを横目でチラリと見ている。

			「あらあら、綺麗な断面ね～」

			「いて～よ～」

			「ほら、暴れないの。男の子でしょ！」

			「ぎゃーっ！　叩かないでっ……！」

			「大げさなんだからー」

			　おばちゃんは今にも、「唾でも付けておけば治るわよ」とか言い出しそうだが、きっちりグレーター・ヒールをかけてやっていた。

			　ラシッドの腕からはドバドバと血が溢れ出し、かなり凄惨な絵面なはずなんだが、おばちゃんは笑顔で治療を施していく。さすが、単なるおばちゃんに見えても、元ランクＢ冒険者なだけはあるな。

			　ナリアの縋るような視線が鑑定持ちの盾士、レッドに向いた。

			　その視線を受けたレッドが、驚愕の表情で顔をブンブンと横に振っている。フランのステータスは相変わらず弱いままだからな。信じられないんだろう。

			「私はフラン」

			「えっと……」

			「こいつはナリアだ。では始め」

			「ちょっ！　くそ！」

			　ナリアは模擬戦開始と共に後ろに跳んだ。まだ混乱中だが、さすがに犠牲者二人を見て、何もせずにはいられないと感じたんだろう。そのまま弓を番え、フランに狙いを付けようとはしたんだが──。

			　すでにフランは彼女の目の前にいた。

			「くそ、速い──ぎゃぁ！」

			　ナリアもラシッドと同様に右腕を切り飛ばされ、あっさりと敗北を喫したのだった。

			　次に呼ばれたミゲールという大男が、真剣な表情で歩み出た。冒険者が最初からマジな顔をしているのは今日初だろう。

			　彼もレッドに視線を送るが、レッドは最早身じろぎすることさえできない。

			「俺はミゲール」

			「ん。フラン」

			「では、始め！」

			「はぁぁぁ！」

			　お、ミゲールはさすがに本気で斬り掛かってきたぞ。とは言え、まだ攻撃が雑だ。鑑定を覆す何かがあるとは理解したんだろうが、見た目からフランが非力であると予想したんだろう。力勝負に持ち込むために、何の工夫もなく大剣がフランの頭上に落とされる。

			　じゃあ、少しばかりこいつとレッドを驚かせてやろうかね？

			「ん！」

			「なにっ!?」

			　ミゲールが、狙い通り驚きの声を上げる。

			　フランが俺を構え、ミゲールの大剣を正面から受け止めたのだ。

			　俺と大剣が打ち合わされ、鍔つば迫ぜり合あいが始まる。だが、大男のミゲールが力を籠めようとも、フランが揺らぐことはなかった。

			「ふっ！」

			「むおおおぉ！」

			　そのままフランが、力任せに正面から大剣を押し返す。すると、ミゲールの巨体がフワリと宙に浮いた。そのままバランスを崩し、大きく尻餅をつくミゲール。

			　彼もレッドも、信じられないと言った表情をしている。鑑定で見えるステータスでは、フランが腕力自慢のミゲールの一撃を受け止められる訳などなかったのだ。だが、実際にはあっさりと受け止められ、逆に押し返されてしまった。

			　だが、これだけじゃないんだぜ？

			「スタン・ボルト」

			「ぐあぁ！」

			「馬鹿な！」

			　ついにレッドからも驚愕の叫びが上げられた。スキルに表示されてもいない、雷鳴魔術をフランが使ったからだろう。

			「はっ！」

			「がふっ……」

			　フランの蹴りが、ミゲールの顔面を撃ち抜く。電撃によって麻痺させられたその体が、数メートルの距離を舞った。

			　ピクリとも動かないミゲールを見て、レッドは呆然と立ち尽くす。そして、乾いてひび割れた声で言葉を絞り出すのだった。

			「なぜ……」

			「どうしたレッド？」

			　そんなレッドに、ガムドが白々しく声をかけた。本当はこの展開を望んでいたはずなのに。

			「ガ、ガムドさん！　なんなんですかこの獣人のガキは！」

			「何だと言われてもな」

			「か、鑑定がおかしい！　こんなに強いはずがないんだ！　レベルも低いし、魔術だって使えない！　腕力だって……！」

			　取り乱すレッドを見て、ガムドがニヤリと笑う。

			「こいつが誰だか分からんか？」

			「分かりませんよ！」

			「デュフォーたちを瞬殺するほど強く、レアな雷鳴魔術を使う黒猫族の少女。それでも全く分からんか？　誰も？」

			「「「……」」」

			　ガムドの問いかけに、全員が黙りこくってしまった。

			　結構大きなヒントが出たんだし、一人くらいは黒雷姫の名を出しても良いと思うんだが……。

			　そんな冒険者たちを見て、本気で呆れてしまったのだろう。ガムドが一際大きな溜息をついた。

			「はぁ、お前らが伸び悩んでいる理由がそこだ」

			「……」

			「多少実力が付いたくらいで天狗になって、情報集めもせず、運任せの行き当たりばったりで狩りを行う。鑑定に頼り過ぎて相手の実力を測る目も鍛えず、戦闘開始の合図を聞いても臨戦態勢も取れずに倒される」

			　ここぞとばかりに、言い募るガムド。いや、彼らの鼻をポッキリ折って慢心を戒いましめることが目的なわけだし、むしろ今がこの模擬戦の最大の山場とさえ言えるのかもしれない。

			　気まずそうな顔で黙りこくってしまった冒険者たちに、ガムドが改めてフランを紹介する。

			「こいつはランクＣ冒険者、黒雷姫のフラン。今年のウルムット武闘大会ではランクＡ冒険者を倒して入賞を果たした、期待の星だ」

			　フランを紹介された冒険者たちは、目を剥いて驚いていた。黒雷姫と言う異名は知らなくても、武闘大会で入賞というのがどれだけ難しいかは分かっているらしい。

			「お前らが何年か前に、揃って予選落ちしたあの大会だ」

			　大会のレベルの高さを、身をもって味わっていたようだ。

			「ええ？」

			「嘘だ！」

			「でも、そう言えばそんな噂を聞いたような？」

			「だって、黒猫族だぞ？」

			「まったく、商人たちから少しでも情報を聞いてりゃ、嬢ちゃんの正体に気づけたはずなのによ！」

			　ガムドの呆れ声に、冒険者たちは揃って項垂れた。自分たちの情報収集不足を痛感させられたんだろう。そのせいで痛い目も見たしな。

			「あと、世の中には鑑定を偽装したり、遮断するスキルもある。いつも鑑定だけに頼っていては、足元をすくわれるぞ」

			「はい……」

			「世の中、上には上がいるって──」

			　この後、ガムドの説教は延々と続き、救護班のベスおばちゃんが欠伸を始めた頃、ようやく終わりを迎えたのだった。

			　いや、俺は結構ためになったぞ。当たり前のことだが、改めて思い知らされた。こいつらの失敗は、いつ俺たちに降りかかってくるとも限らない。それを思い出せただけでも有意義な模擬戦になったと思う。

			　武闘大会では格上の怖さを知ったが、この模擬戦では冒険者としての基礎を思い出せた気がする。

			「ふぅ。待たせたな嬢ちゃん」

			「ん。まった」

			「当面の目的は果たせたが。強者との模擬戦は貴重な経験だ。最後まで付き合ってやってくれ」

			「勿論」

			　フランが不敵に笑う。さっきまではその笑顔を嘲笑していたはずの冒険者たちは、もう笑うようなことはしない。

			　むしろ猛獣の前に裸で投げ出された生餌のように、怯えた表情で縮こまっていた。

			　少し可哀そうだが、ガムドは容赦なく模擬戦の続行を宣言する。

			　だが、ガムドに散々怒られたうえ、フランの恐ろしさを実感してしまった冒険者たちは、完全に萎縮してしまっていた。

			　本来の実力さえ発揮できず、手加減したフランの一撃であっさりと倒されていく。一周目が終わるまで五分とかからなかっただろう。

			「お前ら……情けない。その程度か？」

			「ぐ……」

			「申し訳、ありません」

			　ガムドが発破をかけるのだが、冒険者たちは暗い表情で俯いているだけであった。

			　自分たちの弱さや未熟さを理解し、さらにフランのような子供に惨敗することで完全に自信を喪失してしまっていたのだ。

			　ガムドは最近天狗になっている教え子たちの鼻をポッキリ折って欲しいと言っていたが、伸びた鼻どころか、心がボッキボキに折れてしまったらしい。

			　フランがチラリとガムドを見る。これ以上やるのかと。

			　下手したら冒険者を引退したり、やる気をなくしてしまいそうだった。

			　だが、ガムドに止める素振りはなかった。

			　続行の意を込めて、重々しく頷くだけだ。

			「いいの？」

			「ああ。これしきで冒険者を辞めるのであれば、所詮そこまでの器だったという事だ。遅かれ早かれ、どこかでつまずいて引退するか、命を散らすことになるだろうよ」

			　技術は訓練で身に着けることはできても、心というのはそうもいかない。それに、本人の適性もある。性格的に冒険者に向かない人間というのもいるだろう。

			　なら、命を失う前に自覚させて諦めさせるのも、ガムドなりの優しさなのかもしれない。彼らの腕前だったら、危険なダンジョンや魔境に興味を持つのも時間の問題だ。その時に心の弱さに気づいても遅いのである。

			「では、二周目を行う。デュフォー、ナリア、ミゲール。前に出ろ」

			「……はい」

			「ひっ」

			「……おう」

			　諦め気味の表情で冒険者たちが返事をする。ナリアなんか怯え気味だ。

			「さて、今度は三対一だ。問題ないな？」

			「ん」

			　冒険者たちは問題ありという顔をしているが、フランもガムドも取り合わない。

			「あと、そうだな……。序盤、嬢ちゃんは反撃しない。その間に、一発でも嬢ちゃんに入れられたら、そこで終了してやろう」

			　おいおい、勝手に決めるなよ。まあ、フランは寧ろやる気がアップしたみたいだが。フランの子供的な部分が、そういうゲーム感覚がある方が楽しそうだと感じたんだろう。

			　冒険者たちの眼にも、僅かにやる気が戻っていた。上手く行けば、フランにブッ飛ばされる前に一撃を食らわせることも不可能ではないと考えたんだろう。何やら三人で作戦会議をしている。

			「もういいか？　では、模擬戦開始！」

			「おりゃあ！」

			　開始直後、まずはミゲールが突進してきたな。大剣を振り回し、フランに襲い掛かる。ただ、あまりにも雑すぎる。これでは囮おとりであることが見え見えだ。

			　案の定、背後からデュフォーが迫っていた。気配の消し方は悪くない。そのデュフォーが襲いかかってくる直前、ミゲールの攻撃の合間を縫ってナリアが矢を放ってきた。

			　攻撃を繰り出すミゲールの脇の下や顔の横をすり抜けるような、かなり際どい射撃だ。威力よりも精度を重視した、奇襲としては十分な攻撃だろう。

			　そのナリアの矢に合わせて、デュフォーが攻撃を仕掛けてきた。さすがに普段からパーティを組んでいるだけあって、息が合っている。

			　デュフォーの剣は幻剣士のスキルによって、陽炎かげろうの様にユラユラと大きく揺らめいていた。なるほど、太刀筋を隠せるスキルなのか。近接戦闘ではかなり有用なスキルだろう。

			　だが、気配や空気の流れを感じ取るフランには無駄なことだ。矢を素手で弾きつつ、デュフォーとミゲールの攻撃を紙一重で躱かわす。そのまま軽く跳んで包囲の輪を抜け出したフランを、三人は愕然とした様子で見つめていた。

			　彼らにとってみれば、躱しようがない攻撃だったのだろう。それを信じられない身のこなしであっさり回避してみせたのだ。驚くのも無理はなかった。

			　その後、様々な連携を仕掛けてくる三人だったが、最後までフランに掠かすることさえできなかった。ガムドの攻撃許可の直後にはフランによって全員が蹴り飛ばされ、意識を失う。

			　それを見ていた冒険者たちは声も出ないようだった。今の戦いを見ていて、自分たちが攻撃を当てられるイメージが湧かないんだろう。

			　それでも模擬戦は続く。

			　二組目もデュフォーたちと同様の流れで沈められ、早くも三組目だ。

			　デュフォーと並ぶ実力を持った火炎術師のワンダに、鑑定持ちの盾士レッド、真面目そうな態度の槍使いリディックの三人組である。

			　レッドは完全に怯えているが、リディックは九人の中で唯一真摯にやる気を見せている。ワンダはどこか自信ありげだ。

			　先程の個人戦で叩きのめされたはずなのだが、魔術師である自分は集団戦で力を発揮するとでも思っているんだろう。個人戦ではやる気のなさが見え見えだった。

			　ただ、その気持ちも理解できなくはない。ある程度の腕前になれば軌道を操ったりもできる魔術は、回避が難しいのだ。

			　レッドとリディックはワンダの火炎魔術が狙いやすい位置にフランを誘導しようと必死である。フランはお望み通り、ワンダの射線に体を晒した。その途端、ワンダの火炎魔術が飛んでくる。

			「──フレア・ブラスト！」

			　お、本気だね。直撃すれば、そこらのランクＣ冒険者だったら大怪我じゃ済まない魔術だ。グレーター・ヒールでも後遺症が残るかもしれない攻撃である。

			　ただ、それは必死過ぎて手加減できなかったと言うよりも、ここまで好き勝手やってくれたフランに対する報復的な攻撃だろう。ニヤリと嫌らしく微笑むのが見えた。

			　ちょっとばかしムカッときたぞ。性根から叩きのめしてやらねば。まあ、それはガムドに任せるとして、俺たちはこいつに残った下らないプライドを根こそぎ粉々にするとしよう。

			「フレア・ブラスト」

			　フランの放った魔術がワンダの魔術と正面からぶつかり合い、爆発する。全く同じ魔術をぶつけて相殺したのだ。

			「馬鹿な！　──フレア・ブラスト！」

			「フレア・ブラスト」

			「こんな……。ファイア・ジャベリン！」

			「ファイア・ジャベリン」

			「馬鹿な馬鹿な馬鹿な──」

			　この、同一魔術をぶつけての相殺は、実は単に同じ魔術を発動すれば可能になるという訳ではない。正面からぶつけることのできるコントロールと、相手の魔術を見てから間に合う詠唱速度。その術の威力を見極める魔術への造詣と、同じだけの威力で発動できる魔力制御があってこそ可能になる、超絶高度な芸当であった。

			　まあ、それもこれも相手がワンダ程度であるから可能だったのだが。

			　長々とした詠唱に、全く隠蔽する気のない魔力。フランでなくとも、ある程度の技術を持った魔術師であれば同じことが可能だろう。フランが凄すぎると言うよりは、ワンダの魔術スキル以外の技術が拙つたなすぎるのだ。仲間の陰に隠れて魔術をぶっ放すことしかしてこなかった代償である。

			　それが理解できたのだろう。ワンダはその場でガックリと膝をついて、戦意を喪失してしまったのだった。

			　結局、彼もほどなくしてフランの蹴りによって宙を舞い、模擬戦は終了した──かに思えたんだが、最後にガムドから提案があった。

			「九人全員と同時に戦ってもらえやしねーか？」

			「ん？　いいよ」

			　さらに念入りに彼らの心を折りに行くとは、スパルタだね～。

			　暴れ足りないフランとしても、その提案を断る理由が無かった。

			　そして、フラン対全員と言う最終戦が決定する。ルールはさっきと同じだ。最初はフランは攻撃しない。その間に一撃入れればそこで終了である。

			　まあ、無駄だったけどね。彼らは一〇分もの間フランを追い続けたが、捉えることはできなかった。一方的に攻撃を加えているにもかかわらず、段々と絶望に染まっていくその様は、憐れみさえ覚えるほどである。

			　最後は、少し本気を出したフランによって一瞬で全滅させられたのだった。

			　威力を抑えた広範囲の火魔術はガムドも巻き込んでいたが、涼しげな顔だ。まあ、威力は大したことないからな。

			　彼らのレベルなら歯を食いしばれば耐えられる程度の炎だったんだが、冒険者たちは悲鳴を上げて隙を晒していた。そこもまた、メンタルの弱さゆえだろう。

			　気絶している九人を見ながら、ガムドがフランにお礼を言ってくる。

			「いやー、良い模擬戦だった。助かったぜ」

			「ん」

			「これで、こいつらもちったぁ根性つけばいいんだがな」

			　彼らの情けない姿を思い返したのだろう。笑顔から一転して、ガムドが深い溜息をつく。

			「まったく、これで魔境の深層に入りたいって言うんだからな」

			「魔境？　水晶の檻？」

			「そうだ。行ったことあるか？」

			「ん。中層までは」

			「嬢ちゃんでさえ、中層までなのにな」

			　水晶の檻は、料理コンテストに使う肉を得るために一度だけ行ったことがある。フォールンドが戦う姿を見たのも、あの時が初めてだったはずだ。脅威度Ｂの魔獣、サンダーバードをあっさりと倒していたフォールンドを見て、かなりビビったのを覚えている。

			「深層？　中層じゃなくて？」

			「ああ。中層なら、入りたきゃ勝手に行けるからな。あの魔境は場所によって立ち入りを制限しているが、それだって監視がいる訳じゃない。あくまでも冒険者に自発的に守らせるための指標だ。ま、破った奴は大抵死ぬがな」

			　水晶の檻は、同じ魔境内でも出現する魔獣によって設定脅威度が変わる。当然、冒険者には自分のランク以上の場所には立ち入らないように指導がされていた。だが、その指導を守るかどうかは自分たち次第である。

			「脅威度が上がれば危険度も上がる。そうすりゃ当然実入りも上がる。危険な場所へ立ち入る冒険者は後を絶たん」

			　それはそうだろう。冒険者なんて、命知らずばかりだ。

			　それに、人というのは自分の不幸だけは想像しがたいものである。逆に、幸運を手に入れた自分の姿はいくらでも夢想できるというのに。

			　格上の魔獣を仕留めることができるかもしれない。珍しい薬草や素材を採取できるかもしれない。運よく強い魔獣に出会わないかもしれない。他の奴らには起きなくても、自分だけには特別な幸運が巡ってくるかもしれない。

			　そんな都合のよい幻想を頼りに、危険な場所へと踏み込んでいく。

			　バルボラの冒険者たちも、同じであるらしかった。

			「こいつらも、中層で何度か狩りを成功させている」

			　実力だけで言えば、中層での狩りも不可能ではないだろう。

			「運よく、凶悪な魔物の群れに出会わなかっただけとも知らず……。挙句の果てに、深層に入る許可が欲しいとか抜かしやがる。深層だけは、結界の魔術で出入りを監視しているからな」

			「なるほど」

			「深層で採掘できる鉱石類が目当てらしい。それで武具を作るんだとよ」

			「じゃあ、戦闘する気はない？」

			「ああ。逃げるだけならできる自信があるらしいな」

			　さすがに、脅威度Ｂの魔獣たちに勝てると思う程に慢心はしていないか。でも、サンダーバードは遠目から見ても凄まじく速かったぞ。俺たちだって、空間転移が無ければ逃げ切れるか分からない。他にも凶悪な魔獣が出現するだろうし、死にに行くようなものだろう。

			　だからこそ今回の模擬戦で心を叩き折って、馬鹿な真似を止めさせたいんだろうな。

			「サンダーバードからは逃げられない」

			「ストームイーグルの群れからだって逃げられんだろうよ」

			「ウルシと同じダークネスウルフからも逃げ切れない」

			「そう言えば、嬢ちゃんはダークネスウルフを従魔にしていたな？　今はどうしてるんだ？」

			「影で寝てる」

			　自分が戦えるわけでもない模擬戦に興味はないのか、ウルシは朝から影の中で寝ていた。

			「……なあ、ちょっと相談があるんだが──」

			　それから十数分後。気絶から目覚めた冒険者たちが横一列に並べられている。

			「どうだ？　自分たちの未熟さが理解できたか？」

			　ガムドの言葉に、冒険者たちが俯く。ただ、どこかまだ納得しきっていないような雰囲気があった。どうやら、フランを一握りの天才と認識したらしい。そして、フランのような特別な相手に負けたとしても、仕方がないと思ってしまっているようだ。

			　ガムドが狙っていた、深層行きを諦めさせるという所までは行っていない気がする。その事をガムド自身が確認したんだろう。

			「……よし。最後の模擬戦を行う」

			「え～」

			「まだやるの……」

			「もう勘弁して」

			「うるせぇ！　黙って聞け！　いいか、最後の模擬戦はちょいと毛色が違う。嬢ちゃん」

			「ん。ウルシ出て来て」

			「オン！」

			　フランの呼びかけに答えて、その影から黒狼が湧き上がる。ただでさえ迫力がある姿をしているのに、その直後に巨大化だ。その威圧感はかなりのものだった。

			　冒険者たちが息を呑むのが分かる。

			「こいつはウルシ。嬢ちゃんの従魔だ。脅威度Ｃのダークネスウルフだな。水晶の檻で言えば、中層に出現してもおかしくないレベルだ」

			　うん、嘘です。確かにダークネスウルフは脅威度Ｃの魔獣だが、ウルシはユニーク個体なうえ、俺たちと共に実戦経験を積みかなり強くなっている。脅威度Ｂに片足を突っ込んでいる可能性すらあった。水晶の檻の中層にはここまで凶悪な魔獣は出現しない。

			　だが、冒険者たちにはそんなことわからなかった。レッドがウルシの種族を確認し、ガムドの言葉が本当だと仲間に告げている。

			「もし、お前らがこのウルシを躱して逃げ切れるだけの実力があるのであれば、深層行きを認めようじゃないか」

			「本当ですか？」

			「おう。男に二言はない！」

			　そう、これがガムドの相談の内容だった。やることは簡単だ。まず、冒険者たちは訓練場の中央に立つ。ウルシは訓練場の入り口とは反対側の壁側にスタンバイだ。そして、冒険者たちが五人以上入口へ到達できれば彼らの勝ち。五人以上撃破されればウルシの勝ちだ。

			　全員の逃走としなかったのは、半分生き残っていれば水晶の檻から脱出できるだろうというガムドの判断によるものだった。

			　その条件を聞いて、冒険者たちの表情に僅かに明るさが戻ってくる。

			　相手は一匹。半数が到達という条件ならば楽勝だと思っているんだろう。

			　そして、ウルシ対冒険者たちの鬼ごっこが始まる。

			「行け！」

			「うりゃあ！」

			「頼む！」

			　まずは冒険者たちの中でも特に足の速い者たちが入り口にダッシュした。残った大剣使いのミゲールらがウルシを抑えるために向かってくる。

			　最初から四人を捨て石にして、五人だけを生き延びさせる作戦か。火炎術師ワンダの放ったファイア・アローがウルシに迫る。

			「はは！　さすがに四人相手じゃ動けないか！」

			「あれだけデカけりゃ！　動きだって鈍いはずだ！」

			「もう間に合わないわ！」

			　すでに入り口は目の前、ウルシはその場から動いてもいない。

			　冒険者たちは勝利を確信したのだろう。その顔に笑みが浮かぶ。

			　だが、ウルシは動けないのではない。動く必要がないのだ。

			　ミゲールらの攻撃を硬い毛皮で防ぎ、炎の矢を前足であっさりと払うウルシ。

			　直後、大きく息を吸い込むと、大きな咆哮を上げた。

			「ガルルルオォォォォン！」

			　途端に、冒険者たちの足が止まってしまう。まるで石になってしまったかのように、その場で立ち止まり、恐怖に戦おののいた顔で震えていた。

			　咆哮、恐怖、暗黒魔術を併用した咆え声だ。レベルが低い相手を恐怖で竦すくませる効果があった。

			「あ……」

			「ひ……」

			「オン」

			　固まったままの冒険者たちを横目に、ウルシは影渡りによって転移した。

			　再度出現したのは、入り口の目の前である。ゴール前に立ち塞がるウルシを見て、未だに身を竦ませている冒険者たちの目が揺れた。

			「オン！」

			　限界まで加減した前足攻撃と闇魔術によって、先行していた五人が訓練場の中央へ吹き飛ばされる。

			　スタートまで戻された事で絶望するかと思ったんだが、冒険者たちの顔には未だにやる気があった。

			　彼らは手加減されたことに気づかず、ウルシの攻撃力が大したことないと考えたらしい。　

			「いくぞ！　あわせろ！」

			「いっけぇ！」

			　今度は一斉に攻撃を仕掛けて、ウルシを倒そうと試みた。

			　だが、物理攻撃はウルシの毛皮に弾かれ、魔術は噛み砕かれ、奇跡的に傷を負わせてもすぐに再生してしまう。

			「くそっ！」

			「もう一度だ！」

			　それでも冒険者たちは作戦を練り、何度もウルシに挑んだ。そして、少しずつ後退しながら、何とかウルシを入り口前からつり出すことに成功する。まあ、ウルシもわざと彼らの作戦に乗ってやっているわけだが。

			　このまま入り口の前に陣取って動かなければウルシの勝利だが、それでは訓練にはならないとウルシが判断したんだろう。あえて囮役のミゲール達に向かって、襲い掛かっていく。

			　その間にデュフォーたちが迂回するように入り口に向かっていた。咆哮対策のためか、耳には布のような物をしっかりと詰めている。その顔には勝ち誇った笑みが浮かんでいた。

			　このまま行けば、囮役の四人が倒されている間に入り口に到達できると思っているんだろう。

			　だが、彼らはまだウルシの力を侮っている。

			　ガムドも渋い顔をしていた。

			「学習しねぇなぁ……」

			「グルウォ！」

			　ウルシが、暗黒魔術で囮役の四人を一瞬で昏倒させてしまった。一秒も時間を稼げていない。

			　仲間が一撃で倒される姿を見て、逃走役の冒険者たちから動揺する気配が感じられた。しかし、さすがに足を止めるような真似はしないな。

			　目の前に迫った入り口に向かって、必死に足を動かす。

			　だが、ウルシからは逃げられない。

			　ウルシは圧倒的な速度で五人を追い抜かし、あっという間に入り口を塞いでしまうのだった。

			「ば、馬鹿な……」

			「なんて速さだ！」

			　やっとウルシが手加減してくれていた事を理解したのだろう。攻撃力も速度も、本来の力からは程遠い実力しか発揮していなかったと。そして彼らは、そんなウルシに手も足も出なかったのだ。

			　逃げ切るのは無理だと悟った冒険者たちは、ヤケクソ気味にウルシに立ち向かうが……。

			　敵うはずもなかった。

			　まず一人。ウルシの前足で薙ぎ払われ、一〇メートル近く吹き飛んで壁に激突した。二人目はやはり前足で叩き伏せられ、地面に張り付いている。三人目は突進で、四人目は尻尾で意識を奪われた。五人目のデュフォーは暗黒魔術で腹を貫かれ半死半生だ。

			　追いつかれて僅か三〇秒。それで彼らは全滅だった。これが実戦であれば、全員が死亡していただろう。

			　誰の目から見ても、決着だ。

			「勝者ウルシ！」

			「オォォォン！」

			　ウルシが嬉し気に遠吠えをする。久しぶりに暴れてスッキリしたんだろう。

			「模擬戦、これにて本当に終了だ！」

			　傷を治されて意識を取り戻した冒険者たちの様子を見ると、かなり憔しょう悴すいしている。魔獣であるウルシに負けたことで、自分たちが魔境で死ぬかもしれないという事実を認識したんだろう。これで多少は意識が改善してくれれば良いんだが。

			「フラン、ここはベスに任せておけばいい。こっちに来てくれ」

			「わかった」

			　冒険者たちが頭を冷やす時間を取るためか、ガムドは彼らを置いて、フランと共に執務室に戻る。

			　模擬戦の結果に満足しているのだろう。その厳つい顔には、犯行に成功した凶悪犯のような笑みが浮かんでいる。

			「今日は有意義だった。ちょいと時間が長くなっちまったのはすまねえ」

			「ううん。いい。私も勉強になった」

			「そうか？」

			「ん。ありがとうございました」

			　フランがガムドに頭を下げた。

			　ガムドから出された模擬戦の依頼は、一見すると冒険者たちの根性を叩き直して、説教をするためのものに思える。

			　だが、彼の言葉はフランにも向けられていたのではないだろうか？　慢心するな。強い奴は幾らでもいる。自分の力を過信して危険な場所に突っ込めば、待っているのは死だぞ。それらをフランにも伝えてくれていたのだと思う。

			　そして俺に言われずとも、フランはガムドの想いを理解していたらしい。

			　ガムドに向かって、まだ深々と頭を下げている。

			　ガムドは照れたような顔で、そっぽを向いてしまった。やはり今回の模擬戦は冒険者たちとフラン、双方に向けたものだったらしい。だが、頑固なガムドがそれを認める訳がない。

			「おいおい、礼を言われることなんかしてねぇぞ？」

			「ん。それでもお礼を言いたくなったから」

			「……お前さんはまだ若い。あまり焦らず行けよ？」

			「わかった」

			　その後フランは再度ガムドに礼を言うと、報酬を受け取って冒険者ギルドを後にしたのだった。

			『次はいよいよ船探しだな』

			「ん。さっさと探す」

			「オン！」　

			『お？　どうした二人とも、妙にやる気じゃないか』

			　模擬戦のテンションが未だに続いているのか？

			「今日の夜はイオのカレー」

			「オン」

			「絶対に遅れる訳にはいかない」

			「オウン」

			　フランとウルシが顔を見合わせて、息もピッタリに大きく頷き合う。なるほど、食欲で通じ合っていたのか。

			　船を見付けるのが遅れる→孤児院に行くのも遅れる→イオさんのカレーを食べ損なうかもしれない→早く船を見付けねば！　ということらしい。

			　夜までに船を見つけたいのは確かなので、やる気を出す分には文句を言わないけどね。

			　でも、焦って変な船には乗りたくないし、今日見つけられなかったら明日だな。もしカレーを食べ損ねたら、フランたちが数日は落ち込むだろうし、切り上げるのは早めにしておくつもりだ。

			「じゃあ、港に行く」

			『獣人国の紋章を付けた船がいてくれるといいんだが』

			　獣王からもらった身分証もあるし、バルボラでの黒雷姫と言う異名の広まり方を見るに、護衛役として船に乗ることはできると思う。

			　心配なのは、船そのものが停泊しているかどうかだった。また、いたとして、それがどの程度の規模の船なのかも気になる。

			　小型の商船よりも、できればしっかりとした外洋船に乗りたい。なにせ他の大陸まで行く訳だしね。

			　また、相手の人柄も重要だ。獣人国で黒猫族の地位が見直されつつあると言っても、中には未だに黒猫族を見下している奴もいるだろう。そういった馬鹿がいる船に──特に船長がそういった黒猫差別派の船に乗ることは避けたい。

			『焦らずに、探そう』

			


			　冒険者ギルドから港まではすぐだった。

			「モグモグ、あの船は？」

			「モムモム」

			『小さすぎるな』

			「ムグムグあれはモグ？」

			「ガフガフ」

			『……食べるか喋るか、どっちかにしなさい』

			　フランとウルシは今夜はカレーの予定だというのに、カレー味の串焼きを食べつつ、港を歩いて船を物色していく。両手に串焼きを持って交互に口に運ぶ様は、食いしん坊以外の何者でもなかった。　

			「あ」

			『お、良い船を見つけたか？』

			「あれ美味しそう」

			『ああ、そう』

			　フランはふらふらと一つの屋台に寄っていく。かなり良い香りがしているんだろう。

			　観察してみると、なんか面白い料理を売っている。円錐状に巻いた平たい生地に、汁気を飛ばしたキーマカレー風の具材をよそった料理だ。一見すると、コーンに乗ったチョコアイスっぽく見えなくもない。

			『これは不思議な料理だな……』

			「美味しい」

			「オンオン！」

			　カレーのレシピが広まって、面白い料理が増えてきている。まさに俺が狙った通りの流れだった。

			　今後もこんな風に、フランが喜んでくれる新しい料理がたくさん生み出されたらいいな。

			「もぐもぐ」

			「モグモグ」

			　ただ、できれば時と場合を選んでほしい。これは俺がしっかりせねば。

			　その後も時おり買い食いをしつつ、フランは港を見て回った。

			　二隻ほど獣人国の紋章を掲げた船は見つけたんだが、どうにも乗りたいという気にはなれない。

			　一つはかなりボロい、本当に海を渡れるのか不安になる船だった。小さな商会が貿易用に使っている船らしい。船員たちの操船や船上戦闘などのスキルも低レベルだった。この船は確実にハズレだろう。

			　二隻目の船は、外見はまともだったんだが、船員に問題がありそうだった。どう見てもガラが悪く、海賊上がりっぽい男たちが多かったのだ。それも、性質が悪めの。今は海賊稼業をしているわけじゃなさそうだったが、信用はできそうもない。この船も却下である。

			　そんな風に港をウロウロしていたら、フランが不意に立ち止まった。

			「あ」

			『なんだ？　美味しそうな屋台でもあったか？』

			「あの船は？」

			　フランがそう言って指差したのは、獣人国の旗を掲げた一隻の船だ。

			『おおー、あれは確かに良さそうだ』

			　停泊中の船の中でも大きく、迫力のある船の一つである。

			　確かに、あの船ならば大洋でも力強く渡っていけそうだ。

			　だが、あんな立派な船に乗せてもらえるか？　あの規模の船になると冒険者なんか使わずに、自前の護衛が絶対にいるだろう。でも、とりあえず近くで見てみるか。

			　そんなことを考えながら船のそばまで近寄ると、いきなり商人風の男性に声をかけられた。

			　多分、狼系の獣人だろう。しかし、黒猫族であるフランを見下す様子は微塵もない。いや、商人であれば外見を取り繕うことは得意か。

			「こんにちは」

			「ん？」

			「護衛依頼をお探しなんじゃないですか？」

			「何で知ってる？」

			　俺たちの目的をズバリ言い当てた商人に対して、フランが警戒する様に聞き返す。だが、聞いてみたら簡単な話だった。

			　見た目は少女でも、装備を見ればフランが冒険者だと分かるという。そして、船を吟味しているような素振りを見れば、目的地までの船を探しているのだろうと考えられる。冒険者が船を使う際、船賃代わりに護衛を引き受けるのはよくある事なので、簡単に推測できるということだった。

			「そこでご相談ですが、うちの船の護衛を引き受けてはいただけませんかな？」

			「なんで？」

			　一旦は警戒を解いたフランが、再び警戒の表情を浮かべる。

			　何せ、フランはまだ子供だ。素人がフランを見て、その強さを見抜くことは難しいだろう。

			　相手はどう見ても戦闘の専門家ではなく、フランの実力を看破することなどできそうもない。

			　では、なぜ護衛などと言い出したのか？　裏があるとしか思えなかった。例えば、護衛として雇うふりをして、捕らえて奴隷にするとか。

			「はっはっは、あの黒雷姫殿と縁を得られるチャンスを、みすみす逃しては商人失格ですからな」

			　なんと、彼はフランの正体を見抜いていた。

			　すでに商人の間ではフランの噂が回っているそうだ。見る人間が見れば、狼の魔獣を連れた幼い黒猫族の少女が、噂の黒雷姫であると見抜くことは簡単だという。

			　最初から彼にはフランが単なる獣人の少女ではなく、凄腕の冒険者だと分かっていたわけだ。

			　黒雷姫を雇えるとなれば、強力な冒険者を護衛にできるだけではなく、商人としても箔が付く。船賃がタダどころか、かなりの額の報酬も提示された。

			　下級の冒険者だと、護衛をしつつ、さらに船賃を払わなくてはいけない場合もあるそうだ。

			「どうでしょう？」

			『うーむ』

			　良い話だが、受けるには大前提があるのだ。

			「目的地はどこ？」

			「レッディナ大陸ですな。いかがです？」

			「無理」

			「そうですか……」

			　フランがフルフルと頭を振ると、商人は残念そうな顔ながらも、潔く引き下がった。

			　もっと粘着されるかと思ったんだが、目的地が違うせいで話がまとまらないことはよくあるのだろう。それに、フランの機嫌を損ねるのは得策ではないとも考えているらしい。

			　まあ、ランクＡ冒険者と同等の力を持つ相手を怒らせたら、冗談じゃなく身の破滅もありえる。

			　その後も何度か声をかけられたが、獣人国があるクローム大陸行きの船は現れなかった。

			　南にあるレッディナ大陸行きの船は多いんだけどな。シードラン海国の混乱の煽りを受け、西のクローム大陸行きの船が減ってしまっているそうだ。

			　それでも諦めずに、船を探し続けること三時間。

			　俺たちはようやくお眼鏡にかなう船を発見していた。遠目から見ても巨大な、獣人国の紋章を掲げた船だ。あれだけ大きければ、外洋での航海も問題ないだろう。

			　船には詳しくないが、いわゆるガレオン船というやつだと思う。某海賊漫画から得た知識なので、正しいかはわからんが。マストが五本もあり、港の船の中でも大きな方に入っていた。

			　また、掲げる獣人国の紋章には王冠のマークが描き足されており、獣王家の直轄船だと分かる。

			　あれなら、船も乗組員も信頼できそうだ。

			　少し観察してみると、水夫たちはきびきびと規律正しく、時おり陽気な笑い声を上げている。その姿に粗暴さは一切なく、いわゆる海賊とは一線を画す存在だと理解できた。

			　また、王家直轄ということは、獣王からもらった身分証があれば確実に便宜を図ってもらえるということだ。

			『フラン、あの船に声をかけてみようぜ』

			「ん。わかった」

			　俺たちは、港に停泊する獣人国直轄船に近づく。

			『さて、どうやって船長に接触するか』

			「あの人たちに声かける？」

			『下っ端船員が、フランの事を知ってるかどうかだよな』

			　冒険者でも商人でもなく、長い間陸から離れて海で暮らす船員たちが、フランの情報を正確に把握しているだろうか？　とてもそうとは思えない。

			　そんな彼らにフランが声をかけて船長に会わせろと言ったところで、取り次いではくれないだろう。

			　身分証だって、偽造と言われればそれまでだ。船長クラスになれば、身分証の見分けくらいはできると思うんだが……。

			『少し観察して、偉そうな奴が来るのを待つか？』

			「ん……。とりあえず話しかける」

			『ま、フランがそうしたいならいいんじゃないか？』

			　それも一つの手だろうし、そもそも特に作戦がある訳でもないからな。フランがすぐに行動したいのは、サッサと船を見つけたいからだろうが。

			　何故って？　イオさんのカレーに遅れたくないのだ。

			「いく」

			「オン！」

			　フランとウルシがタタッと船に駆け寄り、何やら打ち合わせのような事をしていた獣人の船員たちに声をかける。

			「ねえ」

			「お、お嬢ちゃん、どうし……っ」

			「なんだい──えっ？」

			　近寄ってきたフランを見て、最初は気軽な様子だった船員たち。笑顔で対応してくれようとしていたのだが……。急にその動きを止めて固まってしまった。そして、フランとウルシを交互に見比べている。

			　その顔に浮かんでいるのは驚愕の表情だ。もしかしてフランの正体が分かっているのか？

			　そんな船員たちに構わず、フランはさらに声をかける。

			「私は冒険者のフラン。船長に会いたい」

			　おいおい、もうちょっと言い方ってものがあるだろう。これじゃ追い払われても仕方ないぞ？

			　だが俺の心配をよそに、船員たちの対応は意外なほどに丁寧なものだった。

			「わ、わかりやした！　少々お待ちください！」

			「お、俺船長に言ってくる！」

			　やはりフランが黒雷姫だと理解しているらしかった。そうでなくては、この対応はおかしすぎる。

			「お、お名前は、フランさんと言われるのですよね？」

			「ん」

			「も、もしかして、噂の黒雷姫殿なんでしょうか？」

			　フランの噂は、想像以上に広がっているらしかった。

			「そう」

			「まま、まじか！　いや、すいません！　しかし、黒雷姫殿は進化しているって言う噂だったと思いやすが……」

			　そうか！　俺には馴染みの無い感覚だから忘れていたが、獣人同士には相手が進化しているかどうか、感じ取れる能力があるんだったな。フランも、白狼のオーレルや獣王と初対面でも、相手が進化していると判別できていた。

			　フランは噂では進化した黒猫族と言われているのに、実物に会うと進化隠蔽スキルの効果で進化しているかどうか分からない。そのため、戸惑っているようだ。

			　まあ、詳しいことを教える必要はないだろう。ここは男性の質問はあえて無視して、話を進める。

			「進化した黒猫族は、見たことない？」

			「そ、そうっすね。俺は獣人国の出なんですが、初めてお目にかかりましたね。仕事柄、結構多くの獣人にも会いますけど」

			　やはり進化できた黒猫族は、フラン以外にいないか。呪いを解くための条件は、前情報なしで達成するのが相当厳しいしな。

			　邪人を一〇〇〇体、もしくは脅威度Ａ以上の邪人を倒すこと。

			　まあ、個人で脅威度Ａ以上の邪人を一体倒すというのは、完全におまけだろう。普通には無理だ。何かしら奇跡が起きたら達成可能かもしれないが。

			　本命は邪人一〇〇〇体の方である。もしこの条件が今でも伝承されてれば、黒猫族は種族を挙げて邪人を狩っているはずだ。その中で、特に強い個体には黒こく天てん虎こへの進化のチャンスがあるはずだったろう。

			　そして、黒天虎が数人でも揃えば？　種族全体の呪いを解く条件である、脅威度Ｓ以上の邪人を討伐するというのも可能かもしれない。少なくとも可能性はゼロではないだろう。

			　そうやって邪人を積極的に狩る種族は神々にとっても有益なはずだ。本来であれば、そうやって邪人を狩りつつ、罪を償うはずだったに違いない。それが、過去の獣王家の企みによって全てが歪められてしまった。

			　でも、現獣王が呪いを解くための条件を広めてくれれば、少しは状況が変わってくると思う。俺たちも獣人国では黒猫族に会って、積極的に解呪の話を広めないとな。

			　そんなことを考えていると、先程の船員に連れられて貫禄のある男性がやって来た。

			　全身を筋肉の鎧に包まれた、縦にも横にも大きい男性だ。見た目は非常に迫力がある。それこそ海賊の頭目と言われても違和感がなかった。

			　頭にはいわゆる船長帽子と言うのだろうか？　海賊の船長なんかが被っているような帽子を被っている。違うのは、普通は髑髏どくろマークがあるはずの場所に、王冠をあしらった獣人国の紋章が描かれていることだろう。

			「よお、俺がこの船の船長。ジェロームだ」

			　やはり船長だった。獣人ではなく人族だ。

			　いや、獣人の多い国とは言え、国民すべてが獣人というわけではないだろう。

			　獣人じゃなくても出世する人間はいて当然だった。

			「ほほう。もしかして、黒雷姫殿か？」

			　当然、船長もフランのことを知っていたらしい。

			「ん」

			「そうかそうか！　お前さんの話は、出入りの商人たちから聞いてるぜ！」

			　フランが頷くとその厳つい相好を崩して笑う。

			　悪人面なのに、笑うと途端に人懐っこそうな顔になるな。

			「で、俺に用だって？」

			「獣人国に行くための船を探してる」

			「と言うことは、うちの船の護衛についてくれるってことで良いのか？」

			「ん」

			「はっはっは！　こりゃあ心強い護衛が手に入ったな！」

			「じゃあ、乗せてもらえる？」

			「当たり前じゃねーか！　こうやって前に立ってるだけで、凄まじい実力はよぉくわかるからよ！」

			　船長は戦士としても一流らしい。フランの実力を見抜いたようだ。

			『フラン、あれも見せておけ』

			「ん。あとこれ」

			　フランは獣王からもらった身分証を取り出し、船長に見せる。

			「ほう、陛下の名入りの身分証か……」

			「本物、だよ？」

			「あの黒雷姫が持ってるなら本物だろうよ。まあ、あとできっちり確かめさせてもらうが」

			　それは当然だろう。むしろ、この時点でこれだけフレンドリーなのがおかしいのだ。

			　武闘大会で上位入賞しただけではなく、獣王に気に入られたという情報も持っているようだった。

			「とりあえず、冒険者ギルドを通さねーと色々煩うるさいからよ。一旦、ギルドで正式に依頼を発行させてもらうが、構わないか？」

			　どうやらここで雇用契約というわけにはいかないらしい。

			　ただ、ギルドを通せばその冒険者の身元確認もできるし、冒険者にも貢献度が加算される。後ろ暗い事情がないのであれば、その方がどちらのためにも良いだろう。

			「構わない」

			「じゃあ、俺もちょうどギルドに向かうところだったし、一緒に行くか」

			「何しに行くの？」

			「そりゃあ、護衛依頼を出しに行くのさ」

			　これだけ大きな船でも、冒険者を護衛として雇うのだろうか？

			　フランは名が売れている故に、特別に雇ってもらえたのだと思っていたのだが、どうやらそれなりの人数を雇うつもりであるらしい。

			「フランを信用してない訳じゃないぜ？　俺らにも色々とあるんだ」

			　船長曰く、国やギルド間のしがらみのせいで、冒険者を一定数雇うのが慣例になっているという。また、有事の際には経験豊富な冒険者が役に立つことは確かである。それ故、大抵の船は自前の戦闘員に加え、冒険者を雇うのが当たり前であるそうだ。

			　冒険者ギルドへの道中で色々と説明してくれた。中には船舶護衛専門の冒険者などもいるというのだから、それなりに実入りのいい仕事なのだろう。

			　ギルドに到着したフランは、船長が出した護衛依頼をその場で受ける。

			「出発はいつの予定？」

			「問題なければ三日後となってるな」

			　嵐や、魔獣の出没で予定が変更されることはよくあるそうなので、そこはどうなるかまだ分からないらしい。

			「分かった。じゃあ、三日後に船に行く」

			「おう。よろしく頼むぜ」

			「ん。こちらこそ」

			　フランは船長と握手を交わして、一旦別れることにした。

			　次に訪ねるのは三日後だな。あの巨大な船に乗れるなんて、今から楽しみだ。

			　地球に居た頃にフェリーに乗ったことはあるけど、外洋に出れるほどの木造船はさすがに多くはないからな。

		

	
		
			第三章　大海原へ

			


			「モグモグモグモグ！」

			「モムモムモムモム！」

			　孤児院の夕食にお呼ばれしたフランとウルシは、イオさんのカレーを凄まじい勢いで腹に収めていた。

			「いい食べっぷりですね～」

			　イオさんは笑顔でフランたちを見つめているが、気持ちいいとかを通り越して、お腹の具合が心配になる勢いだ。あとでお腹が痛くなってもしらないぞ？

			「フラン姉ちゃんすげー！」

			「ウルシちゃんも！」

			　カレーはどこに消えているのだろうか？

			　それに、孤児院の食料をこんな大量に食べて平気なのか？

			「たくさん用意した甲斐があります。ドンドン食べてください」

			　イオさんがそう言って、さらに勧めてくれる。どうやら食料事情は完璧に改善しているようだ。でも、もうフランとウルシが心配なんで、これ以上は勧めないでください。

			「ん！　おかわり」

			「オンオン！」

			　とか言っているそばからおかわりしてるし！

			「どれくらいよそいますか？」

			「大盛」

			「オウン」

			　フランもウルシも遠慮という言葉を知らんからな。後で食費を渡しておこう。いくら以前よりは経営がマシになったと言っても、限度はあるだろうしね。

			　結局、フランとウルシは超大盛で五杯もカレーを食べ、子供たちから少しの尊敬と、微妙な怨嗟の声を浴びていた。

			　カレーが残ってれば明日の朝に食べられるらしいのだが、フランたちが全て食ってしまったのだ。空になったカレー鍋を前に、項垂れている子供たちの背には哀愁が漂っている。

			　あとは、フランが何杯食べられるか賭けている子たちもいたらしい。明日の朝食のおかずが一品減ってしまった子供から、恨めしそうな目で見られていた。

			「ごちそうさまでした」

			「オウン」

			「お粗末様でした～。喜んでもらえたようで、嬉しいです」

			「ん。美味しかった」

			　フランは、ちょっと嫉妬してしまうくらい笑顔だ。

			　パンパンに膨れたお腹を、満足げにさすっている。

			『美味しかったか？』

			（ん！　師匠のと同じくらい美味しかった！）

			『そうか』

			　台所を軽く見てみたが、置かれているスパイスや具材は普通の物ばかりで、目立った点もない。俺が普段作っているカレーに比べたら、材料費は十分の一以下だろう。野菜も普通、肉も普通の豚肉。スパイスもバルボラなら簡単に手に入る種類のものだけである。

			　それでフランが満足する程の美味しさのカレーを作り上げるって……。

			　やはりイオさんの腕前はすさまじかった。

			　来年の料理コンテストでは初優勝もあり得るかもしれんな。

			「おやすみなさい！」

			「またねフランお姉ちゃん！」

			「ウルシちゃんも！」

			　食事を終えた子供たちがそれぞれの部屋や遊戯室に散っていき、食堂にはフランたちだけになる。

			　フランも軽くお腹を撫でつつ、立ち上がった。

			「じゃあ、帰る」

			「あら？　お茶を淹れますから、もう少しゆっくりしていってくださいな」

			　だが、そのフランをイオさんが呼び止める。

			「イオが淹れてくれるお茶？」

			「はい。お茶菓子もありますよ？　簡単な焼き菓子ですけど」

			「ぜひいただく」

			　イオさんの淹れたお茶を飲みながら、イオさんが作った焼き菓子を食べる。フランがそんなチャンスを逃すはずがない。

			　フランは流れるような動きで、スッと椅子に座り直す。その隣ではウルシがすまし顔でお座りしていた。

			「ウルシちゃんの分もありますから」

			「オン！」

			　ウルシの無言の催促にも、イオさんは笑顔で対応してくれる。いい人だよ、本当に。

			　焼き菓子は、小麦粉と砂糖と卵だけを材料に使ったシンプルな物だったが、やはり美味しいらしい。フランとウルシの表情を見ていれば一目瞭然だ。

			　お茶も、市場で買える中でも下から数えた方が早い安物の茶葉らしいのだが、フランとウルシが驚くほどの風味となっている。フランとウルシは目を細めて、至福の表情を浮かべていた。

			　そんなフランたちを笑顔で眺めていたイオさんだったが、フランがお茶を飲み干して一息ついたのを確認したんだろう。不意に真面目な顔で、フランに対して深々と頭を下げた。

			「ありがとうございました」

			「ん？」

			「今日はフランさんが来て下さるから、少し奮発しましたけど……。でも今日みたいな、楽しくてみんなの笑顔があふれた食事が、この孤児院では毎日の光景なんです」

			　言葉だけ聞くと単なる自慢のようにも聞こえる。だが、俺たちにはそうではないと分かっていた。

			　フランは黙って聞いている。

			「以前は、日々の食事にも事欠き、私も子供たちも、心の奥に不安を抱えていました。笑顔が無かったわけではありませんが、心の底から笑えることは少なかったと思います」

			　いつ孤児院が潰れるかもしれない。そんな中で、能天気に笑ってはいられないだろう。子供たちだって馬鹿じゃない。少ない食事に、一向に修復されないボロボロの建物。時おり姿を見せる借金取り。それらを見れば、孤児院がどういう状況なのか理解できるはずだ。

			　守るべき子供に余計な心配をかけてしまうことで、大人たちもまた心を痛めてしまう。

			　そして、大人たちのそんな様子を見て、子供の不安がより増してしまうという悪循環である。

			　だが、今日見た子供たちの笑顔に、強がっている様子や、不安の色は一切なかった。つまり、そういうことなのだろう。

			「子供たちの笑顔を取り戻してくれて、ありがとうございます」

			「孤児院を助けたのはアマンダ」

			「確かに、孤児院を救ってくれたのはアマンダ様でしょう。ですが、そのきっかけをくれたのはフランさんです。だから、私たちは心の底からあなたに感謝しています」

			　そう言って、イオさんはさらに深く頭を下げるのだった。

			「ん……」

			　フランは微妙な表情である。苦々しいという感じとも、苦笑とも違う、なんとも言えない顔である。頬が少しだけ赤い。

			　ここまで純粋な気持ちをぶつけられることに慣れていないフランは、珍しく照れているようだった。

			　フランはこんな時にどう反応していいのか分かっていないし、イオさんも急に恥ずかしくなったらしい。部屋の中にギクシャクとした空気が流れたが、そこは元々好意的な者同士だ。すぐにそんな雰囲気は吹き飛んで、和やかに雑談を交わすことができていた。

			　主にイオさんが子供たちの話をして、フランが嬉しそうに頷くだけだが、二人とも楽しそうだ。

			　そうして一時間ほどはお茶をしていただろうか。年長の子供たちも就寝する時間になっていた。

			　イオさんとフランにおやすみの挨拶をしにきてくれる。

			　俺たちもそろそろお暇いとまする方がいいだろう。

			「じゃあ、今度こそ帰る」

			「お引き留めして申し訳ありませんでした」

			「平気」

			　イオさんに入り口まで見送ってもらう。そうだ、食事代を渡しておかないと。だが、フランが取り出したお金を、イオさんは頑として受け取ろうとしない。

			「でも、私たくさん食べた」

			「大丈夫です。それに今日のカレーはお礼だったのですよ？　代金なんて受け取る訳にはいきません」

			　これは絶対に受け取ってくれそうにはなかった。

			（師匠、どうする？）

			　うーん。お礼だって言うなら、それに対してなんか渡すのも失礼かね？　結局、俺たちはイオさんにお礼を言い、そのまま孤児院を去ることにした。

			　お金や食材を無理やり渡したとして、それでイオさんたちの気持ちが晴れなかったら、むしろその方が悪い気がするしね。

			「ばいばい」

			「はい。またいらしてくださいね」

			「ん。絶対にまたくる」

			「楽しみにしています」

			　宿に戻る道中。フランは上機嫌だ。珍しく鼻歌など口ずさんでいる。

			『カレー、そんなに美味しかったか？』

			「ん！」

			　やはり俺も、もっと精進せねば！

			「それに──」

			『それに？』

			「みんな楽しそうだった。子供たちも、イオも」

			『そうだな』

			「ん。良かった」

			　フランはそう言って、目を細めて笑った。親を失っても懸命に生きる孤児たちの姿は、フランにとって他人事ではないんだろう。彼らに自分の姿を重ね合わせて、現在の幸せを心から喜んでいるようだった。

			『そうだな。良かったな』

			「ん」

			　フランの鼻歌は、宿に戻るまで止まらなかった。

			　


			　船の出航までの三日間。俺たちは食べ歩きしたり、ゴロゴロしたりと、まったり過ごした。久しぶりにゆったりとした時間だったね。

			　因みに、孤児院にはもう一度遊びに行った。あえて時間を外して行ったので、お茶と焼き菓子しか出てこなかったけど。でも、それでいいのだ。その時に、お茶のお礼として色々と置いてくることが目的だったからな。

			　口にすることはしないが、先日のカレーのお礼分も一緒に置いてきた。お金は恐縮させてしまいそうだったので、小麦粉や砂糖、香辛料の詰め合わせだ。

			　そして約束の朝。俺たちは船へと向かっていた。

			『ようやく獣人国に向かえるな』

			「ん。楽しみ」

			『前回と違って、今回はガッツリとした護衛依頼だ。船旅を優雅に楽しむとはいかないだろうけどな』

			「腕が鳴る」

			　思い出されるのは、以前に船に乗った時の記憶だ。

			　フィリアース王国の王族である、フルト王子とサティア王女の護衛として船に乗り込んだのだが、色々と濃密な体験をすることとなった。楽しいこともあれば、苦々しい経験として記憶に焼き付いていることもある。

			　苦い経験の筆頭は、大魔獣ミドガルズオルムとの戦いだ。

			　俺たちの全力の攻撃も、あの大魔獣の前では碌ろくな効果を上げることはできなかった。結局逃げ出すことしかできず、俺たちの完全な敗北だったのだ。

			　あれから随分と腕を上げた。雑魚魔獣であれば問題ないだろう。

			　だが今、ミドガルズオルムを倒せるかと言われたら、首を傾げざるを得なかった。勿論、自信もある。あの時はまだ覚えていなかった様々な切り札を叩き込めば、ミドガルズオルムであってもただでは済まないはずなのだ。

			　しかし、それでもあの大魔獣を倒しきれるのかと言われたら、絶対とは言い切れない。

			『まあ、ミドガルズオルムは珍しい魔獣だっていう話だし、そうそう出会うこともないだろう』

			　それよりも、他の魔獣への警戒を怠らないようにしないとな。

			　船着き場に到着すると、船長と役人たちが何やら打ち合わせをしていた。

			　フランが近づくと、話を切り上げて向こうから話しかけてくる。

			「よお、黒雷姫のフラン。今日からしばらくよろしく頼む。改めて名乗らせてもらうが、俺はアルギエバ号の船長、ジェロームだ」

			「ん。ランクＣ冒険者のフラン。よろしく」

			　がっしりと握手を交わす二人。

			　妙に波長があうのか、互いに笑顔である。フランは見る人が見なきゃ笑顔だって分からないだろうけどね。

			「おう！　そこのお前！　フランを副船長の所まで案内しろ！」

			「うっす」

			「詳しい話は副船長から聞いてくれ。俺は出港手続きがあるんでな」

			　ジェロームと話していた役人は、港湾局の人間らしい。出航するには色々な手続きが必要なんだろう。地球だって、船が勝手に出航したりすることはできなかったし、湾内では航路や優先順がきっちり決められていたはずだ。特に俺たちが乗るアルギエバ号は大型船である。勝手に動き出したら凄まじい混乱が起きることだろう。

			　異世界とは言え、港のルールは似ているらしかった。

			「こっちっす」

			「ん」

			　船員に案内され、木造のタラップを上る。タラップとは言ったが、まるで工事現場の足場かと思う程に大きかった。一直線には上ることができず、途中でつづら折りになっている。

			　船に乗船するためだけに、一〇〇段近くにも及ぶ階段を上ることになるとは……。それだけでも船の巨大さが分かった。

			　広い甲板の上では、多くの船員が作業をしている。案内役の船員が、甲板で監督をしている一人の男性に声をかけた。

			「副船長！」

			「はい？　おや、最後の方ですか？」

			「うっす。こちら、冒険者のフランさんです」

			「ランクＣ冒険者のフラン。護衛依頼を受けてきた」

			「副船長のバフェトです」

			　副船長は、ヒョロッとしたいかにもひ弱そうな獣人男性だった。頭部が完全に山羊である。種族や血の濃さ、個体差によって獣部分の度合いが違うんだが、ここまで完璧に獣ヘッドの獣人は初めて見たかもしれない。ただ、その獣全開の見た目に反して、非常に紳士であるらしかった。折り目正しく、お辞儀をしている。

			　それに、身のこなしもどちらかと言えば、ドンくさそうだ。

			　鑑定してみると、やはり非戦闘員であるようだった。戦闘系のスキルが弓術、槍術しかない。その代わり、商売や話術、算術や測量など、副船長に必要そうなスキルが軒並み高レベルだった。

			　ただ、やはり俺が一番気になったのが、その種族だ。何が気になるって？　だって白山羊さんだぞ？　重要な書類とか食べちゃわないのだろうか？

			「話は聞いていましたが、噂の黒雷姫殿がこのようなお嬢さんであるとは……。やはり直に見ても信じがたいですね」

			「でも、船長が間違いないって言ってましたよ？」

			「ん。本物」

			「私も疑っているわけではないですよ？　ただ、私のような非戦闘員には、どうしても駆け出し冒険者のように見えてしまうのでね。気分を害されたのであれば申し訳ない」

			　丁寧に頭を下げるバフェト。実力が分からないと言いつつも、フランを軽く見るような素振りはない。船長であるジェロームの判断が信頼されている証拠だろう。

			「平気。よくあること」

			「ははは。良かった。では、他の冒険者と顔合わせをしてもらいましょう。できれば仲良くして頂けるとありがたいですね」

			「善処する」

			「そうしてください。では、少々お待を」

			　副船長が部下に指示して、他の冒険者を呼びに行かせる。俺たちが最後の到着だったらしい。

			「何人くらいいるの？」

			「貴女を含めて一二名ですね。この船にも戦闘員はいますが、冒険者を乗せないと色々うるさいので」

			　そういえば獣人国と冒険者ギルドの取り決めで、冒険者を雇うことが推奨されているという話だったな。強制ではないが、あまり無視し続けると冒険者ギルドの心証が悪くなるので、どの船も数人は護衛を雇うことにしているという。

			　俺たちが乗り込むことになるアルギエバ号は大型船なうえに、国直属の商船である。毎回、普通の船よりも多めに護衛を雇うことにしているらしかった。

			「ソロ冒険者はフラン殿だけですね」

			「強さは？」

			「私には腕前の判断はできませんが、ランクで言えばランクＣパーティが一つ。ランクＤパーティが一つ、ランクＥパーティが一つですね。特にランクＣパーティのリーダーは個人ではランクＢの冒険者だということです」

			　へえ。ということは、結構な手て練だれがいるってことか。にしても、ちょいと面倒か？　有事の際にはそいつらの指示を仰がなきゃいけないかもしれないし、顎でこき使われるのは嫌だぞ？　俺はともかく、フランが大人しく従うとは思えなかった。

			「来たようですね」

			　案内役の船員に連れられて、船内から冒険者たちがゾロゾロと出てくる。

			　一つのパーティではなく、いくつかのパーティが集まっているようだった。

			「……強い」

			『そうだな』

			　冒険者の中でも特に目を引いたのが、先頭にいた戦士風の男だ。日に焼けた小麦色の肌。丁髷のように後頭部で結んだ、焼けた鉄のような色をした赤髪。一九〇程の長身の、結構な男前である。彫りの深い顔立ちは、ハンサムというよりはダンディな印象だ。年齢は四〇代だろうか？　かなり強い。こいつが唯一いるランクＢ冒険者で間違いないだろう。その足運びに、凄みを感ることができた。

			『うーん？』

			　何故か、どこかで見たことがある気がする。いや、気がするでは、ない。絶対にどこかで見たことがある。

			『あの青い鎧、見覚えがあるぞ……。ただ、どこだったかな？』

			　うーん、思い出せん。冒険者ギルドですれ違ったりしたのを、覚えていたか？　それよりも少しだけ印象が強い気がするんだよな。

			「モルドレッド殿、こちらです」

			　魔力槍を背負った青い鎧の男は、モルドレッドというらしい。

			　なんか仲間を裏切りそうな名前だが、大丈夫だよね？

			「最後の護衛者がいらっしゃったので、ご紹介させていただきます」

			　副船長のその言葉に答えたのはモルドレッドではなく、その横にいた小柄な男だった。

			「おい。小娘一人紹介するのに、モルドレッド兄貴を呼びつけたのか？」

			　小男は、不愉快そうに船員を睨みつけている。

			「こいつが挨拶に来るのが礼儀だろうが！」

			　ムカつくが、正論ともいえた。

			　何せ普通に見たら、小娘のフランよりも、ランクＢ冒険者のモルドレッドの方が格が上に見える。というか、どう見ても駆け出しとベテランにしか見えないのだ。

			　モルドレッドのパーティメンバーたちも、小男に同意するように頷いている。リーダーであるモルドレッドが舐められるということは、従っている彼らが舐められているということでもあるからだ。　

			　場の雰囲気が、一気に悪くなっていく。険悪な雰囲気の中、小男がさらに前に出た。武器にこそ手をかけていないものの、いつ手が出てもおかしくない雰囲気である。

			「兄貴！　こいつら兄貴のことを舐めて──」

			　だが、いきり立つ小男を制したのは、当のモルドレッドであった。

			「おい、恥をさらしたくなければそこまでにしておけスルニン」

			「え？」

			「格下が格上に挨拶に行く。当然だな。だからこそ、俺が頭を下げるべきだ」

			「な、なに言ってるんですか兄貴！」

			　突然の兄貴分の言葉に、スルニンと呼ばれた小男が驚きの声を上げる。驚いているのは、彼のパーティメンバーだけではなかった。他の冒険者たちにもモルドレッドは有名らしく、この場にいるフラン以外の冒険者全員が、驚愕の表情を浮かべているといっても過言ではないだろう。

			　だが、モルドレッドはそれに構わずに、フランに向かってしっかりと頭を下げた。

			「すまない、部下が失礼をした」

			「ん。気にしてない」

			「改めて名乗らせてもらおう。俺はランクＣパーティ『鉄神の息吹』のリーダー、モルドレッドだ」

			　







			「ランクＣ冒険者、フラン」

			　フランの自己紹介を聞いて、スルニンたちが再び声を上げようとした。なにせランクＣだ。

			　彼ら自身よりは上位の冒険者ではあるが、どう考えてもモルドレッドよりも格上とは考えられない。だが、彼らがフランに突っかかる前に、モルドレッドが再びフランに話しかける。

			「黒雷姫殿で間違いないか？」

			「最近はそう呼ばれることも多い」

			「やはりな。武闘大会は全て拝見させてもらった」

			「ウルムットにいたの？」

			「参加するために、俺だけな。俺は二回戦でフェルムス殿に負けてしまったが」

			　あ、こいつとどこで会ったか思い出した。武闘大会だ。会ったというより、こいつの試合を観戦したんだ。俺がそう教えると、フランもモルドレッドを思い出したらしい。

			「溶鉄魔術使い？」

			　溶鉄魔術を巧みに扱う姿を見て、感心したのを思い出した。そうか、あの参加者か。

			　魔術の使い方が非常に上手く、とても勉強になったのだ。

			「ほう？　覚えて？」

			「ん。強かったから」

			　フランも、試合の内容はしっかり覚えていたらしい。

			「俺を完封したフェルムス殿に勝った君に、そう言ってもらえるとは光栄だ」

			「えっと、兄貴？」

			　よく分かっていない様子の部下たちが、訝しげな顔だ。こいつらは武闘大会を見ていなかったのだろうか？

			「お前らは水晶の檻に籠ってたせいで知らないだろうが、彼女は武闘大会で三位に入賞した強者だ。未だにランクＣだが、戦闘力だけはランクＡと遜色がない」

			「ええ！」

			「まじか！」

			「うっそ……！」

			　なるほどね。モルドレッドだけがウルムットに来てたのか。

			「本当だ。俺よりも遥かに強い」

			　モルドレッドがそう言った直後だった。

			「「「すんませんしたー！」」」

			　冒険者たちはフランの前にダイブし、一斉に土下座を決める。

			　まあ、潔い奴らは嫌いではないよ？　フランも怒っていないようで、むしろ大の男たちが土下座している光景を興味深げに眺めている。

			「許してやってはくれないか？　少々馬鹿だが、悪い奴らではないんだ」

			「別に怒ってない」

			「「「あざーっす！」」」

			　正直、フライング土下座はやり過ぎな気がするが、こいつらはかなり体育会系っぽい。しかも手慣れた感もあったし、やり慣れてるのかもしれないな。

			　ホッとした様子で鉄神の息吹の冒険者たちが立ちあがった後、再び互いの自己紹介が始まっていた。

			　先程までの居丈高な態度は鳴りを潜め、男たちはペコペコと下手に出てくる。モルドレッドが自分よりも遥かに強いと言ったのが余程効いているんだろう。

			　ただ、その一言だけで部下たちが急に態度を変えたのは驚きだった。普通ならフランの外見を見て、どこかに侮りが残る。しかし、彼らにそんな様子は一切なかった。

			　それだけモルドレッドが信頼されているってことかもしれない。部下たちは、彼の言葉なら絶対に嘘じゃないと信じているのだ。

			　それにしても、遥かに強いと言うのはどうだろうな？　覚醒状態ならともかく、通常状態では遥かと言える程の差はないと思う。

			　武闘大会で見たモルドレッドの印象は、試合巧者の魔法戦士という感じだった。コルベルトと比べても、決して見劣りしない。侮っていたら危険な相手だ。

			「この四人が俺のパーティメンバーだな」

			「「「よろしくおねがいしゃーっす！」」」

			「ん。よろしく。私はフラン。それと、この子はウルシ」

			「オン！」

			「うわ、いきなり狼が！」

			「か、影から出て来たぞ！」

			「ほう。かなり強いな」

			「ん。頼りになる」

			　ウルシのような強い魔獣が急に出てきても、部下たちと違ってモルドレッドは慌てない。ウルシの強さを感じ取り、笑顔で頷いている。強力な戦力が増えたことを単純に喜んでいるらしかった。さすがだ。他の冒険者たちは及び腰で、遠巻きにウルシを見つめている。

			「まあ、他の奴らも俺が紹介しておくか。まずはそいつら、ランクＤパーティ、赤の大地だ」

			「よろしくおねがいします」

			「こんちは」

			「おいーっす」

			　リーダーっぽい男性は真面目そうだが、両脇の二人は弛ゆるめの挨拶を返してくる。

			　赤の大地は不思議なパーティだった。

			　まず、三人全員の顔や腕の一部に、緑色の鱗のような物が生えていたのだ。蛇の獣人であるらしい。外見も非常に似ており、顔の造作だけではなく、高身長の細マッチョで全員が双剣を装備しているところまで同じだった。

			「そっくり」

			「あははは、俺たちは三兄弟でして。皆で世界を放浪しながら冒険者をやっているんです。今回は久しぶりに里帰りをしようと思って、この船の護衛を受けました」

			　戦闘技術は父親に習ったため、全員が同じスキル構成であるらしい。それにしても似た外見だな。三兄弟と言うよりは、三つ子と言われた方が納得できるくらいだ。

			　見分ける方法は髪型だと言われたが……。

			　まあ、話しかける際は鑑定で名前を確認してからにしよう。

			　眉毛がないうえに目の周りなどが鱗に覆われているため、顔には迫力がある。だが、外見の厳つさに反して気の良い奴らっぽかった。リーダーの兄が真面目で、弟たちはチャラい感じである。黒猫族に対する偏見もなさそうだし、仲良くできそうだった。

			「最後は、ランクＥパーティ、水晶の守りの三人だ」

			「こ、こんちわっす」

			「先日ぶりです」

			「あ、あはは」

			　恐縮しながら前に出た最後の三人は、見覚えがある。というか、先日模擬戦で叩きのめしてやったルーキーたちだった。大剣使いのミゲール、真面目な槍使いリディック、弓使いの女性ナリアの三人だ。

			「なんだ、お前ら黒雷姫と知り合いか？」

			「知り合いと言いますか、数日前に模擬戦で叩きのめされまして」

			「そうか、お前らギルマスの弟子だったな。羨ましいことだぜ、黒雷姫と模擬戦とはな。まあ、知り合いなら話が早い」

			　知り合いと言うほどでもないが、フランの力を分からせる必要が無いのは助かるな。

			「どうしてここにいる？」

			「実は、フランさんとの模擬戦で自分たちの未熟さを痛感しまして」

			「九人でいると数に安心して、ダレてしまうという話になりまして」

			「パーティを一度解散して、三人ずつでそれぞれ鍛え直そうという話になりまして」

			　フランとの模擬戦も無駄ではなかったらしい。多少は危機感を植え付けられたようだ。

			「そう。頑張って」

			「はい」

			「頑張ります！」

			「ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いします！」

			　全員の自己紹介が終わると、モルドレッドとフランだけで軽く話し合いの場が設けられた。副船長も、この二人が冒険者たちのトップであると分かっているんだろう。下位パーティは、二人の決定に従うと言って去っていった。

			「さて、まずは指揮権を明確にしておくか。どうする？　俺としては、そちらの下につく形で構わんが？」

			　モルドレッドは実力主義であるらしかった。しかも戦闘力が大事と考えているタイプだ。

			　小娘であろうとも、実力さえ伴っているならば従えるらしい。

			　だが、フランに指揮とか絶対に無理だ。当然、俺にもな。そもそも、指揮に関する知識も経験もない。

			　フランを立ててくれるのは嬉しいが、ここはランクＢ冒険者であるモルドレッドが全体指揮を執る方が絶対にいいだろう。なので、その提案は断ることにした。

			「私に指揮は無理」

			「では、どうする？」

			「指揮は貴方が執って。私は遊撃扱いにしてもらいたい」

			　必殺、面倒なことは全部投げて好き勝手にやらせてもらいます作戦だ！　ふっふっふ、遊撃と言えば聞こえが良いが、自分の判断で好きに動くと言っているようなものだからな。さて、モルドレッドが何というか……。

			「分かった。それで構わない。ただ、一人で動く際には、こちらに一言あると有り難いな」

			「ん。善処する」

			「まあ、自分より強い相手に指示を出すのも気を使うからな。ただ、緊急事態には指示を出させてもらうぞ？」

			「それはもちろん」

			「……ならばいい」

			　フランに面倒ごとを押し付けられたことが分かっているんだろう。モルドレッドは一つ溜息をついた。

			「では、お話が終わったようですので、フラン殿のお部屋に案内させましょう」

			「ん。分かった」

			　副船長に命じられた案内役の青年が、フランを船室まで案内してくれる。

			「少々手狭かもしれませんが、そこはご容赦くだせぇ」

			「大丈夫。ベッドがあればそれでいい」

			「いえ、さすがにそこまで劣悪じゃありやせんが」

			　フランに宛がわれた部屋は、甲板への入り口にほど近い場所だった。有事の際にすぐに飛び出せるようにだろう。一応、戦闘員の中でも上位者に与えられる個室らしい。

			「こちらでさ」

			「ん。いい部屋」

			「そう言ってもらえると、こちらとしても嬉しいんでやすが」

			　フランがお世辞を言っているとでも思ったのか、船員は最後まで恐縮していた。

			　だが、フランは本気だ。俺もこの部屋は好きだな。むしろ大好物だ。

			　確かに間取りは狭い。しかし一応は個室だ。その部屋に、清潔なベッドとサイドチェストが置かれ、しっかりとした造りの机にクローゼットも備え付けられている。

			　灯の魔道具も天井から吊り下げられ、そこらの安宿に比べれば遥かにましな造りだった。

			　ただ、俺のテンションアゲアゲポイントはそんなところではない。

			　俺の眼は、船室の上部に取り付けられた窓に向けられていた。

			　そこには、いわゆる船に付けられているような、丸い窓が存在している。

			　小さい丸窓から薄暗い船室に差し込む、一条の光。ただそれだけの光景なんだが、妙に気分が高揚する。ザ・船室という感じなのだ。

			　フランもこういう雰囲気が嫌いではないようで、ベッドに腰かけて足をパタパタさせていた。そして、ワクワクした表情で呟く。

			「この部屋、好き」

			『俺もだ』

			　そのままベッドでゴロゴロし始めるフラン。

			　それは、船員が船室に来るまで続けられた。

			　いや、三〇分もゴロゴロし続けるとは思わなかったけどね。

			　船員がフランを呼びに来たのは、船長室に案内するためだ。

			「船長、黒雷姫殿をお連れしやした」

			「おう。入ってもらえ！」

			　船長室は、フランに与えられた船室からほど近い場所にあった。

			　甲板に出でやすい場所の方が、指揮を執りやすいのだろう。

			　コートを脱いで多少ラフな格好になった船長が、立ち上がってフランを迎えてくれた。

			「冒険者たちとの顔合わせは上手く行ったと聞いたが、上手くやれそうかい？」

			「問題ない」

			「なら良かった」

			　船長が本当にホッとした顔で呟いている。そこまで心配するほどのことか？　だが、考えてみればフランには結構過激な噂が流れている。他の冒険者と揉め事を起こすかもしれないと思われても、仕方ないか？

			　ただでさえ護衛者の中ではトップクラスの実力を誇っているフランだ。もしモルドレッドと反目するような事態になれば、船長としても対策を考える必要があるだろう。

			　個で最強のフランと、経験豊富で他の冒険者を上手く使えるモルドレッド。もし仲違いしてしまった場合、どっちを優遇して良いのかも分からない。

			「まあ、航海中は何度か魔獣が出るだろうし、場合によっちゃ海賊なんかも襲ってくる。それまでは好きにしていてくれや。羽目を外さなけりゃ構わねーからよ」

			　事前に確認した通り、非常に緩い契約だ。

			　ただそれも仕方ないだろう。

			　探索能力に優れた冒険者は多いが、海戦に慣れている者はそう多くはない。海中の魔獣に即座に反応できる程の実力者となると、かなり少ないだろう。

			　必然、冒険者に求められるのは索敵ではなく、出現した魔獣への対処ということになる。

			　そうなると、魔獣が出現した時に即座に動ける場所にさえいれば、あとは自由に過ごしてもらっている方が士気も保てるのだ。

			　勿論、酒を飲んだりすることは禁じられているし、船に迷惑をかける行為は罰せられるが。

			「ん。分かった。じゃあ、船を探検したい」

			「探検？　見て楽しい物なんざ無いと思うがな。別にかまわねーよ？」

			「いいの？」

			「そうだな……。船員の個室に無断で入るのだけは止めてくれよ？　それと、推進系の魔道具も悪戯いたずら厳禁だ」

			「それは大丈夫」

			「あとは倉庫を荒らしたりしなけりゃ、立ち入り禁止の場所もねー。そもそも、見られちゃまずいものなんかないしな」

			「いいの？　私が泥棒する心配は？」

			「そこは冒険者ギルドの契約を信じるさ。それにお前さんクラスの冒険者からすれば、自分の評判を下げてまで盗む価値のあるものはないからな」

			　とりあえず、探検のお許しは出た。これは楽しくなってきたな。

			「あと、獣人国の身分証を持ってたよな？　今、出せるか？」

			「これ？」

			「時空魔術か……。便利で羨ましいぜ」

			「ん。とても便利」

			「商人からしたら夢のような魔術だからな」

			　フランの次元収納を見た船長がしみじみと呟く。彼自身は商人ではなくても、商船の船長だからな。考え方も、商人に近い物があるのかもしれない。

			「さて、この身分証だが……」

			　船長が指に付けていた指輪を身分証に押し当てた。どうやら身分証の真しん贋がんを判定できるアイテムらしい。僅かに魔力が動くのが感じられた。

			「ふむ、確かに本物だな」

			「ん」

			「出航は昼過ぎになると思う。それまでにモルドレッドと打ち合わせを頼む」

			「わかった。モルドレッドたちの部屋は？」

			「確か、お前さんの部屋のすぐそばのはずだ。分からなければ誰かに案内させようか？」

			「大丈夫」

			　実際、モルドレッドの部屋はすぐに見つかった。フランの部屋の隣の隣だったからだ。三人部屋を部下と一緒に使っているらしい。

			　打ち合わせで決めたことは、護衛の順番だった。大体、四日に一度、夜番がある感じだ。その辺はモルドレッドに任せているので特に文句もない。

			　あとは護衛依頼の経験が少ないフランに対して、幾つか基本的なことを確認してくる。特に重要なのは、倒した魔獣の取り扱いだろう。

			　この依頼中に倒した魔獣の素材と魔石は、全て依頼主であるこの船の物になる契約だ。その代わり、魔獣を倒せば依頼達成後にボーナス査定がある。また、護衛同士が険悪な関係にならないように、護衛全体でどれだけ倒したかで査定されるらしい。

			　個人での査定となると、足の引っ張り合いになる可能性もあるからだろう。明らかに突出した戦果を挙げた場合は加味されることもあるらしいが。

			　逆に、どう見てもさぼっていた場合でも、契約金が下げられることはない。ただ、そのことはギルドに報告されるし、依頼者たちの間でも噂になる。次に依頼を受ける時に不利になるということだった。

			　それらのことは冒険者ギルドでの契約の際にも説明されているから問題ない。

			　魔石が入手できないのは残念だが、諦めるとするさ。

			　時おり文句を言い始める冒険者もいるので、モルドレッドも心配だったらしい。

			「じゃあ、今日からよろしく頼む」

			「ん。こちらこそ」

			　フランはモルドレッドと握手を交わして、部屋に戻った。

			　これであとは出航を待つだけだ。

			　フランは窓から外を覗いてみたり、ウルシをモフッたりしながらまったりと過ごす。

			「師匠」

			『どうした？』

			　急に真顔になって。もしかして何か異変を感じ取ったのか？

			「おなかへった」

			『ああ、そう』

			　時計を確認したら、ちょうどお昼時だった。さすがフランの腹時計だ。

			　コンコン。

			　何か食べ物を出すべきか、食堂に行くべきか迷っていたら、ちょうど船員が昼食の準備ができたと知らせにきてくれた。

			　初日なので、わざわざ案内するために来てくれたらしい。

			　食堂に向かうと、威勢の良いオヤジが、船員や冒険者に食事を出してやっていた。

			「お？　お嬢ちゃんも冒険者なのか？」

			「ん」

			「そうかそうか！　ただ、そのちっこさじゃこの量は無理か？」

			「問題ない。むしろ少ない。もう少し盛って」

			「がははは！　言うじゃねーか！　いいぜ！　ただし、残したら皿洗いだからな！」

			「ん」

			　フランが料理人のオヤジとそんなやり取りをしていると、我慢しきれずにウルシが影から飛び出した。フランの足にまとわりついて、自分も忘れるなとアピールする。

			「オンオン！」

			「あ、ウルシ忘れてた」

			「クゥン！」

			「なんだ？　その狼の分も必要か？」

			「お願い」

			「おう。まかせとけ！」

			　ちゃんとウルシの分も用意してもらえるらしい。よかった。

			　今後、目的地までの献立を教えてもらったのだが、かなり豪華だ。レストラン並みなんじゃないか？

			　中世ヨーロッパに似た世界ではあるが、魔法のおかげで食材を長持ちできる。その分、新鮮な食材をふんだんに使った料理を船上で食べることは、そこまでの贅沢ではないのだった。

			　もしかしたらこの世界には壊血病もないかもしれない。それくらい、食糧事情が違う。

			　それに、この船は大型なので、その辺はさらに豪華である。

			『きちんと朝昼晩と食事も出るし、悪くない依頼だよな』

			「ん！」

			「オン！」

			　味はかなり良いようだ。フランとウルシが美味しそうにパスタを貪っている。

			　船乗り用に大盛だし、これならフランも満足できる量だろう。

			　昼食を食べ終えたフランは、部屋に戻って再びのんびりタイムである。

			　フランはジッとしているのは苦手なはずなんだが、この部屋はよほど気に入ったらしい。

			　ベッドの上でまったりしているフランを眺めていると、不意に軽い振動が感じられた。俺の気のせいではない証拠に、ベッドに寝転がっていたフランも上半身を起こして、キョロキョロしている。

			「師匠、揺れた？」

			『少しだけどな。多分、出航したんじゃないか？』

			　これだけの巨船であるので、小さな波などで大きく揺れることはないだろう。だが、停泊状態から動き始めれば、多少の振動程度はあるはずだった。

			「行ってみる」

			『そうだな』

			　大急ぎで甲板に出てみると、乗船時よりも港が遠い気がした。フランとウルシは船ふな縁べりに駆け寄って、下を見下ろす。

			　岸壁と船体が何メートルか離れているのが見えた。

			『やっぱり動いてるな』

			「ん」

			「オン」

			　周囲の風景がゆっくりと動いている。やはり出航したらしい。見送りのテープなんかはさすがに無いらしい。この船は客船ではないし、港では毎日何十隻もの船が出入りしているだろうしな。その度に見送りなんかしていられないだろう。

			『にしても速いな』

			　そう、船は俺の考えていた以上に、加速力があった。外洋で風を受けている状態ならともかく、今はまだ全ての帆が畳まれたままなのだ。それなのに、グングンと速度を上げていく。

			　つまり、それだけ強力な推進用魔道具を積んでいるんだろう。この巨大な船を動かせるレベルの魔道具か。どんな能力なのかちょっと興味があるな。

			　スクリューなのか、ウォータージェットなのか、風を生み出すのか。もしくは、俺の想像外の不思議な能力なのか。

			『落ち着いたら見に行ってみようぜ』

			「探検！」

			『おう』

			　そうやって船縁から景色を楽しんでいたら、船長のジェロームが近寄って来た。

			「よう、なにか珍しい物でも見えるか？」

			「動いてる」

			「ああん？　そうか、フランは船に乗った経験があまりないのか」

			　目を輝かせるフランを見て、察してくれたらしい。

			「ん。大きい船は初めて」

			「そうかそうか」

			「魔道具で動いてる？」

			「おう。この船は最新型の魔導推進器を積んでいるんだぜ？　それだけじゃなく、魔物避けの結界発生装置もあるし、魔導砲台も八門装備している」

			　やはり魔道具がいたる所に使われているらしい。外見は地球の中世の船と同じだが、性能は遥かに上なんだろう。魔道具で推進力を得られるなら風が無くても進めるだろうし、小回りも利くかもしれない。

			　それにしても、魔物避けの結界なんてあるんだな。そんな物があるなら、護衛なんか必要ないんじゃないか？

			　フランがそう尋ねたら、結界も万能ではないらしい。

			　まず、この結界は大型の魔獣から気配を察知されないための結界で、小型、中型の魔獣には効果が薄いようだ。海の魔獣は体が大きい種類が多く、そんな魔獣に船底から襲い掛かられたら対処のしようもなく沈められる。そんな事態を防ぐための装置であるらしい。

			　それ故、大型の魔獣から姿を隠す結界とは別に、小型中型の魔獣へ対処するための装置もあるようだった。中型以下の魔獣が接近を嫌う、特殊な結界を船底に発生させる装置があるらしい。

			　だが、それらの装置も確実ではない。中には装置を無視して襲ってくる魔獣もいるのだ。

			　それに、海賊には武力で対抗するしかなかった。

			　普通の海賊なら、国の直轄船を狙うような真似はしない。そういった船は大抵強い武力を有しているし、よしんば襲撃に成功したとしても、国に目を付けられてしまう。場合によっては討伐軍のお出ましだろう。そうなってしまえば破滅を免れない。

			　だが逆に言えば、アルギエバ号を狙ってくる海賊はそれなりの自信がある大海賊団であることが多いということだった。

			　そうなると最新式の魔導砲台と、足の速さで振り切ることがアルギエバ号の基本戦術になる。だが、場合によっては接せつ舷げんされ、戦闘になることがあった。その際に冒険者の戦力が重要になるのだ。

			「期待してるぜ黒雷姫のフラン殿？」

			「ん。任せて」

			「ははは、頼もしいな！　今度の航海は安全な旅になりそうだ！」

			　


			　


			　出航翌日。

			　俺たちは早速船内の探検に乗り出していた。

			　とりあえず甲板から下に向かって行くことにしてみる。だが、最初はほとんど見る事のできる場所が無かった。

			　なにせ、船員の居住区画になっており、立ち入ることのできない部屋ばかりだったのだ。まあ、有事に即応できるように、船体上部に部屋が集中しているんだろう。

			「また倉庫」

			『まあ、商船だしな～』

			「すんすん。良い匂い」

			『ああ、この辺は食料品みたいだな』

			　そして、その下の区画になるとほとんどが倉庫だった。どこもかしこも箱箱箱だ。魔道具で固定されているらしく、一見無茶な積み方に見えた。

			　大きな倉庫に木箱が整然と積み重なっている光景はそれなりに見ものではある。

			　フランも結構楽しんでいるらしい。時おり箱の中を覗き込んでは、頷いたり、首を傾げたりしている。

			　珍しい食材や、どこで作ってるのか分からない不思議なデザインの工芸品など、確かに見ていて飽きることはなかった。

			「次行く」

			『おう』

			　倉庫区画を抜け、船の側面に近い部屋に入ってみる。

			「外が見える。それに、変なのがある」

			　縦長の細い窓が備えられた部屋の中に、黒光りする巨大な金属の塊が鎮座していた。円筒状の、攻撃的な雰囲気を放つ物体だ。

			「これ、何？」

			　フランにはどんな用途を持った存在であるか、分からないらしい。確かに、事前知識がなければ理解し難いだろう。しかし、俺には分かる。似た形状の物を、散々見たことがあるからだ。まあ、生前にやり込んでいた戦略ゲームの中で、だが。

			『大砲──魔導砲だな。この鉄の玉を、魔力で撃ち出すんだ』

			「わざわざ鉄の玉を飛ばす？」

			『うーん。魔力を直接攻撃に使うよりは、少ない魔力で威力を出せるからだろうな。魔力で稼働すると言っても、無限に動くわけじゃないだろうし』

			　しかもこの魔導砲が優れている点は、魔力での攻撃も可能なところであるらしい。敵対する船などには砲弾。海中の魔獣などには魔力弾と使い分けるのだろう。

			　にしてもデカい。普通の砲身に加えて、魔力を操作するための魔導機関が取り付けられているので、どうしても地球の大砲よりも大きくなってしまうらしい。

			　部屋の壁をよく見れば、外側に向かって開くようになっている。戦闘時はここから敵を狙うのだろう。

			　魔導砲の並べられた部屋からさらに下に降りると、船底区画となっている。

			　大半は水を溜めるバラストタンクとなっているが、その次に大きい部屋にはこれまた巨大な魔導装置が置いてあった。

			　見上げるようなサイズの機械の塊が振動し、腹に響くようなゴウンゴウンという重く低い音が鳴っている。

			　その傍らには、ツナギに似た作業服を着込んだ数人の男たちがいた。彼らはこの装置を整備する技師たちであるらしい。

			「お？　誰だ？」

			「フラン。冒険者。船の護衛をしてる。今は探検中」

			「ああ、そういうことかい。こいつはこの船の心臓部だ。それ以上は近づかないでくれ」

			「わかった」

			　フランは男たちに言われた通りに立ち止まると、その場で改めて巨大な装置を見上げる。

			「おっきい」

			『これが推進装置って奴だろうな』

			「ん。すごくうるさい」

			『へえ、あそこからは水を吐き出してるな。こっちはポンプみたいに見えるし』

			　どんな仕組みなのかと思っていたら、ウォータージェット方式であったようだ。巨大なポンプで水を吸い込んで、後方へと噴射する勢いで推進力を得ているんだろう。

			　しかも、水を吐き出す場所が船体にいくつもあり、水を噴出する方向を操作すれば方向転換もできる造りだ。こっちの世界の船は小回りも利きそうである。

			『これで大体の場所は回ったかな？』

			（ん！　楽しかった！）

			　簡単に船を見回った後、俺たちは一度上に戻ることにした。

			　フランが体を動かしたいようなので、どこかで軽く素振りでもしようかと思ったのだ。

			（甲板でへいき？）

			『端っこなら迷惑にもならないだろ』

			　甲板に出ると、船員たちが慌ただしく動いていた。どうやらセールを開いているらしい。ジェロームが色々と指示を出している。

			「湾を出たからな！　帆走準備だ！」

			「うっす」

			「クラーケンの巣までは全速力で行くぞ！　いいか野郎ども！」

			　バルボラの湾を出たので、ここからは最大船足で突っ走るようだ。ただ、気になることを言っていたな。

			　クラーケンって言ったか？　タコとイカとクラゲを混ぜたような、船に巻き付く絵が有名なあのクラーケンだろうか？　聞いておいた方が良さそうだ。

			　フランがジェロームにトコトコと近づき、質問を投げかける。

			「クラーケンの巣って何？」

			「お、フランか。探検はどうだった？」

			「楽しかった」

			「そりゃあよかった！　ああ、クラーケンの巣だったか？　その名の通りクラーケンがうじゃうじゃ棲すんでる危険地帯よ！」

			「そこを通るの？」

			「通ると言えば通るな」

			　大型魔獣避けの結界があるといっても、それって危険じゃないか？　だが、俺たちが考えたのとはちょっと違うらしい。

			「クラーケン共のテリトリーの、一番外側を掠めるように船を進めるのさ」

			　クラーケンはこの海域では生態系の頂点に君臨している、大型魔獣だ。そのクラーケンが大量に棲んでいる海域には、当然他の魔獣は寄ってこない。特にクラーケンの捕食対象となりやすい、中型の魔獣は絶対に近寄らないそうだ。

			「つまり、クラーケンにさえ気を付けていれば、他の魔獣に襲われる危険性が低いという事になるな」

			「でも、クラーケンは？」

			　肝心のクラーケンに襲われたら、一溜まりもないはずだ。だがジェローム曰く、この船の結界は特にクラーケンを想定した造りになっており、発見される確率は相当低いのだとか。

			　だとすると、他の魔獣はどうなのか？　クラーケン以外にも、恐ろしい大型魔獣はいるはずだ。

			　フランが尋ねると、この海域にはそういった大型魔獣がクラーケン以外はほとんど生息していないらしい。

			「なんで？」

			「今出発したジルバード大陸と、獣人国があるクローム大陸の間は、浅い海が続いているんだよ。まあ、浅いと言っても、何百メートルかはあるが」

			　それでも、他の外洋に比べるとその深度が非常に浅いらしい。

			「例えば、王鯨や水竜、リヴァイアサンにダゴンといった、脅威度Ｂ以上の大魔獣は普段は深い海に棲んでいることが多い。そっちの方が餌も豊富だからな」

			　逆に言えば、住処や餌の問題で浅い海では生きることが難しいのだろう。

			　海が浅いジルバード～クローム間の海域では、クラーケン以外の大型魔獣は目撃された例がほとんどないのだという。

			「その代わり、北のブローディン大陸との間にある魔海では、ヤバい魔獣がうようよだ。脅威度Ｓのリヴァイアサンが、世界で唯一目撃された海だからな」

			　リヴァイアサンは、頭から尾までが一〇〇〇メートルを超えるという、この世界でも最強の存在の一角である。津波は、リヴァイアサンが寝返りをすると起きるという伝承が残っている程だ。

			　あまりにも目撃例が少ないせいで、詳しいことは何も分かっていない。

			　だが三〇〇〇年以上昔に、ある海沿いの国がリヴァイアサンを怒らせ、一夜で滅ぼされたことがあるそうだ。ただ被害を受けたというだけではない。超巨大な津波によって国土のほとんどが飲み込まれ、わずかな間に更地にされてしまったのだという。

			　特殊なスキルによって書かれた文献にその事件について記載されていることから、その事件が本当に起きた出来事であるのは確実であるらいい。

			　また、その文献の内容で特に人々を驚かせたのは、リヴァイアサンの主食に関しての記述だという。なんとリヴァイアサンは、脅威度Ａ魔獣であるミドガルズオルムを主食にしていると書かれていたのだ。

			　一匹捕獲して巣に持ち帰れば一〇〇年以上食べ続けることができるため、リヴァイアサンは狩りの時以外に滅多に目撃されないらしい。なんともスケールが大きすぎる話だ。

			　魔海はそれ以外にも多くの巨大魔獣が生息しているので、定期航路として利用する船はいない。ジルバード大陸から北のブローディン大陸に向かう船も、ほとんどが一旦西のクローム大陸を目指し、そのまま魔海を迂回して北上する航路を使っているのだ。

			　ここが、それだけ安全な海ということだった。

			　まあその代わりに、クラーケンがこの海域に集まって来てしまうらしいが。競合する大型魔獣が他にいないからだろう。それこそ、巣なんて呼ばれるほどに。

			「安心しておけ。そのクラーケン対策はバッチリだからな」

			「ん」

			「その代わり、他の雑魚魔獣や海賊は頼むぜ？」

			「わかった。まかせて」

			「おう」

			　


			　出航から数日。

			　フランたちはかつてない程健康的な日々を過ごしていた。そもそも、魔獣が出なければ食っちゃ寝して、日中は潮風の気持ちいい甲板で体を動かすだけなのだ。

			　船室は浄化魔術で清潔に保たれているし、食事も栄養満点で大盛だ。アイテム袋の恩恵とはいえ、船上で新鮮サラダが出ることには驚いた。

			　何があってもいいように、食料は多めに積んでいるそうだ。

			　それでも、航海中に食料を得ることができればそれに越したことはない。今日は漁網を使った漁が行われていた。今は船員総出で大きな網を引き上げているところだ。

			　フランがその様子を興味深げに見ている。初めて見る光景なんだろう。

			　男たちの上げる「おいしょー」という掛け声を、一緒に呟いている。

			「がははは。フランよ、そんなに珍しいか？」

			「ん。面白い」

			「そうか！　まあ、ここまで大掛かりな漁網漁は、大型船じゃなきゃ見れないからな！」

			「そうなの？」

			「そもそも、これだけデカイ網を引き上げるには魔道具か、大量の人手が必要だからな。どちらにせよ大型船じゃなきゃ無理だ」

			「なるほど」

			「それに、網が大きくなれば獲れる量も増えるが、魔獣などがそれを狙って寄ってくる可能性も高くなる。その撃退にも戦力が必要だし、網が大きくなれば魔獣そのものが掛かることもある。小型の漁船じゃ危険が大きいのさ」

			　という事は、フランたちの出番もあるんじゃないか？

			「うちの戦闘員だけでも足りるとは思うが、一応準備しといてくれるか？」

			「ん」

			　フランが甲板で見守っていると、引き上げは無事に済んだらしい。

			　大漁の魚介類が絨毯の様に広げられている。

			「あれ、魚？」

			『何だ？　魔獣でもいたか？』

			「あのブヨブヨの」

			『ああ、あれはアンコウって言う魚だな』

			　何も知らなければ魔獣にしか見えんよな。海外の人はタコを怖いって言うけど、俺はアンコウの方が余程怖い気がするんだよね。

			「あれは？」

			『ああ、あれはヌタウナギ風の魚だな』

			「あそこのは？」

			『あれはナマコの仲間だと思う。めっちゃデカいけど』

			　ファンタジー世界だけど、地球と比べて、それほどぶっ飛んだフォルムの魚はいない。というか、魚に関しては地球産の奴もそれなりに気持ち悪い外見だってことだな。深海魚なんて、それこそ魔獣みたいな姿のやつばかりなのだ。

			「じゃあ、あれは？」

			『どれだ？』

			「あれ」

			　ゴチャゴチャ居過ぎて、良く分からなくなってきた。どれのことを言っているんだ？

			　フランは大量の魚の中から、気になった生き物をつかみ上げる。

			「これ」

			『うわ。グロ！』

			　フランがムンズと鷲掴みしているそいつは、今まで見た中でもトップクラスにグロテスクな生物であった。

			　パッと見はブヨブヨの赤黒い肉塊という感じだ。

			　形はシロコロホルモンぽいかな？　片側には凶悪なエイリアンマウスが備わり、円状に付いた鋭い歯がウゾウゾと不規則に蠢うごめいている。大きさはソフトボールくらいだろう。深海生物の中にならいてもおかしくはないかもしれんが……。

			　これをなんの躊躇ためらいもなく掴めるフランを、心底尊敬するぜ。

			　何気なくそいつを鑑定した俺は、念話で思わず絶叫していた。久しぶりに取り乱したかもしれん。だが、この生物の鑑定結果にはそれだけのインパクトがあったのだ。

			『そいつ、名前がミドガルズオルムってなってるぞ！』

			「ミドガルズオルム？　これが？」

			『た、多分成長するとああなるんだろう』

			「じゃあ、これが子供？」

			　にしても、この小さな魔獣が、一〇〇メートル超えの巨大魔獣になるんだから、やっぱりファンタジーは侮れん。

			『そ、そこにもいるぞ』

			「どこ？」

			『ほら、そこの長いやつだよ』

			「これもなの？」

			　フランが空いている左手でつかみ上げたのは、長いロープ状の生物だった。赤黒い色や肌の質感はミドガルズオルムの幼生にそっくりだが、長さが圧倒的に違う。

			　最初のやつは手の平サイズだったのに、これは一メートルくらいはある。だが、鑑定すると名前がミドガルズオルムとなっていた。

			「これがこうなるの？」

			『多分そうだと思うが……。なんか凸でこ凹ぼこしてて余計に気持ち悪いな』

			　単に長いのではない。まるで球体同士がくっついているかのように、くびれが一定間隔に存在していた。

			　ビチビチと蠢くミドガルズオルムの幼生を眺めていたフランに、ジェロームが近寄ってくる。

			「そいつは──ミドガルズオルムの子供か！」

			「ん」

			　ジェロームの表情が一気に険しくなった。

			「このサイズだとまだ数ヶ月だな……。親がこの海域にいるかもしれん」

			「クラーケン以外は出ないんじゃないの？」

			「ほぼな。絶対じゃねー。クラーケン以外で唯一目撃例があるのが、ミドガルズオルムだ。とは言え、数年に一度程度だがな」

			「前にミドガルズオルムと戦った」

			「最近か？」

			「ん。つい最近。バルボラに来る途中」

			「まじか？　だとすると、気は抜かない方がいいな……」

			「襲われたらどうする？」

			「ミドガルズオルムは匂いに反応する。囮の樽たるを使って振り切るのさ」

			　万が一とは言え、遭遇する可能性のある相手だ。きっちり対策はあるようだった。なら安心だろう。

			　そうだ、ジェロームはミドガルズオルムに詳しいみたいだし、謎に思っていることを聞いちゃうかな？

			「ねえ。これがこうなるの？」

			「そうだぜ。と言っても、こっちの肉玉が成長してこっちの長いのになる訳じゃねぇ」

			「じゃあどうやって大きくなる？」

			「この小さいのがくっつきあって、でかくなるんだ。この長いやつは、途中で凹へこんでる部分が等間隔にあるだろ？」

			「ん。くびれてる」

			「そこが継ぎ目だな。ミドガルズオルムの幼生の尻に他の幼生が噛み付き、その尻にまた他の幼生が噛み付く。そうやって数珠じゅず繋ぎで長くなっていって、いつしか同化して一匹のミドガルズオルムになるのさ」

			　何その生態。いや、でも地球でもそんな生き物いたな。クラゲだか単細胞生物だったかと思うけど。だとしたら絶対にありえない事でもないか……。

			　ただ、ジェロームの説明を聞いて、ミドガルズオルムに心臓が沢山あった理由が分かった。巨大な個の魔獣でありながら、群体のような性質も持っているんだろう。だからデス・ゲイズの即死能力でも倒せなかったのだ。

			「これ、どうする？」

			「海の厄介者だからな。まとめておいて、後で一斉に処分する。見分けられるんだったら、選別に加わってくれるか？」

			「わかった」

			　俺たちには鑑定があるし、魔力感知も使える。魚介の山の中から魔獣を見つけ出すのはそう難しい作業ではなかった。他の船員たちと一緒に、魚介の仕分けを行っていく。

			　心配されていた危険な魔獣はいなかったようで、特に問題もなく選別は進んでいった。今日の夕食は色々と楽しみだね。

			　問題はフランの手が臭くなったことだけだろう。これは後できっちり浄化をしないと、フランの手に臭いが残りそうだった。俺は匂いを感じられないけど、だからこそ念入りに綺麗にしないといけない。フランが他の人に、臭いと思われるのだけは我慢ならん。

			（師匠）

			『なんだ？』

			（お風呂入りたい）

			　さすがのフランも、魚の生臭さやヌメリは気になるようだ。

			　手の臭いをクンクン嗅いで、軽く顔をしかめている。

			『風呂って、船の上で無茶を……いや、待てよ？　難しくはないか？』

			　お湯を作るのは魔術を使えば一瞬だ。貴重な水を無駄に消費することにはならない。

			『問題は風呂桶だよな』　

			　ここには大地が無いので、いつものように土魔術で作ることはできないのだ。

			　普通に考えれば木桶が良いんだろうが、代わりになるような物あるか？　簡易的な風呂と聞いて真っ先に思い浮かぶのはドラム缶風呂だが、ドラム缶なんて持っているわけがない。代わりになりそうな物だと、料理に使う巨大寸ずん胴どうだろう。少し小さい気もするが、フランなら入ることは可能だ。

			『でも、衛生的な問題が……』

			　浄化魔術はあるんだけど、一度風呂桶代わりに使った寸胴を、今後料理に使うのはちょっと嫌だ。

			　他に良いものはないだろうか？

			「うーん？」

			「嬢ちゃん、急に唸ってどうしたんだ？」

			　こうなったら、ジェロームに聞いてみるか。これだけ大きな船だ。大きめの木桶くらいあるかもしれない。

			　そう思って質問してみたら、なんと船内に風呂があるという。

			　まだまだファンタジーを侮っていた。贅沢に感じるが、魔術と魔道具があるこの世界ならそうおかしな話ではないのだ。中型以上の船になら、大抵はつけられてるらしい。

			　なぜここ数日は使われていないのかというと、単純に船員たちに風呂嫌いが多いからだった。

			　まあ、荒々しい船乗りたちが、お風呂好きというのも想像できんしな。入る人間が少ないので、コストの面を考えて風呂の準備をしていないらしい。

			　航海が長引いた時などは、健康面、衛生面を考えて強制的に入浴させるそうだが、出港して数日であれば無理強いもしないんだろう。

			　お湯を自分で張るなら風呂を使っても良いと言われたので、俺たちは早速風呂に向かうことにした。

			「広い」

			『こりゃあ、確かにお湯を張るのに苦労しそうだ』

			　何十人もの船員たちが一斉に入浴できるように、風呂はかなりの規模であった。

			　洗い場だけではなく、湯船も相応に広い。近所にあったごく普通の銭湯に比べても、倍近くあるだろう。俺とフランにかかれば余裕だが、魔道具でお湯を張ろうと思ったら時間もコストも結構かかりそうだ。

			『フランは水を出してくれ。俺が沸かすから』

			「ん！」

			「オンオン！」

			『はいはい。お前もいいぞ』

			　出る時に毛をしっかり掃除するのであれば、ウルシも入っていいと許可をもらっている。

			　その後、フランとウルシは独り占め──いや、二人占め？　ともかく、大浴場を自分たちだけで使うという贅沢を満喫し、体も顔もホコホコの状態で部屋に戻るのだった。

			　因みに、モルドレッドと副船長が、フランの後でいいから風呂に入りたいと言ってきたので、そのまま交代してやった。

			　特に副船長の喜びようは凄まじく、明日からもぜひとお願いされてしまったほどだ。風呂上がりのビッチョビチョの状態で詰め寄られて、フランがちょっと困っていた。

			　びしょ濡れのヤギって、意外と迫力があるんだぜ？

			　まあ、大した手間じゃないし、フランが毎日入るついでだからね。快く了承しておいたのだった。副船長に貸しを作っておいて損はないしな。

			　あ、因みにお風呂のお湯は、フランが入り終わった直後にきっちり張り替えているぞ。フランの残り湯に男どもを入らせるなんて──許さん！

		

	
		
			第四章　襲撃と撃退と襲撃

			


			　翌日。

			『釣れないなぁ』

			「ん」

			　俺たちはまったりと過ごしていた。

			　釣れないと言いつつ、甲板の手すりに腰かけるフランは上機嫌だ。

			　釣りではなく、こうしてのんびりするのが目的だからね。時おり、次元収納から取り出したドーナツやビスケットを頬張りつつ、甲板から釣り糸を垂れている。　

			　ただ、今にも海に落ちそうなフランに、船員さんたちは気が気でないようだった。何度注意されたか分からない。空中跳躍を使って見せたことで、安全なのだと理解してくれたらしい。ジェロームあたりは笑っていたけどね。

			「先が見えない」

			『そうだな』

			　フランは甲板から水平線を眺めながら、時おり水面に見える魚やイルカなどを観察したり、飽きたら次元収納から取り出したデッキチェアでゴロゴロしたりしていた。

			　護衛依頼を受けているとは思えない程、優雅な船旅である。

			　子供だから見逃されている部分もあるのだろう。実際、他の冒険者は見張り台に登ったりしている。それでも文句を言われないのは、モルドレッドが何も言わないからだ。

			　こんな状態でも、フランがきっちり索敵を行っていることが分かっているからだろう。

			　このまま何も起こらなければ、フランにとっては単なる優雅な船旅になりそうだった。

			　そんな風に考えたのが悪かったのか……。

			　この日の午後、ついに穏やかな船旅に終わりが告げられる。

			　カンカンカンカン！　カンカンカンカン！

			　敵襲を告げる鐘が鳴り響いたのだ。

			　四回ごとに鳴らされる場合は、海賊による襲撃だったはずである。

			『海賊か！』

			「行く！」

			　部屋に戻っていたフランが、俺を掴んで部屋を飛び出す。

			　そのまま甲板に駆け上がると、船長が他の船員に指示を出して戦闘態勢を整えようとしているところだった。

			　モルドレッドは最初から甲板にいたらしく、部下とともに南を睨みつけている。

			「来たか。さすがに早いな」

			「海賊は？」

			「あそこだ」

			　モルドレッドが指差す先には、確かに何かの影があった。だが、まだ相当な距離がある。俺たちじゃ、何かあるとは分かっても、それが船かどうかもよく分からない。ましてやそれが海賊船かどうかなんて分からなかった。

			「あれが海賊船なの？」

			「おう、間違いねえ！　海賊旗を掲げているからな！」

			　ジェロームが自信満々で言い切る。あれが見えるのか？　そう思ったが、彼の手には望遠鏡が握られていた。なるほど、これで確認したんだな。

			「逃げられるの？」

			「うーむ、無理だろうな。向こうは小型の快速艇だし、風も悪い。あと一時間くらいで追いつかれると思うぞ？」

			「なら戦いになる」

			「おう。向こうにこっちを逃がすつもりはないだろう」

			　でも、あの小さい船でこの巨船を襲うのか？　そもそも接舷しても船に上がってこれるのだろうか？　だが海賊たちも、勝算もなく向かってきているわけではないようだ。

			「あの船の先端には衝しょう角かくが付いてるからな。あれでこっちの横っ腹をぶち破って、戦闘員を送り込もうって腹だろう」

			　衝角とは、船で体当たりをする時に使う、船首に取り付けられた角のような物のことだ。普通は攻撃に使うだけだが、海賊船に付いている衝角の目的はそれだけではないらしい。

			　なんと内部に通路があり、人が通れるようになっているという。その通路を通れば、戦闘員を一気に敵の船内に送り込めるということだった。

			　その戦法を使うとなると、むしろ大きい相手を想定しているんだろう。

			　足の速さで追いついて、数隻の衝角で相手の動きを止め、衝角内の通路を使って戦闘員を船に侵入させる。接舷して縄梯子で乗り込むよりは安全に獲物の船に乗り込めるわけか。やられる方としては最初から中に入り込まれた状態になってしまうわけで、かなり厄介だ。

			「どうやって戦うの？」

			「基本は、近づかれる前に砲撃と魔術で沈めるだけだ」

			　海戦だし、それが基本だよな。近づかれたら海賊船の衝角で船体に穴を空けられてしまうわけだし。

			　という事は、普通に沈めちまっていいんだな。

			　海賊は捕らえて衛兵に突きだせば賞金が獲得できるだろうし、船を接収すればそれも儲けになるだろう。

			　だが、ジェロームの答えはあっさりとしたものだった。

			「面倒だからな」

			「そんな理由？」

			「考えてもみろ。捕まえて港に連れて行くにしたって、海賊どもをぶち込んでおく場所が必要だし、人がいりゃ飯も食わせなきゃなんねえ。船を接収するにしたって、動かす人員がいなきゃ運べないだろ？」

			「相手の船のお宝も沈めちゃっていいの？」

			　海賊と言えばお宝である。あの船にも、たんまりと積まれているかもしれない。

			　しかし、現実はもっと世せ知ち辛がらいようだった。

			「仕事終わりならともかく、今から襲ってこようっていう海賊船に、大したお宝なんか積まれてねえよ」

			「なるほど」

			　それもそうだ。出撃するときに、わざわざ財宝を積む意味はない。

			「拿だ捕ほするとしたら、もっと大型の船だ。大型船の推進機関ならかなりの金になるからな。むしろ、こちらから襲っても良いくらいだ」

			　ジェロームなら本当にやりそうで怖い。いや、商船が海賊船を襲ったりしないよね？

			「あの程度の船の推進器じゃ、大した金にはならん。残念だ。もう少しデカけりゃな」

			「じゃあ、本当に撃沈していい？」

			「むしろ、逃げられると色々とやっかいだ」

			　ジェローム曰く、掲げられている海賊旗に見覚えが無いそうだ。

			「俺はこの航路に出没する海賊団なら、大抵は把握している」

			　注意するに値しない木っ端海賊ならともかく、あれだけの数の船を用意できる海賊団をジェロームが知らないなどあり得ないという。

			「多分、北か南から流れて来た新参の海賊団だろうな」

			　そもそも、この辺は海賊同士の縄張り争いが激しい。

			　航行する船の数も多いし、補給基地となる無人島も多い。海賊からしたら非常に美味しい狩場だった。

			「勿論、その分商船も対策を立てているから、リスクも大きいがな」

			　そう言って不敵に笑うジェローム。なるほど。確かに、こいつらを襲うのはリスクが高そうだ。

			　そんな海域であるため、大海賊団が多いらしい。いや、大きな海賊団ではないと、生き延びることができないというのが正しいだろう。

			　つまり、新参でありながら堂々とこの海域を縄張りにしているという事は、他の海賊団の縄張りを奪えるほどの、大規模な題海賊団が出現したということに他ならないのだ。

			「ここであの五隻を逃がすと、こっちの位置や戦力が本隊にばれちまうからな。できればここで沈めておきてえ」

			「なるほど」

			　となると、俺たちはどうすればいいだろう。

			　出しゃばっても構わないのか？

			　ここは頼りになる先輩冒険者に聞いてみるか。

			「モルドレッド、どうする？」

			「先に砲弾の撃ち合いだ。その後、もっと距離が近づいたら魔術のやり取りになる。冒険者で魔術が使えるやつは甲板から攻撃だな」

			　そうか、大砲の方が射程が長いんだな。となると、こっちにも少し被害が出るんじゃないか？　だが、ジェロームやモルドレッドからしたら、その被害も織り込み済みらしい。海戦では当たり前のことなんだろう。

			　だが、俺たちならその問題も解決できる。

			「ねえ」

			「なんだ？」

			「私に任せて」

			「何か作戦でもあるか？」

			　ここで子供だからとか、素人だからとか言って邪険にしないのが、ジェロームの器のデカさだよね。

			「ん。私が沈めて来る」

			「はあ？　そりゃあ、そうしてくれたら有り難いが、そんな事できるのか？」

			「できる」

			「ふむ。危険を冒す必要はないぞ？　まだ航海は長い。黒雷姫殿の力は必要だからな」

			　ジェロームがモルドレッドに視線を向ける。本当かどうか、悩んでいるんだろう。

			　そんなジェロームに対して、モルドレッドが大きく頷く。

			「ランクＡ冒険者というのは人外の領域に到達した人間たちだ。そいつらに勝利する者も、また人外であると言えるだろう。俺は問題ないと思う」

			　褒めてるのか？　一瞬疑問に思ったが、モルドレッドの顔に、フランを貶けなすような色はない。

			　純粋に、フランの実力を褒めてくれているらしかった。冒険者にとって化け物という形容詞は褒め言葉なのかもしれないな。

			　経験豊富な冒険者の言葉に、ジェローム船長も決断したようだ。

			「そうか、じゃあ、お願いしていいか？　ただ、この船への被害は抑えてくれよ」

			「わかってる。じゃあ、行ってくる」

			「行ってくる？」

			　フランの言葉に、ジェロームがキョトンとした顔をする。オッサンがそんな顔をしても、可愛くないぞ。

			　多分、長距離魔術とか、もしくは引き付けて殲滅とか、そういったものを想像していたのだろう。

			「ん。行って沈めてくる。ウルシ」

			「オン！」

			「うおおお！　この狼こんなデカかったのか！」

			　最大サイズに戻ったウルシを見て、ジェロームや船員たちが騒ぐ。ここまでウルシが戦闘を行うこともなく、単なるダラケ狼だと思われていたのだろう。

			　モルドレッドでさえも、一歩引いて顔を引きつらせていた。

			「これは……俺でも勝てるかどうか……」

			　フランが、伏せをするウルシに飛び乗る。

			「いく」

			「オン！」

			「と、とんだ？」

			「狼が飛ぶって……！」

			「うおおおお！　すげー！」

			　船員の歓声を背に受けつつ、フランたちは海賊船に向けて飛び立った。

			『少し高度高めでいこう』

			　大砲で狙うにも、限界の高さがあるはずだ。

			「わかった」

			「オン！」

			　風を切って空を駆けるウルシは、あっと言う間に海賊船の上空まで到達した。

			　その場から眼下の海賊船を観察してみる。

			　海賊たちは呆気にとられた顔でフランを見上げているな。だがすぐに正気を取り戻したのか、弓を射かけてくる。結構いい腕だ。正確にウルシを狙っている。

			　まあ、ウルシがその程度の攻撃に当たるはずもなく、余裕で躱したが。

			　しかし、これで相手が俺たちの敵であることが確定した。

			『じゃあ、やるか！』

			「ん！」

			　海賊船とはいえ、相手は所詮小型船だ。障壁魔術の気配もなく、ここから魔術を叩き込んでやれば簡単に沈没するだろう。

			　だが、これはチャンスだ。

			　今後、もっと大きな船と戦う可能性もある。できれば、船との戦闘の仕方を試しておきたかった。

			『ちょいと実験といくか』

			「どうするの？」

			『効率の良い船の沈め方を知っときたいんだよ。だから五隻とも違う方法で攻撃したい』

			　幸い、眼下に見える海賊船の甲板からは、強い気配は感じない。余程の事が無い限り、手痛い反撃を受けることはないだろう。

			　簡単に言えば、この海賊たちは丁度いい実験相手ってことだな。

			『まずは雷鳴魔術から試すぞ』

			「わかった」

			　以前、バルボラに向かう最中に海賊船と戦った時は、岩を落とすくらいしか戦い方がなかった。だが、成長した俺たちならいくらでも方法があるのだ。

			「カンナカムイ？」

			『いや、さすがにあれはオーバーキルだ。それに、全ての海賊船相手に連発するわけにもいかないからな』

			　最強の雷鳴魔術であるカンナカムイは、俺たちの切り札の一つだ。一発撃つだけで凄まじく消耗するせいで、何度も撃つ訳にはいかなかった。

			　もっと密集していてくれれば一撃で五隻を消滅させることもできるだろうが……。いや、この程度の範囲だったら全部巻き込めるか？　まあ、どちらにせよそれでは今回の趣旨に反するからやらないけど。

			「サンダー・ボルトとか？」

			『うーん、ちょっと弱い気がするな』

			　強力な電撃を落として相手を感電させる、スタン・ボルトの上位互換魔術である。生物の動きを封じるには適した術なのだが、船を攻撃するには純粋な破壊力が足りていなかった。

			　船員を無力化するならともかく、沈没させるとなるとさすがに一撃では無理だろう。何発も放ては不可能ではないが、それだと少々効率が悪い。

			「じゃあ、どうする？」

			『ふむ、アレを使ってみるか……。まずは俺がやろう』

			　俺は大技を放つため、意識を集中した。カンナカムイ程じゃないが、これも十分に高位の魔術と言える。

			　覚えたての頃にモンスターに対して使ったことはあるのだが、海賊船相手にはどうだろう。

			『よし、行くぞ！』

			「ん！」

			『エカト・ケラウノス！』

			　俺が術を発動した瞬間、天に超巨大な魔法陣が生み出される。そして、魔法陣から放出された無数の雷が眼下の一隻に集中して降り注ぎ、その船体を粉微塵に砕いた。

			　そう、文字通り粉々だ。そこに船があった形跡などまったく分からない程に、徹底的に砕かれてしまった。

			『うーむ、やり過ぎたか？』

			　雷鳴魔術レベル９で習得できる上位魔術、エカト・ケラウノス。

			　この術は、一〇〇条の雷を広範囲に降らせる呪文なのだが、使いようによっては今のように一点に集中させることも可能だった。

			　それでも、カンナカムイに比べれば一〇分の一程度の威力なのだが、小型の船に対してはこれでもやり過ぎの威力だったらしい。この術なら、通常通り広範囲に使っておけば一発で全滅させられただろう。

			　海賊船からの攻撃がピタリと止んだ。仲間の船が一瞬で消滅させられてしまい、度肝を抜かれているんだろう。

			　ただ、フランの仕業ではなく、何か途轍もない自然現象のせいだと思っている者も多いみたいだった。一見すると、何故か青天から落ちてきた雷が、不運にも真下にいた船を打ち砕いただけに見えるしな。

			「じゃあ、次は私がやる」

			『ああ、任せるよ』

			「ん」

			　だが、次の術を見れば分かるだろう。フランの仕業であると。

			「──トール・ハンマー！」

			　フランの声に応えて、次の獲物に選ばれた海賊船の真上に、中規模の魔法陣が描かれる。直径一〇メートル程だ。いや、これでも十分に巨大な部類に入るだろう。その直前に見たエカト・ケラウノスの魔法陣が直径三〇メートル程あったので、小さく見えてしまうだけだった。

			　武闘大会ではフェルムスの張った糸の結界に防がれてしまった、レベル８の雷鳴魔術である。

			　ゴゴロオオォォォーン！

			　大気を劈つんざく轟音と共に、高威力の極太雷撃が海賊船に降り注いだ。

			　魔術を食らった船体は中央から真っ二つに砕かれ、直撃した部分が炭化して燃え上がっている。

			　その光景はトール・ハンマーという名前に相応しく、雷神の振り下ろしたハンマーによって、海賊船が打ち砕かれてしまったかのようであった。

			　船体が前後に分かたれた海賊船は、黒煙を上げながら急速に沈んでいく。

			『この術ならバッチリだな』

			「ん」

			　なんていうんだろう。ちょうどいい？　確実に船を沈めつつ、やり過ぎではない。まさにそんな感じである。

			　にしても、小型とは言え海賊船を一発で沈める魔術を、フェルムスは完璧に防ぎきったんだよな。しかも糸で。改めて上位冒険者の異常さが分かる光景だった。

			『今度は上じゃなくて、下から攻めてみよう』

			「どうするの？」

			『船を沈める方法と言えば、やっぱり船底に穴を開けるやり方だろ？』

			「そうなの？」

			『そうなんだ。ということで、こうだ』

			　俺はレベル４の火炎魔術、フレア・エクスプロードを海中に向けて放った。巨大な火球が爆発を起こす術なんだが──。

			　ドゴオォン！

			『ありゃ、失敗だな』

			「でも、穴開いたよ？」

			『いや、もっと下で爆発させるつもりだったんだよ。あれじゃ船底って言うか、側面だ。少しは水が入ってるみたいだけど、即沈没するレベルじゃない』

			　やっぱ火炎魔術は海中じゃ制御が難しいな。思った通りの場所で爆発させることさえ、失敗してしまった。

			「じゃあ、どうする？」

			『少し工夫してみよう』

			　俺は再びフレア・エクスプロードを放った。だが、今度は火球の周囲に風魔術で壁を作ってある。これで海水に直接触れることはないはずだ。

			　そして俺の目論見通り、今度こそ船の真下で大爆発を起こし、その船体に穴を穿うがったのだった。ただ、穴はそこまで大きくはないな。やはり海中では火炎魔術の威力も下がるし、即効性は低いだろう。

			　生前に見たサイエンス番組で、爆弾は水中の方が衝撃が強い的な内容を見た気がするんだが……。まあ、魔術だし、物理法則とはまた違った不思議法則があるんだろう。

			　一応、位置的にも推進魔導装置を破壊できたはずだ。沈没までは多少時間はかかるだろうが、もう動くこともできず、沈没を待つしかない。ただ、この方法だと船員が逃げる猶予があるのが問題だった。

			『もう何発かやっておこう』

			「わかった」

			　俺たちはさらに五発のフレア・エクスプロードを放ち、徹底的に船底を破壊しつくした。これだけ穴ぼこだらけになれば、その沈没速度はかなり速い。あっと言う間に沈んでいく。

			　ただ、これは時間もかかるし、接近する必要もある。あまり実用的じゃなかった。

			　防ぎ辛いという利点はあるが、やはりトール・ハンマーの方が手っ取り早い。

			『次だ』

			「今度はどうする？」

			『念動カタパルトを試してみよう。久々に本気でぶっ放すぞ』

			「わかった」

			　本気で練り上げた念動スキルに、複数の属性剣。さらにフランの風魔術による補助なども合わせた、本気の念動カタパルトだ。

			　魔力による強化も最大限行い、刀身への負荷も限界までは無視する。

			　正真正銘、今の俺が放つことができる最大出力の念動カタパルトである。

			　さて、どの程度の効果が出るか。

			「いくよ？」

			『おう！　やってくれ！』

			「はぁぁ！」

			　フランが風魔術を使って、俺を超高速で投とう擲てきする。そこからさらに念動で加速だ。

			　久々に全力全開でぶっとばす！

			『ひゃっはー！』

			　一筋の流星と化し、俺は海賊船に襲いかかった。

			　直撃したマストが、轟音とともに半ばからへし折れる。そのままもう一本のマストの根元付近に突き刺さるが、俺の勢いはまだまだ止まらなかった。

			　海賊船の船体内を、柱や壁を破砕しながらひたすら突き進む。

			『うらららららららぁぁ！』

			　俺は、最後には海賊船を貫通し、船底後部に大きな穴を穿っていた。

			　まあ俺的には、フランに投げられた直後にはマストに直撃し、その後は色々な物にガンガンぶち当たりながら直進して、気づいたら海中にいた感じだけどね。

			　転移でフランの下に戻りながら、海賊船のダメージを観察してみる。

			　かなり大きな穴が、船体の中央を縦に貫いていた。船底までハッキリと見通せる。

			　俺自身の想像以上に、威力が高かったようだ。

			　ただ、やはり属性剣のオーバーブーストは耐久値も大幅に減るし、海賊船を潰すために使うのは勿体ないかもしれない。修復するのにも結構な魔力を消費してしまった。

			　海賊船を攻撃する度に使ってはいられないだろう。

			「後一隻。どうする？」

			『うーん、もう逃げ始めてるし、さっさと沈めないといけないんだが……』

			　他に海賊船に効果がありそうな攻撃は何だろうな？　風魔術で横風を当ててみるか？　上手くやれば転覆させられるかもしれない。

			　すると、フランが何かを思い付いたらしい。

			「じゃあ、私がやって良い？」

			『いいけど、どうするんだ？』

			「師匠にお願いがある」

			『おう、い、いいぞ！』

			「じゃあ──」

			　フランが俺に頼んできたことは驚くべき発想だった。なんと、形態変形スキルの限界まで、とにかく大きくなれと言うのだ。

			『糸や盾への変形は試したことがあったが……』

			　ただ巨大になるだけと言うのは、意外にもやったことがなかった。

			　俺はそのまま全力を振り絞り、自身のサイズを大きくしていく。柄まで大きくするとフランが持てなくなるので、巨大化させるのは刃と鍔だけだ。

			　ただ、少々やりすぎたかもしれない。もはや斬馬刀なんざ目じゃないだろう。刀身の部分だけで一〇メートルは超えている。某ロボットゲームに出て来た斬艦刀を彷ほう彿ふつとさせるサイズであった。俺は刀じゃないから、斬ざん艦かん剣けんか？

			　よく自分の刃の部分を刀身と言ってしまうが、それは俺のクセみたいなものだ。まあ、前世が日本人だからね。しかし、自分が剣であることは承知している。

			『どうだ？　これでいいか？』

			「ん。ばっちり。じゃあ、いくよ？」

			『おう！　あまり長時間はもたないからな、早めに頼む！』

			「大丈夫！」

			　空から海賊船に向かって飛び降りながら、重量増加、剣技、属性剣を使って斬撃の威力を増加させ、巨大な剣を使っての空気抜刀術を繰り出すフラン。

			　いつもよりも大きく太い風切り音が聞こえる。巨大化しているせいだろう。

			「はぁぁぁ！」

			『おらぁぁ！』

			　ただサイズが大きくなっただけなのに、俺のテンションも上がっている。デカイは凄い。デカイは正義だ。

			　海賊たちが呆気に取られているのが見えた。船を押し潰すほどの巨大な剣が真上から降ってくる光景など、冗談にしか思えないのだろう。常識をぶち壊す悪夢ような攻撃を、脱力した様子で見上げている。

			　そして、フランの繰り出した斬撃によって、海賊船が真っ二つに斬り裂かれた。

			　船体の材木が派手に舞い散り、属性剣によって船体が激しく燃え上がる。

			　前後に分かたれた海賊船は、そのままゆっくりと海中へと沈んでいくのだった。

			『これは使えそうだな』

			「いい感じ」

			　色々と試してはみたが、船を相手にするにはトール・ハンマーと斬艦剣モードが使いやすいだろう。

			　少数であればトール・ハンマー。相手の数が多ければ、斬艦剣で斬りまくればいい。

			『戻るか』

			「ん」

			　海賊船が全て海中へと沈みきったことを確認し、俺たちはアルギエバ号へと帰還した。

			　甲板に降り立った直後、ジェロームが抱きつかんばかりの勢いで駆け寄ってくる。そして、鼻息がかかりそうな距離でフランの両手を握って、ブンブンと上下に振った。

			「いやはや、さすが黒雷姫殿だな！」

			　ジェロームは満面の笑みでフランの戦果を絶賛してくれる。船への被害が無かったことが余程嬉しかったんだろう。

			　船員たちもフランを囲んで歓声を上げている。哀れな海賊たちの末路に同情した様子もない。「賊は殺せ！　敵は殺せ！」の、殺るか殺られるかの世界だからな。

			　純粋に自分たちに心強い味方が居ることに感謝しているようだった。

			　冒険者たちは神妙な表情をしている。恐れているというよりは、尊敬に近いかね？　冒険者を評価するポイントが戦闘力だけではないと言っても、やはり圧倒的な力を目の当たりにすれば憧れを持つものらしい。

			　モルドレッドだけは呆れたような表情だ。

			　苦笑しつつ、声をかけてくる。

			「凄まじいな……。これ程ひどいランク詐欺は初めて見たぞ」

			　そっちか。だが、そう言われてしまうのも仕方がなかった。

			　戦闘力だけで言えばランクＣの範疇からは逸脱しているだろう。

			　一度騒いで、船員たちも興奮が落ち着いたらしい。

			　ジェロームの指示で慌ただしく動き始めた。

			「おい！　さっさとこの海域から離れるぞ！」

			「アイサー！」

			「ちょっくら派手な戦闘だったからな」

			　さっきの戦闘が、近辺の魔獣を呼び寄せる可能性があるらしかった。音も大きかったし、海に投げ出された海賊がエサにもなる。

			「ちょっとやりすぎた」

			「いやいや、こっちの被害が全くなかったんだ！　それに比べりゃこの程度のリスク、大した問題じゃねーぜ」

			「まあ、次からは多少加減してもらえると助かりますが」

			　ジェロームは笑い飛ばすが、副船長は冷静だ。次があれば、気を付けよう。

			「じゃあ、私は戻る」

			「また海賊が出た時は頼むぜ！」

			「任せて」

			「がはは！　頼もしいな！」

			　ジェロームと別れて自室に戻ろうとしていたフランだったが、その前に飛び出してくる影があった。

			「お、お願いがあります！」

			「俺たちを弟子にしてください！」

			　急に土下座を始める三つの人影。

			　ミゲール、リディック、ナリアの駆け出し三人組だ。

			「今の戦い、見ました」

			「俺たちは強くなりてーんです！」

			「だから弟子にしてほしいんです！」

			　彼らは必死な表情で、フランに口々に頼み込んでくる。だが、弟子にするのは無理だろう。旅に足手まといは連れて行けないし、そもそも人に物を教えるという事自体、フランにできるとは思えない。

			　だが、フランは何やら考え込んでいる。

			「私の弟子？」

			「はい！」

			「ぜひとも！」

			「お願いします！」

			　三人は甲板に頭を擦り付けて、フランの言葉を待っていた。

			　周辺で動き回っている船員たちも、面白いものを見るような目である。

			「ふむ……」

			『おい、フラン、まさか弟子にする気か？』

			（しない。でも、おもしろそう）

			『だからって、こいつらを旅に連れてはいけないぞ？』

			　足手まといだし、俺やフランの秘密を知られる危険性もあるのだ。

			（分かってる）

			『ならいいが……どうするつもりだ？』

			（ん。船に乗っている間だけ弟子にする）

			　まあ、それだったらいいかな？　船室も別々だし、秘密がばれることもないだろう。

			『やりたいなら構わないんだが……。指導なんかできるのか？』

			（ん？　おもしろそうだから）

			　おおう、そういう理由ね。

			『一応、指導経験がない事は伝えておけよ？　こいつらがそれでもいいって言うなら、俺は何も言わんから』

			「ん。船に乗っている間だけなら弟子にしても良い」

			「ほ、本当ですか？」

			「でも、私は弟子をとった経験もないし、人に教えた経験もない。それでもいいなら弟子にする」

			「構いません！」

			「わかった。なら、私がいろいろ教える」

			「ありがとうございます！」

			　三人が再び頭を下げると、周囲から拍手が起こった。船員たちがからかい半分ではあるものの、三人を祝福していたのだ。子供に弟子入りを志願する彼らが面白くもあり、強い冒険者に指導を受けられることになったのを純粋に祝福もしているのだろう。

			「ご指導お願いします！　師匠！」

			　感極まった様子のリディックが、そう叫んだ瞬間だった。

			　フランがリディックをキッと睨む。ちょっとビビってるから、あまり凄まないであげて。

			「その呼び方はダメ」

			「え？　何でですか？」

			「とにかくダメ。私なんかには絶対ダメ。それは最高の称号」

			　尊重してくれるのは嬉しいけど、最高は言い過ぎだから。止めないけどさ。フランが師匠って呼ばれるようになったら、色々と紛らわしいしね。

			「師匠以外で」

			「は、はあ」

			「違う呼び方をする」

			「わ、分かりました」

			　真顔で威圧するフランに気け圧おされつつ、三人組はなんとか頷いた。そして、コショコショと相談して、同時にフランに向きなおる。

			「で、では、先生でどうでしょう？」

			「先生？」

			「は、はい。ダメですか？」

			「ん。私は先生」

			　どうやら気に入ったらしい。フランはコクコクと頷きながら「私は先生」と何度も繰り返している。

			「じゃあ、早速修行する」

			「「「はい！」」」

			　先生と呼ばれるのが余程うれしかったのか、フランがやる気になっていた。

			　さて、どんな指導をするつもりなのか……。俺は口を出さないよ？　たとえ突拍子もない無駄な修行だったとしても、それはフランに教えを乞うてきた三人組の責任だし。俺にとってはフランが楽しいのが一番だからね。

			「まずは──」

			「まずは？」

			「素振り？」

			「素振りですか！　わかりました」

			　おお、疑問符は気になるが、結構普通の滑り出しだな！　もしかしたらフランには指導者としての才能があるんじゃないか？　さすがフランだ。

			　そのままフランに言われるがまま、素振りを始めるミゲールとリディック。ミゲールは大剣をブンブンと上下させ、リディックは突きを繰り返す。

			　ただ、ナリアだけは困惑気味だ。弓使いに素振りと言うのは無理があったらしい。だが、フランはナリアにも素振りをするように告げる。

			「えーっと、私は弓使いなんですけど？」

			「弓しか持ってない？」

			「まあ、そうですね」

			「それじゃだめ。近づかれたら死ぬ」

			「えーっと、何か近接武器も鍛えろってことですか？」

			「ん。短刀がいい。攻撃じゃなくて、受けに使う。投げても良い」

			　まじでフランには指導者の才能があるかもしれん。まさかここまでキチンとした指導ができるとは、俺も驚きだぜ。

			「わかりました」

			「直ぐに身につくことはないけど、今日から始める」

			「はい！」

			　フランは次元収納から錆びた短刀を取り出すと、ナリアに渡す。こんな物を持っていたかと疑問に思ったが、どこかで倒したゴブリンあたりの持ち物だと思われた。

			「あげる」

			「いいんですか？」

			「ん。錆びてて使い物にならないけど、素振りには使える」

			「ありがとうございます」

			　早速素振りを始めたナリアを、フランが満足そうな顔で見つめている。

			　とは言え、何か指導する訳でもない。

			「あのー、このまま素振りを続ければいいのですか？」

			「ん」

			　まあ、これはこれでいいんじゃないか？　素振りって言うのは毎日続けることが大事なのだ。それに、この世界は熟練度が上がればスキルが身につく。地球よりも素振りの有効性は高いだろう。

			　その後、フランは飽きもせず彼らの拙い素振りを見守り続けるのであった。さて、航海が終わる頃に彼らはどうなっているか、ちょっと楽しみになってきた。

			　


			　フランが期間限定で弟子をとることになった翌日。

			　フランたちは朝から甲板で修行を開始していた。邪魔にならない端っこを借りて、フラン先生の冒険者講座、開幕である。

			　バルボラでの模擬戦の時のダラけた態度とは違い、背筋を伸ばして整列する三人。

			　別に心を入れ替えたわけじゃなくて、最初にフランにガツンとやられただけだ。いや、彼らの名誉のために言っておくと、あの時のようにダラダラしていたわけじゃない。むしろ、俺の目からはピシッと並んでいたように見えた。

			　だが、フランが初っ端から威圧を叩きつけながら「整列もまともにできないのかこのクソ虫共」って言い放ったのである。

			　昨晩、どう修行をつけるかフランに相談された時に、ポロッと海兵隊式の訓練方法を漏らしてしまったのだが……。それを早速取り入れたらしかった。

			　俺の不用意な発言のせいで、すまん三人。

			　怯える表情が可哀相過ぎたので、海兵隊式は封印するようにフランに言っておいた。

			　フランも海兵隊式にこだわりがあったわけではなく、少し先生っぽいことがしてみたかっただけなのだろう。俺の言葉にあっさりと従ってくれた。

			　そこからは、普通に指導が始まる。

			「まずはストレッチ」

			「ス、ストレッチって何ですか？」

			「きっと凄い修行に違いない！」

			「いや、何かの魔術じゃないか？」

			　名前だけではピンと来ないらしい。こっちの世界にはストレッチの概念はないようだしな。一応、運動前に軽く体をほぐす程度はするらしいが、ガッツリ柔軟をすることはしない。

			　フランも最初は全然やっていなかったので、体を動かす前にストレッチをするように俺が教えたのだ。フランはそれを三人組にも教えてやるつもりらしい。

			「運動の前に体を温める」

			「はあ、それって何か意味があるんですかい？」

			「ん」

			「ふむ。興味深い。して、その意味とは何なのですか？」

			「体が温まっていると、色々と良い」

			「色々とですか？　例えば？」

			「ん？　だから色々」

			　出会ったばかりの頃に一応教えたんだが、すっかり忘れてしまったようだ。フランは体で覚える派だから、仕方ない。ただ、ストレッチをして動くと、調子が良いことは分かっているんだろう。臨時弟子たちにも、ストレッチをするように促した。

			　フランのアバウトな発言に三人組はしばし呆然としていたが、すぐに頭を振って立ち直る。そして、そのままフランに言われるがままにストレッチを始めるのだった。

			「な、なあ、これってやる必要あるか？」

			「おバカ！　当たり前じゃない。異名持ちの先生がやってる事なんだから！」

			「た、確かに」

			「きっと、俺たちの様な低ランカーには想像もできない深い意味があるに違いない」

			「だ、だよな。あの黒雷姫先生がやらせるくらいだからな！」

			「そうよ。きっと凄まじい効果があるに違いないわ」

			「そうか！　先生があの若さであれだけの強さを誇っているのは、もしかしたらこのストレッチというのが関係しているに違いない！」

			「なるほど！　修行の効率が上がるような秘密が隠されているのかもな！」

			「きっとそうよ！」

			「おお、やる気出て来た！」

			　いや、そんな凄い効果はないですよ？　せいぜい怪我をしにくくなるくらい？　そのおかげで修行の効率が良くはなるかもしれんが。　

			「このストレッチは、師匠に教わった」

			「先生の師匠様ですか？」

			「ん」

			「先生の師匠ってどんな方ですか？」

			「師匠は凄い。世界一の師匠。私の力は師匠に貰った」

			「へぇ！　凄い人なんですね！」

			「師匠は最高」

			「そんな凄い人が教えたって言う事は──」

			「やっぱりこのストレッチって言うのには凄い効果があるんだ！」

			「やる気出て来たわ！」

			　彼らは凄い勢いでストレッチをこなしていく。ああ、そんな激しくやっても意味ないから！　だが、フランはきちんと諭し、ゆっくり丁寧に行うように指導してやっている。

			　その姿は意外に様になっていた。

			　遥か格上のフランが、手取り足取り丁寧に指導してくれることに三人組は感動しているらしい。たかがストレッチを教えただけなのに、確実にフランへの尊敬が増したことが伝わってくる。

			　だが、やる気満々だった三人組の顔は、次にフランが発した言葉を聞き、見る見る意気消沈してしまった。

			「次は模擬戦」

			「え？」

			「まじっすか？」

			「あ、相手は誰なんでしょう？」

			　先日の模擬戦で、フランに半殺しの目に遭わされた記憶が蘇っているのだろう。

			　もしかしたらフランが相手じゃないかもしれない。三人組同士での模擬戦かもしれない。そんな希望を僅かに抱いたようだったが、フランはその希望をあっさりと打ち砕く。

			「ん。一人ずつかかってくる」

			「……わかりました」

			「おい、先行っていいぞ」

			「あんたこそ先に行きなさいよ！」

			「ここはレディファーストで」

			「リディック裏切ったわね！」

			　醜い押し付け合いをしている三人を見かねたのか、フランがピッと指をさしてミゲールを指名した。

			「最初はお前。大剣使い」

			「ま、まじっすか」

			「早くする」

			「お、おっす！」

			「頑張ってねー」

			「死ぬなよ」

			「お、お前らだってこの後すぐ地獄を見ることになるんだからな！」

			　大剣使いのミゲールが、絶望に染まった顔で前に出る。

			「かかって来る」

			「い、行きます！　おらぁぁ！」

			　ミゲールが大剣でフランに斬りかかった。彼我の実力差を思い知っているからこそ、ミゲールに躊躇いはない。本気の本気だ。当たれば一般人程度なら真っ二つにできそうな、冗談からの振り下ろしが繰り出される。

			　とは言え、フランにはその攻撃が見えているし、躱すことも受けることも難しくはない攻撃だ。

			　ただ、周囲で修行の様子を眺めていた船員たちは、相当驚いたらしい。はたから見たら、大剣を握った巨躯の冒険者が、小さい少女に斬りかかった図だからな。

			　昨日の海賊船との戦闘を全員が見ていた訳ではなく、フランの実力を分かっていない者もそれなりにいる。船員たちには力の差なんか分からんだろうし、何も知らない者からすればどう見てもミゲールの方が強そうだろう。

			　大人たちが何故か少女に指導されている光景を娯楽感覚で見ていた船員たちは、突然の事態に悲鳴を上げた。

			　だが、彼らの想像する悲劇は訪れない。

			「大振り過ぎる」

			　フランが紙一重で攻撃を避けていた。前髪が大剣の風圧で揺れる程の距離だ。

			　しかし、間一髪というわけではなく、完璧に見切ったが故の間合いであった。たとえ、ここから剣筋を変化させたとしても余裕で回避できる程の実力差が、フランとミゲールの間にはある。

			「どりゃぁ！」

			「一撃の威力は大事。でも、当たらなければ意味がない」

			「くそっ！」

			「もっとコンパクトに」

			「はぁぁ！」

			「踏み込みが甘い」

			「ぐぅ！」

			　フランはほとんど反撃せず、ミゲールの攻撃を避け続けた。時おりアドバイスを口にし、攻撃を掻い潜った後や回避中に、ミゲールの体を軽く叩く。隙があることをを教えるためだ。

			　船員たちは唖然とした表情で見ているが、ミゲールにとってこの結果は想定内だったのだろう。むしろ、フランがキチンと指導してくれることに喜んでいるようだった。

			　そのまま一〇分ほど全力で攻撃し続けたミゲールは、疲労困こん憊ぱいでへたり込んでしまう。

			「ん。最後の方は悪くない動きだった」

			「あ、ありがとう、ございました！」

			「じゃあ、次。槍使い」

			「はい！」

			　リディックを相手に、再び激しい模擬戦が始まる。

			　とりあえずどこでもいいから攻撃を当てることを優先していたミゲールと違って、リディックは急所狙いを得意としているらしい。鋭くも丁寧な攻撃を当てようとしてくるが、フランには完全に見切られていた。

			「攻撃が丁寧過ぎる」

			「く！」

			「予想しやすい。もっと遊ぶ」

			「はぁっ！」

			「今のは良い。でも遅い」

			　リディックに対してもフランは基本的には避けに徹し、時おり隙をついて手の平で体に触れる。こっちが武器を持っていれば死んでいるぞ、というアピールだ。リディックも最後には体力を使い果たし、その場にへたり込むのであった。

			　最後はナリアだな。彼女は弓ではなく、短刀での模擬戦だ。弓は大して教えられないし、船の上じゃ流れ弾が危ない。ナリアには一貫して短刀の指導をするつもりらしかった。

			　攻撃を躱すことは前の二人と同じだが、攻撃の頻度が多い。攻撃よりも、受けや回避の技術を学ばせるためだろう。

			「攻撃を当てるよりも、受けることを意識する」

			「はい！」

			「受けきれなければ躱す」

			「いたっ！」

			「短刀は牽制のつもりで」

			　ナリアがバテるのはミゲール達よりも早かった。慣れない武器を使っているうえ、フランの攻撃を受けるために神経を使っているのだ。仕方ないだろう。

			　三人とも、甲板の上に座り込み、立ち上がれない状態である。

			　だが、先生っぽい感じで指導ができたフランは満足げだ。

			「弓使いはこのまま短刀の練習を続ける」

			「はい！」

			「大剣使いと槍使いは、もっと踏み込みを意識すること」

			　フランの言葉に三人組は大きく頷いている。今の模擬戦で色々と手ごたえを感じたのだろう。だが、俺はあることに気づいていた。

			「弓使いは弓の修練も続ければいい」

			　大剣使いに、槍使いに、弓使いね。これは確実に名前を忘れてるな。まあ、興味がない事はとことん覚えないし、今までもそうだった。さて、彼らは航海が終わるまでに、フランに名前を覚えて貰えるかね？

			　


			　翌日。

			　昨日に続いて今日もフランは期間限定の弟子たちを指導していた。

			　ストレッチ、組手、素振り、模擬戦をこなし、今は整理運動の真っ最中だ。そんな俺たちの耳に、再び警鐘の音が聞こえてきていた。

			　カンカンカンカン！　カンカンカンカン！

			　音は四回。つまり、またもや海賊の襲撃という事だ。

			「せ、先生、行きましょう！」

			「くそっ、また海賊かよ！　クラーケンの巣を越えるまではそんなに多くないんじゃなかったのか？」

			「クラーケンを振り切ることができる程の、最新鋭艦を揃えることが可能な大海賊団なのかもしれないな」

			「まじかよ！　やべーじゃねーか！」

			「慌てないの！　先生が居れば海賊船なんか何隻いても問題ないでしょ？」

			「そ、そういやそうだったな」

			　フランは弟子たちに待機するように言って、自分は船首へ向かう。そこでは既にジェロームが望遠鏡越しに海賊船を睨みつけていた。

			「海賊の数は？」

			「おお、フランか。数は一二隻。大型艦の姿もある」

			　一二隻か、それは結構な数だな。

			「海賊旗は先日お前が沈めた五隻と同じだ」

			「じゃあ、仲間？」

			「ああ。どうやら奴らはこの海域を根城にしているらしい」

			「こっちが本隊？」

			「多分、そうだろうな……」

			　そう言いつつも、ジェロームはどこか納得いっていない様子だった。

			「ただ、何か変なんだよな……」

			「どういうこと？」

			「うーむ、何かこう、違和感があるんだが……。分からん！」

			「私も見たい」

			「ならばこれを使え」

			「ん。ありがと」

			　ジェロームが持っていた予備の望遠鏡を借りて、フランも海賊船を見てみる。筋肉ダルマと少女が並んで望遠鏡をのぞき込んで唸っている姿は、どこか笑いを誘うな。

			『どうだフラン？　何か分かるか？』

			「ん……。何か変？」

			『疑問形で返されても……。俺が聞いてるんだが』

			　フランは首を傾げつつ、やはりジェロームと同じように違和感を覚えたらしい。真剣な表情で海賊船を見つめている。

			「……あ」

			「フラン、何か気付いたか？」

			「あの船、見たことある、かも？」

			『なに？』

			　俺はスキルで人よりも遠くを見れるが、さすがに望遠鏡には敵わない。

			『ど、どういうことだ？』

			「ど、どういうことだ！」

			　ジェロームとハモってしまったよ。

			「ミリアムの船に似てる」

			「ミリアム？」

			「ん。友達」

			　ミリアムというのは、シードラン海国で知己となった王女様である。フランのことを気に入ってくれて、バルボラまで送ってもらったりもした。フランはその時に、ミリアムの水竜艦であるアキュースをよく見ている。

			　ああ、アキュースというのは彼女と契約を結んだ水竜の名前であり、彼女が艦長を務める水竜艦の名前でもあった。伝統的に、水竜の名前が船にも継承されているそうだ。

			「ミリアムってーのは──む！」

			　望遠鏡を覗きながらフランに質問をしていたジェロームが、不意に唸り声を上げた。

			「あ、あれはぁ！」

			「どうしたの？」

			　フランも望遠鏡から目を離さずに、ジェロームに聞き返す。

			「あの旗は……！」

			　ジェロームが何かに気づいたらしい。旗？

			『フラン、旗って何のことだ？』

			（ん？　骸骨の旗の上に、もう一つ旗がある）

			『海賊旗じゃないのか？』

			（変なマークが描いてある。竜っぽい）

			　竜のマークか。海賊旗ではないようだな。それにしても竜のマーク？　それに関しては、俺にも覚えがあるぞ。

			　ジェロームもその旗を確認したらしく、唸るように呟いた。

			「あれは、シードラン海国の旗だ」

			　やはりそうか。水竜艦にソックリで、シードランの旗を掲げている。これはもう、確実なんじゃないか？

			「待てよ……。嬢ちゃん、ミリアムって言ったな？」

			「ん」

			「確かシードランの将軍にそんな名前の女がいたはずだが……」

			「それ。ミリアムはシードランの王女」

			「まじかよ！　同系統の船を見たってことか？　となるとあれは本当にシードランの海軍だっていうのかよ？　だが、なんで海賊旗なんざ……」

			　戦せん慄りつした様子でブツブツと呟くジェローム。

			　シードラン海国は、ここから北にあるシードラン諸島という群島を本拠地とする海洋国家だ。

			　元々は、有名な大海賊団が他の海賊団を糾きゅう合ごうして、国を名乗り始めたらしい。

			　その成立した経緯からすれば当然かもしれないが、国民は今でも非常に荒々しかった。有事には女子供までもが武器を取ると言われるその気風から、国民総海兵などと言われているという。

			　当然ながら、海軍の戦力も高かった。

			　シードランと言えば水竜艦と思われがちだが、それ抜きでも海軍は十分強いらしい。

			　シードラン海国で見た光景を思い出す。暗愚な前王のせいで一般兵士たちの質が低下していたが、国民たちは確かに荒々しく、強したたかだった。それに、海兵や退役軍人たちも、ジェロームの言葉に相応しい男たちが揃っていたはずだ。

			　それ故、シードランの海軍と争いになるかもしれないというこの状況は、ジェロームにとっては最悪に近いものであるのだろう。

			「偽装って線も……いや、違うな」

			「なんで？」

			　海賊がシードラン海国の名前を騙かたるというのは、ありえないことではなさそうだが？

			「あの船の船首付近をよく見てみろよ」

			「船首？」

			『フラン、何が見えるんだ？』

			「ん──鎖？」

			「そうだ。あれの先には、水竜が繋がれている。あの水竜艦こそが、シードランが海に覇を唱える理由なのさ」

			　モンスターをテイムして船を引かせると言う方法は昔から試みられている。だが、脅威度Ｂの水竜をテイムすることに成功したのは、後にも先にもシードランの初代国王だけだ。

			「世界にたった四隻だけの水竜艦。だが、その四隻だけで大国の大艦隊と渡り合い、海賊たちを震え上がらせている」

			　水竜が引いている船は速度も攻撃力も桁違いで、まさに最強の戦艦と言えるのだ。ジェロームの感じた違和感も水竜のせいだった。足の遅い大型艦が、高速艦と同じ速度で向かってきていたのだ。

			　つまり、あの船が水竜艦であることは間違いないということである。

			「でも、ミリアムが海賊やってるわけない」

			　俺もフランの言葉に一応同意だ。現在のシードランは、革命が起きたことで情勢がまだまだ混乱しており、水竜艦を国外で運用するような余裕はないはずだった。姉であり、シードランの新王でもあるセリメアに、ミリアムは心酔している。そんな彼女が、国を放っておいてこんなところで時間を無駄にするはずがない──と思う。

			　ミリアムが海賊行為をする訳がないと言い切らないのは、彼女たちが先祖を尊敬している口ぶりだったからだ。お淑やかで儚げな印象の強かったセリメアでさえ、自分たちのルーツが海賊にあると嬉し気に語っていた。

			「となると、そのミリアムっていう将軍以外の水竜艦ってことになるが……。旗は青だな」

			「旗の色？　そう言えばミリアムの旗は緑だった」

			　四隻の水竜艦には、それぞれ違う色の旗が掲げられているそうだ。

			「じゃあ、やっぱりミリアムじゃない？」

			「だろうな。確か、青は前王の旗だったはずだ」

			　前王というと、スアレスか！　武力を背景にした独裁政治を行い、革命で王座を追われた、愚王である。ただ、奴は捕縛され、投獄されているはずだ。

			　それに、スアレスの水竜は暴走しかけてしまった俺の攻撃を受け、かなりのダメージを受けていたはずなんだが……。

			　いや、今はあれの出所を考えたって意味がない。重要なのは、実際に目の前にいる水竜艦にどう対処するかということだった。

			「にしても厄介な！　逃げ切れるか……？　いや、足が違いすぎる……」

			「戦わないの？」

			「水竜艦とか？　絶対に勝てん。水竜艦一隻で、普通の戦闘艦一〇〇隻に匹敵すると言われているんだぞ？」

			「でも、逃げ切れないんでしょ？」

			「まあ、無理だろうな……。くそ！　こんな海域であんな化け物と出くわしちまうとは！　ついてねえぜ！」

			　やはり逃げることは不可能に近いらしい。

			「うちの国とシードランは犬猿の仲だからな、普通に荷の三割で許されるかどうかも分からんし……」

			　相手が穏健派の海賊であれば、通行料を払えば無傷で解放されるだろう。

			　だが、水竜艦という最強の船を持つ海賊らは、相手に譲歩してやる必要もない。大人しく降伏しても、皆殺しにされる可能性があった。

			「仕方ねえ、こうなりゃ何とか旗艦につっこんで白兵戦だ……！　混戦になりゃ砲撃はできないはずだからな！　あとはお前さんら冒険者の働きにかけるしかない！　頼むぜ？」

			　いや、白兵戦というか、なんでフランに頼まないんだ？　前回みたいに、フランが潰せばいいんじゃないか？

			「相手は水竜だぞ？　脅威度Ｂの、大魔獣なんだ。近づくだけでも危険だ」

			「それでも、空から船だけを潰せばいい」

			　水竜とはいえ、空を跳んでいる俺たちを打ち落とすのは簡単じゃないはずだ。その隙に取り巻きの船を沈め、水竜艦も沈めてしまえばいい。

			　水竜を倒せるかどうかは分からないが、その水竜に引かれている旗艦まで水竜のように硬いわけじゃないだろう。

			　だが、水竜本体を無視して、牽引されている旗艦を狙うという戦法は悪手であるらしい。

			　過去に、同じ戦法を考えた者たちは当然ながら存在していた。

			　そして、それを成功させた者たちもいたという。

			「しかし、そいつらは悉ことごとく海の藻屑となった」

			　船から解き放たれた水竜は、手が付けられないほど大暴れするらしい。

			　暴走する水竜がまず最初に攻撃するのは、自分に攻撃を加えていた相手である。実際は水竜ではなく、牽引している船に攻撃をしていたわけだが、水竜にとってはそれもまた自分に対する攻撃なのだ。

			「首尾よく船だけを沈めることに成功したとしても、暴走する水竜に襲われたら結局終わりだ」

			「ふむ」

			　となると、どうすれば良いんだろうな。

			　一番安全なのは、水竜ごと全滅させる事なんだが……。さすがの俺たちでも、竜種を確実に仕留めることは難しい。まともな竜とはまだ戦ったことはないが、だからこそ油断はできないのだ。

			『接敵には少し時間がある。モルドレッドとも相談してみよう』

			「ん」

			　誰かにモルドレッドを呼びにいってもらうべきだろう。フランが船員に声をかけようとしていたら、呼ぶ前にモルドレッドが甲板に姿を見せた。

			「また海賊か？」

			「それはそうなんだが……」

			「難敵なのか？」

			　珍しく歯切れの悪いジェロームの姿に、相手の厄介さを悟ったのだろう。その顔に真剣な表情を浮かべる。

			「超強い」

			「ほう？　黒雷姫がそこまで言う相手か」

			「隠したところで意味はねーから言っちまうが、水竜艦だ」

			「なに？」

			　モルドレッドの表情が、真剣を通り越して怖い程に引き締められる。

			　彼も水竜艦の情報はしっかり把握しているのだろう。

			「なんとまあ……」

			　すぐには言葉が出ないようで、それだけ言って絶句してしまった。

			　だが、すぐに嘆いていても事態は好転しないと理解したらしい。

			「すまない。少々取り乱した」

			　いや、あれでか？　むしろ全然冷静だったろう。やはり頼りになるねモルドレッドさん。

			　その後、彼を交えて海賊への対策が話し合われた。

			「取り巻きの船に関しては、フランに任せていいという事だな？」

			「ん。まかせて」

			「では、問題は水竜艦か……」

			　結局、あれをどうにかしなければ助かることはできないのである。

			　モルドレッドも、水竜とは戦った経験が無いらしい。

			「フランが竜狩りのフェルムスに勝った試合を見た。あの時の凄まじい雷……。あれであれば、水竜を倒すことが可能かもしれない。放つことは可能か？」

			「使える」

			「そうか。問題は仕留めきれなかった時だな」

			　カンナカムイと黒雷招来の合わせ技を水竜に撃てば、確実に船も巻き込むだろう。もし水竜を仕留めきれていなければ、暴走水竜が解き放たれることになる。

			　これは予想以上に難しいんじゃなかろうか？

			　水竜を仕留められるだけの威力があり、なおかつ船を巻き込まない攻撃？

			（念動カタパルト？）

			『フランもそう思うか？』

			（ん。それしかない）

			　船に繋がれている分、水竜の動きは制限されているし、狙いは付けやすいだろう。あとは水竜の防御力次第だが、急所を狙えば倒すことはできるかもしれない。

			「水竜だけを攻撃できればいい？」

			「そうだな……。だが、そんな攻撃方法などあるか？」

			「ん。ある」

			「そうか、ならばやはりフランに任せるしかないという事だな……情けない」

			　モルドレッドがもどかし気に溜息をつく。

			　護衛として雇われているのに、年下のフランばかりを働かせることに無力感を感じているらしい。だが、これは得意な距離の問題だ。それに、彼の溶鉄魔術は砲弾を防いだりと、防御面では優秀らしいし、そのうち働く場面もあるだろう。

			　そう言えば、水竜を倒して船を沈めるのは構わないが、国際問題とかにならないのか？

			　シードラン海国の船なわけだしな。一応、確認しておくか。

			「ねえ、沈めるのは平気なの？」

			「どういうことだ？」

			「シードラン海国で盗まれたりした船かもしれない。それをやっつけてもいい？　国同士が喧嘩にならないの？」

			　フランの疑問を、ジェロームとモルドレッドが笑い飛ばす。

			「はは、それはないな。たとえ相手がシードランの海軍だったとしても、海賊旗を掲げている相手を沈めたことで罪にはならない。むしろ、そんな真似をした方が非難されるだろう」

			「海賊旗は、戦闘力が無い船舶に対して、荷を置いていかなければ殺すぞという脅しの意味があるからな。海賊旗を掲げる相手に対して問答無用で攻撃するのは、海の常識だ」

			　となると、後の問題は沈める順番かな？　水竜艦を先にするか、後にするかだ。取り巻きの船を沈めている間に、アルギエバ号が水竜艦に襲われたら危険だ。だが、水竜艦を仕留めるのにどれだけ時間が掛かるかもわからないし……。

			『まあ、最初に水竜艦を狙おう』

			　水竜艦さえいなくなれば、他の艦は逃げるかもしれない。水竜艦を沈めるような化け物相手に、戦い続けるなど自殺行為だからな。

			　ただ、水竜を倒しきれないと判断した場合は、小型艦を潰すつもりだ。

			　多くの海賊が海に投げ出されれば、それを救助するために足を止めざるを得ないだろう。

			　俺たちは皆に見送られながら水竜艦へと飛び立つ。

			「気を付けてな！」

			「頼んだぞ！」

			「無理するなよ！」

			「ん！　ウルシ、いく」

			「オンオンオーン！」

			　声援を受けてテンションが上がったのだろう。ウルシが全速力で空を駆ける。

			　疾風と化したウルシは、あっと言う間に海賊艦隊の上空へと到達していた。

			　眼下には一隻の大型艦と、その周囲を固める十一隻の小型艦が見える。

			　中央の大型艦の船首からは、二本の巨大な鎖が海中へと伸びていた。

			　ここまで近づけば、俺にもハッキリと分かった。

			　以前に乗せてもらったミリアムの水竜艦にそっくりだ。

			　同型艦というレベルではなく、船縁の柵や細かい部分の装飾まで、全く同じである。間違いなく、これは水竜艦だった。

			　超高速で近づいてきた謎の飛行物体に海賊たちも気づいているようだ。見る限り、全ての海賊たちがこちらを見上げている。

			　だが、すぐにこちらが敵だと判断したのだろう。慌ただしく弓などを手に取り、こちらに狙いをつけようとしている。

			　考えてみれば、空飛ぶ狼の魔獣だしな。攻撃されるか。

			『ウルシは回避に専念しろ』

			「オン！」

			『フランは水竜を挑発して、頭を海中から上げさせるんだ』

			「わかった」

			　俺の念動カタパルトは、水中だと水の抵抗で威力が下がる。水竜のような高位の魔獣を倒すには、水上であることが必須だった。

			「ウルシ、もう少し下りれる？」

			「オン！」

			　ウルシの背に乗ったまま、フランが挑発目的の魔術を放つために、意識を集中する。

			　その間も船からは砲弾や矢が飛んでくるが、ウルシに当たるはずもなかった。弓矢の中に下位の魔術が混ざっており、複数の魔術師を乗せていると思われる。やはり、そんじょそこらの海賊ではないんだろう。

			　そして、動き回るウルシの背から、フランが魔術を放とうとしたその時だった。

			「クルルルルゥゥゥゥゥゥ！」

			　なんと、挑発するまでもなく、水竜が海中から顔を出す。

			　全身に硬い鱗の生えた、首長竜風の姿である。しかし、翼が退化したと思われる襞ひだ状の突起や、鋭い爪の生えたヒレのような手足は、ドラゴンとしての名残を残している。　

			　体の表面に纏っているのは、海水だろうか？　魔力で操って、全身を水で覆っているようだ。乾燥防止か？

			　同種なだけあって、ミリアムの水竜アキュースに似ていた。だが、同一個体ではない。

			　全身に細かい傷が刻まれ、背中には未だに回復しきれていない、大きな傷がある。一度抉えぐれた肉が、ようやく盛り上がってきたのだろう。鱗も所々剥げている。

			　その水竜の視線が、明らかにこちらを向いていた。

			　もしかして、フランの魔力に反応したか？

			　水中でも、正確に周囲を把握することが可能な水竜だ。探知能力が相当高いはずだった。その能力があれば、フランが放とうとした魔術の魔力を感知可能なのかもしれない。

			「クルルルルゥゥゥ……！」

			　威嚇するように喉を鳴らす水竜からは、凄まじい怒気を感じることができた。

			　攻撃を察知したのだから、怒っているのは分かるが……。

			『ちょっと、怒り過ぎじゃない？』

			　明らかに激怒している。

			　攻撃態勢に入ったことが、逆鱗に触れたのか？　いや、怒らせた原因なんざどうでもいい。

			『先制攻撃だ！』

			「ん！」

			　フランがやる気満々の表情で俺を振りかぶる。

			　既に俺の準備は万端なのだ。

			「はぁぁぁぁっ！」

			『ひゃっはぁー！』

			　フランが俺を逆手に持った手を大きく振りかぶると、しならせた全身を使って投擲する。その直後、俺は念動を爆発させた。

			　狙うは奴の顔面だ。

			　さすがの水竜も、この距離でも反応できていないようだった。身じろぎさえしない。

			　超高速で突進した俺が、無防備な水竜の顔面を捉えた。

			『おりゃぁぁ──なにぃ！』

			　ボバン！　という凄まじい炸裂音が響き渡る。

			　だがそれは、俺が期待してた水竜の頭が爆はぜた音でも、頭蓋を貫通して突き抜けた時の音でもなかった。

			　それは、水竜が纏っている水の膜が弾け飛んだ音だったのだ。水竜は健在である。

			　水竜が全身に纏う海水。あれは乾燥防止などではなく、水の鎧であったのだ。

			　魔力の込められた水の膜が物理的な防壁として働くだけではなく、その下には障壁に似た魔力の膜まで存在している。その二重の防壁によって、渾身の念動カタパルトは防がれてしまっていた。

			　とは言え、完璧に防がれた訳ではない。

			　俺の切っ先は僅かに障壁を突き破り、水竜の額に小さな傷を穿っていた。こいつにとってはかすり傷だろう。それ位以上進もうと力を込めても、全く進まない。

			「クルルゥゥ！」

			　しかし、自らが傷付けられたことが気にくわないのか、水竜が苛立たし気に唸る。

			『俺の奥の手でも、苛々させる程度かよ！』

			　念動カタパルトでこいつを倒そうと思ったら、何千発撃てば良いかもわからなかった。

			『なら、こいつでどうだ！　ライトニング・ブラスト！』

			　雷鳴魔術ライトニング・ブラスト。射程は短いが、威力が高い術だ。とっさにこの術を使ったのは、水棲生物は電撃に弱そうだと言う単純な理由からだ。

			『接触状態でなら防ぎようもないだろ！』

			　俺の刀身から放たれた雷撃は、そのまま切っ先を通して水竜の頭部を包み込み、激しい雷光が周囲を照らした。

			「クルルルオォォォォ！」

			『くっ！　水魔術か！』

			　雷撃を食らいながらも、水竜が反撃をしてくる。激しい水流を自分の周囲に発生させて、俺を弾き飛ばしたのだ。

			『だけど電撃で──って！　元気だな！』

			「クルル！」

			　







			　水竜にダメージを受けた様子が全くなかった。それどころか、弾き飛ばされながらも咄嗟に空中に留まった俺に向かって、首を伸ばしてくる。噛み砕こうというのだ。

			「クロオオオオォォ！」

			『くそっ！』

			　俺は慌てて転移を行って、フランの下に逃げ戻っていた。

			「だいじょうぶ？」

			『ああ、間一髪な！』

			　しかし、あの硬さは何だ？　水の壁に魔力障壁に、竜の鱗？　まさか念動カタパルトでほとんどダメージが通らないとは思いもよらなかったぞ。しかも雷鳴魔術が効いてない。

			　いくら相手が脅威度Ｂの魔獣であっても、ダメージくらいは通ると思っていたんだが……。

			　どうすればいい？

			　しかし、水竜は悩む暇も与えてくれそうにはなかった。

			　水竜の周囲で、激しい魔力が渦巻き始めていたのだ。

			「クルルオオォォォォォォッ！」

			『やべっ！』

			　水竜の周囲に、バスケットボール大の水球が三〇以上生み出された。浮遊する水球一個一個に、膨大な魔力が込められている。

			　さすが竜種！　魔術攻撃もお手の物か！

			『ウルシ！　避けろ！』

			「ガルゥ！」

			　不規則な軌道で襲い来る大量の水球を、ウルシが必死になって躱していく。ウルシにこれ程の動きができたとは、俺たちも驚きだ。

			　空中を蹴って跳び、闇魔術を当てて弾き、時にはあえて重力に引かれて落下することで水球を全て紙一重で回避し続けている。

			　ファンタジー世界なのに、ここだけ弾幕ゲームのようだった。

			　いや、感心している場合ではない。

			「ウルシ、少し頑張る」

			「……！」

			　やばい、返事をする余裕もないらしい。

			『一度逃げるか、攻撃を続けるか、どうする！』

			　だが、攻撃を続ける場合、あの防御の硬さをどうにかしないといけない。それこそ、弱点でも発見しない限り倒せるイメージが湧かなかった。

			　だが、フランは何かに気付いていたらしい。

			「離れて見てたからわかった」

			『何にだ？』

			「水竜に、船から魔力が流れ込んでいた」

			『なに？　それは気づかなかったぜ』

			「師匠が攻撃した時に、一番多く魔力が流れてた」

			　その魔力は、全身を覆うように供給されていたらしい。どう考えても、あの高い防御力の秘密だろう。

			『水竜の防御力を強化する装置を船に積んでいるってことか！』

			　世の中、強力な冒険者や魔術師は俺たちだけじゃない。当然対策はしてあることは、予想するべきだった。　

			　あの巨大な船ならば、かなり巨大な魔導装置でも積めるだろう。しかも、元は一国の旗艦として君臨していた戦艦だ。俺たちの想像を超えるような、凄まじい能力の魔導装置であっても不思議はなかった。

			『厄介だな……。船を潰せば水竜が解き放たれるが、船を沈めなきゃ水竜は倒せない』

			「船を先に沈めて、その後すぐに水竜をやっつけたら？」

			『それだとリスクが大きいんだよな』

			　もし水竜がこちらに向かってこず、海中へと逃げたら？　相手に有利な深海にまで追って行って倒すことは、俺にも難しいだろう。

			　そのまま逃げてくれればいいが、その後に復讐目的で襲われでもしたら、防ぎようがない。なにせ、相手は海中からやってくる。

			「竜が復讐なんてする？」

			『分からんが、脅威度Ｂの魔獣だぞ？　最低でもウルシ並みに賢い可能性はある』

			　それだけ頭が良ければ、復讐や報復をする程度の知恵は回るだろう。

			「なるほど、厄介」

			『となると、あとはもう船に乗り込むしかないか……』

			　水竜は、シードラン王家の血筋の者が契約を結ぶことで、従えていると聞いたことがある。ならば、あの船にはその契約者がいるはずだ。そいつを捕らえて、攻撃を止めさせる。もしくは、水竜を強化している魔道具を探し出して、それを破壊する。

			　となると、船の中に乗り込む必要があるだろう。

			　そう結論付けた直後であった。

			「クルッルッルルゥゥゥゥ！」

			　水竜が唄うたうように鳴いた。

			　ドボボボボボボボバァァァン！

			　直後、ウルシの周辺を飛んでいた水球が一斉に爆ぜる。

			「ギャウン！」

			「くぅ！」

			　全方位から津波のように襲いかかってくる水は、さすがのウルシにも回避のしようがなかった。

			　俺とフランは慌てて障壁を張り、水から身を護る。だが、意外なほどに衝撃が少ない。

			『ちぃ！　ダメージ狙いじゃなかったのか！』

			　水竜の目的は攻撃ではなく、こちらの動きを封じる事だったらしい。障壁の上から大量の水が纏わりつき、こちらを拘束するように締め上げてくるのが分かる。

			　まるで水の檻に閉じ込められたような状態だ。

			『はぁぁぁ！』

			「やぁぁぁ！」

			　俺とフランは咄嗟に念動と風魔術を使用して、周囲の水を吹き散らした。

			　だが、水竜の支配下にある水がその程度で消え去るわけがない。

			　四方に大きく飛び散った水は、一度動きを止めると、再度こちらに向かって集ろうとしてくる。

			「ウルシ！」

			「オフ！」

			　だが、ある程度の隙間さえ空いてしまえば、こっちのものだった。

			　フランと俺は転移で抜け出し、ウルシは体を最小限まで小さくして、水の隙間を縫うように走る。

			『なんとか脱出したか』

			「危なかった」

			「オフー」

			　攻撃も通用せず、向こうはこちらを一方的に攻撃できる。しかも、その攻撃力は驚異的だ。

			『仕方ない、先に小型艦を潰す！』

			「わかった！　ウルシ！」

			「オン！」

			　ウルシは、空中跳躍で走るフランを下から追い越しつつ、器用に自らの背に跨またがらせる。

			『水竜艦の陰に入れ！　水竜が攻撃できない位置を取るんだ！』

			　これだけ大きな水竜艦を遮蔽物として利用すれば、水竜も簡単にはこちらを狙えないだろう。

			「師匠！　お願い！」

			『任せとけ！』

			　水竜艦が俺たちを無視してアルギエバ号を追いかけだす前に、周囲の小型艦を沈める！

			「ウルシはこのまま全速力で走って」

			「オン！」

			　フランが何をやりたいのか、今は完璧に理解できた。指示をされるまでもなく、形態変形で刀身を巨大化させる。

			『これでいいか！』

			「ん！」

			　斬艦剣と化した俺を、フランが水平に振りかぶった。

			　そんなフランを乗せたまま、空中から海面に降下するような軌道を描くウルシ。海面が急速に近づいてくる。だが、フランは怯ひるむことなく、速度を利用しつつ俺を海賊船に叩きつけた。

			「はぁぁぁ！」

			『おらぁぁ！』

			　わずか一刀で海賊船が前後に両断され、炎上しながら海中へと沈んでいく。

			　ウルシはそのまま速度を落とさず、次の海賊船に向かって走り続けた。

			　そして、ウルシと交錯する度に海賊船が真っ二つに斬り裂かれ、次々と海の藻屑と消えていく。海賊たちもすぐに気づいたのだろう。攻撃が飛んでくるが、超高速で駆けるウルシに掠ることさえなかった。

			　また、ウルシから少し離れている海賊船に対しては、俺が魔術で攻撃している。放つのはトール・ハンマーだ。近距離の船にはフランとウルシが、遠距離の船には俺の魔術が襲い掛かり、海賊船団が壊滅していく。

			　短時間で、海賊の艦隊は水竜艦と一隻を残して全て沈没していた。

			「水竜艦以外はほぼ沈めた」

			『小型艦ばかりで助かったな』

			「でも、どうして一隻残した？」

			『情報収集するためだよ。ウルシ、残した小型艦に向かえ！』

			「オン！」

			　海賊から水竜艦の情報を得ることができれば、相手の正体や弱点も分かるかもしれない。

			『できれば船長を捕らえたい』

			「わかった」

			　そう呟いたフランは、ウルシの背から最後に残した海賊船に飛び降りた。その勢いで、真下にいた海賊を切り捨てる。

			「ひぎゃぁ──！」

			「て、敵だ！」

			「どこから……！　ひぃぃ！」

			　フランが自分を囲む海賊たちに向かって、威圧系スキルを全開にした。凄まじい殺気に、海賊たちの動きが止まる。その隙に海賊たちを鑑定してみたが、この中に目当ての人物はいなかった。

			『フラン、あそこにいるデカイ槍を持っているやつ。あいつとその隣の魔術師が幹部だ』

			「じゃあ、それ以外はいらない？」

			『おう。尋問を邪魔されても厄介だ。全員叩き斬っちまえ』

			「ん。分かった」

			　フランはコクリと頷き、一気に海賊たちへと突っ込んだ。

			「ぎゃぁぁぁ！」

			「ひいぃぃぃ！」

			　甲板に、フランによって切り捨てられた海賊たちの悲鳴が響き渡る。後は海賊にとって阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄が待っていた。フランの姿が消える度に仲間の悲鳴が聞こえ、慌ててそちらを見れば、血を噴き上げて倒れ込む仲間の悲惨な姿が目に入るのだ。

			　一〇人程を瞬く間に切り殺したフランが、静かに、それでいて周囲に聞こえるような声で海賊たちを脅す。無論、威圧を込めて。

			「海に飛び込んで逃げるか、死ぬか、選べ」

			　直後、半数近い海賊が海へと飛び込んで逃げて行った。だが、フランの威圧にも負けずに、半数が残っている。忠誠心か、海賊としての意地かは分からないが、結構頑張るな。

			　まあ、無駄だが。

			「じゃあ、死ね」

			　この間に位置取りを済ませていたフランが、一気に俺を振り抜いた。

			　今の俺は五メートルほどの刀の形をしている。その俺を使って放たれた剣技は、たった一振りで二〇人近い海賊の命を奪っていた。

			　死にきれなかった海賊たちの呻き声が響き渡る甲板を、フランがすたすたと歩いていく。その視線の先には、恐怖と驚愕で固まってしまい、全く動くことのできずにいる海賊の幹部の姿があった。

			　あれ？　槍を持っていた方の幹部の顔が血まみれだな？

			『フラン？』

			（ん、ちょっと失敗した）

			　どうやら槍使いの額が僅かに切れてしまったらしい。危な！　もうちょっと深かったら、情報を聞く前に殺してたぞ。いや、凄まじい脅しにはなったようなので、結果オーライかな？

			「水竜を操っている奴の情報を言え」

			「は、はひぃ！」

			「いいいい、言います！　だから命ばかりは！」

			　幹部二人をその場に正座させて、尋問をする。

			「水竜艦の艦長は何者？」

			「し、知らねぇ！」

			「ん？」

			「ぎぃぃぃ！」

			　この期に及んでとぼけようとした海賊の太ふと腿ももに、フランが容赦なく俺を突き立てた。激痛にのけぞる槍使い。

			「水竜艦の艦長は何者？」

			「あ、あるひ突然現れたんだぁ！　何者なんか、わからねぇよ！　水竜を操れる、海賊だ！」

			「ほ、本当だ！　俺たちみたいな海賊上がりの人間には詳しいことは知らされてねえんだ！」

			「最低限で良い、知っていることを話す」

			「は、はなずがら、剣をぬいでぐれー！」

			「ん」

			　軽く頷いたフランが、槍使いの太腿から俺を引き抜いた。その途端、刺されていた海賊が恐怖と痛みのあまり号泣し始める。

			　そんな仲間の様子を見て、逆らったら次は自分の番だと理解したんだろう。小柄な魔術師は聞かれたことに素直に、そのうえ聞いていないようなことまで語り出す。

			　やはり水竜を操る人間について詳しくは知らなかったが、そいつは銀髪赤胴肌の大男で、スアレスと呼ばれているらしい。

			「スアレス？」

			『シードランの前国王だ。何でこんなところにいるんだ？』

			　革命で捕らえられ、投獄されたはずじゃないのか？　いや、こうして海賊なんかやっているってことは、脱獄をしたのだろう。しかも、水竜艦を持ち出して。

			『あの水竜、俺が半殺しにしたやつだったわけか』

			　これで、最初から激怒している理由が分かった。多分、俺の魔力を覚えていたのだろう。

			　水竜を強化している魔導装置のことについても質問してみたが、男たちは何も知らなかった。

			　そもそもこいつらは、スアレスに元々付き従っていた家臣ではなく、この海域で軍門に降くだった元海賊団の幹部たちであるらしい。スアレスには完全には信用されておらず、重要な情報は教えられてはいないんだろう。

			「い、言われた通り知ってることは喋った！」

			「だ、だから命だけは……」

			「分かった」

			「ほ、本当──ごぶぉぉっ！」

			　フランが魔術師の海賊の顔面を蹴り飛ばした。その勢いで体が甲板から投げ出され、海へと落下していく。それを見た槍使いの海賊が大声で喚き出す。

			「や、約束が違うじゃないか！　いい、命だけは助けてくれるんじゃねーのか！」

			「殺してない。ただ、邪魔だから海に捨てただけ」

			「な、なにを言って──ごばぁぁ！」

			　直接は殺してないよ？　今のだって手加減してるから、意識を刈かり取るくらいで済んでるだろうし。運が良ければ生き残れるかも？　まあ、かなりの確率で死ぬだろうけど。そこは曲がりなりにも海のプロである海賊なわけだし、ゴキブリ並みの生命力を発揮して生き延びてくれたまえ。

			『次は──』

			　ドゴオオオォォォン！

			　突如、船体が激しく振動した。

			　ドゴゴゴオォォォン！

			『水竜が攻撃してやがる！』

			　俺たちがこの船に乗り込んで、しばらく出てこないことに気づいたのだろう。

			　他の船を沈めておいて、この船だけ撃沈しない理由など一つしかない。

			　わざわざ艦の向きを変えてまで、水竜の射線を開けて攻撃をしてきている。

			　それにしても、俺たちに情報を与えないためとはいえ、仲間の船を平然と攻撃するとは……。

			『脱出しよう！　一度アルギエバ号に戻るぞ』

			　スアレスを捕らえるか、魔導装置を破壊すれば、事態を打開できるかもしれない。

			　どちらにせよ、あの大きな船の中から人や魔道具を探し出すのは、俺たちだけでは時間がかかってしまうだろう。ここは船に帰還して、モルドレッドたちの力を借りるべきだった。

			「わかった」

			「オン！」

			


			　　　＊

			


			「はぁぁ……」

			「ミリアム様、いかがなされました？」

			　思わず漏らしてしまった溜息を、カーラは見逃さなかった。心配そうな表情で、声をかけてくる。

			「すまん、少々な」

			「奪われた水竜艦のことですか？」

			「それもある。だが、今考えていたのは別のことだ」

			「……では、マール様のことですね」

			　マールとは、つい先日までベリオス王国へと留学していた、腹違いの妹である。

			　愚兄たちからの逃亡生活に耐えられないと判断し、留学を名目として国外に逃がしていたのだ。

			「よく分かったな」

			　もしかして私の心情は顔に出やすいのだろうか？

			　見事に心配事を言い当てられてしまった。

			　そう。私の目下の心配は、飛び出していってしまったマールのことであった。

			「留学しても、全く変わっていなかったな」

			「ですが、それは良い事では？」

			「それはそうなのだが、あの子はなんというか……少し突飛なところがあるから」

			「そうですね。私たちも昔は手を焼かされました」

			「ふふ。王宮を抜け出すあの娘を追いかけることで、王室警護隊も鍛えられたのではないか？」

			「まあ、逃げる相手を捕らえる技術は上がったかもしれませんね」

			「能力は申し分ない。だが、あの子に水竜艦を与えて本当に良かったのか。今でも時々悩むことがある」

			「ですが、裏切る心配がなく、能力も高い王族となると、他に候補もおりません。継承権の観点から言いましても、あの方以上に相応しい人間はいないかと」

			「それは分かっている。だが、あの子に武力を与えて、問題を起こさないと思うか？」

			「……きっと大丈夫です」

			「今の間はなんだ」

			　マールの性格を一言でいうならば、「白黒はっきりしている」だろうか。敵に対する苛烈さ、冷酷さは、姉である私でさえ驚くことがある。その反面、一度懐に入れた相手には寛容で慈悲深い。

			　あの妹が一緒では、到底潜伏活動などできなかっただろう。大嫌いな愚兄から逃げ回る生活など、耐えられるはずがない。どこかで暴発し、愚兄に発見されていたはずだ。

			「確かに、あの方は少々やんちゃな部分はございます。ですが、セリメア様が言い含めておりましたから」

			　私と同じく──いや、私以上に姉に心酔し、その役に立つことを熱望していた妹。その想いが暴走しなければいいのだが……。

			「一応、無茶はするなと言っておいたが、どこまで聞いていたのか」

			　水竜艦を二隻とも失うような事態だけは絶対に避けねばならない。

			　本当は私も一緒に出撃できればいいのだが、北がきな臭かった。

			　我が国の領海に、憎きレイドス王国の艦船が姿を見せているのだ。その対処のためにも、私はシードランに残らなくてはならなかった。姉上もいるが、女王がおいそれと出撃するわけにはいかないからな。

			「……マール。無事に帰ってきてくれ」

			　あと、できれば騒ぎを起こさないでいてくれ。

			


			　　　＊

			


			「ごめん。もどった」

			　アルギエバ号に戻ったフランは、ジェロームらに頭を下げた。

			　本当は俺も謝りたいくらいだ。

			　俺がやれるって言ったのに、失敗した訳だしな。それでフランにも謝らせてしまった。水竜め、絶対に許さん！

			　本来ならモルドレッドたちに非難されても仕方ないのだが、彼らはそんな素振りもなくフランを迎えてくれた。

			「水竜に放った技は、先日海賊船に撃った技だろう？」

			「ん」

			「船を一撃で沈める技でダメージが無いんだ。仕方がない」

			　きっちり分かってくれる人がいるのは運が良かったな。

			　フランは、モルドレッドたちに水竜の防御力の高さを語って聞かせた。

			　ただでさえ硬い鱗に覆われているうえ、魔術やスキルによる護りもある。しかも水竜艦から魔力の供給もあるのだ。今のままでは、水竜を倒すことは不可能に近かった。

			「あの船に乗り込んで、水竜を操っている奴を押さえる」

			　魔導装置を破壊する作戦でもいいが、それで水竜に確実に勝てるようになるかは分からない。だったら大本を押さえてしまう方が早いだろう。

			「それしかないか」

			　モルドレッドも賛成してくれるようだ。

			「問題は、どうやって敵艦に乗り込むかだな。やはり何とか接舷するしかないか？」

			「こうなりゃ、俺たちも腹をくくるさ。任せてくれ！」

			　ジェロームが覚悟を決めた表情で、自らの胸をドンと叩いた。船員たちも、やる気の表情で頷いている。

			　ただ、そこにはやや悲壮な色があった。速度でも小回りでも圧倒的に上回る水竜艦に接舷しようというのだ。分の悪い賭けになると、理解しているのだろう。

			　そんな彼らの決意に水を差すようで悪いんだが、危険を冒して接舷せずとも敵船に乗り込む方法があった。

			「そこは任せて」

			「ほう。黒雷姫殿に、何か策があるか？」

			「ん。皆を一瞬で水竜艦に送り込める」

			　遂に、ウルムットで覚えたディメンジョン・ゲートの術が本格的に役立つ時が来た。全く見えない場所にゲートを通すのは難しいが、甲板が肉眼で見える程に水竜艦との距離が近づいてしまっている。今ならディメンジョン・ゲートを敵船の甲板に開くことが可能だった。

			　だが、皆は懐疑的な顔だ。先程、自信満々に大口を叩いて、失敗したばかりだしな。それに、時空魔術なんていう超レアな魔術をフランが使えることも知らない。信じてもらえないのも仕方なかった。

			　だが、論より証拠である。

			　取りあえず、フランとジェロームの眼前を繋ぐ超短距離のゲートを目の前で開いてやった。

			「こ、これが時空魔術の……？」

			「そう」

			「うおおおお？　こ、こりゃあ、まじか！」

			　フランが自分の目の前のディメンジョン・ゲートに手を突っ込み、ジェロームの船長帽子を掴んで引き寄せる。

			「こんな高等な術を……！」

			「雷鳴魔術だけでなく、時空魔術まで！」

			「さすが先生！」

			　冒険者や船員たちが驚愕している。そんな中、いち早く復活したのはモルドレッドだった。さすがだな。

			「今の術を使って、敵船に乗り込むと言う事だな？」

			「ん。甲板にゲートを繋げる」

			　次に、ジェロームがその後の事を考え始める。

			「ならば、この船は距離をとっておいた方がいいな」

			「ん。せっかく水竜艦を乗っ取っても、この船が沈んだら意味がない」

			「だが、あの船から逃げ切るのは無理じゃないのか？」

			「そうだな。水竜の魔術で攻撃され続けては、さすがのアルギエバ号でも危険かもしれん」

			　それは確かにやばそうだ。となると、ディメンジョン・ゲートでモルドレッドたちを敵船に送り込んで、フランが防御のために残るか？　水竜の攻撃を迎撃して、この船を守るのだ。

			　モルドレッドたちも、それしかないと言う結論だった。

			「よし、早速水竜艦に乗り込む！　準備は良いな？」

			「「「おう！」」」

			「フラン頼む」

			「ん。そっちこそ、お願い」

			　だが、俺たちがディメンジョン・ゲートを開くことはなかった。

			　カンカンカンカンカン！

			　再び甲板に警鐘が鳴り響いたのだ。

			「新手？」

			「ちげー！　鐘五回は、正体不明の船を発見した合図だ！」

			　ジェロームの言葉通り、南側からこちらに向かってくる船影が確認できた。

			「かなりの速度だ！」

			「な、なんだありゃ？」

			　俺には速度とか全くわからんが、海の男たちには豆粒みたいに小さく見える距離でも、どの程度の速さが出ているか理解できるらしい。

			「海賊の別動隊でしょうか？」

			　本体で追い込み、別動隊で退路を塞ぐ。確かに理に適っている作戦だ。

			　しかし、副船長の疑問にジェロームが首を振った。

			「いや、一隻だけだ。多分ちげー」

			「ならば、危険信号を送ってやった方がいいのでは？」

			「いや、まて……。あの船！　シードランの国旗を掲げてやがる！　間違いねぇ！　しかも、船首の鎖に、黄色の旗──水竜艦だ！」

			　ジェロームが叫んだ瞬間、アルギエバ号の甲板に戦慄が走った。

			　水竜艦と敵対している最中に、新たな水竜艦が出現したのだ。多くの船員は、敵の新手だと考えたのだろう。

			「ふむ、海賊旗はつけていないが……」

			「敵でしょうか？」

			「分からん。だが、敵だった場合は最悪だな」

			　足の速い水竜艦に挟撃された形である。逃げ出すことは不可能だろう。

			「あ！　船長！　あっちにも動きが！」

			「なにぃ？　本当だ！　沈んでいきやがるが……」

			「沈没している？」

			　ジェロームやモルドレッドが疑問に思う通り、青旗の水竜艦が海中へと沈み始めていた。

			　だが、単純に水没しているわけではなさそうだ。水竜の魔力が自身だけではなく、船全体を覆っているのが分かった。

			「なんだ？　あの光に水が弾かれている？」

			「船ごと水に潜る能力があったのですか！」

			　ジェロームと副船長が目を剥くのも無理はない。

			　水竜艦の甲板が海面より下に沈んでも、光の膜のような物が水を弾き、水に飲まれることがなかったのだ。潜水能力まであったらしい。

			「魔力が感じられる」

			「水竜艦が神出鬼没って言われるのは、足の速さだけじゃなかったってことかよ！」

			　あまり知られていないようで、船員たちが騒然としている。

			　だが、すぐにジェロームが危険さに気付いたらしい。

			「海中からガツンとやられたら、一発で沈む！」

			「ど、どう対処しますか？」

			　だが、その心配はなさそうだった。海中へと姿を消した青旗の水竜艦は、アルギエバ号に突撃してくるどころか、距離を取り始めているのだ。どうやらこの海域から離脱しようとしているらしい。

			　そのことをフランが告げると、船長たちが一転して思案顔になった。

			「あの黄旗の水竜艦から逃げようとしているのか？」

			「水竜艦同士が敵対していると？」

			「タイミング的にはそうとしか思えん」

			　確かに、その推測は正しいのかもしれない。青旗の水竜艦は、新手の水竜艦とは真逆に進路を取っている。

			「船長、どうしましょう？」

			「……どちらの水竜艦からも遠ざかる針路を取れ。それでも新手が追ってくるようならば、その時はまた対処を考える」

			「了解！」

			　ジェロームの言葉に従い、副船長以下の船員たちが慌ただしく動き出す。

			　さて、どうなるかね？

		

	
		
			第五章　水竜艦

			


  		『新手の水竜艦は、どんな奴が乗ってるかね？』

			「ミリアム？」

			『旗の色が違う。それはないだろう』

			「じゃあ、セリメア？」

			『もっとないと思うぞ？　さすがに、女王が国を放ってこんな場所にいるとは思えん』

			　俺たちはウルシの背に乗って、新たに出現した黄旗を掲げる水竜艦に向かっていた。

			　明らかにアルギエバ号を追う針路をとってきたからだ。

			　旗を使った信号で友好的な接触を求めてきたが、信用できるかどうかもわからない。普段だったら問題ないのだろうが、水竜艦に襲われたばかりで信用しきれなかったのだ。

			　黄旗の水竜艦は敵なのか味方なのか。

			　それを確かめるために、俺たちが再び飛び立ったのである。

			『また戦闘になる可能性もある。気を抜くなよ』

			「ん！」

			「オン！」

			　相手を刺激しないよう、やや速度を落として水竜艦に近づく。

			　近くで見ると、この船もやはりミリアムの水竜艦にそっくりであった。そもそも、船の前方から水竜の凶悪な魔力を感じることができる。

			　間違いなく、水竜艦だった。

			　船員たちが武器を構えてこちらを見上げているが、すぐに攻撃してくる気配はない。

			　俺たちも相手も、互いに観察し合っているような状況だ。

			『船員の鎧に、シードランの紋章が見える』

			（じゃあ、ちゃんとした兵隊）

			『多分な……』

			　青旗の水竜艦の主が本当にスアレスであるならば、シードラン海国は捕縛に動くだろう。そして、水竜艦を相手にするとなれば、水竜艦を派遣するのは当然だった。

			　何せ、海では最強の存在だ。

			　普通の艦隊を派遣したところで、返り討ちに遭ってしまう。

			　対抗できるのは同じ水竜艦だけだ。

			『うん？　あれは……？』

			（師匠、どうした？）

			『船員の中に、見覚えのある顔がいるぞ』

			（どこ？）

			『中央のマストの下あたりだ。一人だけ緑の鎧を着てる、戦士風の男がいるだろ？』

			　髪を短く刈り込んだ、一八〇センチ程の誠実そうな男だ。赤胴色の肌と併せて、まるでボディビルダーのようにも見える。

			（……いる。でも、誰？）

			　フランは忘れてるか。

			　俺も、何とかギリギリ覚えてたくらいだし、仕方ないだろう。

			『ミリアムの副官の一人だったバイクだよ』

			「バイク？」

			　おおう。名前を言っても思い出せないか？

			『ほら！　シードランの時にいただろ！　ミリアムの副官のカーラの同僚で、ちょっと影の薄い男が！』

			「？」

			『一緒に敵と戦っただろ！』

			「？　？」

			『……いや、もういいです。ただ、できれば覚えてる演技をしてくれ』

			「わかった」

			　俺の言葉にコクリと頷くフラン。まさか、ここまで完璧に忘れているとは思わなかった。ミリアムの部下に男がいたってことくらいは思い出すと思ったのに。

			『とにかく、バイクがいるってことは、この水竜艦はシードラン海国の所属ってことだろう』

			　向こうはこっちを覚えているか？　いや、覚えているはずだ。

			　むしろ、あれだけ活躍したうえに特徴的な姿をしたフランを忘れてしまっていたら、記憶障害を疑うべきだと思う。

			『じゃあ、警戒しながら、ゆっくりと降りるぞ』　

			　いざという時は念動と障壁で身を守れるように準備は忘れない。

			「ん。ウルシ」

			「オン！」

			　ウルシは螺ら旋せんを描くような軌道で、ゆっくりと高度を下げていく。

			　着地する場所は、甲板の中央付近。バイクがいる場所のすぐ前だ。

			　狙い通り、船からの攻撃はない。

			　バイクの表情を見ると、敵意は感じられなかった。明らかにフランに気付いている。

			『あ、こっちに手を振ったな。フラン、振り返しておけ』

			「ん」

			　こっちが気付いたのが分かったのか、バイクの顔に笑みが浮かんだ。

			　そのままウルシが甲板に降り立つと、真っ先にバイクが近づいてくる。

			「フラン！　久しぶりだな！」

			「バイク？　も」

			「おお！　覚えていてくれたか！」

			「ん」

			　すまない。そんないい笑顔をしてくれているけど、それ嘘なんだ。

			　ただ、フランのポーカーフェイスのおかげで、嘘だとはばれていない。ラッキーだな。

			　このまま、友好的な雰囲気のまま話を進めさせてもらおう。

			「バイクはここで何してる？」

			「罪人を追っている」

			「スアレス？」

			「やはり知っているか。そうだ」

			「じゃあ、あの船は本当にスアレスの水竜艦？」

			「ああ……。奴が脱獄の際に、奪っていったのだ」

			　バイクが苦々しい顔で頷く。

			　シードランにしてみたら、国家の威信に傷がついてもおかしくはない事態だからな。

			「つい半月ほど前のことだ」

			　バイクが軽く説明してくれた。

			　半月前。重罪人として投獄されていたスアレスが、配下の手引きで脱獄したという。

			　スアレスの部下たちも捕らえていたのだが、一部は証拠不十分で軟禁されるだけに止とどまっていた。彼らが国外に派遣されていたスアレス派の軍人を密かに呼び戻し、牢獄や軍港を襲撃したのだ。

			「バカ王にそんなたくさん部下がいたの？」

			「あれでも元王だからな……」

			　腐っても王族か。ある程度の手駒がいたらしい。

			「それに、女には従えないという保守的な人間や、セリメア様の即位によって要職を解かれた前国王の腰巾着たちが、密かに支援していたようだ」

			　セリメアたちも注意していたはずだが、如何いかんせん革命による混乱が続いている。特に人材不足は深刻で、どの場所でも手が回り切っていない状況であるらしい。

			　今回の脱獄は、そんな混乱の隙を突かれたのだろう。

			「フランが飛んできたあの船。スアレスの水竜艦と交戦していたように見えたが、間違いないか？」

			「ん」

			「迷惑をかけたようだな……」

			「急に逃げていった」

			「こちらの存在を感知したのだろう」

			　水竜艦と水竜艦ならば互角だろう。だが、俺たちがいた。水竜が倒されることはなくとも、戦闘中に乗り込まれる可能性はある。それを警戒して、撤退したと思われた。

			「バイクが船長？」

			「とんでもない！　俺は単なる補佐役だよ！　水竜は王族の方々にしか従わない」

			　そういえばそういう話だった。

			　つまり、この船にシードラン海国の王族が乗っている？

			「この水竜艦、ウィシュカルの主は、第三王女マール様だ」

			「マール？　誰？」

			　フランがそう呟いた瞬間、周囲の船員たちが大きくざわめいた。

			　その視線には、やや剣けん呑のんな雰囲気が宿る。

			「マール殿下を呼び捨てに……」

			「なんだあの娘……」

			　王族を呼び捨てにしたことに反応したらしい。

			　忠誠心が高いってことではあるが、ちょっと面倒になりそうか？

			「相変わらずか……」

			　しかし、一番怒りそうなバイクは苦笑をするだけだった。

			　フランはセリメアもミリアムも呼び捨てなのだ。今さらだと思ったのだろう。

			「おい、お前ら。この娘はセリメア様やミリアム様と懇意にしている冒険者だ。失礼のないように」

			「え？　バイクさん、それは本当ですか？」

			「本当だ。革命の陰の功労者でもある」

			　バイクがそういった瞬間、何人かの船員が声を上げた。

			「ああ！　俺、見たことがあるかも！」

			「お、俺もだ！　確かに王女様方と一緒にいた！」

			「ああ！　そう言えば！　この狼もいたな！」

			　シードランの革命の時、セリメアたちと一緒に戦った兵士も多いのだろう。

			　そして、当時はまだ王女だったセリメアの隣で、その護衛をしていたフランやウルシを覚えている者もわずかにいたのだ。

			「ふむ？　ではその娘が、姉上の話していた冒険者のフランかね？」

			「だれ？」

			　フランが振り向いた先には、小柄な少女がいた。それこそ、年齢も身長もフランとそれほど変わらないだろう。

			　気配察知スキルによって、誰かが甲板へと上がってきていたのは分かっていたが、まさか少女だとは思わなかった。

			　シードランの民特有の赤銅色の肌に、伸ばし放題にしていると思われる長い黒髪。美少女なのだが、妙に迫力がある。その顔には薄い笑みが浮かんでいるのだが、何故か獰猛な肉食獣を連想させた。大きな金色の瞳も、どこか猛獣っぽい気がする。

			　しかも着衣が目立つ。いわゆる軍服という奴だ。

			　黒の詰襟に、ツバの付いた帽子。勲章こそぶら下げてはいないが、胸にはシードラン海国の紋章が刺繍されていた。映画に出てくる潜水艦の艦長とかが、こんな服を着ていた気がする。俺の貧困なイメージでは、その程度の感想しか出てこない。

			　だが、意外に似合っているな。

			　よく、ブカブカの軍服を着たロリキャラが出てくるアニメがあるが、この娘はきっちりと軍服を着こなしている印象だった。少なくとも制服に着られていない。

			　腰に差しているサーベルは儀礼用にしか見えないが、これだ戦うのだろうか？

			「私はマール・アマレロ・シードラン。この水竜艦の主である」

			「私は冒険者のフラン。マールはセリメアたちの妹？」

			「本当に誰に対してもそんな態度なのだな」

			「ん？」

			「いや、セリメア姉上が許しているものを、私が咎とがめる訳にはいかぬ。マールと呼ぶことを許そう」

			　まるで軍人みたいな話し方だ。

			　ミリアムも、お姫様のクセして恰好や言葉遣いが戦士のそれであったが、この少女も大概だ。

			　シードラン海国って、変な姫しか育たないのだろうか？

			　とは言え、向こうがこちらに気を遣って、譲歩するような言葉を口にしてくれたのは確かである。

			『フラン、お礼を言っておけ』

			「？　ありがとう？」

			「構わぬよ。そんなことよりも、少々話を聞きたいのだが、いいかね？」

			　こちらも聞きたいことは色々とある。むしろ、向こうから話を振ってくれて、助かったくらいだった。

			「わかった」

			「君たちの船は、クソ野郎のヴァルッサと交戦していたようだが、何か情報はないかね？」

			「クソ野郎？　ヴァルッサ？」

			「愚兄スアレスのことは知っているのだろう。あれをクソ野郎と言わずして、誰をクソ野郎と言うのかね？」

			「なるほど」

			「我が敬愛するセリメア姉上に盾突く、クソ野郎め！　プライドの高さ以外全てが姉上に劣る愚物のクセして姉上の手を煩わずらわせおって！　地獄の果てだろうと追いかけて、舐めた真似をした報いを受けさせてやる！」

			　語っている内に熱が入ってきたのか、小さい手を振り回しながら、スアレスに対する暴言を吐いている。

			　余程前国王が嫌いであるらしく、その顔は本当に忌々しげだ。

			　逆に、セリメアに対しては高い忠誠心を持っているらしい。

			「こほん……少々熱くなった」

			　すぐに、自分の醜態に気が付いたのだろう。マールが顔を赤く染めながら、咳払いをした。

			「済まんな」

			「別にいい」

			「ヴァルッサとは、奴の水竜だ。因みに、私の水竜はウィシュカルという。少々待ちたまえ」

			　マールがそう言って、一歩前に出た。そして、大声で叫ぶ。

			「ウィシュカル！　挨拶をしろ！」

			「クルル！」

			　マールの声に応じるように、海面を割って巨大な影が姿を現す。

			　確かに水竜だ。以前見たミリアムのアキュースによく似ていた。

			　ただ、同種魔獣と言ってもやはり個体差がある。

			　ミリアムのアキュースが濃紺、スアレスのヴァルッサが群青の鱗であるのに比べると、ウィシュカルの色は紫し紺こんであった。体格やもっと細かい部分に関しては、比較できるほど他の二匹をじっくりと見たことがないので何とも言えない。

			　ウィシュカルは睨むでも威圧するでもなく、静かな瞳でこちらを見つめている。

			　そこからはハッキリとした知性と、マールへの親愛のようなものが感じられた。

			　契約で支配しているという話だが、水竜たちも決して嫌々従っているわけではなさそうだ。

			「どうだね？　精悍な顔立ちをしているだろう？」

			　精悍というか、迫力はあった。なにせ竜である。

			　ただ、その言葉からはマールが水竜を大事に思っていることは伝わってきた。

			　ミリアムも同じような感じだったし、シードランの王族にとって水竜っていうのは特別な存在なのだろうな。

			「ん。かっこいい」

			　心がほぼ少年のフランは、本気で水竜を褒めていた。目をキラキラさせて、ウィシュカルを見上げている。

			「だろう？　中々話が分かるではないか！」

			「ウィシュカルっていうの？」

			「クルル！」

			「よろしく」

			「クルルルル」

			　水竜が首をひねり、フランに顔を近づけた。

			　その大きな双そう眸ぼうでフランを観察しているようだ。

			　そんな水竜を前にしても、フランに恐れる様子はなかった。むしろ、ウィシュカルに自ら近づいて、その鼻面を撫でる。

			「ん。やっぱかっこいい」

			「オフオフ！」

			　フランがウィシュカルを褒めていると、ウルシがその足下に纏わりついた。

			　体をフランの足に擦りつけて、何やらアピールしている。

			「ウルシ？」

			「オフフ！」

			　フランがウルシを見下ろして首を傾げると、ウルシが妙にキリッとした顔でお座りする。

			　さらに、伏せをしてみせたり、プルプルと震える後ろ脚だけで立ち上がってみたりもしていた。

			「オフ……」

			　どうやら自分も格好いいですよと言いたいらしい。

			　ウィシュカルに嫉妬しているっぽいな。

			「ほう？　なかなか毛並みのいい狼だ。まあ、少々馬鹿そうではあるが、そこがまた魅力でもあろう」

			　褒めてる？　貶してる？

			　いや、褒めているようだ。何せ、マールの相好が笑み崩れている。

			　言葉は相変わらず軍人みたいだが、どうやら可愛いものが好きであるらしい。そこら辺は年相応であるようだ。

			「少々話が逸れたな。クソ野郎のことだった。奴について、情報を持ってはいないかね？」

			「例えば？」

			「何でも構わない。本拠地でも、配下の規模でも、なんでもな」

			　マールたちはこの海域に到着したばかりで、まだ詳しい情報を得てはいないという。

			「まさか本格的な探索を行う前に、ニアミスするとは思わなかったがな」

			「なんでこの海域に来た？」

			「我が国の商人たちから情報がもたらされたのだよ。この海域で、恐ろしく足の速い海賊船が出没したとな」

			　水竜艦が出没するという話はなかったが、シードランの船乗りが速過ぎると言うレベルの船は、そうあるものではない。

			　その噂を頼りに訪れてみれば、ビンゴだったということらしい。

			　到着してすぐに目当ての相手を発見するとは、メチャクチャ運がいいんじゃなかろうか？

			　そのおかげで助かった俺たちも運がいいかもしれんがな。

			「君が乗っていた船は、獣人国直属の商船だろう？」

			「ん」

			「ふむ……。一度、君の乗っていた船の責任者と会談の場を設けたいのだが、仲介してはくれないかね？」

			（師匠？）

			『構わないと思うぞ』

			　そもそも、相手は王族なうえに、水竜艦の主だ。断ることは得策ではないだろう。

			　上手く彼女たちと話を付ければ、護衛を頼めるかもしれない。

			「わかった。じゃあ、一度戻ってジェロームに伝える」

			「よろしく頼もう」

			　マールの言葉をジェロームに伝えるために、俺たちはアルギエバ号への帰途へと就いた。

			　ウィシュカルが速度を落としながらも航行していたため、距離がかなり近づいている。

			「フラン嬢ちゃん！　無事だったか！」

			「時間がかかっていたが、どうだったんだ？」

			　戦闘が起きる気配もなく、フランが向こうの船に乗り込んだままだったので、こちらでは相当心配してくれていたらしい。

			「だいじょうぶだった」

			「そりゃあ、見れば分かるんだが……」

			「マールが船長」

			「マール？」

			「ん」

			「えーっと……」

			　あ、やばいな。かなり色々あったし、フランが上手く説明できるとは思えん。

			『フラン、俺の言う通りに喋れ』

			（わかった）

			　ということで、何とか俺がフォローしつつ、フランは水竜艦ウィシュカルでの出来事を語った。

			　マールが誰かと言うことから始まり、シードラン海国に所属する船であると言うこと。罪人である前国王を追っていること。さらに、王女であるマールがジェロームとの会談を望んでいるということも伝えた。

			「王女様ぁ？　まじか……。いや、水竜との契約は王族しか結べないって話だし、当然なんだがよ」

			「船長、どうしますか？」

			「どうって、断れやしないだろ？」

			「そうですね。断れば色々と問題があるかと」

			　ジェロームと副船長が相談をしているが、やはり断るという選択肢はないらしい。

			　相手は、ここ一帯の海域でブイブイいわせる海洋国家の王女であり、その最高戦力だ。そりゃあ、断れないだろう。

			「嬢ちゃん。向こうは一応友好的なんだな？」

			「ん」

			「そうか……シードランの船が……」

			　シードラン相手だと、何か問題があるのか？

			　そういえばジェロームが、獣人国とシードラン海国は犬猿の仲だとか言っていたが……。

			「何か問題がある？」

			「シードラン海国と獣人国の関係は、良好とは言い難い」

			　獣人国の先代国王は、奴隷の売買を通じて海の向こうにあるレイドス王国と友好関係にあった。

			　シードラン海国はちょうど獣人国とレイドス王国に挟まれた位置にあり、長年両国からの圧力にさらされてきたのだ。外交でも軍事でも、緊張関係にあったと言ってもいい。

			　シードラン海国からすれば、獣人国は非常に厄介な仮想敵国のような存在であるそうだ。

			　そんな間柄の相手からの接触に、警戒せずにはいられないらしい。

			「だが、今は緊急事態だ。下らんことは言っていられんな……。分かった。会談の申し入れを受ける。俺が向こうの船に行こう。悪いんだが、また往復してもらえるか？」

			「わかった」

			　その後、フランもウルシも俺も頑張った。アルギエバ号と水竜艦ウィシュカルの間を何度も往復し、互いの言葉を伝えたのだ。いやー、大変だった。

			　え？　俺はただ背中にくっついているだけじゃないかって？

			　いやいや、フランの通訳は結構重労働だよ？

			　多分、俺がいなかったら往復する回数が五倍くらいになっていたと思う。

			　そうやって、フランが往復を始めて三〇分後。

			　アルギエバ号とウィシュカルが接舷できそうな距離に近づいていた。

			　最初はある程度離れた場所で、小舟などを使って行き来する予定だったのだ。

			　完全な仲間同士ではない場合、それが普通であるらしい。相手に裏切られれば被害が大きいから、当然の措置だろう。接近すれば砲の射程距離に入るし、戦闘員を送り込むこともできる。

			　ただ、今回は少々事情が違う。

			　両者の立場が違い過ぎるのだ。

			　身分でも、武力でも。特に武力面で言えば、水竜艦が圧倒的に上である。

			「速度でも負け、遠距離攻撃力でも負け。ちょいと距離が離れていたくらいじゃ、どうにもならんのだ。だったら、向こうの提案に乗ってやろうじゃねーか」

			　というのが、ジェロームの言葉である。

			　開き直ったともいえるだろう。

			　裏切られればどうせ撃沈されるのだし、だったら最悪の場合には一矢報いれる距離まで近づいておく方がマシだと考えたらしい。

			　そして、二つの船が接近し、船縁が合わさる。両者の距離は一メートル以下だろう。

			　すると、舵だ輪りんを握っていた船員が焦った様子で声をあげた。

			「せ、船長！　操舵が利きません！」

			「そのままでいい。向こうの水竜が衝突しないように海流を操作しているだけだ」

			「ア、アイサー」

			　そうなのだ。驚異的な操船技術で接近させたわけではなく、水竜の海流操作によって船が衝突しない距離に保たれているだけだった。

			　これもまた、水竜の強みだろう。相手の船の針路を操れるとなれば、海戦では圧倒的に有利だからな。

			「橋架かります！」

			「おう！」

			　水竜艦からタラップがかけられ、ジェロームが気合の入った表情で足をかけた。

			　大型艦同士ではあるのだが、アルギエバ号の方が少し大きい。貨物船と戦艦の差なのだろう。

			　ジェロームが堂々とタラップを下り、水竜艦に乗り込む。

			　出迎えるのはマールだ。

			　最初はマールが先頭に立って出迎えることに、バイクが難色を示していた。何せ、まだ完全に友好的かどうかは分からない相手である。

			　当然の警戒だろう。

			　フランの前に勝手に姿を現したことも、バイクに相当怒られたらしい。

			　それでも、ジェロームらに誠意を見せるため、マールが一番前に立っていた。

			　こちらの面子メンツはジェローム、フラン、モルドレッドのパーティである。

			　白兵戦力で言えば、アルギエバ号に軍配が上がるだろう。

			　ある意味、両者のバランスは取れている。

			「私はこの船の主にして、シードラン海国第三王女、マール・アマレロ・シードランだ」

			「俺は、獣人国公認武装商船船長、ジェロームといいます」

			　マールとジェロームが不敵に笑いながら、握手をする。

			　両者ともに、互いを品定めしているようだった。

			　


			　一〇分後。

			「中々話が分かるな！　気に入ったぞ！」

			「マール様も王女様にしとくには勿体ないお方ですなぁ！」

			　マールとジェロームはすっかり意気投合していた。

			　どうやらマールは、これぞ海の漢おとこという雰囲気のジェロームをいたく気に入ったらしい。

			　ジェロームも、お姫さまっぽくないマールを認めたようだ。

			　マールが「ふはははは」と姫らしくも子供らしくもない高笑いをあげながら、ジェロームの足をバシバシと叩いている。

			　両者の身長がもっと近かったら、肩でも組んでいるんじゃなかろうか？　チビっ子のマールと、大柄なジェロームではさすがに不可能だった。

			　そんな二人が、今後の航海について相談をする。

			「では、あの水竜艦の撃破に力を貸せと言うことですかな？」

			「ああ。当艦だけでも事を成す自信はあるが、お主らの力を借りることができれば確実にあれを仕留めることが可能だ」

			「ほう？　何か作戦があるんですかい？」

			「うむ」

			　マールが作戦を説明してくれる。

			　元々、水竜艦ウィシュカルと水竜艦ヴァルッサでは、ウィシュカルが戦闘時に有利であるらしい。

			　ヴァルッサは俺が与えた傷が癒えていないうえ、船体の整備も完璧ではない。しかも、ウィシュカルには対水竜艦用の秘密兵器も搭載されている。

			　それが分かっているから、ヴァルッサは逃亡を選択したのだろう。

			「少なくとも、艦同士の遠距離戦では我が方が有利だ」

			　だが、捕縛となると、また難しい話となる。

			　スアレスの船には彼とともに逃亡した戦士たちも乗り込んでおり、白兵戦となるとマールたちが不利なのだ。

			「最悪、撃沈してヴァルッサを仕留めることも考えていた」

			「虎の子の水竜艦を沈めちまっていいんですかい？」

			「仕方あるまい。あれを放置すれば、海の秩序が大きく乱れる。我が君の面子の問題だけではなく、多くの船乗りに迷惑がかかるだろう。それは阻止せねばならんのだ」

			「そうですな」

			「だが、君たちがいれば話は違う」

			　そう言って不敵に笑うマールの目は、フランとモルドレッドに向いていた。

			　王族に鑑定を使うことは危険であるため、マールの能力は正確には分からない。

			　しかし、彼女はかなり強かった。強い魔力が感じられるため、魔術も使えそうな気配はあるが、戦士としてもそれなりの強さだ。少なくとも、フランやモルドレッドの強さを感じ取れるだけの実力は持ち合わせているようだった。

			「フランだけではなく、さらにランクＢ冒険者という戦力を有している君たちの助力があれば、白兵戦で決着を付けられよう。探索はまかせてくれ！」

			　ウィシュカルでヴァルッサの動きを封じ、その間にフランたちが突入してスアレスを捕らえる。それがマールの理想であろう。

			　だが、ジェロームが一転して難しい顔になる。

			「うーむ……」

			　確かに水竜艦ヴァルッサは脅威だが、すでにどこかへ去っていった。ジェロームとしては、このまま何事もなく獣人国へとたどり着ければ、それで構わないのだろう。

			　わざわざこちらから水竜艦を探して、戦いを挑むというリスクの高すぎる行為に、積極的に加担したくはないはずだった。

			　そもそも、フランやモルドレッドは護衛として雇われているだけであり、彼の部下というわけではない。

			　水竜艦に現在進行形で襲われているならともかく、マールの作戦に加担させる権限があるか、微妙なところであった。

			　例えば、町から町への護衛依頼を受けただけの冒険者に、今から盗賊の根城を潰しに行くから手伝えと言うのと同じことなのだ。冒険者が頷くわけがない。契約外だからと言われて、逃げられるのがオチだった。

			　海の上なので、フランたちやモルドレッドが逃げ出すことはないだろう。しかし、それはそれで問題だ。冒険者たちに反抗されたら、船を乗っ取られかねない。そうでなくても、後々でそのことを問題にされれば、ギルドと国の仲がこじれるかもしれないのだ。

			　マールも、そのことは分かっているらしい。

			「無論、無条件でとは言わんよ」

			「ほう？　例えば？」

			「我が国と、獣人国の正式な通商に関する話し合いの場を設ける、などではどうだね？」

			「なっ……！」

			「その場には、大臣クラス以上の人間が同席することも確約しようではないか」

			「……この場で、そこまで約束してしまっていいので？」

			「うむ。問題ない。罪人の捕縛のためであるからな」

			　国交はあれど、現在は険悪な仲である。

			　しかも、その原因は獣人国側にあると言ってもいい。

			　そこで急に相手から歩み寄られたのだから、ジェロームが驚くのも無理はなかった。

			　元いじめっ子に対して、元いじめられっ子が「仕事を手伝ってくれたら、過去のことは許してあげてもいーよ？」と言ってるような感じかね？

			　何か裏があるのかと勘ぐってしまっても仕方ないだろう。

			　それでも、ジェロームの心はかなり揺らいでいるように見えた。

			　政治的な話に詳しいわけではないが、シードラン海国との関係は、海に関わる全ての事柄に影響があるはずだ。

			　ジェロームは船乗りだが獣人国の臣下でもあるし、これだけ大きな船を任されているだけあり、そこそこの地位にあるのだろう。そういった話をされた場合、悩む程度に権限があるようだった。

			　ジェロームは気付いていないようだが、シードラン海国側も獣人国とは良好な関係を取り戻したいはずだ。

			　現在のシードランは、レイドス王国とは完全に手切れとなり、クランゼル王国との仲を深めている。そのクランゼル王国と友好国であり、自国の背後に位置する獣人国の関係は国交上、国防上、重要なはずである。

			　獣人国と友好関係を結べれば、対レイドス王国だけに全力を割くことが可能だった。

			「どうかね？　貴国にとっても、悪い話ではないと思うが？」

			　そんな事情などおくびにも出さず、マールがジェロームに畳みかけた。

			　さすがに王族なだけあり、その辺の駆け引きが上手い。すでに水竜艦が獣人国船籍のアルギエバ号と交戦してしまっている。それ自体が弱みだと考えれば、それ以上の弱みを晒すことは外交上不利になるかもしれない。

			　それ故、マールはあえて強気なのだろう。

			　対するジェロームは優秀な船乗りであっても、政治や商売の専門家ではない。マールの意図を深く読むことは難しそうだった。

			「そ、それはそうですが……」

			「船長、ここは一度相談させてもらいましょう」

			　どうやら副船長はマールの考えが分かっているようだ。こっそりとジェロームに囁く。

			　それを見たマールが、ニンマリと笑いながら、さらに口を開いた。

			「クソ野郎の水竜艦の行方が分からないそちらにとって、我らと行動することは利にもなると思うが？」

			「む……」

			　副船長が苦い顔で、唸ってしまう。

			　そうなのだ。

			　次に水竜艦に接触した時、アルギエバ号だけで絶対に勝てるか分からない。

			　俺たちの提案した作戦だって、絶対に成功する保証もなかった。

			　そう考えると、副船長も強気に出ることができないらしい。

			　向こうの機嫌を損ねれば、この先を自分たちだけで航海しなくてはならない。いや、というかここでこの水竜艦と交戦状態になる危険だってあった。

			「まあ、事が事であるからな。相談するのは構わん」

			「ありがとうございます」

			　ジェロームに代わって、副船長が頭を下げる。ここは長年の経験からか、ジェロームが自然に副船長に交渉役を譲った感じだった。

			「船長に代わり、感謝を」

			「一つ明言させてもらうが、ここでそちらが私の提案を蹴ったとしても、我らが敵に回るような事はない。フランは姉上の恩人でもあるからな」

			　その言葉でジェロームが安心した素振りをする。マールが嘘をつくタイプではないと、理解できているからだろう。少なくとも、水竜艦二隻に狙われるような事態はなくなった。

			　しかし、マールの言葉はそこで終わりではない。

			「しかし、その場合はここで別行動となる。クソ野郎の発見は、最優先事項だからな。それは留意しておいてくれたまえ」

			　ジェロームが目に見えて落胆した。上手く交渉を進めて、港へ送り届けてもらう道が無くなったからだろう。

			　副船長がそれを見て、溜息をついた。せっかく自分がポーカーフェイスを保っていたのに、ジェロームの反応でこちらの狙いをマールに完璧に読み取られたからね。

			「……では、一度船に戻って、相談させていただきます」

			「そうするといい」

			「ほら、戻りますよ船長」

			「お、おお」

			　最後は副船長がジェロームを引きずるようにして、水竜艦を後にする。

			　


			　アルギエバ号の甲板に戻ると、副船長が主導して今後についての協議が始まった。

			「船長、先程のお話、どう思われました？」

			「船乗りとしては、危険すぎると思うが……。獣人国の人間としては無視できん」

			「そうですね。できればお受けしたいところです」

			「だが、難しいところだ……。正直、俺としては受けたいが……」

			「私もそこは賛成です」

			　そう言いつつ二人は、並んで立っているフランとモルドレッドに視線を向けた。

			　やはり、そこがネックになると分かっているのだ。

			　しかし、ジェロームは小難しい小細工をできる性格ではない。結局、真正面からお願いすることに決めたらしい。

			「フラン、モルドレッド。俺としては、向こうの提案に乗りてぇと思っている。力を貸しちゃくれないか？　お前らの力が必要だ！　頼むっ！」

			　二人の目を見つめて、頭を下げた。

			　それに続き、副船長も口を開く。

			「勿論、追加で報酬は出しましょう」

			　ロマンを追い求めるタイプのジェロームと、現実的な事務屋タイプの副船長。いいコンビだった。

			　副船長から提示されたのは、かなりの高額だ。

			　まあ、そんなものなくても、フランはやる気満々だが。

			（師匠、いい？）

			『相手は水竜艦だぞ？　危険すぎる。それでも受けたいか？』

			（負けっぱなしで逃げたくない）

			『まあ、そうだな。奴らにやり返してやらないとな』

			（ん！）

			　俺としては逃げ出してしまいたいんだが、海の上では難しい。

			　ウルシも、休憩全くなしで陸地に辿りつけるか分からないのだ。

			　その宣言に、モルドレッドが軽く目を見開く。そして、肩を竦めながら手を挙げた。

			「ならば俺たちも賛成する」

			　どうやら、フランが参戦するなら、自分たちも参加しようと考えていたらしい。それによって、作戦の成功率はけた違いに上がるからな。

			　仲間に相談した様子はないが、パーティメンバーたちが文句を言う素振りはない。モルドレッドの選択を完全に信頼しているのだろう。

			「い、いいのか？」

			「ん」

			「まあ、黒雷姫がいれば、勝算はあるだろうからな。俺たちだけなら、断っていたところだ」

			「私？」

			「ああ、お前が下船することになれば、護衛の質も下がる。危険は冒せない」

			　モルドレッドは、フランがアルギエバ号を下りてしまう危険性も視野に入れていたらしい。ウルシの空中跳躍を見た後なら、その心配も確かに分かる。

			　実際はそこまで長距離を移動できないということは、彼らには分からないからな。

			「助かります。では、他の護衛たちにも意思の確認をとるとしましょう」

			「もし他の冒険者たちが反対した場合は、どうする？」

			「その場合は、向こうの申し出をお断りすることになるでしょうね」

			「いいの？」

			「仕方ありません。シードラン海国との関係も重要ですが、冒険者ギルドとの関係も重要ですからね」

			　しかし、副船長には勝算があるようだった。自信ありげに微笑んでいる。

			　実際、呼び出された他の冒険者たちは、あっさりと新たな仕事を受け入れている。

			　フランの臨時弟子である水晶の守りの三人は「先生が決めたのなら自分たちも」という理由で二つ返事であった。

			　赤の大地の三兄弟はもっと簡単だ。追加報酬を聞いた瞬間、大喜びで是非とも参加したいと叫んでいた。

			　副船長はこの展開を想定していたのだろう。

			　それに、ウィシュカルと接触する前から、水竜艦に乗り込むつもりだったことも大きいようだ。その延長のつもりで、相手が水竜艦と聞いても怖気づくことがなかったらしい。

			「いいか！　てめぇら！　相手は水竜艦だが、今度は味方にも水竜艦がいる！　ビビるんじゃねぇぞ！」

			「「「おう！」」」

			「水竜艦がなんぼのもんだー！」

			「「「そうだ！」」」

			「絶対に勝つぞー！」

			「「「おおおぉぉぉー！」」」

			　怒鳴るようなジェロームの激励に、冒険者や船員たちが野太い声で応える。ここだけ見たら、海賊船の一幕のようだ。ただ、恐怖を感じるよりは、この方がマシだろう。

			「うおー」

			　フランも一緒になった拳を振り上げ、楽しそうだしね。

			


			　　　＊

			


			「スアレス様、ドラゴン・エンハンサーの整備が終了しました」

			「遅いぞ！」

			「申し訳ありません」

			「ふん。修理できたか？」

			「何なに分ぶん、技師がいないもので……」

			「またそれか！　技師なんざいなくとも、魔術師共に直させればいいだろうが！」

			「無理です。魔術師では、せいぜいが魔法陣の整備点検までですね」

			「なんとかしろ」

			「なんとかとは？」

			「技師共がやっていたように、修理しろと言っているんだ！」

			「不可能です。元に戻せなくても良いというのであれば、魔術師たちにやらせてみますが？」

			「くそっ！　どいつもこいつも無能ばかりか！」

			「それと、ヴァーゼスとヴォルーゼが荒れております」

			「なに？　奴らには海賊どもをくれてやっただろう？」

			「ここ数日は、消費が早いようです。苛立ちを抑えるために、必要以上に殺してしまっているようでして」

			「ちっ！　何人か見繕って、与えておけ」

			「もうこの船には海賊がいませんが、よろしいですか？」

			「国元からついてきた兵士共がいるだろう？」　

			「よろしいので？」

			「何か問題があるか？」

			「士気にかかわります」

			「どうせ無能な無駄飯食らいどもだ。貴重な食料を消費するだけの役立たずが死んで俺の役に立てるのだから、本望だろうよ」

			「では、こちらで手配しておきます」

			「適当にやっておけ。あの兄弟が暴れ出すよりはましだ」

			「定期的に血を見なければ暴れ出す狂人どもですが、腕は立ちますしね。あれを取り押さえるとなると、相当な被害が出るでしょう」

			「あれでも、ヴァルーザの後継者たちだからな」

			「それと、今後の針路はどういたしますか？」

			「島には戻れんか？」

			「どうでしょう……。ウィシュカルが近くにいる以上、かなり危険かと」

			「探知装置は持っていると思うか？」

			「確実に」

			「くそっ！　だが、潜水航行でヴァルッサがかなり消耗した。休息させねば長距離の航行ができん！」

			「では、危険ではありますが、例の島を目指しますか？」

			「ああ、あそこか。まあ、ヴァルッサに無理をさせれば何とかなるだろう」

			「はい。私もそう思います」

			「ヴァルッサの回復が遅れるが、仕方あるまい。では、クラーケンの巣を目指す。そこで短時間停泊。その後、レイドス王国を目指す！」

			「ここで発見されてしまった以上、あえて南下して、本来の目的地を偽装するという目的も無駄になってしまいましたね」

			「くそがっ！　簒さん奪だつ者どもめ！　今に見ていろ！　絶対に後悔させてやる！」

			


			　　　＊

			


			「総員、傾聴！　これからマール様が作戦を説明する！」

			　アルギエバ号の関係者たちが再び水竜艦に戻ると、即座に作戦行動の準備が進められていた。

			　魔道具によってヴァルッサのだいたいの位置は把握できているものの、離れすぎると反応しなくなるため、すぐにでも行動を開始したいらしい。

			「作戦は至極簡単なものだ。だが、成功の如何は諸君の奮闘にかかっている」

			　マールが水竜艦の責任者だと紹介された時、冒険者たちはまだ一四、五歳にしか見えない彼女の姿に戸惑っているようだった。だが、さらに幼いフランが活躍する姿を見ているのだ。そういうこともあるかと、意外とすんなり受け入れたらしい。

			　その後は、特に相手を侮る様子もなく、その指示に従っていた。

			　作戦自体は、マールが言ったとおり簡単なものだ。

			　まず最初に、水竜ウィシュカルの能力と対水竜艦用魔道具を使い、ヴァルッサの動きを封じる。その後、接舷したアルギエバ号から冒険者が敵艦に乗り込み、スアレスを捕らえるのだ。

			　フランたちがウィシュカルに乗船すれば、行動封じと強襲をスムーズに行えるのではないかと思ったんだが、それが難しいらしい。

			　ヴァルッサの動きを封じる魔道具が効力を発するには、やや距離が離れていないといけないらしいのだ。そのため、接舷してしまうとヴァルッサが暴れる恐れがあるという。それを防ぐためにも、アルギエバ号の協力が必要なのだった。

			「では、作戦開始だ！」

			「「「おー！」」」

			「我が親愛なる精鋭たちよ！　相手は同じ水竜艦である！　相手にとって不足はない。日頃の鍛錬の成果を見せつけよ！」

			「「「おー！」」」

			「我らに協力をしてくれた、諸兄らには感謝を！　冒険者の勇猛さを！　そして獣人国の船乗りの荒々しさを！　存分に見せつけてくれたまえ！」

			「「「うおー！」」」

			　マールの激励に、この場に揃った者たちが叫び声をあげる。さっきも同じ光景を見た気がするな。

			　海の男たちっていうのは、ノリがよくなきゃいけないのかもしれん。

			「うおー」

			「うおー！　先生もやる気ですね！」

			「先生、俺たちも頑張ります！」

			「やってやりましょうね！」

			　冒険者も同じようなものか。フランも臨時弟子たちも、意味はあまり分かっておらずとも楽し気に拳を振り上げていた。

			　


			　行動開始から約二時間後。

			　現在のアルギエバ号は、ウィシュカルに牽引されてクラーケンの巣を進んでいた。

			　その名前の通り、大型魔獣であるクラーケンがウヨウヨ生息している海域だが、水竜艦であれば航行が可能なのだ。水竜の遊泳速度が、クラーケンを圧倒的に上回っているからこそできる荒業だろう。

			「見えた！　水竜艦だ！　間違いねぇ！」

			「どこ？」

			「あそこだ！」

			　ジェロームが指差す先を見ると、確かに前方に豆粒のような船影があった。

			　相変わらず俺にはよく分からんが、船乗りたちにはキッチリ見分けがついているようだ。

			「逃げ出そうとしてやがるな。だが、速度があまり出てないようだ」

			「なんで？」

			「さて？　俺にも分からんが……。これは確実に追いつけそうだぞ！」

			「みんなに戦闘準備をさせる」

			「おうよ！　野郎ども！　いよいよだ！」

			　







			　アルギエバ号の甲板で、冒険者や船員たちが慌ただしく動き出す。防具の点検をする者や、仲間と激励をし合う者など、様々だ。

			　ただ、怯えている者は一人もいない。むしろやる気に満ちていた。

			　怖気づく心配はなさそうだが、逆に無茶な突撃をしないかが心配だ。

			　その間にも、ヴァルッサとの距離が見る見る近づいてくる。

			「先生、いよいよですね」

			「習ったことを早速試せるチャンスでさぁ！」

			「私たちが敵の指揮官を捕まえてみせますから！」

			「無理はしなくていい。死なないことが重要」

			「「「ありがとうございます」」」

			　フランの教師っぷりも中々じゃないか。

			　できればこいつらには死なないでもらいたいものだ。きっとフランが悲しむ。

			「黒雷姫、指揮はこちらに任せて、好きに動いてくれて構わん」

			「モルドレッド、ありがと」

			　アルギエバ号側の戦闘員の指揮は、モルドレッドが担当することになっている。これは、ジェロームからの提案でもあった。

			　短期間のお付き合いだが、それでフランに指揮の適性が壊滅的に欠けていることが分かったのだろう。

			　おかげで俺たちは自由に動けるから文句はないけどね。

			「あと数分で接触だぞ！」

			「ん！」　

			　確かに、肉眼でもはっきり見える距離まで近づいていた。

			「水竜艦ウィシュカルから信号上がりました！」

			　マールたちがヴァルッサを封じることに成功したようだ。

			　だが、これでウィシュカルは身動きが取れなくなる。しかも、拘束は長時間維持できるものではないらしいので、迅速に行動する必要があった。

			　互いに動けるようになれば、水竜同士の戦いとなる。それに巻き込まれれば、皆ひとたまりもないだろう。それに、長時間動きを止めてしまえば、クラーケンに襲われる危険もある。クラーケン避けの対策をしていても、完璧ではないのだ。やはり、迅速であればあるほど、よいだろう。

			「敵もしっかり待ち構えているな」

			　モルドレッドが言う通り、ヴァルッサの甲板には武装した船員たちが並んでいた。

			　弓を構えた者もおり、向こうも準備万端だ。

			　フランやモルドレッドならともかく、他の人間たちにはそれなりに被害が出るかもしれなかった。

			　まあ、正面から突撃すれば、だが。

			「黒雷姫！　頼む！」

			「ん！」

			　フランが使った風を纏い、俺がディメンジョン・ゲートを発動する。

			　フランが突き出した手の先に、家の扉サイズの黒い穴が生み出された。そして、その穴の先には、アルギエバ号の甲板ではない、違う船の甲板が見えている。

			「成功か？」

			「ん」

			「よし！　まずは弓兵を始末するぞ！」

			　こんなよく分からない穴に飛び込むなんて、普通は躊ちゅう躇ちょしそうなものだが、そこは無謀が売りの冒険者だ。モルドレッドを先頭にして、戦闘員たちが次元の穴に雪崩なだれれ込んでいく。

			　すぐにゲートの向こうで海賊たちの悲鳴が聞こえ始める。敵の数も多いだろうが、モルドレッドが居ればそうそう負けるような事はないだろう。

			「私たちもいく」

			『おう！』

			「オン！」

			　ゲートをくぐった瞬間、目の前には慌てふためく海賊たちの姿が見えた。モルドレッドたちから逃げようとする弓兵と剣士たちがぶつかり合い、大混乱だ。

			　接舷してきたアルギエバ号から敵が乗り込んでくると思っていたのに、真後ろから急に奇襲されたのだから仕方ないだろう。

			　そんな海賊たちに、フランが容赦なく襲いかかった。

			「はぁぁ！」

			「また敵だぁ！」

			「ぎゃぁぁ！」

			　一振りで二人の首が落ち、蹴り飛ばされた海賊が他の海賊を巻き込んで吹き飛ぶ。

			　フランはさらに混戦の中に突っ込むと、当たる傍そばから切り倒していった。

			　冒険者たちを巻き込む恐れがあるので魔術は使えないが、狭い船上では剣のみでも十分だ。

			　フランが海賊の間を縫って走る度に、悲鳴と血飛沫が舞った。

			　敵兵の数かなりも減ってきたかな？

			『フラン、そろそろ中に突入しよう』

			（ん）

			『一人捕まえて、スアレスの場所を聞き出したい。闇雲に探せる広さじゃないからな』

			（わかった）

			　そこで、フランは甲板の指揮官らしき男に目を付けた。明らかに装備が豪華なのだ。多分、スアレスの直属の騎士なのだろう。

			　一人、離れた場所で狼狽うろたえていたその男に向けて、フランがダッシュする。

			「な──ぐぁ！」

			　指揮官とは言え、その能力は海賊よりもマシという程度だ。速い動きに反応することもできず、目の前に現れたフランに驚きの声を上げていた。

			　フランは男の喉を左手で掴むと、そのまま甲板に押し倒す。喉を圧迫された苦しさと、背中を強打した衝撃で激しく咽むせているが、フランは容赦しない。拳を振り上げると、男の顔面を殴打した。そのまま数度殴りつける。

			「あああ！　や、やめへぇ！」

			　いつもなら尋問には多少の手間をかけるのだが、今は時間がない。

			　フランは最初から痛めつけることにしたらしい。

			「おい」

			「ひぃっ！」

			　訳も分からず殴られ、鼻血を流しながら怯えた声をあげる男。フランは威圧スキルを乗せたドスの利いた声で男に質問をぶつけた。

			「スアレスはどこにいる？　言わなければ殺す」

			「お、お前──ぎぃぃ！」

			「ヒール。次に無駄なことを言っても殺す。命乞いをしても殺す。スアレスはどこだ？」

			「あ、あああぁ……ぎゃぁぁぁぁ！」

			　恐怖と痛みのあまり、言葉が発せないらしい。そんな男の手を、フランが無造作に握り潰す。軽く握手しただけに見えるだろうが、フランが本気を出せば鉄さえ潰せるのだ。人間の手を破壊する程度、造作もなかった。

			「ヒール。スアレスはどこ？　楽になりたければ言え」

			「し、し、指令室だ！　ふ、船の中のぉ！」

			「そう。じゃあ、楽にしてやる」

			「え──？」

			　解放されると勘違いしてホッとした様子の男の首を、フランがあっさりと斬り落とした。

			　海賊の指揮官を生かしておくわけがないのだ。

			「先生容赦ねー！」

			「非情なところも素敵！」

			「俺たちも見習わなくてはな」

			　新人たちの教育にはあまり宜しくなかったかも？　いや、賊に情けをかけるのは自らの死を招く。ならば、容赦のなさを教えられたのは良かったはずだ。そうだよね？

			『じゃ、じゃあ、スアレスを探しに行くぞ？』

			「ん」

			『指令室の場所は分かるか？』

			「わかんない」

			『なら俺が指示するぞ』

			　幸い、水竜艦は全て同じ造りをしており、マールから提供されたウィシュカルの構造は頭に入っている。

			「ウルシもスアレスを探して」

			「オン！」

			　まだ指令室にいるかは分からない。ここは二手に分かれた方がいいだろう。

			　アルギエバ号の人間ならウルシのことを知っているはずなので、船内で仲間から攻撃されることはないはずだ。逆に攻撃してきたら、それは敵と言うことだった。

			『俺たちは船首から。ウルシは船尾側から突入する』

			「オン」

			『捕まえちまってもいいけど、難しいなら戻って来いよ？』

			「オンオン！」

			「じゃあ、行く」

			　ウルシと分かれたフランは、船首の近くの入り口から船内へと入り込んだ。

			　船内にも見張りの兵士などがいるが、そいつらを瞬殺しながら先へ先へと進む。

			　そうして船内の探索を続けると、前方から激しい闘気が感じられた。

			　誰かが戦っているらしい。

			『フラン！』

			「ん！」

			　フランは闘気が感じられる方角へ向かって駆け出すと、一際大きな扉を蹴破って中へと踏み込んだ。どうやら空き倉庫であるようだった。

			　その倉庫の中央で、数人の冒険者と海賊たちが睨み合っている。そんな彼らの中でも、特に強そうな二人が一触即発の様子で武器を向け合っていた。

			　一人はモルドレッドだ。そして、モルドレッドと闘気をぶつけあっている男こそ、探していたスアレスだった。

			　これ程近くでしっかりと観察したのは初めてだが、結構強い。

			　斧ふ聖せい術じゅつも持っているし、戦士としての技量はかなりのものだ。

			「馬鹿な奴らだ。乗り込んで来れば勝てるとでも思っているのか？」

			「水竜艦は最強でも、その乗り手を押さえてしまえばどうとでもなる」

			「ぎゃははは！　面白い冗談だな！　貴様らはいつもの獲物以上に嬲なぶってから、魚のエサにしてやるぜぇ！」

			　つまり、いつも捕らえた人間を嬲って弄もてあそんでいると？　まてよ？　こいつが脱走して海賊を始めてから、まだそんなに時間が経っていないよな？　その短期間で、どれだけの非道を働いてきたというのだろうか……。

			　そんなことを考えていたら、モルドレッドとスアレスが同時に動いた。

			「どりゃぁぁ！」

			「ふっ！」

			　スアレスの戦せん斧ぷがモルドレッドの脳天目がけて襲い掛かる。かなりの速さだ。冒険者としてなら、ランクＣ以上の実力はありそうである。

			　だが、俺たちは一切心配していなかった。

			「遅いな」

			「くっ、猪ちょ口こ才ざいな！」

			　モルドレッドの槍が、スアレスの斧の側面を叩く。斧が弾かれ、スアレスの体勢が大きく崩れた。それでも即座に踏ん張って斧を切り返したのは流石さすがだ。並の冒険者であれば防げないだろう。

			　しかし、モルドレッドは並ではなかった。

			　スアレスの繰り出した鋭い武技を、危なげなく受け流す。

			　スアレスは確かにランクＣ冒険者並みの実力者だが、モルドレッドは正真正銘ランクＢ冒険者である。しかも、戦闘特化型だ。武術スキルでもステータスでも、大きくスアレスを上回っていた。一対一の戦いで後れを取るはずがない。

			「くそがぁ！」

			　その差を認められないのか、スアレスが再び突っ込んだ。

			　無謀にも見える突撃。だが、モルドレッドに斬りかかると見せかけて、スアレスは急にその進行方向を曲げた。

			　その振り下ろした斧が向かう先は、モルドレッドの部下の一人だ。術師タイプであり、近接戦闘能力ではスアレスに劣っていた。

			「くははは！」

			　スアレスの顔が嫌らしく歪む。

			　このまま攻撃が通ればモルドレッドの部下の一人を倒せるし、モルドレッドが無理な体勢で庇かばおうとすれば、重量級の斧を使っているスアレスの方が有利になる。そう考えているようだ。

			「下げ衆すが！」

			「ぎゃははは！　自棄になりやがったか！」

			　モルドレッドの行動を見て、スアレスが我慢しきれないといった様子で哄笑した。

			　一見、部下に襲いかかる斧を防ぐことができないと悟り、自棄になって手を突き出しただけに見えるからだろう。

			　振り下ろされる斧の軌道上に差し出されている、モルドレッドの右手。

			　だが、当然自棄になっている訳はない。

			「──メタル・コントロール」

			「な、なんだこれは！」

			「既に貴様の斧は、俺の支配下だ」

			　モルドレッドの手を切断するかと思われた巨大な戦斧が、彼の手に触れた瞬間にグニャリと折れ曲がる。鋼鉄製の戦斧が、まるで粘土か何かに変わってしまったかのような光景だった。

			　しかも、それで終わりではない。粘状化した戦斧がまるで生きているかのように、グニャグニャと蠢き始めている。

			「ぬがぁぁ！　魔術かぁ！」

			「自らの武器で、捕らえられるがいい」

			　モルドレッドの溶鉄魔術によって操られた斧が、スアレスの体に巻き付いていた。

			　これこそ溶鉄魔術の真骨頂だ。金属を支配し、操る能力である。

			「くそおおおぉぉぉぉ！」

			　巻き付いてくる金属を振り払おうと暴れるスアレスだったが、スライムのような粘性をもった斧はどうしようもできない。むしろ、よりその体に纏わりつくようだった。

			　そうして上半身、下半身まんべんなく覆い尽くした戦斧は、モルドレッドの意思によって硬い鋼に戻る。そうなってしまえば、鋼の拘束具の完成だった。

			　怪力自慢のスアレスであっても、逃れることはできない。単に溶かして姿形を変えただけではなく、溶鉄魔術で強化までされているのだ。

			「ぐおおおお！　放しやがれ！」

			「無駄だ。貴様如きでは抜け出せん」

			　これで捕獲の完了であった。

			「ス、スアレス様！」

			「くそ、ボスを放しやがれ！」

			　あっさりと捕らえられ、床に転がされてしまったスアレスを見て、部下たちが騒ぎ出すが──。

			「邪魔」

			「ぎゃぁぁ！」

			「ぐあぁ！」

			　その前に立ちはだかったフランによって、あっと言う間に切り捨てられたのだった。

			「さすがだな」

			「そっちこそ。出番なかった」

			「最初に奇襲が上手く行ったからだ。まあ、褒め合うのは後にして、今はこいつに水竜を止めさせるのが先決だ」

			「ん」

			　フランとモルドレッドに見下ろされたスアレスは、若干引きつった顔で、だが闘志を失っていない顔で睨み返している。

			「おい、解放しやがれ！」

			「なんで？」

			「下等な冒険者どもが！　お、俺様を誰だと思っていやがる！」

			「下衆な海賊どもの長だろう？」

			「生きてるだけで人の迷惑になる外道？」

			「俺はシードランの王だぞ！　頭ずが高いんだよ！」

			「ふん」

			「てめー！」

			　おお、やるなモルドレッド。喚くスアレスの頭を足の裏でグリグリやっているぞ。それに倣ったのか、フランも一緒になってグリグリやり始めた。

			「おい！　ふざけた真似を止めろ！　今土下座して謝れば、俺様の臣下にしてやるぞ！」

			　はあ？　頭は大丈夫か？　いったい何を言い出すかと思えば、臣下にしてやる？　状況が分かっているんだろうか？　だが、スアレスの顔は真面目だ。

			「俺はシードランの王族にして、水竜の主だぞ！　お前らは大人しく俺の靴を舐めていればいいんだよ！」

			　コミュ障とか、空気を読めないとかいうレベルじゃない気がする。よくこれまで生きて来れたな。いや、こんなんだから王座を追われたんだろうが。

			　多分、海賊相手だったら今みたいな脅しでも効いたんだろう。多少頭が残念でも、実際に強く、水竜艦を操ることができる訳だしな。下についていれば、色々と美味しい思いができると考えても不思議ではない。さすがに、こんな風に捕らえられた状態で海賊と交渉したことはないと思うけど。

			「お前は元王。今の王様はセリメア」

			「ざけんな！　俺が王だ！」

			「違う」

			「違わん！　俺こそが！　俺様だけが、シードランの王だ！　セリメアなんぞ、下賤で卑怯な簒奪者にすぎん！」

			　デカい図体なんだが、喚き散らす様は分別の付かない子供のように見えた。いや、実際中身はそうなのかもしれない。嫡子としてわがまま放題に育てられ、ねじ曲がった性格を矯正される機会もなかったのだろう。

			「もういい」

			「ああ、こいつに話を聞くだけ無駄だ」

			　フランたちは、スアレスの言葉をまともに取り合わないことに決めたらしい。無視して、脅しの言葉をかけ始める。

			「おい。水竜に抵抗を止めさせろ」

			　フランが言葉をかけつつ、モルドレッドがスキルで威圧する係だ。

			　逆の方がいい気もするんだが、そこはモルドレッドがフランに主導権を譲った形だ。

			「ふん！」

			　王族の矜きょう持じか。それとも戦士としての意地なのか。いや、空気が読めないだけか。絶対に教えるもんかと言わんばかりに、スアレスはそっぽを向いてしまう。

			「ふむ」

			「ぐぁ！　いたたたた！」

			　フランが再びスアレスの顔面に足を置いて、さっきよりもやや強めにグリグリと踏みにじった。

			「やめんか小娘！」

			　おいおい、人によっては泣いて喜ぶかもしれないフランの足裏グリグリだぞ？　まあ、そっちの趣味が無い人間にとっては単に屈辱的なだけだが。

			「これが最後通告。水竜を大人しくさせろ」

			　フランが底冷えのする表情でスアレスを見下ろした。さらに剥き出しの殺気をぶつけ、威圧する。フランとモルドレッド、高位冒険者二人の威圧だ。まともな人間であれば、これでビビッて言うなりになるだろう。

			　だがスアレスは、フランを睨み返して言い返した。

			「ゴチャゴチャ言ってないで、俺を解放しろ！」

			　馬鹿な奴だ。

			「わかった」

			「そうか、なら早くこの──」

			「言う気が無いのがわかった」

			「ぎゃぁぁぁ！」

			　脹ふくら脛はぎを剣先で抉られたスアレスが、顔を歪め、悲鳴を上げる。

			「ヒール。次は足でも──」

			「や、やめろ！　止めやがれぇぇぇ！」

			「止めてくださいと言え」

			「き、貴様──」

			「ふむ」

			「ぎゃぁぁぁっ！」

			　ザクッと俺を突き立てては、ヒールを繰り返すフラン。中々素直にならないスアレスだったが、五回も繰り返すとさすがに、目の前の少女が自分の権力や脅しではどうにもならない相手なのだと理解したんだろう。

			「やや、やめてくれ～！」

			　恐怖に染まった顔で命乞いをし始めた。だが、俺たちが聞きたいのはそんな言葉じゃないんだよな。

			「水竜を大人しくさせろ。船内からでも命令が可能なのは分かっている」

			「分かった！　大人しくさせる！　だからこれ以上のひどいことは──」

			　ザク。

			「ぎいぃぃぃ！」

			「ヒール」

			「ああぁ！　やめてくれっ！」

			「黙って言われた通りにしろ」

			「わかった！」

			　激痛に耐えかねたスアレスが、蒼白な顔で頷く。

			「わ、我、契約者、スアレス・アズール・シードランの名に──」

			「ぎゃぁぁ！」

			「む」

			　スアレスがようやく呪文のような物を唱え始めたのだが、その言葉を遮って悲鳴が響き渡った。

			　フランが再びスアレスを痛めつけたわけではない。

			　悲鳴の主は、モルドレッドの部下の一人である。

			　そちらを見ると、下から伸ばされた剣に腹を貫かれ、崩れ落ちる冒険者の姿があった。

			　剣を突き出したのは、それまで床に倒れていた敵兵の一人だ。

			「おいおい、王様よぉ。その程度の拷問で音を上げるなんざ情けないんじゃないのか？」

			「ヴァ、ヴァーゼス！　そこにいたか！」

			「少々様子を見させてもらいやした」

			「ヴォルーゼはどうした？　まあいい！　さっさとこいつらを片付けろ！」

			　途端にスアレスが強気になった。先程までの泣きそうな顔が一転、勝ち誇った顔である。しかし、その自信も、あながち間違いではなさそうである。

			「へいへい」

			　スアレスの部下のようだが、気配が異様だった。

			　直前までは、確かに意識を失った雑魚兵士の一人でしかなかったのだ。鑑定を全員に使ったわけではないので、ステータスを確認したわけではない。しかし、足運びや気配、発する雰囲気からは、全く強者の気配はなかった。

			　それが、今の立ちあがった姿はどうだ？

			　茶髪赤銅肌に中肉中背の地味な男だったはずが、凄まじい存在感を発している。それこそ、スアレスなど相手にならない程だ。

			　この変化だけでも分かる。このヴァーゼスと呼ばれた男はただ者ではない。自分を完璧に偽るだけの技量を持っている。

			「まあ、どこまでやれるか分かりやせんが。ここで死ぬなら、それもそれでありでしょう？」

			　ニヤリと笑って剣を構える姿を見て、俺は既視感を感じていた。

			　この男の発する雰囲気には覚えがある。

			　それはフランも同じだったらしい。

			　思わず、ある男の名前を呟く。

			「ヴァルーザ？」

			　それは、シードラン海国でフランと激闘を繰り広げた男の名前だった。

			　シードラン海国最強の戦士にして、戦闘狂。その技量と経験は、フランをあと一歩まで追い詰める程だった。いや、奴の持っていた魔剣ソウルドレインの特殊能力によって俺が暴走しなければ、どうなっていたかも分からない。それ程の戦士であった。

			　奴との戦いを経たことで、フランは高みへの階段を一つ登っただろう。

			「へえ？　もしかしてお前さんが、師匠を倒したっていう娘か？」

			「ヴァルーザの弟子？」

			「まあな。いいね。小娘に殺されたと聞いた時はガッカリしたもんだが、お前に負けたのならば仕方ない」

			「何をゴチャゴチャと言っている！　早く助けろ！」

			　スアレスの命令にも、ヴァーゼスは半笑いで返していた。部下ではあるが、心服しているわけではないようだ。

			「全く、野暮だねぇ。せっかく、殺し合いの前の楽しい語らいをしているっていうのにさ」

			「別に楽しくはない」

			「そう言うなよ？　これから命を奪う相手と他愛ない会話をするっつーのが、たまらないんじゃねぇか。なあ？」

			　そう言って微笑んだヴァーゼスの瞳は、いっそ綺麗なほどに濁っていた。こいつの師匠であるヴァルーザは戦闘狂であったが、こいつの嗜好はもっと闇が深いものであるようだ。仄暗い嗜し虐ぎゃく心と、殺人への強烈な興奮。そういった業の深さを感じさせる。

			『フラン、早く助けてやらないと、モルドレッドの部下が死ぬぞ』

			「ん……。モルドレッド」

			「ああ」

			「おいおい、一対一でやりあわないのか？」

			「今はお前と遊んでる暇はない」

			「ああ、こいつか？　おらよ」

			「ぐあ！」

			　床に倒れていたモルドレッドの部下を、ヴァーゼスがこちらに向けて蹴り飛ばした。

			　その勢いで大量の血が舞う。だが、フランは構わず男を抱き留めると、即座に回復魔術をかけた。しかし、未だに顔色が悪い。強い毒にも侵されているらしかった。それも毒消しの術で打ち消す。

			「おーおー、回復魔術まで使うのかい」

			「黒雷姫、助かった」

			「ん。でも、しばらく休ませないとダメ」

			「わかった」

			　モルドレッドたちが礼を言ってくるが、毒と失血での消耗が激しい。男はしばらくは戦力にならないだろう。

			「やるねぇ。もう少しでこいつらの仲間が増えたのになぁ？」

			　ヴァーゼスがそう呟いた直後、その足元周辺に複数の魔法陣が生み出された。

			　そこから、複数の影が這い出して来る。

			「「「ヴァアアァァアァァ」」」

			　死霊魔術だった。

			　ゾンビ・ソルジャーの群れだ。並の戦士程度の身体能力に、ゾンビとしてのタフネスを兼ね備えたモンスターである。単体では大したことはないが、数が揃うと面倒な相手だろう。

			　このヴァーゼスという男、武術だけではなく死霊魔術の腕も高い。レベル７ともなれば、中級魔術師と言ってもよかった。今の魔術も、床に寝ている間に詠唱し、そのまま発動を遅らせていたのだ。

			　近接戦闘能力ではヴァルーザに劣るが、魔術の腕も併せればより厄介かもしれない。

			　まあ、ヴァルーザは相手の魔力を吸収する魔剣を所持していたので、魔術が戦いの決め手にはならない。そうなると、純粋に近接戦闘能力が勝敗を分けるだろうから、ヴァーゼスはヴァルーザには及ばないのだろう。

			『モルドレッドと共闘して、さっさとこいつを倒そう。どちらにせよ、時間がない』

			　再び武器を構えたフランたちを見て、ヴァーゼスがつまらなそうな顔をする。

			「そいつを返したじゃねぇか。サシでやらせてくれないのかよ？」

			「そんな約束はしてない」

			「そういうことだ」

			「きひひ。残念だぁ。だが、いいのかな？　俺の弟、ヴォルーゼがそろそろ向こうの艦に着いた頃だ。お前さんらのどちらかじゃないと、対処できないんじゃないかね？」

			「なんだと？」

			　モルドレッドは、フランと自分たちを分断するための嘘だと疑っているらしい。しかし、虚言の理が教えてくれる。今の言葉に嘘はなかった。本当にこいつの弟とやらが動き出したようだ。

			「今頃、王女様をなます切りにして楽しんでいるころかもなぁ？」

			　戦力を分けるべきか？　それとも、こいつを速攻で倒して皆で戻るか？

			　俺たちが一瞬悩んでいると、モルドレッドが口を開いた。

			「黒雷姫、行ってくれ」

			「いいの？」

			「俺たちだけでは水竜艦には渡れんしな」

			「わかった」

			「それに──」

			　そこで言葉を切ったモルドレッドが、憤怒の表情でヴァーゼスを睨みつける。

			　その殺気を浴びたヴァーゼスが、心底嬉し気に嗤わらった。フランとの戦いの前に、ヴァルーザが浮かべた笑みにソックリだ。

			「きひひひひひひ！　あんたもいいねぇ！」

			「部下がやられたんだ。落とし前を付けなければならん」

			『フラン、モルドレッドならそう簡単には負けないさ。俺たちはウィシュカルに行こう』

			「ん。こっちは任せる」

			「ああ。任された」

			


			　　　＊

			


			「行ったか」

			　黒雷姫が部屋を駆け出していった後、俺はヴァーゼスという狂人と向き合った。

			　この手合いは何度も見たことがある。戦場帰りに多いタイプだった。

			　理由は様々だが、血に淫いんし、人の命を弄ぶことに快楽を覚えてしまうのだ。そして、その内に自らの命までもが玩具の一つになってしまう。

			　こういったタイプが力を持つと、自分も周囲も破滅させる厄介な存在と化すのだ。

			「へへへ。あんたでもいいなぁ！　ビリビリくるぜ」

			　ヴァーゼスが剣を構えると、周囲のゾンビどもが同時に武器を構える。

			「一対一でとか言っていなかったか？」

			「こいつらは俺の術で動いてるんだから、一対一みたいなものだろ？」

			　結局、こいつの言う一対一とは、奴に都合のいいだけの言葉なのだろう。

			「あ、兄貴……」

			「お前たちはスアレスの確保を優先しろ。あの男の相手は俺がする」

			「わかりやした！」

			　俺が部下に指示を出したことを確認すると、ヴァーゼスが動き出した。

			「へへへ。じゃあ、いくぜぇぇ！」

			　奇妙な形をした剣を目の前に突き出すように構える。

			　基本は曲刀なのだが、背や刃の部分から細い棘とげのような部分が枝分かれしていた。曲刀本体を回避したとしても、その細い刃が相手を傷付ける構造なのだろう。塗られている毒で相手を仕留めることを目的にした剣だった。

			「しぃぃぃぁ！」

			　腕のしなりを利用して、剣を振り回してくる特殊な剣術だ。不規則な軌道を描いて突き出される剣は、非常に躱しづらい動きをしていた。

			「きいぃっぃえぇ！」

			「だが、甘い！」

			　確かにトリッキーではあったが、視えない程ではない。周辺のゾンビ共の斬撃を捌さばきながらであっても、守りを突破されることはなかった。

			　奴らの攻撃を防ぎながら、詠唱を紡ぐ。

			「──メタル・コントロール」

			「これだけ激しくやり合いながら、詠唱を完成させるたぁ、驚きだな！　だが甘い！　だぜぇ！」

			「ちっ！」

			　ヴァーゼスの剣は魔剣の類であったらしい。俺の魔術が弾かれた。

			「スアレス様の斧を溶かしたのは見てたぜ？　溶鉄魔術使いみてーだが、無駄だ！　おらおら！　地味な溶鉄魔術使ってみたらどうだ！」

			　火魔術、土魔術はこの場所では使いづらい。周囲に火が付けば俺たちも危険になる可能性が高く、操る大地がないこの場所では土魔術の効果が著しく下がるからだ。

			　しかし、溶鉄魔術が地味？　分かっていないな。

			「──」

			「おいおい。懲りずにまた魔術か？　戦闘しながらじゃ、碌な術は使えんだろう！」

			「──」

			「ゾンビ共！　やれぇ！」

			「！」

			　ヴァーゼスが自らの配下のゾンビを一斉にけしかけてくる。防御無視で突っ込んでくるゾンビたちの目的は、俺の動きを封じる事だった。

			「ひゃぁはぁ！」

			　ヴァーゼスが、俺の槍にしがみ付いているゾンビごと、その背後から剣を振り抜く。

			　さすがにこのタイミングでは回避はできない。

			「もらったぁぁ！」

			　一流の技量を持つが故に、自分の剣の軌道や、俺の回避の限界を見極めることができたらしい。

			　そして、自らが振るう刃が、俺を斬り裂くことを確信したのだろう。

			　だが、勝ち誇るのはまだ早いのではないか？

			　俺の武器は槍だけではないのだ。

			「──ハードネス・コクーン」

			「うぉっ？」

			　ハードネス・コクーンは、金属を糸状に変化させたうえで、任意の形に成形する術だ。金属の繭まゆは斬撃にも打撃にも強く、高い防御力を有する。元の金属が弱ければその効果も低いが、俺はこの術のためにそれ用の鎧を着込んでいた。

			　俺の魔力とよく馴染んだ魔鋼製の鎧は、狙い通りに金属の繭となって俺の全身を包み、ヴァーゼスの攻撃を受け止める。

			　見た目は柔らかそうな繭だ。しかし、そこに斬りつけたヴァーゼスが、驚きの声を上げている。想像していた感触と違っていたのだろう。

			「確かに溶鉄魔術は地味だが、使い方次第では派手な魔術などよりもよほど強い」

			「ぬ、抜けねぇ……！」

			　金属糸に刃が絡まり、ヴァーゼスは容易に剣を引き抜くこともできない。反かえしが付いた形状の奇剣が仇あだになったな。

			「ヴァアア！」

			「ヴルァァ！」

			　ゾンビたちも一斉に斬りかかってくるが、それらも全て金属の繭に阻まれていた。

			「偉そうなことを抜かしておいて、守りを固めて亀かよ！　それとも、その中から槍でチマチマ突くつもりかぁ？」

			「守りを固める？　確かにこの術は強固だが、それで終わりと思ったら大間違いだ」

			　喚くヴァーゼスを無視して、俺は再度呪文を詠唱する。

			「──レイジング・メタル」

			　対象は、金属の繭だ。

			　新たな溶鉄魔術レイジング・メタルの効果によって、魔鋼鎧が変形した金属繭が、再び姿を変えようと蠢き始めていた。

			　金属繭の表面が生きているかのように波打ち──爆ぜる。

			「ぎいいいぃぃぃぃぁぁぁぁぁぁっ！」

			　暴れ回る極細の金属糸に全身を貫かれたヴァーゼスが、耳障りな悲鳴を上げた。

			　魔術で強化された魔鋼の糸は、人間の体など容易に貫くのだ。

			　同時に、ゾンビたちがその動きを止める。魔力の籠もった糸で体内を掻きまわされ、その身を動かす魔力回路が破壊されたせいだ。

			　しかも、この術はこれで終わりではない。鋼の糸がその体内に潜り込もうとするかのように、大きく蠕ぜん動どうした。

			　すでにヴァーゼスは瀕死だが、賊に対する慈悲など俺は持ち合わせてはいない。

			「ひぎっぎいいぃぃぃぃぃいいいぃぃいぃ！」

			　髪の毛ほどの太さの糸に体内を蹂じゅう躙りんされる痛みで、ヴァーゼスが泣き喚いていた。強者であるが故に、意識を失うことも、即死することもできないのだろう。

			　ただただ、耐えがたい激痛に身を捩よじることしかできないようだった。

			「せいぜい、もがき苦しんで死ね」

			


			　　　＊

			


			　ヴァーゼスの相手を、モルドレッドたち鉄神の息吹に任せ、俺たちは甲板へと急いだ。

			「オン！」

			「ウルシ」

			　途中で、狭い船内を高速で駆けながらウルシが合流してくる。壁を蹴って速度を落とさずに角を曲がる姿は、忍者のようであった。

			　俺たちが甲板へと引き返す気配に気づき、指示を仰ぎにきたのだろう。

			『水竜艦に戻る！　こっちはモルドレッドに任せておいていい』

			「オン！」

			「でも、どうやってマールのとこに行った？」

			『小舟を使ってもいいし、魔術やスキルの可能性もある』

			　ヴァルーザは水面歩行というスキルを持っていた。アレがあれば海を渡って、敵船に乗り込むことも可能だろう。

			　まさか攻め込まれている状況で、スアレスの守りよりも攻めることを優先するとは思わなかった。油断していたこちらの落ち度だろう。

			　甲板に出ると、すでにスアレス側の兵士たちは倒されるか、捕縛されている。

			　ヴァーゼスの弟であるヴォルーゼが暴れた形跡はなかった。

			『ウィシュカルに異変は……』

			「わからない」

			「オフ」

			　これは戻ってみないと分からないな。

			「ウルシ」

			「オン！」

			　フランを背に乗せたウルシが、弾丸のように飛び出す。

			　多少距離があると言っても、一〇〇メートルそこそこだ。あっと言う間にウィシュカルへと到達する。つまり、海上を移動する能力があれば、敵がヴァルッサからウィシュカルに乗り込むこともできるということだった。

			「師匠、人が倒れてる！」

			『くそっ！　間に合ってくれ！』

			　だが、すぐに俺たちは驚愕し、その動きを止める事となってしまう。

			　ウィシュカルの甲板に降り立った時、すでに戦闘は終了していた。

			　甲板のいたる所に血溜まりができ、怪我をした兵士たちが介抱されている。

			　そして、甲板の中央には二人の人間が向かい合っていた。

			　片方は、この水竜艦の主である、王女マールだ。

			　無表情でありながら、大きく見開かれた目だけが好戦的にギラギラと輝いている。言葉はなくとも、彼女が怒り狂っているのが分かった。

			　そのマールと対峙しているのが、ヴァーゼスに似た黒衣の男だ。いや、茶髪で赤銅色の肌というだけだが。顔の造作に関しては、あまりにも変わり果ててしまっているせいでよく分からない。

			　これが、ヴォルーゼなのだろう。しかし、その姿は悲惨の一言であった。

			「あ、ああ……あぁあああ……」

			　両膝を突いた状態で、全身を震わせながらか細い呻き声を上げている。

			　下半身は大きな氷に覆われ、何かを掴もうとするかのように前に突き出された両腕も、肩から先が氷漬けとなっていた。

			　血流が悪くなったせいで全身が紫色に変色し、とても生きた人間とは思えない。

			　涙が氷結して目蓋が固定されてしまったせいで、目が閉じられないようだ。剥き出しになった眼球は内部から凍り付き、表面には細かいヒビが入り始めていた。

			「あああ……」

			「ふん。大口をたたくからどれほどのものかと思えば……」

			「ころ……ひて……」

			「先程貴様は何と言っていたかな？　私がどれだけ命乞いをしても殺さず、永遠に甚いた振ぶり続ける、だったかな？　ああ、兵士たちの前で犯すとも言っていたかね？」

			「こ……て……こ…………」

			「ほら。どうしたのだ？　先程の強気はどこにいったのだね？　私の部下を嬲ってくれたあの時の強気は！」

			「ああぁ……ぎああぁぁ……」

			　楽にしてほしいと懇願するヴォルーゼに、マールが冷徹に言い返している。

			　今後の自分の運命に絶望したのか、その口からは僅かな呻き声だけが聞こえていた。いや、舌が凍りついて動かなくなっただけか。もう、言葉を喋ることさえできなくなったのだろう。

			「……ふん。本当は私の部下の一〇〇〇倍は苦しめてやるつもりだったが……。興ざめだな。では望み通り楽にしてやる」

			　直後、マールが腕を水平に振った。

			　すると、一拍遅れてヴォルーゼの首がパックリと裂け、大量の血が吹き上がる。だが、その血もすぐに凍りつき、真っ赤なオブジェのような姿に変わっていた。人間の首から赤い血のオブジェが突き出している光景は、前衛芸術のようでもある。

			　フランの相棒である俺が言えたことではないが、子供にしては中々に凄惨な殺し方だ。

			　部下を傷付けられたことが、余程腹に据えかねたらしい。

			　しかし、フランに気付いて振り返ったマールは、分かれた時と変わらぬ泰然とした態度だ。寸前まで、敵を嬲っていたとは思えない。

			「おや？　フラン、どうしたのかね？　作戦終了の報告に来たのかい？」

			「敵がウィシュカルに入り込んだって聞いたから」

			「おお、援軍に来てくれたのか。ただ、一歩遅かったな。すでにご覧の通りだ」

			「マールが倒した？」

			「うむ。私はこれでも中々強いのだよ？」

			　そのようだった。

			　俺はマールの実力を低く見積もっていたらしい。その身のこなしを見て、勝手にそこそこのレベルの戦士であるのだと思い込んでいた。実際、普通の魔術師のような杖も持たず、腰には剣を帯びている。そのせいで勘違いしてしまった。

			　しかし、彼女は戦士ではなく、武術もある程度使う上級魔術師だったのだ。

			「それで、向こうの様子はどうかね？」

			「スアレスは捕まえた。今、モルドレッドが最後の敵を倒してるはず」

			「そうか。それは重畳。では、手間をかけるが、もう一度向こうに行って、状況の確認を頼めるかね？」

			「こっちは大丈夫？」

			「問題ない。負傷者も、すでに救護済みだ」

			　死ぬ直前に鑑定をしてみたが、ヴォルーゼはかなり強かった。剣術の腕はヴァルーザに一歩及ばぬものの、身体能力では圧倒的に上だった。ヴァーゼスと違って完全な近接特化型だったらしいが、覚醒した獣人並みの敏びん捷しょう力を持っていたのだ。

			　そんな相手に奇襲されて、死者もなく乗り切るとは……。しかもマールは無傷である。

			　やはり、その実力は侮れなかった。

		

	
		
			第六章　獣たち

			


    	　水竜艦ウィシュカルから、水竜艦ヴァルッサへと戻ろうと、フランが再びウルシに跨がる。

			　その時であった。

			「む？」

			『今、揺れ──うぉ？』

			「オフ？」

			　ウィシュカルが微かに揺れたかと思うと、その直後にさらに凄まじい振動が船体を襲っていた。

			　明らかに波によるものではない。

			　周囲の海面は凪ないでいるのだ。

			『船首方向からだ……』

			　振動の発生源は、船の前方からである。

			「ウィシュカルが変」

			　フランの言う通りだった。

			　水竜ウィシュカルの気配が揺らいでいる。どうやら、水竜ウィシュカルが暴れたことにより、鎖を通して船体にもその振動が伝播したようだ。

			「こ、これは……！」

			「マール？」

			　フランがマールを振り返ると、非常に焦った様子である。

			　短い付き合いでしかないが、この冷徹な少女がここまでの焦燥を露わにするとは、信じられない。それだけ、まずい事態が起きているということなのか？

			「ウィシュカルが苦しんでいる！」

			　水竜が苦しむ？　何が起きた？

			『フラン、俺を海中に投擲しろ！』

			「ん！　はぁぁ！」

			　フランの手から投げ放たれた俺は、ウィシュカルの異常を確認するため、海中を突き進んだ。

			　数秒後、前方に大きな影が見えてくる。水竜ウィシュカルだ。

			　しかし、そのフォルムがおかしい。

			　体になにかこう、巨大な瘤こぶみたいなものができていたのだ。

			　さらに近づいてみると、全貌がハッキリと見えてくる。そこにあったのは、異様な光景だった。

			　水竜ウィシュカルの腹の付近に、体の半分ほどの大きさの瘤が二つ、くっついているように見えるのだ。

			『あれは……クラーケンかっ！』

			　瘤のように見えたのは、クラーケンの胴体だった。赤黒い、タコに似たフォルムの大魔獣である。

			　その太い触手をウィシュカルに巻きつけ、胴体に張り付いていた。

			　しかも二匹。

			　同じ場所に長居し過ぎたのかもしれない。

			　水竜ヴァルッサを封じるため、身動きできなくなっていたところをクラーケンに襲われたんだろう。反撃もできず、為されるがままであるようだった。

			　これはまずそうだな！　とりあえずあのクラーケンを剥がす！

			　とは言え、どうするか。あれだけひっ付かれていると、使える攻撃が限られる。

			　火炎魔術の爆発も、雷鳴魔術による電撃も、ウィシュカルを巻き込んでしまうだろう。

			　魔道具で強化されているウィシュカルの防御力であれば、問題ないかもしれない。現に、同等以上の防御力を持っていたヴァルッサには、ダメージを与えられなかったのだ。

			　だが、クラーケンに襲われている状態で、これ以上の負担をかけるのは少々怖かった。

			　俺の水魔術ではクラーケンの巨体に通用するとは思えないし、風魔術は海中では使い辛い。

			『となると、念動カタパルトだな』

			　俺は大急ぎでウィシュカルを巻き込まない位置を取ると、念動カタパルトを発動した。

			　海中に轟音が響き、水を斬り裂きながら俺が魚雷のように突き進む。

			　クラーケンは全く反応しない。俺に気付いていないのか、それとも眼中にないのか。回避行動はおろか、迎撃さえしようとしない。

			　だが、攻撃を当ててみて、その理由が分かった。

			　クラーケンの皮膚はその軟柔そうな見た目に反し、非常に高い防御力を有していたのだ。

			　分厚いゴムのような皮膚と、その下を覆う柔軟な筋肉によって衝撃が吸収される。さらに魔力による身体強化能力まであるらしく、俺の念動カタパルトは大きく威力を減じさせられていた。

			『ちぃぃ！』

			　その胴体を貫通するつもりだったのだが、俺はその体内で動きを止められてしまう。

			　だが、これはチャンスでもある。

			　俺は水竜に被害が出ない程度に、体内から攻撃をしてやることにした。

			『クラーケン焼きにしてやるよ！』

			　火炎魔術で周囲を焼き払っていく。

			　水分を多く含んでいるが、魔術の炎に抵抗できるほどではない。

			　このまま体内を移動して、魔石を吸収してやろうと考えていたんだが──。

			　クラーケンが今まで以上に激しく身を捩った。さらに、俺を包み込んでいたクラーケンの身肉が消え失せ、大量の海水が流れ込んでくる。

			『な、何が起きたんだ？』

			　渦のような激流に流され、俺は海中に放り出されていた。

			　やばい。激しい水の流れに翻弄され、天地さえもよく分からない。

			　洗濯機にでも放り込まれたかのように、揉みくちゃにされていると、一瞬だけ白い光が視界に入ってきた。海中に差し込む陽光だろう。俺はその光を頼りに、大慌てで転移を行った。

			『な、なんとか脱出できたか』

			　転移した先は海上数メートルの場所である。

			『なるほど、ウィシュカルが反撃したのか！』

			　周囲を見回して、ようやく何が起きたか分かった。

			　動けるようになったウィシュカルが、クラーケンに反撃したのである。

			　マールがウィシュカルを助けるために制限を解いたのか、クラーケンに攻撃されたことで解けてしまったのかは分からないけどな。

			　自由を取り戻したウィシュカルが、自らに絡みつく忌々しいクラーケンをその鋭い牙で噛み千切ったのだ。

			　俺が攻撃を仕掛けた個体の拘束が弱まったことで、こちらを攻撃したのだろう。もう少し場所がずれていたら、俺ごと噛み砕かれていたに違いない。まあ、ウィシュカルは俺が味方だなんてわかっていないし、仕方ないけどね。

			　俺の攻撃とウィシュカルの攻撃により、一体は絶命したようだった。生命力が高くとも、胴体の半分と魔石を失えば、生きてはいられないのだ。

			　ウィシュカルはさらにもう一体のクラーケンに噛みつき、食らっている。これなら、問題ないだろう。

			　ただ、ウィシュカルが解放されたということは、ヴァルッサの拘束も解けてしまったということだ。

			　そちらに視線を向けると、水竜ヴァルッサが固まった体をほぐすかのように、首を天高く伸ばし、甲高い咆哮を上げていた。

			「クルルオオオォォォォォォォォォォォォッ！」

			　これは色々と危険なんじゃないか？　このままでは、水竜とクラーケンが入り乱れての戦いが始まってしまうだろう。

			　とりあえずフランの下に戻らないと！

			　俺は転移してフランの前に戻った。唐突に現れたはずの俺を、フランが瞬時に掴み取る。周囲には、フランが自分で時空魔術を使って引き寄せたように見えただろう。

			（お帰り師匠）

			『おう。ちょっとヤバい事態になってきた』

			　俺が戻った直後、今まで冷静だったマールが、血相を変えて詰め寄ってきた。

			「フラン！　水竜ヴァルッサが自由の身となってしまった！」

			「ん。どうすればいい？」

			「クソ野郎に命じて大人しくさせるか、ドラゴン・エンハンサーという魔導装置を破壊できればなんとかなる！」

			　ドラゴン・エンハンサーというのが、水竜を強化している装置の名前らしい。

			　今までは機密扱いで詳しいことは教えてもらえなかったが、この期に及んではそうも言っていられない。マールからドラゴン・エンハンサーの形や、設置されている場所の情報を得ることができた。

			　最悪、この装置を破壊して、ヴァルッサを倒さねばならないだろう。

			「頼んだぞ、フラン」

			「ん！」

			　すでに自由を取り戻したヴァルッサの攻撃によって、アルギエバ号がダメージを受けている。

			　マストの一本が、ブレスによってへし折られたのだ。早く対処せねば、撃沈されてしまうだろう。

			「ウルシ！　急ぐ！」

			「ガル！」

			　大急ぎでヴァルッサに向かう。

			「クルルルル……」

			『こっちに気付いたか！』

			　だが、それは寧ろ大歓迎だ。ヴァルッサが俺たちにかかずらっている間は、アルギエバ号が沈められる危険が無くなる。

			「クロオオォオォォ！」

			『ウルシ！　避けろ！』

			「オッフー！」

			　ヴァルッサがドラゴンブレスを吐き出した。

			　竜の吐息と聞いて想像するような、火のブレスではない。

			　それは、高圧で発射された水のブレスだ。

			　まるで糸のような細さの水の線が、超高速でウルシを襲う。近くで見れば、もう少し太いと分かるが、それでも紐やロープに例えられる程度の細さだった。

			　直撃すればウルシの体など簡単に粉々になるほどの、凄まじい威力があるだろう。だが、こんな直線的な攻撃に当たる程、ウルシは鈍くない。

			　軽く横に跳ぶだけで、あっさりと回避していた。

			　それが余程気にくわなかったのか、ヴァルッサが連続でブレスを放ってくる。

			　しかし、何十発もの矢嵐を簡単に躱すウルシなのだ。速いとはいえ、この程度の攻撃が当たるはずもなかった。

			「オフ！」

			「クルルル！」

			　ウルシがヴァルッサに向かって暗黒魔術を放つ。ダメージはないが、顔を攻撃され、ヴァルッサの怒りゲージがさらに上昇したようだった。水魔術も使い、さらに激しい攻撃を放ってくる。だが、ウルシはそれも全て回避し、再び顔面めがけて暗黒魔術を放つ。

			　そうして挑発を繰り返すウルシにヴァルッサの相手を任せ、俺とフランはこっそりと甲板へと転移した。

			「クルルルルル！」

			「ガルルルル！」

			　よしよし、ヴァルッサの注目は完全にウルシに向いているな。

			「黒雷姫！　戻ったのか！」

			「ん。大丈夫？」

			　水竜艦ヴァルッサの甲板にはモルドレッドたちの姿があった。無事にヴァーゼスを倒したようだな。

			　未だに金属の戒めによって拘束された状態の、スアレスもいる。

			　だが、その体は満身創そう痍いと言ってもよかった。

			　モルドレッドが槍を振り上げているところを見るに、彼らがスアレスを痛めつけたらしい。

			　甚振って喜ぶ趣味があるとも思えないし、何か理由があるのだろう。

			「この男！　ふざけた真似をしやがった！」

			「く、くく……」

			　ホッとした様子から一転して、モルドレッドが怒りの表情でスアレスを睨みつける。スアレスの顔面は見る影もなく腫れ上がり、鑑定がなければ本当にスアレスかどうかわからない程だ。

			　しかし、腫れた目蓋の間からかすかに見える目は、未だに輝きを失ってはおらず、この期に及んでこちらを挑発するような含み笑いを漏らしたではないか。

			「モルドレッド、一体何があった？」

			「実はな──」

			　モルドレッドは当初の予定通り、スアレスに命令させて水竜の動きを止めようとしたらしい。だが、スアレスがここでやらかしやがったのだ。

			　なんと、水竜に向かって好きに暴れろと命令したらしい。

			　その後モルドレッドがどれだけ痛めつけても、自暴自棄になったスアレスが命令を撤回することはなかった。死なば諸もろ共ともと考えたようだった。

			　水竜が解放されたら危険だから、本当に捕虜のまま生かしておいてやるつもりだったのにな。

			　だが、事態はそれで終わりではない。

			　ヴァルッサを封じていたウィシュカルの戒めが解けてしまったのだ。

			　つまり、今のヴァルッサは完全に自由に暴れられるということだった。

			「どうする？」

			「一番いいのは、この男の口から大人しくするように再度命令させることだろう」

			「確かに」

			　しかし、それが上手く行くかは分からない。

			「じゃあ、私はその間にドラゴン・エンハンサーを探す」

			「それが、水竜を強化している道具の名前か？」

			「ん。場所も聞いてある」

			「わかった。では、スアレスはこちらに任せてくれ」

			「ん！」

			　モルドレッドたちが上手く行けばそれでよし。ダメだったら魔導装置を破壊し、ヴァルッサを倒す。

			「じゃあ、そっちはお願い」

			「ああ。そっちも気を付けろよ」

			　フランはモルドレッドたちと分かれ、再び船内へと突入した。

			　すでに敵の姿はなく、進むのは簡単だ。

			　そして、数分もかからずに目的の部屋に辿り着いた。時おり船が激しく揺れる度に、緊張感が増す。

			『ここだ！』

			「ここなの？　何もない」

			　その部屋は一見何もない倉庫だが、この部屋の隠し扉から魔導装置の置かれた部屋に入ることができるらしい。

			　マールから教えられた、隠し扉のある壁を調べてみると、確かに向こう側に広い空間があるった。

			　開くにはスアレスの認証が必要らしいが、今はそんなことをしている余裕はない。

			　だが、マールからは簡単に部屋に入る方法を聞き出していた。

			「はぁ！」

			　フランが俺で壁を数度斬りつける。

			　マールの「壁は結界で強化されているはずだが、お主らの力であればどうにでもなるはずだ」というお墨付きは本当であったようだ。

			　多少硬くはあったが、問題なく切り裂くことができていた。

			　そして軽く前蹴りを叩き込むと、壁が向こう側に崩れ落ちる。

			「変なのがある」

			『ああ、間違いない。これだ！』

			　部屋に踏み込むと、聞いていた通りの姿をした巨大な機械が鎮座していた。

			　それは、魔導と機械の融合した、この世界ではかなり奇抜な姿の装置である。

			　まず目に入るのは、大きな水晶のような物と、それを支える精緻な彫刻の施された白い台座だ。

			　台座は何かの骨なのだろう。肋骨か、象牙のようなものなのか、それは分からないが、六本の骨の爪によって支えられた、一抱えもある青い水晶が煌めきを放っている。

			　これだけ見ると、完全にファンタジーだ。

			　しかし、その台座や水晶をさらに取り囲む様に、武骨な金属のパーツが大量に取り付けられていた。俺がパッと思いついたのは、スポーツカーのエンジンだろうか。幾つか飛び出した金属のパイプなんか、改造車のマフラーにしか見えん。

			　ファンタジーとサイバーパンクが融合した、ハイブリッドな魔導機械だった。

			「む……」

			『すげえ魔力だな』

			　どうやら魔力を遮断するような処理が部屋に施されているらしい。そのせいで外からは感じ取れなかったが、ここまでくるとその魔力の強大さが理解できた。

			　これ、貰えないかな？　破壊するのは勿体なさすぎる。次元収納に仕舞っちゃえば魔力が遮断されて水竜は弱体化するだろうし、ダメかな？　ダメだろうな。何せシードラン海国の国家機密だ。

			　俺たちに奪われるくらいなら、破壊しろというだろう。

			　黙って持って行ってもいいんだが、後でばれたらシードラン海国に狙われかねない。　

			　そもそも、友人認定したミリアムやセリメアに嫌われるような真似、フランが許すはずがないんだけどね。

			『とりあえずビーコンを設置して、甲板に戻ろう』

			「ん」

			　次元魔術のビーコンさえあれば、再びこの部屋にピンポイントで跳躍できる。

			　スアレスの様子を確認し、どうしようもなさそうだったら戻ってきて装置を破壊しなくてはならないだろう。

			　ビーコンをどこに設置するか考えていると、急に船体が大きく揺れた。

			　壁の木材がミシリミシリと音を立てている。

			　しかも、一回だけではなく、揺れは断続的に続いていた。

			「……地震？」

			『なわけない！　ここ船の中だぞ！　甲板に急ごう。何かあった事は確かだ！』

			「ん！」

			　俺たちは甲板へと急いだ。この大型船がここまで揺れるとなると、余程の事態だろう。

			　フランが船内を駆けあがっている間も船体を襲う凄まじい振動は続いている。

			　そして、甲板に辿りついた俺たちの眼に飛び込んできたものは、想定を超えた事態であった。

			『な、何だありゃ！』

			「大きなタコの足？」

			『いや、クラーケンの触手だ！』

			「なるほど」

			　ウィシュカルだけではなく、ヴァルッサもクラーケンに狙われたらしい。

			「クルルルオオオオォォ！」

			　ヴァルッサの背や首に太く長い触手が無数に巻き付き、その体を締め付けていた。

			　しかも一匹ではなさそうだ。

			「気配がたくさん」

			『五匹はいるな』

			（倒せない？）

			『いや、倒せるとは思うが……』

			　先程の戦闘で、クラーケン個々の力は水竜に及ばないことは分かっている。脅威度Ｃではあるものの、その危険さは群れていることと、高い生命力。あとは好戦的な性質にあるのだろう。数匹の群れであれば倒せる自信はある。

			　だが、ここで全力を使っては、今後が心配だった。何せこの海域はクラーケンの巣と呼ばれる場所なのだ。クラーケンがさらに現れないとも限らない。

			　いや、あの様子では確実に近辺のクラーケンが集まり始めているだろう。

			『このまま放置しておいて、潰し合っている間に逃げる方がいい』

			　ヴァルッサは逃がすことになるが、スアレスの身柄さえ確保していれば問題ない。

			「わかった。じゃあ、アルギエバ号に戻る」

			「頼めるか？　こちらの人間はすでに甲板に揃っている」

			　用意がいいね。冒険者は全員いる。臨時弟子たちも無事だったようだ。

			　アルギエバ号の船員の数がちょっと減っているが、そこは仕方がない。さすがに白兵戦を仕掛けておいて、全員が無事に帰れるわけがなかった。残念ではあるが。

			　俺はディメンジョン・ゲートをアルギエバ号の甲板に向けて開いた。

			　皆がホッとした顔でゲートをくぐっていく。

			　最後に残ったのはフランとモルドレッドだ。

			「モルドレッドも」

			「まて、さらに足止めをしておこう」

			「何をする？」

			「見ていろ」

			　モルドレッドはそう言って、懐から小さな瓶を取り出した。中には、毒々しい赤茶色の液体が入っている。どう見ても毒っぽい。毒でなくとも、絶対に美味しくはないだろう。

			　鑑定してみたが、数分間、魔力と溶鉄魔術の威力を爆発的に高める魔法薬らしい。

			「これで一年分の稼ぎがパーだ」

			「そんなに高いの？」

			「副作用もなく、効果も凄まじく高い一級品だからな」

			　ランクＢ冒険者の一年分って、ドンだけだよ？　多分、五〇〇万ゴルドは下らないだろう。だが、確かにそれだけの価値はあるかもしれない。それだけ効果が高いのだ。

			　小瓶のポーションを一気に飲み干したモルドレッドの魔力が、五倍ほどに膨れ上がった。そして、その状態でモルドレッドが詠唱を開始する。

			　長い。

			　詠唱短縮スキルを持ったモルドレッドが、これほど長い詠唱を必要とするとは……。確実に高位の魔術だろう。

			　体内の魔力が、一定の方向性を与えられ、変化していくのが分かった。そして、その魔力が最高まで高まった時。

			「──ウルカヌス・オーダー！」

			　モルドレッドの力ある言葉とともに、溶鉄魔術が発動する。

			　対象は、この船に備え付けられていた直径一〇メートル近い超大型の錨いかりだ。

			　魔術により、二本の巨大錨が瞬間的に姿を変えた。

			　元々、柔らかい素材でできていたのかと思う程だ。モルドレッドの魔術の影響下にある錨は、細く長い姿に変形していった。二本の長い棒状に姿を変えた錨が、今度は螺旋状に絡み合う。

			　そうして混ざり合った二本の錨は、まるで動く大蛇のような姿へと変貌を遂げていた。

			　全長二〇メートルを超える、金属製の大蛇だ。

			　あれだけ巨大な錨をあっさりと操った制御力は、ポーションのおかげだろう。

			　金属の大蛇はモルドレッドの意のままに姿を変え、水竜とクラーケンたちに襲いかかる。モルドレッドは鋼鉄の蛇でクラーケンたちを縛り上げ、動きを封じるつもりらしい。

			　ニシキヘビの様な太く長い金属が、水竜とクラーケンたちを纏めて縛り上げ、強力な戒めと化す。

			　それは、巨大な魔獣たちであっても容易に破ることができない程の、凄まじい強度を持つようだった。

			　元々硬い合金でできていた錨が、さらに魔術で強化されているのだ。それも当然だった。

			「多少の枷かせにはなるはずだ」

			「溶鉄魔術、すごい」

			「だろう？　とは言え、あの魔獣たちにかかってはそう長くはもたないだろう。さっさと逃げるぞ」

			「ん」

			　フランとモルドレッドが維持してあったゲートを潜り、脱出に成功する。

			　戻ってきた二人を見て、船員たちも歓声を上げた。

			「よっしゃ！　野郎ども！　全速離脱だ！」

			　ジェロームが声を張り上げると、アルギエバ号がすぐに動き出す。マストは折れたが、推進装置は健在だ。動けないわけではないのだろう。

			『なんとか脱出できそうだな』

			　水竜艦を振り返ると、怪獣大決戦の全貌を見ることができた。

			　ヴァルッサが咬みつきやブレスを使って、絡みつくクラーケンをなんとか振り解こうと暴れている。だが、ウルカヌス・オーダーによって拘束具と化した巨大錨のせいで、上手く動くことができないようだ。

			　しかも、攻撃が成功したとしても、千切れる傍そばから新たなクラーケンの触手が海中から伸びあがり、その体に巻き付く。体が柔らかいクラーケンは、水竜と違って鋼鉄の拘束を苦にしないらしかった。まあ、タコやイカみたいなもんだろうしな。

			「クルルルルルル！」

			　ヴァルッサが苦悶の表情で、悲鳴にも聞こえる咆哮をあげた。

			　あの数に集たかられては、さしもの水竜も苦戦は免れないらしい。

			　それに、船とつなぐための鎖が水竜の動きを阻害しているせいで、水竜の長所である身のこなしの素早さを発揮できていなかった。

			「クラーケン、また増えた」

			『あれに巻き込まれたら、この船であってもひとたまりもないだろうな』

			　水竜艦の船尾に取りつく、新たなクラーケンの姿が見えた。どうも騒ぎを聞きつけて集まって来ているようだ。

			　全速でこの海域を離れるため、ジェロームが大声で船員たちに指示を出していく。

			（ねえ、師匠。あれ見て）

			　フランがまた違う方向を指差した。何かを発見したらしい。

			『なんだ──って、おいおいおいおい！』

			　その方向を何気なく見てみると、悪夢のような光景が目に入ってきてしまった。

			『や、やべーぞ！』

			　何でアレがここにいるんだよ！

			　この海域は水深が浅くて、クラーケン以外に脅威度が高い魔獣はいないって話だったじゃないか！

			『フラン！　皆に警告しろ！』

			「ん。おっきいのが来た！」

			「大きいのって──えええええ？」

			　フランの言葉に反応して俺と同じ方角を見た船員たちも、俺と同じ反応をしていた。

			「なんだとぉぉ？」

			「まじか？」

			「まじだよ！」

			「げぇぇ！」

			『こんなところで再会するとはな！』

			　あの姿を忘れる訳がない。

			　赤みがかった茶褐色の皮膚。牙が並んだイソギンチャクの様なグロテスクな頭部。人の根源的な恐怖心をあおるような、醜い姿。

			　海の厄介者、ミドガルズオルムだった。

			『くっそ！　次から次へと！』

			　巨体をくねらせながら、凄まじい速度で海中を泳いでいる。その向かう先がアルギエバ号ではないのだけが救いか。

			　ミドガルズオルムは明らかに水竜艦ヴァルッサに向かっていた。そのまま水竜たちに襲い掛かるかと思ったんだが──。

			「あれ？　ミドガルズオルムの姿が消えた」

			『海中に潜行したのか……？』

			　水竜たちに向かっていたんじゃないのか？

			　首を傾げていたら、再びミドガルズオルムが姿を現す。

			「ギャゴゴゴゴオオオオオオォォォォ！」

			　水竜とクラーケンを真下からかち上げるように、海中から襲い掛かったのだ。

			　ミドガルズオルムのパワーを証明するかのように、未だに絡み合っていた水竜とクラーケンの巨体が一〇数メートル持ち上げられた。どんな物でも食べるという大きな口は、水竜もクラーケンも一緒くたに飲み込んでしまう。

			　しかも、海上へ突き出したミドガルズオルムの巨体が、そのまま水竜艦に圧のしかかった。如何に最大クラスの大型船とは言え、遥かに巨大なミドガルズオルムを受け止めることなどできるはずもない。船体が悲鳴を上げ、真っ二つにへし折られていた。

			「うわわわ！」

			「絶対に海に落ちるなよ！」

			　ミドガルズオルムの体が海面に叩きつけられた衝撃で高波が発生し、アルギエバ号が嵐の中に居るかのように大きく揺れた。

			「推進装置を全開にしろ！」

			「ア、アイサー！」

			「あんな化け物、どうしてこんなところに！」

			「また出てくるぞ！」

			　船員たちが騒ぐ通り、ミドガルズオルムが再度海面に現れた。イソギンチャクに似た口は、元の倍以上に膨張している。その口からはクラーケンの触手と、水竜の首だけが顔をのぞかせていた。

			「クオオーン……」

			　時には大都市さえもあっさり滅す大魔獣とは思えない、か細い鳴き声がヴァルッサの口から漏れた。ああなってはさしもの水竜もどうしようもないんだろう。

			「ギョオオオオォォ！」

			　勝ち誇るかのようなミドガルズオルムの咆哮が海上に響き渡る。

			「やばいな……おい、早くこの海域から離れるぞ！」

			「アイサー！」

			「船長、ミドガルズオルムから逃げ切れますか？」

			「分からん。速さでは相手にならんが、奴がこっちではなく、他のクラーケンにでも襲いかかってくれれば時間も稼げるんだが……」

			　ミドガルズオルムは咀そ嚼しゃくするのではなく、飲み込んで体内で消化するタイプの構造をしている。そのため、獲物を食べている間に動きが止まったりといったことが無いらしい。その場にいる獲物を次々と飲み込み、腹の中に収めてから、ゆっくりと全てを消化するのだ。

			　この近辺に集まって来ているクラーケンや、海に投げ出された水竜艦ヴァルッサの船員たちに先に向かって行ってくれれば、多少は時間が稼げるだろう。

			　しかし、そう都合よくはいかないようだった。

			「こっち見た」

			『デカい方に向かって来るのか』

			　ミドガルズオルムが頭部を巡らし、周囲を見る。そして、その頭をこちらに向けた。

			　この辺りで最大の獲物。それはアルギエバ号だ。ミドガルズオルムの本能として、やはりこの船に向かって来るのは仕方ない事であるようだった。

			　いや、水竜艦ウィシュカルもいるんだが、向こうは航行速度が速い。鈍重で、より近くにいるアルギエバ号の方がいい獲物に見えるのだろう。

			　あっと言う間にミドガルズオルムとの距離が近づいて来る。

			「フラン！　また飛んでもらいたい！」

			　ジェロームが大急ぎで近づいてきた。その後ろには、大きな樽を担いだ船員たちがいる。

			「どうするの？」

			「この樽には、ミドガルズオルムの好む匂いを発する薬品が入っている」

			　なんと、そんなアイテムがあるのか。

			「これをアルギエバ号の針路とは逆側に投下してきてほしいのだ」

			「わかった」

			「これで奴の目を逸らせればいいんだが」

			　ジェローム曰く、本来であればもっと離れた状態で使用するらしい。それが、水竜艦やクラーケンに気を取られている間に接近を許してしまった。ジェロームにもこの状態でどこまで効果があるか分からないようだ。

			『とにかく、この樽を落としてみよう』

			「ん。ウルシ、行くよ」

			「オン！」

			　フランは樽を収納すると、ウルシに乗って全速力でミドガルズオルムの背後に回る。そして、上空から樽を海へと投下した。海面に落下した衝撃によって樽が砕け、中の薬液が海中へとばら撒かれる。

			　俺には分からないが、この距離でもフランが顔をしかめる程度には強烈な匂いを発しているらしい。

			『どうだ？』

			「ん……だめ」

			　だが、ミドガルズオルムは見向きもしなかった。

			『ちっ』

			　どうやら薬品の匂いよりも、近くにいるアルギエバ号の気配の方がお好みらしい。

			　ミドガルズオルムはその巨体をくねらせながら、アルギエバ号へと一直線に向かっている。上から見ると、マジで大怪獣だよな。

			『攻撃で注意を引いてみるか』

			「ん！　サンダー・ボルト」

			「グルルル！」

			『フレア・ブラスト！』

			　ミドガルズオルムの背に向かって、俺たちは連続して魔術を放つ。

			　こうやって奴の注意を引き、樽の匂いを意識させるのだ。

			　そう思ってたんだが──。

			『ガン無視かよ！』

			　あの巨体では、多少の攻撃など意味が無いらしい。

			『ならこれだ！　トール・ハンマー！』

			　ドォオオン！

			　雷撃がミドガルズオルムの背に直撃し、爆発が起きる。肉が抉れ、明らかにダメージが入った。だが、それでもその進撃が止まることはなかった。敵からのちょっかいよりも、食欲優先ってことか？

			（師匠、どうする？）

			『どうするったってな……。一か八か、奴にかますしかないか？』

			　ミドガルズオルムを倒せるとは言い切れんが、もうそれしか方法が無い。無視できない程の大ダメージを与えて、足を止めるのだ。

			　以前にミドガルズオルムに遭遇してしまった時には、全ての力を使い果たしても簡単な足止めしかできなかった。しかし、より成長した今の俺たちなら、あの時よりも戦えるはずなのだ。

			　俺たちは大急ぎで船に戻った。そして、ミドガルズオルムに対して、攻撃を仕掛けると伝える。その代わりフランが力を使い果たすので、しばらく戦闘に出れなくなるとも。

			「馬鹿を言うな！　ミドガルズオルムに勝てるわけがないだろう！」

			「足止めくらいにはなるかもしれない」

			「だが……いや、今はフランに頼るしかないか……」

			「任せて」

			「……絶対に生きて帰って来てくれよ？」

			「冒険者は自分の命が一番だから」

			「がはは、そうだな！　じゃあ、頼んだぜ！」

			「ん！」

			　やることは単純だ。全身全霊を込めた最強の攻撃を叩き込む。後はウルシに乗って逃げ帰ってくればいい。

			『ウルシはフランを無事に帰すことだけを考えろ』

			「オン」

			　最悪、俺だけなら自力でどうにでもなるからな。

			　ミドガルズオルムの直上を取った俺たちは、限界まで魔力を練り上げる。

			　ここで全ての力を使い果たすつもりで、全身全霊を込めるのだ。

			『よし、始めるぞ！』

			「ん！　覚醒！　閃せん華か迅じん雷らい！」

			　フランが覚醒した。さらに、閃華迅雷も使用し、完全本気モードである。

			　フランの全身から放たれる黒雷によって、ウルシの毛が大量に逆立っていた。

			『まず、奴を挑発して、顔を上げさせるぞ』

			「わかった」

			「オン」

			『で、口を開けたところに、ズドンだ』

			「ん！　ウルシ」

			「オンオン！」

			　ウルシは速度を落とし、あえてミドガルズオルムの前方に陣取った。そこから、海中にある頭部に向かって、魔術を何発か放つ。

			『海中は任せろ』

			　俺は一気に海中に潜行し、ミドガルズオルムの頭部の下に潜りこんだ。そこで、火炎魔術や、雷鳴魔術を連発する。

			　海上と海中、両方からの挑発を続けていると、さすがに無視しきれなくなってきたようだ。

			　その巨体が身じろぎするのが見えた。

			『仕上げだ』

			　俺は最後に念動カタパルトでミドガルズオルムの頭部に突進する。それほどのダメージは期待できない。以前も、これで倒すことはできなかったのだ。しかし、挑発にはなるだろう。

			　だがミドガルズオルムの反応は凄まじかった。

			　念動カタパルトを食らった直後、その場で動きを止め、凄まじい咆哮を上げたのだ。

			「ギョボボボボボォォ！」

			　ミドガルズオルムが発した音が衝撃波となって、海中を激しくかき回す。

			『うおおおお？』

			　俺にダメージはないが、水中でもみくちゃにされると上下がよく分からなくなるんだよね。ちょっと驚いたぞ。

			　それにしても、大分お怒りの様子だな。

			　魔術でのダメージの方が痛かったと思うんだが、なんで急に怒り出したんだ？

			　俺は急いでフランの下に戻ったが、ミドガルズオルムは完全にこちらをロックオンしていた。

			　海の上に鎌首をもたげ、俺と、俺を装備しているフランを見ている。目がないのに、こっちを睨んでいると感じられた。

			　ミドガルズオルムから向けられる敵意が、それだけ深く大きいという事だろう。

			「なにしたの？」

			『いや、念動カタパルトを一発叩き込んでやったら、急に怒り出したんだけど！』

			　意味が分からん。しかし、フランはその説明だけで得心がいったらしい。ポンと手を打って、頷いている。

			「ああ、前の戦いを思い出した？」

			『前の戦い？』

			「ん？　前、念動カタパルトに頭を吹き飛ばされた時のことを思い出した」

			『ええ？　あれって前に戦った奴と同じ個体か？』

			「ん」

			　よ、よく分かるな。獣人特有の感覚なのか？　鑑定を使っても全然分からなかったんだけど。生命力とか前よりも上昇してるし。

			　まあ、無限に成長するっていう話だから、あれから色々食って成長したんだろう。

			　にしてもそうか。こいつは、前に巨岩を食わせてやったあのミドガルズオルムか。

			『単細胞の馬鹿のくせに、俺のことは覚えていたんだな』

			　どんな生物でも、恨みは忘れないってことかね？

			『まあいい、因縁が残っているのはこっちも同じだ』

			　前回は、結局逃げる事しかできなかった。

			　あの時からどれだけ成長したのか、思い知らせてやる。

			『フラン、大技を叩き込む前に、しばらくここでやりあうぞ』

			「わかった」

			　このミドガルズオルムが俺たちを狙っているのであれば、むしろ囮となって引き付けておけるかもしれない。アルギエバ号へ帰還するには、ウルシがいてくれれば何とかなるからな。

			「ギョギョオオオ！」

			「はぁぁぁ！」

			　威嚇するように咆えるミドガルズオルムに向かって、フランが突っ込んだ。

			　空中跳躍を使って空を駆け、すれ違いざまにその頭部に斬りつける。

			「ギョオォ！」

			　俺の刃を通して、黒雷がその肉を打つ。

			　低い防御力では黒雷に抗あらがうことはできず、肉の一部が雷撃によって内部から爆ぜ飛んでいた。

			　閃華迅雷を発動している今のフランを、ミドガルズオルムは捕らえることができていない。

			『やっちまえ！　フラン！』

			「はぁぁぁぁぁぁぁ──らぁ！」

			　時には空を蹴り、時にはミドガルズオルムの体を蹴り、時には俺の念動を足場に、フランは縦横無尽に宙を駆け巡った。

			　遠目からは、ミドガルズオルムの頭部が、黒く光る網に覆われているように見えるかもしれない。

			　繰り出された斬撃はどれほどの数に上ったであろうか。最低でも二〇〇は下らないだろう。

			　ミドガルズオルムの頭部はフランの攻撃によって無残な姿に変わり果てていた。

			　斬撃と黒雷によって肉の半分ほどが抉られ、その頭部は凸凹になっている。その姿は何と言えばいいのだろうか。海綿？　珊さん瑚ご？　とにかく、穴だらけで表面がガタガタなのだ。

			　しかし、こんな状態であっても、ミドガルズオルムは元気だった。

			　激しく体をくねらせ、執拗にフランを攻撃しようとしてくる。

			　しかも、傷口が盛り上がり、ゆっくりとではあるが再生を始めていた。

			（師匠、どう？）

			『ダメだ』

			　全生命力の一割すら削れていない。やはり弱い攻撃を繰り返したところで、致命傷を与えることはできないようだった。

			（師匠。斬艦剣）

			『了解』

			　俺が巨大化状態を斬艦剣と呼んだことで、フランもそう呼ぶようになったらしい。

			　まあ、分かりやすくていいけど。

			　俺はその指示に従い、形態変形を発動させた。

			　海賊船を一刀のもとに切り捨てる、斬艦剣モードだ。

			「チマチマやるのがダメなら、斬る」

			『おう！』

			　今までは小さな攻撃を連続で繰り出していたんだが、今度は一撃必殺の攻撃を叩き込むつもりらしい。

			　フランは巨大化した俺を大上段に構えると、一気に天高く駆け上がる。

			　繰り出そうとしているのは、天から駆け下りつつの空気抜刀術──天空抜刀術だろう。

			　しかも、使うのは斬艦剣モードの俺だ。

			『天空斬艦抜刀術ってとこか！　はっはぁ！』

			「やああぁぁぁぁ！」

			　フランが天から真下へ向かって駆け下りつつ、俺の重みを利用しながら斬撃を放つ。当然、空気の鞘を使った抜刀術も発動している。

			「ギョオオォオォォ！」

			　ミドガルズオルムからは、まるで天から巨大な剣が落下してくるように見えたかもしれない。

			　とにかく、フランが繰り出したその斬撃は、剣の巨大さからは想像もできない程の速さで、ミドガルズオルムの頭部を直撃していた。

			　しかし、誰もが想像するであろう、頭部が叩き潰されるような光景は、一切訪れない。鈍い破砕音もなく、剣と肉がぶつかる鈍い音も聞こえない。

			　大剣のような、叩き潰す斬撃ではないのだ。それは、切ることに特化した斬撃だった。その証拠に、ミドガルズオルムの頭部は一瞬で真っ二つに斬り裂かれていた。

			　綺麗に中心を断ち割られたミドガルズオルムの頭部が、左右にベローンと分かれていく。

			　まさに一刀両断だ。

			　大型魔導装置による強化がなければ、水竜であっても倒せていた自信があった。

			「師匠、へいき？」

			『大丈夫だ。すぐに回復する！』

			　ちょいと想定外だったのは、斬艦剣モードの負荷が大きすぎたことだろう。俺の耐久値がゴッソリと削られてしまった。自己修復で回復するまで、結構時間がかかりそうだ。

			　ビキビキと音を立ててひび割れていく俺の刀身を、フランが不安そうな顔で見ていた。

			『さて……やったか？　とは言いたくないんだが……どうだろうな？』

			「……まだ動いてる」

			『動いてるな』

			「再生、してる？」

			『してるなー』

			　もう少しの間、喜んでいたかった。

			　しかし、目の前で傷が再生し、閉じ始めているのを見てしまっては、とてもそんな気分ではいられない。

			　見た目は頭を切り裂いて大ダメージを与えたように見えたが、ミドガルズオルムにとっては大した傷ではなかったと言うことだろう。やはり単純な物理攻撃では、ミドガルズオルムに痛撃を与えることはできないらしい。

			「むぅ……」

			　フランは心底悔しそうだ。

			　何せ、今の攻撃は、今の俺たちに繰り出せる最高の斬撃だった。それが、多少の足止め程度にしかならなかったのだ。

			　フランが悔しがるのも当然だろう。

			　しかし、奴の目を引きつけ、ここに釘付けにするという目的は達成できている。

			『倒すことは難しいが、このまま攻撃を続けるぞ！』

			「ん……！」

			　もう少しこいつを引き付けておけば、アルギエバ号が安全圏に脱出できるはずだ。

			　しかし、次にミドガルズオルムが取ったのは、想定外の行動だった。

			「ギョロオオオォォォ！」

			「！　待て！」

			『ここで俺たちを無視かよっ！』

			　攻撃が当たらないことで、俺たちを倒すことを諦めたのか？　それとも、復讐心や怒りよりも、食欲が優先なのだろうか？　ともかく、ミドガルズオルムは明らかに俺たちへのロックオンを外して、アルギエバ号の後を追い始めていた。

			　慌てて魔術や斬撃を繰り出すが、ミドガルズオルムは止まらない。

			『ダメだ！　完全にターゲットが向こうに移っちまった！』

			「どうする？」

			『こうなりゃ、最初の作戦通りに倒すつもりで最強の攻撃をぶつけるぞ』

			「ん！」

			　結局こうなったか。

			　天空斬艦抜刀術も自信があったが、次の攻撃の威力はその比ではない。正真正銘、今の俺たちが繰り出せる最強の攻撃だ。

			　俺たちは魔力を集中させつつ、ミドガルズオルムの前方に回り込む。そして、タイミングを待った。

			　あえて攻撃の気配を抑え、海面に立つ。

			　このまま行けば、ミドガルズオルムに撥はね飛ばされるだろう。

			　そして、両者の距離が一〇数メートルまで近づいた時、ミドガルズオルムがその巨大な口を一気に開いた。すでに斬り裂かれた傷は閉じてしまっている。本当に嫌になるね。

			「ギョオオ！」

			　狙いはアルギエバ号に移っても、口を開けるだけで飲み込める位置に獲物がいれば、捕食しようとしないわけがないと思っていた。なにせ、どんな物でも食らい尽くす、世界一の大食らいなのだ。

			　大きな洞窟が迫ってくるかのような光景であった。

			「ギョアアアアアアアァァ！」

			『今だぁ！』

			「はぁぁぁ！」

			　一気にフランが跳び上がる。目の前から消えた獲物を追って、ミドガルズオルムが体をくねらせた。

			　真下から、巨大で悍ましいミドガルズオルムの口が迫る。

			　だが、これこそが俺たちの狙いであった。

			　目の前に開かれた巨大なその口腔目がけ、俺たちは全力の一撃を放る。

			『カンナカムイィィィ！』

			「黒雷招来！」

			　白き雷光によって形作られた龍と、フランから放たれた漆黒の雷が絡み合い、大きく開け放たれたミドガルズオルムの口内に飛び込んだ。

			　暴発ギリギリまで魔力を注ぎ込んだ全霊のカンナカムイと、やはり全ての魔力を込めて放たれたフランの黒雷だ。

			　超絶威力の雷撃によって、海上に出ていた五〇メートルほどの体が大爆発を起こして、砕け散っていた。ミドガルズオルムだったものは粉々になって弾け飛び、周囲に血と肉と炭の塵ちりが舞い落ちる。

			　雷撃だけではなく、水蒸気爆発も合わさったのだろう。

			　それこそ、ミサイルの爆心地にでもなったかのような、凄まじい爆発と衝撃だった。

			　咄嗟に障壁を張らなければ、俺たちも大きく吹き飛ばされていたに違いない。

			　俺たちの攻撃によって引き起こされた一〇数メートルはありそうな高波が、アルギエバ号の船体を大きく持ち上げるのが見えた。

			『やべぇ！　大丈夫か？　大丈夫みたいだな』

			　ミドガルズオルムの分厚い肉壁の内側で爆発が起こったため、あの程度で済んだようだ。もし普通に海上で放っていたら、アルギエバ号が転覆していたかもしれない。ある意味ミドガルズオルムに助けられたかもな。

			　それにしても、悲惨な姿だった。普通だったら、この状態で生きている生物はいない。何せ、肉体の上部三分の一程が消滅したのだ。生命力が強いと言われる蛇や百足むかでであっても、致命傷だろう。

			　だが、相手は脅威度Ａという、人間の想像の埒らち外がいにいる魔獣だ。

			　魔法防御は最低レベル。肉体の防御力もたいしたことはない。

			　ただ大きい。それだけの生き物である。

			　なのに、殺しきれない。

			


			　　名称：ミドガルズオルム

			　　種族：海蛇

			　　Lv：62

			　　生命：２８１１７／３９８２３　魔力：５９１　腕力：４１３９　敏捷：１０８

			　　スキル：吸収２、再生２、捕食

			


			　なんてふざけた生き物だろう。この状態でも、生命力の三分の一も削れていないのだ。しかも、既に再生が発動して生命力が回復し始めている。

			『ちっ。化け物め……。だが、足止めの任務は果たせ──はぁ？』

			「ま、ずい……」

			　おいおい、頭が無いんだぞ？　普通、その場で再生が済むのを待つだろ？　なんで動いてやがるんだ！　しかもアルギエバ号に向かって！

			　脳みそが頭部に無いのか。そもそもそんな物が無いのか。それとも心臓の様に、脳が複数あるのか。

			　ああもう！　今考える事じゃないな！

			『ウルシ！　もう一度奴の前に出ろ！』

			「オン！」

			　こうなったら仕方ない。残していた全魔力を使って、もう一発かますしかない。それで動きを止められなかったら──どうすっかな？

			「し、しょう。平気？」

			『ああ、フランはゆっくりしてろ。大丈夫だから』

			「ん」

			　俺は、魔力を使い果たしたせいで身動きのできなくなったフランをウルシに任せて、独りで飛び出した。

			　そのまま意識を集中させ、カンナカムイの準備をする。正直、今の魔力じゃそれ程の威力にはならんが……。

			『これでダメだったら、一度アルギエバ号に戻る』

			　そして、船を捨てる決断を、ジェロームたちに迫るしかないだろう。

			　ウィシュカルはこちらを見捨てて自分たちだけ逃げる意思はないらしく、アルギエバ号を先導するような位置取りで航行している。

			　あの距離だったら、ディメンジョン・ゲートで乗り移れるだろう。

			　ジェロームたちにとっては苦渋の決断となる。だが、全滅するよりはましなはずだ。

			　ディメンジョン・ゲートに必要な魔力を残し、全てを注ぎ込む。そう考え、集中していた俺だったが、今日何度目か分からない間抜け声を上げてしまった。

			『え？』

			　なんだ？　遠くから。本当に遠い場所から、凄まじい存在感を持った何かがこちらに近寄って来ているのが感じられた。

			　数キロメートル以上は離れているはずなのに、その力を感じ取ることができてしまう。

			　それほど強大な存在感だった。

			　魔王とか、邪神とか言われても納得できてしまうほどに。

			　しかも、凄まじく速い。

			　何せ、数キロメートル離れているとか思っていた間に、もうすぐそこまで近寄っていたのだ。時速５００キロメートルくらいは出ているんじゃなかろうか？

			　さらに、驚きの事実があった。

			『デカイ！』

			　そんな陳腐な言葉しか出てこない程に、その存在の主は巨大だったのだ。

			　海上に突き出している背ビレと思われる部分だけでも、高さ二〇メートルを超え、長さも一〇〇メートル以上あった。まあ、俺の目測だが、そう間違ってもいないだろう。

			　魔獣であることは確かだと思うが……。本当にその範疇に入る存在なのか、自信はない。

			『ウルシ、とにかく離れろ！』

			「オ、オウン！」

			　俺は急いでフランの下に戻り、逃げるように指示した。

			　ウルシも謎の魔獣の威圧感に怯えている。尻尾を股の間に挟んで、生まれたての仔犬のように震えているのだ。それでも何とかその四肢を動かし、アルギエバ号に向かって駆けだした。

			「師匠、あれ、なに？」

			『分からん……。ヒレだけだと、鑑定が効かなかったからな』

			　だが、予想はできる。

			　脅威度Ａのミドガルズオルムをさらに超える魔力と存在感。そして、その巨大さ。

			　どう考えてもそれ以上の魔獣としか思えない。

			「師匠、あれ」

			『やっぱりか！』

			　謎の大魔獣が、ミドガルズオルムに追いつく。そして、ミドガルズオルムに襲い掛かった。

			「ガオオオオオオオオォォォ！」

			　ミドガルズオルムの巨体の中ほどに噛み付き、そのまま高々と天に掲げる。

			　







			　海上から鎌首をもたげるのは、頭部だけでも一〇〇メートル近い、龍にも蛇にも似たフォルムの魔獣であった。

			　研磨された翡ひ翠すいのような美しい鱗に、紫水晶を削り出して作ったかのような角。その瞳は紅玉を球状に磨き上げ、二つ嵌め込んだかのようだ。

			　だが、その美しさに感嘆する前に、全身から発せられる神々しくも強烈な存在感に、息をするのも忘れて見入ってしまう。

			


			　　名称：リヴァイアサン

			　　種族：海神龍・神獣

			　　Lv：87

			　　生命：９２３３６　魔力：３６８８７　腕力：１８１３９　敏捷：３１２３

			　　スキル：不明

			　　説明：不明

			


			『は、はははは──』

			　最早笑い声しか出ない。

			　これが脅威度Ｓの魔獣。世界を滅ぼす力を持つと認定される存在か。

			　あまりにも格上過ぎて、全てを鑑定しきれない。

			　かろうじて見えた部分だけでも、規格外すぎる。

			　何だこれ？　どうしようもないじゃないか。戦う気さえ起きない。

			　なるほど。神獣だ。

			　神の獣に相応しい、圧倒的な力だった。

			　俺は、最悪はアルギエバ号も見捨ててフランだけを逃がすことを考え始めていた。リヴァイアサンが何かしようとした瞬間、転移で逃げる。

			　そう考えていたのだが──。

			　不思議なことにこちらへの敵意などは全く感じなかった。俺たちのような矮わい小しょうな存在、相手にするまでもないということか？　それとも、見逃してもらったのか？

			　そう思った直後だった。

			『っ……？』

			　なんだろう。この、心の内に湧き上がる不思議な感覚は。

			　恐怖を感じ過ぎて、おかしくなったのか？

			　自分でもよく分からない、何とも言えない感情が俺の心を占めていた。

			　苛立、焦燥、感傷、寂せき寥りょう。言い表せそうで、言い表せない。それでも最も近い単語を上げるならば、懐古だろうか？

			　もし俺に涙腺があれば、涙を零していたかもしれない。

			　俺が唐突に沸き上がった感情に困惑していると、リヴァイアサンの視線が俺を射貫いた。

			　どう考えても、俺を見ている。そうとしか思えない。だが、なぜ？

			　混乱し過ぎて、どうすればいいのか分からなかった。

			　声を発する事さえできず、ただリヴァイアサンの目を見つめてしまう。

			　すると、リヴァイアサンはその身を翻ひるがえした。

			　そのまま、その体を海中へと沈ませていく。

			　最後、リヴァイアサンの眼が一瞬だけ笑った気がするが、気のせいだろう。襲われたくないと言う俺の願望がそう見せたのかもしれない。

			　リヴァイアサンは激しくのたうち回るミドガルズオルムを物ともせず、その巨体を咥くわえ込んだまま海中へと引きずり込む。そして、ゆっくりと姿を消したのだった。

			　波打つ海面が鎮まり、静寂を取り戻す頃。ようやく俺たちは再起動していた。

			『たす、かった……？』

			「ん……」

			「クゥ……」

			　精神的にも肉体的にもクタクタになったフランたちは、口を開く余裕もないらしい。

			　無言で、アルギエバ号を目指す。

			　ウルシがヨロヨロとした足取りで船に戻ると、こちらもまともな状態ではなかった。皆が狂騒状態だったのだ。

			　余りにも衝撃を受け過ぎたせいで、思考が正常に働いていないのだろう。

			　甲板にいる全員が、リヴァイアサンが去った方角を見つめ、各々が違った反応を見せている。

			　ある者は呆然とし、ある者は馬鹿笑いを上げ、ある者は天に祈りを捧げていた。

			　ジェロームと副船長は、共に乾いた笑いを上げている。

			　これでよくリヴァイアサンが起こした波で転覆しなかったな。

			　いや、待てよ？　あんな巨体が暴れたにしては、そんなに波は立ってなかったな。もしかして、アルギエバ号を転覆させないために波を立てないようにしてたとか？

			　いや、まさかね。

			　多分、高速で泳ぐために水の抵抗を弱める術とかを使っていて、その効果のおかげで波がそれほど立たなかったのだろう。本当に運が良かったな。

			　そんな中、最初に正気を取り戻したのはモルドレッドだ。次にジェローム、副船長と、動き始める。まあ、フランが揺すってやったからだが。

			　モルドレッドは、ここ数十分の出来事がかなりのトラウマになったみたいだった。普段の冷静さが嘘のように、声を荒らげている。

			「一生分の冷や汗を流したぞ……。心臓が止まっていないのが不思議な程だっ……。こんなこと二度とごめんだ！　しばらくは船の護衛依頼は受けん！」

			　水竜、クラーケン、ミドガルズオルム。果ては脅威度Ｓのリヴァイアサンと、出くわす事が即死亡と言っても過言ではない大魔獣と連続して遭遇し、激しい闘いに巻き込まれかけたのだ。

			　モルドレッドと言えど、相当な恐怖を覚えたようだった。

			　ストレスの余り、げっそりとやつれてしまっている。頬とか少し細くなったように見えるのは気のせいだろうか？

			「おいおいおいおい！　見たか？　見たかよ？　おい！」

			「はい。しかし、まさかこんな場所で……。いえ、ですが……」

			　ジェロームは凄まじく興奮している。甲板の縁から身を乗り出し、リヴァイアサンが消えた海を見つめていた。副船長は、未だに信じられないようだ。ブツブツと何やら呟いている。

			　そんなジェロームたちに、フランが質問した。

			「リヴァイアサンは、魔海にしかでないんじゃないの？」

			　すると、ジェロームは渋い顔で、しかしキッパリと言った。

			「過去は過去だ」

			　そう言うしかないのだろう。そもそも相手は魔獣だ。こちらの考える通りに行動してくれるとは限らない。

			　今までは魔海でしか目撃例は無かったのだろうが、未来永劫そうとも限らないのだ。なにせ人間の尺度では測る事のできない伝説の生き物だからな。

			　今回のようにエサを求めて移動することもあるだろうし、住処を変えるとか、色々な理由があるだろう。

			　そもそもリヴァイアサンのあの速さだったら、かなりの範囲が移動範囲なはずだ。実は魔海でしか目撃されていないだけで、海の底では好きに動いているのかもしれない。

			　ただ、この海域がリヴァイアサンにとって棲み難い場所であることは確かだろう。

			　顔だけでもあの巨大さだ。首から鼻先まで一〇〇メートル近かったはずだし、頭の天辺から顎下まででも四〇～五〇メートルくらいはあるだろう。

			　対して、この辺の海の深さは三〇〇メートル程度。いや、深い場所で三〇〇メートルなら、浅い場所では一〇〇メートルに満たない場所も多いだろう。

			　あれだけ巨大なリヴァイアサンにとっては、決して活動しやすい海域じゃないはずだ。下手したら腹や顎を擦ったりするかもしれない。

			　そう考えれば、俺たちは奇跡的な体験をしたと言えるだろう。

			「よし、今の内にこの海域を離れるぞ！」

			「リヴァイアサンを怖がってか、あれだけいたクラーケンが一匹もいなくなりましたからね。チャンスです」

			　言われてみると、周囲からクラーケンたちの気配が完全に消えていた。ミドガルズオルム、リヴァイアサンと、上位の魔獣が立て続けに現れたことで、一斉に逃げ出したらしい。

			『向こうの船も健在か』

			「ん」

			　アルギエバ号の少し前をウィシュカルが航行しているのが見えた。

			「それで、この男はどうする？」

			　復活したモルドレッドが、足元に転がる男性をトントンとつま先で軽く蹴る。

			　モルドレッドの尋問によって体を痛めつけられ、意識を失った状態のスアレスだ。

			「私がウィシュカルに連れてく」

			「まあ、それがいいだろうな」

			「フラン嬢ちゃん、頼む」

			　他国の王族。しかも元国王だ。ジェロームたちからしてみれば厄介者でしかないだろう。

			　普通に考えれば生かしておく意味は少ないんだがな。

			　何せ、こいつの最大の価値が、水竜に命令できると言うことだったのだ。その水竜がミドガルズオルムの腹に──いや今はリヴァイアサンか。ともかく、食われてしまい、その価値も失われてしまった。

			　その血筋ゆえ、政治的な利用価値はあるかもしれないが、火種になる可能性もあるだろう。そう考えると、プラマイゼロなんじゃないかね？　いや、マール曰く「クソ野郎」だからな。そんな人間を捕まえておく労力を考えると、マイナスの方が大きいかもしれない。

			　フランがスアレスの足首を掴んで持ち上げると、ウルシに乗って再びウィシュカルに向かった。

			　さすがに逆さ吊りにされて運搬されれば、意識を取り戻すか。

			「な、なんだこれは！　おい！　小娘！　何をしている！」

			「……」

			「何とか言え！　おい！　放せ！　俺様を誰だと思っている！」

			「……」

			「無視をするな！　小娘！」

			　こいつと会話をするのさえ嫌なんだろう。フランは完全に無視していたんだが、スアレスは騒ぎ続ける。

			　するとフランが唐突に、スアレスの足首を掴んでいた手を離した。

			　当然、スアレスは頭を下にして海面へと落下していく。

			「うぎゃぁぁ！」

			「師匠」

			『ほいよ』

			　海面スレスレで、俺が念動を発動した。あと数十センチで海に叩きつけられるタイミングで、スアレスの落下が止まり、逆再生するようにフランの下へと戻ってくる。

			「……」

			　再びフランが足首を掴んで宙づりにするが、もうスアレスが文句を言うことはなかった。

			　ウィシュカルに到着すると、憔悴した様子のマールが出迎えてくれる。

			「よくきたな……」

			「大丈夫？」

			「なに、色々とあったものでな」

			　リヴァイアサンに出くわしたことだけではなく、国家の守りである水竜艦を一隻失ってしまったということも、彼女の心労の一因となっているのだろう。

			　肩を落としたその姿は、年相応に弱々しく見えた。

			「お前は！　マール！　簒奪者に与くみする裏切り者め！」

			「……黙れクソ野郎」

			「なんだと！　そもそも誰の許しを得て、貴様ごときが水竜艦に乗っている！　シードランの王たる俺の許しを得ずに水竜艦を動かすとは、重罪だぞ！」

			　うわー、こいつ、スゲーな。

			　懲りないというか、学習能力がないのだろうか？

			　この期に及んで、王とか言い出した。

			　メンタルの強さと空気の読まなさだけは、人類トップクラスかもしれない。

			「元王だ。今は単なる罪人にすぎん」

			「ふざけるな！　貴様！　誰に向かってそのような口を利いている！」

			「ふざけておらんよ。まあ、こんな単細胞の脳筋野郎と話していても、時間の無駄だ」

			「なんだと！　俺はシードランの王！　スアレス様だぞ！　お前は死刑だ！」

			「ちっ。本当に煩いな。こんな愚かな狂人が、一時とは言え王座にいたと想像するだけで寒気がする」

			　すると、マールが静かに呪文を詠唱した。次の瞬間、喚き散らしていたスアレスの口周りが、白い氷で覆われた。

			「──！　──？」

			「黙っていたまえ」

			　息は大丈夫なのかと思ったが、鼻があるから平気なのだろう。

			「それで、このクソ野郎の身柄は引き渡してくれるということでいいのかな？」

			「ん。いらない」

			「くく。だろうな。正直、私もここで捨てて行ってしまいたいくらいだが、そうもできん。とりあえず船倉にでも閉じ込めておくか。ああ、見張りは忘れるなよ？」

			「は！」

			　マールがバイクに指示して、スアレスを連行させる。

			「今回は色々と世話になったな。特に、向こうと繋ぎを付けてくれたことは、感謝している」

			「ん……」

			「ヴァルッサを失ったのは痛いが、クソ野郎を捕縛できたことは大きい」

			「ん……」

			「姉さまもお喜びになるだろう。フランのことも、報告しておく」

			「ん……」

			　マールが色々と話しかけては来るんだが、フランはフラフラと左右に揺れ、聞いているかどうかも怪しい状態だ。

			　全力の黒雷招来によって体力、魔力を相当消費したからな。眠気が限界なのだろう。

			　これがマール以外の相手だったら、もう居眠りしているかもしれない。

			　しかし、フランはマールを気に入っている。できれば話をしたいのだろう。

			　だが、もう限界だった。

			　マールも気づいてくれたらしい。

			「フランよ。そちらこそ大丈夫なのか？　かなり疲れているようだが？」

			「ん……だいじょぶ」

			　絶対に大丈夫じゃないだろう。

			「色々と語りたいこともあるが、今は船に戻って休むといい」

			「ありがと」

			「クソ野郎の身柄は、私が責任を持ってあずかろう」

			「ん」

			「では、また後程だな」

			　向こうは目的を達した訳だし、ここでお別れでもおかしくはなかったが、どうやらしばらくはアルギエバ号と行動を共にするつもりらしい。

			　フランはマールに見送られながら、アルギエバ号に戻る。

			　ジェロームらが出迎えてくれたのだが、フランはもう会話をするのも億劫そうだった。

			　眠気が限界なのだ。

			「船長。黒雷姫はかなり疲れているようだ。今は休ませてやってくれ」

			　それを察してくれたのだろう。モルドレッドが助け舟を出してくれた。

			「おっと！　そりゃあ済まねえ！」

			「あれだけの攻撃を放ったのだから、当然でしょう。どちらにせよ、今のままでは魔獣が出ても戦力としては数えられないでしょうし、お部屋に戻ってお休みください」

			「ん……」

			　その代わり、ウルシを甲板に置いていくことにした。ウルシの索敵能力とモルドレッドが居れば、そうそう魔獣に後れを取ることはないだろう。

			『ウルシ、頼んだぞ』

			「お願い」

			「オン！」

			　部屋に戻ったフランは、お気に入りのベッドにダイブする。

			　バフンと鈍い音の後、すぐにフランの可愛い寝息が聞こえてきた。

			「スースー」

			　もう眠りに落ちたらしい。

			『うーむ、どうしよう』

			　俺、背負われたままなんだけど。

			　いや、俺は全然構わないんだが、これじゃ寝返りもできないんじゃないか？　それに、重い剣に押しつぶされたままじゃ、寝苦しそうだった。絶対に夢見とか悪そうだ。

			　俺は転移を使って、鞘から抜け出す。

			　フランが僅かに身じろぎした。背中にかかる重みが変化したからだろう。

			『起こしちまったか？』

			「スースー」

			　よかった。気持ちよさそうに寝ている。

			『おやすみ。フラン』

		

	
		
			エピローグ

			


    	　リヴァイアサンに遭遇して、死を覚悟した日から二日後。

			「よーし、錨を下ろせ！」

			「アイサー！」

			「誰か代官所に行って人を呼んできてください。他国との国交に関する重大な要件だと」

			「わかりやした副船長！」

			　アルギエバ号は無事にクローム大陸に辿りついていた。入港したのは、獣人国のグレイシールと言う港町である。

			　バルボラ程ではないが、かなり大きな町のようだ。港も、バルボラより一回り小さい程度だろう。

			　冒険者たちは特別報酬をもらって、すでに船を下りている。道中での実入りはあまり多くはなかったが、ミドガルズオルムなどの様な凶悪な魔獣との戦闘も考慮され、多少色を付けてくれたらしい。フランは一〇万ゴルド程の特別報酬を受け取っていた。

			　今は船の前で、駆け出し三人組と別れの挨拶を済ませている。

			「先生、ありがとうございました」

			「ためになりました」

			「次にお会いする時には、もっと成長した姿をお見せできるように精進します！」

			「ん」

			「さようなら！」

			「あざした！」

			「失礼します」

			　たった数日間の弟子だったが、それでも彼らにとっては有意義だったと思う。フランにとっても良い暇つぶしだったしね。だが、フランが彼らを弟子と認識しているかは微妙だな。別れ際も寂しさは全く感じさせない。

			　彼らも名前を憶えてはもらえなかったか？

			『フラン、俺たちも行くか』

			　俺がフランを促すと、フランが去っていこうとしていた臨時弟子たちに声をかけた。

			「ちょっと待って？　ミゲール、ナリア、リディック」

			「え？」

			「初めて先生に名前を呼ばれたわよ？」

			「み、認められたのか？」

			「またね？」

			　フランがちっちゃく手を振ると、三人が喜色満面の顔で直立不動になると、勢いよく頭を下げた。

			「「「はい！」」」

			　こんなに直角なお辞儀、初めて見たかもしれん。フランに名前を呼ばれ、それだけ嬉しかったのだろう。

			　彼らの答えに満足したのか、フランは背を見せて歩き出した。

			　もう振り返る気配はない。

			『フラン、覚えてたんだな』

			（ん。弟子だから）

			　なんか、フランのちょっとした成長が見れた気がして嬉しいぞ。それに良かったなルーキーズ。一方通行じゃなかったみたいだ。

			「フラン、ここでお別れだな」

			　次に声をかけてきたのは、水竜艦ウィシュカルの主、マールだった。

			「色々と助けられた。感謝する」

			「それはこっちも」

			「だが、私の協力要請のせいで、今回の事態に巻き込んでしまった」

			　確かに、あそこでマールの要請を断って獣人国に真っすぐ向かっていれば、あれ程激しい戦いにならなかったかもしれない。

			　だが、そうじゃなかったかもしれない。

			　もしかしたら、水竜艦ヴァルッサに再度遭遇して撃沈されていたかもしれないし、アルギエバ号だけでミドガルズオルムに遭遇して食われていたかもしれない。

			　結局はたらればの話である。

			「私は無事に獣人国に辿り着いた。それでいい」

			「そうか」

			「ん」

			　フランが言った通り、それが全てだろう。

			　むしろ、航海の後半は、水竜艦に護衛してもらったようなものである。

			「私はもう行かねばならない。早く国に戻らねばならないからな」

			「そう」

			「シードラン海国に来た際は、絶対に訪ねてきてくれ。姉上たちも喜ぶ。私もな」

			「わかった。絶対、遊びに行く」

			「ふふふ。そうだな。遊びに来い」

			　マールが差し出した手を、フランが強く握る。

			　お別れだと言われて、寂しくなったんだろう。

			「またね？」

			「うむ、さらばだ」

			　フランとマールが一瞬見つめ合い、互いに破顔した。

			　冷徹なマールと、無表情なフランが、クシャッとした顔で笑い合う姿は、本当に気を許した友人同士のようだ。

			「また会おう。友よ」

			「ん！」

			　そして、マールは最後に敬礼をして去っていった。

			　フランは、その背中が見えなくなるまで、ずっと見送っていた。

			「黒雷姫。終わったか？」

			「ん。お待たせ」

			　実は少し前から横にいたんだが、気を遣って待っていてくれたのだ。

			　強いうえに気遣いまでできるなんて……。絶対にモテるに違いない。

			「構わんさ。では、行くか」

			　実はモルドレッドには冒険者ギルドまで案内してもらう約束をしていた。

			　今回の護衛報酬を受け取るためである。でも、初めてきた町だから、ギルドの場所が分からなかったのだ。

			「あそこだ」

			「おっきい」

			「それなりに大きな港町だからな」

			　グレイシールの冒険者ギルドは港から少し歩いた場所にあった。

			　建物はかなり大きい。どうやら、船舶の護衛依頼の冒険者がかなり多いらしく、それなりに力があるギルドのようだ。

			　中に入ると酒場が併設されており、結構な数の冒険者がたむろしていた。

			　入って来たフランを見てよくないことを考えた者もいたようだが、その後ろから現れたモルドレッドを見てすぐに目を逸らした。

			　ランクＢ冒険者のモルドレッドは、このギルドでも有名人なんだろう。彼の連れに手を出す馬鹿はいないようだ。

			　子供で黒猫族で可愛いなんて、絶対に絡まれると思っていたんだがな。何人かは叩きのめす覚悟をしていたけど、このギルドでは心配ないかもしれない。

			　だが、ザワザワしている冒険者たちの間を抜けて近づいて来る男がいた。

			「おいおい……モルドレッドさんよぉ？」

			　ニヤニヤとした笑みを浮かべる男が、からかう様な口調で声をかけてくる。

			　無精ひげの中年男だ。冒険者にしては少し細めかな？

			　やはり馬鹿はいるもんだ──などと思ったが、どうも違うらしい。

			「どこでこんな腕の良さげな少女を見つけて来たんだ？　まるであんたが引き連れられてるみたいだぞ？」

			「リロイか。なに、たまたま同じ船の護衛をしていただけだ。この町が初めてだというので、案内して来た」

			「へえ。俺はリロイ。この辺で活動している冒険者だ」

			「ランクはＤだが、記憶力が良くてな。地図いらずなのでこの辺で活動する時に、よく助っ人を頼んでいるんだ」

			　モルドレッドが助っ人に雇うくらいだから、外見の軽薄さとは裏腹に信頼できる冒険者なんだろう。

			「ん。ランクＣ冒険者のフラン」

			「その年でランクＣか！　かなり強いとは思ったが、そりゃあすげえ」

			　フランの自己紹介を聞いてリロイは目を見開いて驚いている。だが、モルドレッドは苦笑いだ。つい先日もランク詐欺だと言っていたし、フランの実力がランクＣ相当だと信じ込んでしまったリロイに対して哀れみの視線を向けてもいた。

			「その自己紹介は止めた方が良いんじゃないか？」

			「なんで？　嘘言ってない」

			「まあ、そうなんだが……。自分が黒雷姫だとせめて名乗ったらどうだ？」

			　モルドレッドがフランを黒雷姫と呼んだ瞬間、リロイがのけぞるように驚きの声を上げた。

			「何？　この嬢ちゃんが噂の黒雷姫なのかっ？」

			「ああ、そうだ」

			「じゃあ、俺なんかよりも断然強いじゃないか！　ランクＣって言われたから、てっきりちょい格上くらいかと……」

			　黒雷姫の噂は、商人によってグレイシールの町にまで広げられていたらしい。

			　モルドレッドが言いたいことも分かる。実際、リロイはすぐにフランの正体に気づいたしな。確かに黒雷姫と名乗れば、一発で実力があると分かってもらえるし、侮りも払拭できるだろう。

			　だが、その名乗りは大きな危険を孕はらんでいるのだ。何が危険だって？　もし知られていなかったら？　フランが自分から異名を名乗る、自称異名持ちに思われてしまうのだ！　俺が馬鹿にされるのはいいけど、フランが馬鹿にされるのは我慢ならない。

			　なので、しばらくはランクＣ冒険者と名乗ることになると思う。

			　ただ、このギルドにおいては「黒雷姫」の異名は十分な効果を持っていたらしい。

			「まじかよ！」

			「あれが黒雷姫殿だと？」

			「黒雷姫様が居るの？　どこ？」

			「ええー！」

			「ちょ、本当かよ！」

			　冒険者全体に黒雷姫の名前は広がっているらしく、酒場中の冒険者たちが騒ぎ出した。中には立ち上がってフランを凝視する者や、モルドレッドの圧力に負けずに近寄って来る者までいる。

			　バルボラでもここまで大きな反応は無かったんじゃないか？　よく見ると獣人の冒険者が九割以上を占めており、俺の想像以上に黒雷姫への関心が高いようだった。

			　何せ、進化できない最弱種族と言われていた黒猫族なのに、進化を成し遂げたのだ。しかも獣人国では知らない者はいない英雄である、ランクＡ冒険者ゴドダルファに勝利している。

			「あの少女が、本当にゴドダルファ様に勝利したのか？」

			「そういう話だ。そもそも、王宮商人が話していた話だぞ？　嘘なわけないだろう」

			「だったらゴドダルファ様が勝ちを譲ってやったんだろ？」

			「ああ、なるほどな。花を持たせたのか」

			「いやいや、あのゴドダルファ様だぞ？」

			「そうだよ。あんな子供にわざと負けて、自分の名前に傷をつけるわけないだろ？」

			「そうじゃなくて、あの人が戦いで手を抜くわけないだろ？」

			「そうだそうだ。模擬戦ならともかく、本気の大会だぞ？」

			　冒険者のヒソヒソ話を聞いてみると、ゴドダルファが手加減して勝ちを譲ったと言う意見も多いようだ。実際に見ないと信じられないだろうし、そこは仕方ないけどね。

			　クエスト完了の手続き中も、入れ代わり立ち代わり冒険者がやって来ては、遠巻きにフランを観察していった。

			「本当に進化してるぞ？」

			「ああ、まじだな」

			「どうやったんだ？」

			「そう言えば、商人が邪人を倒すとか話してたな？　眉唾だと思って聞き流しちまったが」

			　実は、進化隠蔽はすでに外している。

			　ここからは、黒猫族が進化できるという事実を広めていくつもりだからだ。

			　獣人国の貴族や商人には、獣王の口から進化の条件が少しずつ広まっているらしい。フランが進化していると言う事を見せつければ、より早く事実が広まってくれるだろう。

			　報酬を受け取ってギルドを出る時も、数十の視線がフランの事を追っていた。

			『とりあえず宿を取るか。王都への行き方も調べなきゃならんし』

			（ん）

			　さて、この国ではどんな出会いがあるだろうか？

			　できれば、フランにとって良き出会いがありますように──。

		

	
		
			あとがき

			


			「ねー、奥様、聞きました？」

			「あら、なんですの？」

			「あとがき、なんと今回も三ページあるんですって！」

			「ええ？　本当ですの？」

			「間違いありませんわ。作者に届いた編集Ｉさんからのメールに、しっかり三ページと明記されていたそうですから！」

			「信じられませんわ！」

			「事実ですわ」

			「だって、前巻のあとがきで、ページ数を調整して苦手なあとがきを短くしてるって……。作者がそう書いていたじゃないですか！」

			「それが、今回も失敗したんですって！」

			「まあ！　なんて無能な作者なんでしょう！」

			「本当に！　いやですわねー」

			「ねー」

			「──はっ！　こ、これは……！」

			「ど、どうされたんですの？　奥様？」

			「この作者、この寸劇で行数を稼ぐつもりですわ！」

			「まあ！　私たちを利用したんですのね！　なんて狡猾な！」

			「無能なうえにズル賢いだなんて！　サイテーですわ！」

			「ですわですわ！　サイテーですわ！」

			「とか言ってる間に、もうこんなに行数を無駄にしてしまいましたわー！」

			「やめて！　これ以上私達を利用して、無駄に行数を重ねないで！」

			「ケダモノ！　この作者はケダモノよ！」

			「いやー！　これ以上は、堪忍してー！」

			



			　いや、ちゃうねん。

			



			　修正とか色々してたら、いつのまにか必要なあとがきが増えてこんなことに……。

			



			　ということで、またまたページ調整に失敗して、あとがきに苦しんでいる棚架ユウです。

			　ああ、ちなみに奥様Ａ、Ｂは本編とは全く関係ありませんので。

			　本編への登場予定もありません。

			　多分。

			



			　今回はまた海が舞台ということで、ＷＥＢ版とは違うオリジナル要素が強めです。新キャラもいますよ。

			　かなりの難産でしたので、楽しんでいただけたら幸いです。

			



			　それにしても、もう七巻ですか～。

			　ここまで続けられているのも、多くの方に支えてもらっているからだと、最近になって改めて感じております。

			　ここで恒例のお礼の言葉を。

			　編集者のＩさん。今回は〆切ギリギリでの進行、まことに申し訳ありませんでした。それでもしっかりと付き合ってくれるあなたがダイスキです。

			　素敵なイラストを描いてくださった、るろお様。あなたが神です。

			　巻末漫画を描いてくださった丸山先生。最高なんです。

			　また、ダメ人間の作者を支えてくれる、友人知人家族たち。あなた方あっての私です。

			　そして、この作品の出版に関わって下さった全ての方々と、応援してくださっている読者の皆様方。

			　本当に感謝しております。
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